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Ⅰ 法人の特徴 
 
大学の基本的な目標（中期目標前文） 

本学の使命は「学術と文化の拠点として，高い倫理観のもと，人々が健やかに暮らせるため

の科学と技術に関する世界的水準での教育・研究を推進し，地域，国及び国際社会に貢献し得

る人材の育成と，独創的でかつ地域の特色に鑑みた教育科学研究，先端科学技術研究及び医学

研究を行い，専門医療を実践すること」にあり，このために大学の基本的な目標を次のように

定める。 

 

１．福井大学は，21 世紀のグローバル社会において，高度専門職業人として活躍できる優れた

人材を育成します。 

２．福井大学は，教員一人ひとりの創造的な研究を尊重するとともに，本学の地域性等に立脚

した研究拠点を育成し，特色ある研究で世界的に優れた成果を発信します。 

３．福井大学は，優れた教育，研究，医療を通して地域発展をリードし，豊かな社会づくりに

貢献します。 

４．福井大学は，ここで学び，働く人々が誇りと希望を持って積極的に活動するために必要な

組織・体制を構築し，社会から頼りにされる元気な大学になります。 

 

 

１．本学は，平成 15 年 10 月に旧福井大学と福井医科大学が統合し，新生の福井大学として設置

された。基本的な教育研究組織として，教育地域科学部，医学部及び工学部の３学部とこれを

基礎とする大学院の教育学研究科，医学系研究科及び工学研究科から構成される。さらに，原

子力発電所の多い福井県の地域特性を踏まえた高エネルギー医学研究センターや附属国際原子

力工学研究所，遠赤外領域開発研究センター等，本学の人材育成・研究・地域及び国際貢献等

の推進に寄与する関連施設が設置されている【別添資料 法-1】。 

 

２．実学を旨とする３学部・３研究科から構成される本学は，創設の理念，地域の特性及び社会

的役割を踏まえ，全体を通じて実践的な教育によってグローバル社会において真に貢献できる

高度専門職業人を育成し広く社会に輩出するとともに，基礎研究を重視しつつ，先導的教師教

育，画像医学，子どものこころと脳発達学，遠赤外領域，原子力防災・危機管理等における国

内外をリードする独創的な研究を実践する等，「知の拠点」としての役割を果たしている。さら

に，産学官の連携による教育研究活動を推進し，附属病院における医療活動も含め，大学の有

する知的資源を積極的に社会に還元する，「地域の知の拠点」としても大きな役割を果たしてい

る。特に，第１期中期目標期間評価において，地方総合大学１位（全大学中７位）（本学事務局

調べ）と，本学の教育研究活動等の実力・実績が高く評価された。さらに，平成 27 年度受審大

学機関別認証評価において，11 に及ぶ優れた点があげられた【別添資料 法-2】。 

本学は，第２期中期目標期間を通じて，教育，医療及び工学の分野でグローバル社会をリー

ドしていく次世代の人材を育て上げる優れた高等教育機関として，国際的・地域的視点をもっ

た創造性豊かな学術研究の場として，地域課題を解決する取組を通じて地域社会に貢献する地

域の知の拠点として，強み・特色を持つ教育研究分野で国際・国内拠点形成を進めるよう，世

界水準の教育研究を推進している。 
 

３．キャンパスは，教育地域科学部と工学部を擁する文京キャンパス（福井市），医学部と附属病

院を擁する松岡キャンパス（永平寺町）に加え，平成 22 年度に新たに開設した附属国際原子力

工学研究所を擁する敦賀キャンパス（敦賀市），の３か所に及び，専任教員数は約 550 人，学生

総数は約 5,000 人である。約４割の卒業生・修了生は教員，医師・看護師，エンジニア等の高

度専門職業人として福井県内機関に従事しており，地域社会の担い手の育成は関係者の期待に

十分応えるものとなっている。特に，「全国 240 大学実就職率ランキング」（大学通信調査）に

おいて，複数学部を有する国立大学中８年連続１位と評価される等，本学は「就職に強い大学」

として広く認められている。 

 
４．本学では，社会で果たそうとする役割，個性や特徴をより明確にして広く発信するよう，長

期目標【別添資料 法-3】を定めた。この長期目標や本学のミッション，再定義された各部局の
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ミッション【別添資料 法-4】も踏まえ，第２期中期目標期間中を通じて，学長の強力なリーダ

ーシップの下，組織改組を含め，大学改革を進めた。特に，平成 23 年度を「教育改革元年」と，

平成 24 年度を「教育改革実行年」と位置づける等，強力に教育改革を推進した。新たな学部「国

際地域学部」の平成 28 年度開設はその成果の一つである。 
 
５．教育学研究科教職開発専攻（教職大学院）は，従前より高評価されている実績を基盤として，

学校改革を伴う教員の資質向上支援および大学教員の役割転換を具現化した大学院段階におけ

る優れた教員養成改革モデルを全国に発信し，我が国の教師教育を先導するモデルを目指す「三

位一体改革」を推進しており，平成 25 年度に「戦略性が高く意欲的な計画」として認定された

（中期計画 1-1-2-5，2-1-3-3，3-2-3-2）。 
 

 [個性の伸長に向けた取組] 
本学は，地域特性や強みを活かして，全学的な観点から資源の選択と集中を図り， 
①グローバル社会において真に活躍できる高度専門職業人の育成 
②特色ある研究の推進による国際・国内研究拠点の形成 
③地域活性化のための中核的拠点の形成と国際支援 

の３つを個性の伸長に向けた戦略の柱として，本学の機能強化を進めている。 
 

（関連する中期計画） 

戦略 中期計画 

【戦略①】 計画１－１－１－２ 

計画１－１－２－１ 

計画１－１－２－２ 

計画１－１－２－４ 

計画１－２－１－１ 

計画１－３－１－３ 

【戦略②】 計画２－１－１－１ 

計画２－１－２－５ 

計画２－２－２－１ 

【戦略③】 

 

計画２－１－３－４ 

計画２－１－４－２ 

計画３－１－１－１ 

計画３－２－３－１ 

計画３－２－３－２ 

 
 [東日本大震災からの復旧・復興へ向けた取組等] 
１．文部科学省「英知を結集した原子力科学技術・人材育成推進事業（廃止措置研究・人材育成

等強化プログラム）」（平成 27 年度）に基づき，本学が中心となる西日本６大学・２機関の連携

により，現場のニーズを踏まえた「廃止措置技術」，「燃料デブリ分析」及び「廃炉技術開発」

に関する基盤研究と人材育成を推進している。 

２．科学技術戦略推進費「緊急被ばく医療に強い救急総合医養成拠点」事業の成果のもと，東日

本大震災を受け，直ちに，福井県等と連携して，被ばく医療の専門家・災害派遣医療チーム

(DMAT)・心のケアチーム等を派遣し，被災地の支援にあたった。なお，高く評価された本事業

を発展させ，平成 26 年度以降も「緊急被ばく医療総合シミュレーションコース」を開催してい

る。その後も，福島第一原子力発電所への医師派遣や，看護学科教員による仮設住宅での心理

調査等，現在に至るまで支援を継続している。 

３．福島県農業振興課において進められている放射性物質除去・低減技術開発事業において，本

学へは，水産分野の放射性物質が海面漁業に与える影響の調査のうち 2試験研究課題について，

福島県知事から支援要請があり，測定支援を実施した。 

４．多くの原子力発電所が立地する福井県にある本学の立場を活かし，体系的且つ実践的な原子

力工学教育を進めており，震災以降，「原子力・地震防災工学」の開講等，教育内容を見直し，

社会的ニーズにより的確に応えた技術者養成を推進している。 
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Ⅱ 中期目標ごとの自己評価 
 

１ 教育に関する目標(大項目) 
 
(１)中項目１「教育内容及び教育の成果等に関する目標」の達成状況分析 

 
①小項目の分析 
○小項目１「アドミッションポリシーに沿った入学者選抜方法等の点検・改善を積極的に

行い，それにふさわしい学生の入学を推進する。さらに，多様な学生の受入れに対応し

て，入学者の大学教育・生活への円滑な移行を支援する。また，学士及び大学院課程で

は教育の成果や社会ニーズを踏まえ，入学定員の在り方を検討する。」の分析 
   

関連する中期計画の分析 
計画１－１－１－１「第１期中期目標期間に明確化したアドミッションポリシーにふさわ

しい入学者を受け入れるため，アドミッションポリシーや入試情報などの積極的な広報活

動，入試状況・結果の評価に基づく入学者選抜方法の適宜点検・改善等を行う。さらに，

教育の成果や社会ニーズ等に基づき，平成25年度末までに入学定員の在り方を検討する。」

に係る状況 
 

（アドミッション・ポリシーの改定） 

①－１ アドミッション・ポリシー(以下「AP」という。)を，入学者選抜の基本方針等を

含む適切なものに改定した（資料 1-1-1-1-1）【別添資料 教-1】。 

 

資料 1-1-1-1-1 全学のアドミッション・ポリシー  
 

■ 新たに策定した全学の AP に合わせ，各学部では，第１期中期目標期間中に策定した AP を基に，

入学者選抜の基本方針や選抜の種類ごとの評価の視点を追加した，適切なものに改定した。 

 

■ 求める学生像 

福井大学は，学術と文化の拠点として，高い倫理観のもと，人々が健やかに暮らせるための科

学と技術に関する世界的な水準の教育・研究を推進し，地域，国及び国際社会に貢献し得る人材

の育成を理念・目標に掲げています。特に，実学を旨とする学部から構成されている本学は，創

設の理念，地域の特性及び社会的役割を踏まえ，「グローバル社会において真に活躍できる高度専

門職業人」を育成し，広く社会に輩出しています。そこで，この目標・理念を達成できるよう，

以下のような素質等を備えた人を積極的に受け入れます。 

１．高度専門職業人として，地域はもとより，国及び国際社会に貢献しようとする強い意欲を有

する人 

２．大学での学修に必要な基礎学力を有する人 

３．知的好奇心が旺盛で，教養から専門分野まで幅広い知識・技術等を修得しようとする自主的

学修姿勢を有する人 

４．高度専門職業人として社会で活躍するにふさわしい豊かな人間性，周囲との協調性，奉仕の

精神を有する人 

 

■ 入学者選抜の基本方針 

本学の理念・目標に則り，各学部の特性・アドミッション・ポリシーに応じた適切な選抜方法・

区分によって多様な入学者選抜を実施します。選抜では，多様な入学生を受け入れるよう，学士

課程教育を受けるのにふさわしい能力・適性等を公平かつ多面的・総合的に評価します。 

 

（事務局資料） 
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（積極的な広報活動） 

②－１ ミニオープンキャンパスの新たな開催を含め，高校訪問説明会，進学説明会等，

様々な機会を利用して，AP や入試情報等の周知に努めた（資料 1-1-1-1-2〜5）。AP

の周知状況は良好である（資料 1-1-1-1-6）。 

 
資料 1-1-1-1-2 掲載物等によるアドミッション・ポリシーや入試情報の公表状況（平成 27 年度） 

 

■ AP や入試情報は，大学案内，入学者選抜要項，AO 入試学生募集要項，推薦入試学生募集要項，

AO 入試案内などの印刷物の配布，ウェブサイト等によって，公表に努めた。 

掲 載 物 名 配 布 先 発行頻度 配布部数 URL  

大学ウェブサイト 

（教育情報の公開のページ） 
－ － － 

http://www.u-fukui.ac.jp/cont_about/c

orporate/obiligation/ 

各学部ウェブサイト － － － 

（教育地域科学部） 

http://www.f-edu.u-fukui.ac.jp/edu1/ 

（医学部） 
http://www.med.u-fukui.ac.jp/home/ufm

s/ 

（工学部） 
http://www.eng.u-fukui.ac.jp/index_ol

d.html 

大学案内 
教職員， 

高校生等 

定期 

(年１回)
20,000 部

http://www.u-fukui.ac.jp/ebook/2016/F

LASH/index.html 

（デジタルパンフレット掲載） 

一般入試学生募集要

項 

高等学校，

高校生等 

定期 

(年１回)
15,000 部

http://www.u-fukui.ac.jp/user_admissi

on/examination/essential_point/old_pd

f/H28/583252.pdf 

入学志願者資料集 
高等学校，

高校生等 

定期 

(年１回)
6,000 部 

http://www.u-fukui.ac.jp/~nyushi/admi

ssion_sect/admission/applicant/applic

ant_2015.pdf 

AO 入試案内 
高等学校，

高校生等 

定期 

(年１回)
3,500 部 

http://www.u-fukui.ac.jp/~nyushi/admi

ssion/index.html 

 

（事務局資料） 

 

資料 1-1-1-1-3 高校訪問説明会の実施状況  

学 部 
平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度

回数 参加者数 回数 参加者数 回数 参加者数 回数 参加者数 回数 参加者数 回数 参加者数

教育地域科

学部 
20 527 20 476 20 611 18 459 19 499 19 463 

医学部 16 196 14 184 15 224 13 186 15 208 20 285 

工学部 21 477 － － － － － － － － 20 327 

国際地域学

部※ 
－ － － － － － － － － － 19 - 

計 57 1,200 34 660 35 835 31 645 34 707 78 1,075

※「国際地域学部」は平成 28 年度新設学部                         （事務局資料）  
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資料 1-1-1-1-4 進学説明会の実施状況      

■ 進学説明会の実施回数や参加者数は概ね増加している。 

 

 

 

 

 

 

（事務局資料） 

 

資料 1-1-1-1-5 オープンキャンパスの参加者数と実施例  
 

■ 平成 24 年度より，大学祭等のイベント時に，入試広報活動の一環であるミニオープンキャンパス

を開催する等，参加者数は増加している。 

 

■ オープンキャンパス参加者数 

（人） 

年度 
文京キャンパス 松岡キャンパス 

参加者数

合計 オープン 

キャンパス 

ミニオープン 

キャンパス 

オープン 

キャンパス 

ミニオープン 

キャンパス 

平成 22 年度 
開催日 ８/６（金）

 
８/３（火） 

 1,746 
参加者数 1,399 347 

平成 23 年度 
開催日 ８/９（火）

 
８/８（月） 

 1,986 
参加者数 1,560 426 

平成 24 年度 
開催日 ８/８（水）

 
８/９（木） 10月14日（日）※ 

1,926 
参加者数 1,430 459 37 

平成 25 年度 
開催日 ８/９（金）

６月１日（土）

11月23日（土）
８/８（木） 10月13日（日） 

2,265 

参加者数 1,495 97 527 146 

平成 26 年度 

開催日 ８/８（金） ５月31日（土） ８/７（木） 10月12日（日） 

2,213 
参加者数 1,452 37 602 122 

平成 27 年度 
開催日 ８/７（金）

５月30日（土）

８月22日（土）
８/６（木） 10月11日（日） 

2,237 

参加者数 1,478 50 629 80 

      ※平成 24 年度に松岡キャンパスで開催されたミニ・オープンキャンパスは，事務局職員で構成された入試広報プロジェクトに 

より実施。 

 

■ オープンキャンパスの実施例 

 

 

 

 

 

 

 

        

 

   

   

 

 

 

福井大学医学部では，従来のオープンキャン

パスに加えて，医学部に対する理想と現実の

ミスマッチを解消する目的で，参加者を福井

大学受験希望者に限定しないオープンキャン

パス（ミニオープンキャンパス）を実施した。

このオープンキャンパスは，医学部の雰囲気

をより身近に感じられるよう在学生主導で

行っており，在学生目線の企画が好評を博し，

福井新聞（2013 年 10 月 14 日）にも実施の様

子が掲載された。 

  （事務局資料）

平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 

回数 参加者数 回数 参加者数 回数 参加者数 回数 参加者数 回数 参加者数 回数 参加者数

57 

(31) 

466 

(373)

69 

(49) 

1,594 

(1,081)

79 

(58)

2,263 

(1,355)

111

(92)

2,485 

(1,974)

128 

(107)

3,010 

(2,375) 

100 

(73) 

2,415 

(1,790)

※括弧内の数は県外で実施した進学説明会の実績で内数  

この部分は著作権の関係で掲載できません。
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資料 1-1-1-1-6 入学者受入方針の周知状況の例（松岡キャンパス） 

 

 ■ 入学者における入学者受入方針の周知状況 

 

設問：福井大学医学部（医学科）のアドミッション・ポリシーを知っていましたか？ 

 

１．知っていた  ２．知らなかった 

回 答 人数 

1:知っていた 89

2:知らなかった 15

合 計 104

 

 

設問：福井大学医学部（看護学科）のアドミッション・ポリシーを知っていましたか？ 

 

１．知っていた  ２．知らなかった 

回 答 人数 

1:知っていた 40

2:知らなかった 16

合 計 56

 

 
（平成 26 年度新入生対象アンケートより抜粋） 

（平成 26 年度新入生対象アンケート結果より抜粋） 

 

■ オープンキャンパス参加者における入学者受入方針の周知状況 

 

設問：福井大学の（志望）各学部・学科の「アドミッション・ポリシー」はご存知ですか。 

 
 

          （平成 27 年度オープンキャンパス参加者アンケートより抜粋） 

 

（事務局資料） 

 

  

男 女 県内 県外 総数

1.知っていた 11 65 56 19 75

2.知らなかったが，今回知った 43 193 158 77 235

無回答 1 12 13 0 13

55 270 227 96 323総計

回答 0 50 100 150 200 250

男 女

１:

86%

２:

14%

１:

71%

２:

29%



②

 

資

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

②－２ ア

（資料

らの志願

資料 1-1-1-1-7 

 

高校訪問や

本学の紹介

教員が高校

ションを

の情報を高

相談室及び

 
【取組１】

平成 23

同で「北

（成果） 

志願者

年度入試

大阪，兵

【取組２】 

平成 2

地区から

方試験会

ドミッション

1-1-1-1-7）

願者が増加す

アドミッショ

や地域での進学

介を行い，入試

校訪問や進学説

させていただい

高校生の皆さん

びオープンキャ

 「北陸４国公

3 年度から福井

陸４国公立大

者確保の成果

試）を下記の

兵庫，奈良，和

「京都試験会

27 年度入試（

らの志願者に対

会場としては，

 

ンセンター

とともに，

する等，成果

ンセンターの実

学説明会等を通

試情報を提供し

説明会に出向い

いています。パ

んに提供する

ャンパス時には

公立大学合同

井大学，金沢

大学合同進学説

を確認するた

グラフに示し

和歌山）から

会場 設置」（

（工学部 前期

対して，本学

，初めてのこ

1－5 

（以下「AO セ

志願者増加

果があがった

実施する広報活動

通して本学の

します。主に，

いて，高校生や

パンフレットは

と共に Eメール

は入試相談コー

同進学説明会」

沢大学，富山大

説明会」を京

ため，関西地区

した。このグラ

らの志願者が増

 

（工学部 前期

期日程入試）か

学受験への利便

ことである。

センター」と

加に向けた様

た（資料 1-1-

動の概要 

アドミッショ

北陸，中京，近

や進路指導の先

は毎年，ホーム

ルでの質問も歓

ーナーを開設

 

大学，石川県立

京都と名古屋で

区からの志願者

ラフから分か

増加傾向にあ

日程入試）

から京都試験会

便を図った。な

という。）を

様々な取組を

-1-1-8～10）

ン・ポリシーを

近畿地区を中心

先生方に直接，

ムページは随時

歓迎しておりま

しています。 

（AO センターホ

立大学の北陸の

で行った。 

者数（平成 23

るように関西

ることが分か

会場を設置し

なお，京都にお

福井大学

中心とした入

実施し, 関西

【別添資料 

を浸透させる

心として，セン

PR やプレゼン

時改訂し，常に

ます。さらに，

ホームページよ

の４国公立大

3 年度入試～

西地区（滋賀，

かった。 

た。これによ

おける国立大

学 教育 

入試広報

西地区か

教-2】。 

と共に，

ンター

ンテー

に最新

，入試

り抜粋） 

大学が合

平成 27

京都，

より関西

大学の地



    

 

    

 

 

（成果）

 これま

都市から

たことに

の志願者

 

【取組３】 

   福井大

屋工業大

橋技術大

海北陸信

この合同

している

（成果） 

 これま

校生が専

効果的な

北陸信州

明会では

であり，

た。 

【取組４】 

   高校生

ンパスツ

している

ツアー

るが，図

職支援室

１～３号

内した。

ても説明

（成果） 

学生に

年齢が近

ため参加

である。

増加の傾

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

まで京都から

らの志願者は

により京都市

者増に繋がっ

「東海 北陸

大学，金沢大学

大学，愛知教育

大学，静岡大学

信州国立 12 大

同進学説明会は

る。

までの業者主催

専門学校志願者

な進学説明会で

州国立 12 大学

は，来場するほ

相談ブースで

学生による

生やその保護者

ツアー（学内ツ

る。 

ーのコースは，

図書館，学生支

室を含む），附

号館，共用講義

そして本学の

明を行った。 

によるキャンパ

近い在学生がキ

加した高校生に

キャンパスツ

傾向にある。特

 

の志願者（工

わずかであっ

内の高校（進

た。 

陸 信州 国立 1

学，富山大学

育大学，三重

学，浜松医科

大学が合同で進

は年に数回，

催の進学説明

者から国立大

ではなかった

学入試広報連絡

ほとんどの生

での説明が有

るキャンパスツ

者を対象に学

ツアー）を平

学生スタッ

支援（生協を

附属図書館（L

義棟や教育の

の入試，教育

パスツアーは

キャンパス内

にとって気楽

ツアーの実施

特に，県外か

1－6 

工学部）は京都

った。しかし，

進学校）からも

12 大学入試広

学，名古屋大学

重大学，岐阜大

科大学，信州大

進学説明会を

名古屋や松本

明会では，来場

大学志願者まで

た。しかしなが

絡会」による

生徒が国立大学

有効および効果

ツアー 

学生ガイドによ

平成 23 年度よ

フによって多

を含む），大学会

LDC を含む），

の建物，体育館

育制度，学生生

は，参加する高

内を案内してい

楽に質問出来て

施回数と参加者

からの参加者が

都市郊外からの

平成 26 年度

も志願者があっ

広報連絡会」

学，名古 

大学，豊 

大学の東 

行った。 

本で実施 

場する高 

で幅広く 

がら「東海 

進学説 

学志願者 

果的であっ 

よるキャ 

り実施 

多少異な 

会館（就 

工学部 

館などを案 

生活につい 

高校生と 

いる。その 

て大変好評 

者数は年々 

が増加して 

の志願が中心

度，京都駅前に

った。また結果

による合同進

福井大学

で，中心部で

に試験会場を

果的に関西地

進学説明会 

（事

学 教育 

である京

を設置し

地区から

事務局資料） 
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資料 1-1-1-1-8 志願者増加に向けた取組例       

 
学部等 取組例 

全学 

・平成 28 年度に新たに設置される「国際地域学部」や，改組・再編後の工学部におけ

る志願者の獲得および近畿圏からの出願者数を増やすことを目的に，JR 京都駅や阪

急梅田駅などの駅構内にポスターやデジタルサイネージ等の交通広告を展開した

（資料 1-1-1-1-9）。 

教育地域 

科学部 

・オープンキャンパス，高校訪問説明会（県内外），進学説明会（県内外）などを継続

的に開催し，受験者増加に努めているが，この様な活動以外にも，一年を通じて教

育地域科学部の魅力をアピールする必要がある。進学説明会では「話を聞くと魅力

的な学部であることは分かるが，（常時情報が得られる）学部のホームページを見て

もその魅力が伝わってこない」という意見が聴取され，今後は一年を通じた広報活

動が可能な手段（インターネットなど）を利用して学部の魅力を発信し，さらに多

くの受験生の確保に努めている。 

・協働と探究を通じた学びに取り組む高校生を中心に，高校教員，大学生，大学院生，

大学教職員，地域の社会人が，互いの経験を交流・共有しながら学び合う実践交流

の場として開催している「福井大学高大連携ラウンドテーブル」を平成 25 年度（前

身は教職大学院ラウンドテーブルの一部として平成 24 年度より開催）から実施して

おり，世代と分野をこえて学び合うセッション（ポスター発表・シンポジウム・小

グループ交流）で構成され，これまで５回の開催実績を重ねてきた。全国各地から

高校生が参加している。（高校生の参加者数 平成 25 年度：40 名，平成 26 年度：

31 名，平成 27 年度：82 名）（P1-31 後掲資料 1-1-1-2-5）。なお，平成 26 年度，平

成 27 年度ともに，県外参加高校から本学への受験者が複数名あった。 

医学部 

・AP を理解した学生が受験するよう，オープンキャンパスの企画を見直し，本学の「教

育理念・目標（＝AP）」や「特色」を体現する模擬授業の導入を行った（資料

1-1-1-1-10）。医学科であれば「内科」「外科」「基礎医学」「地域医療」など，看護

学科は「基礎～地域」までの全領域の模擬授業を２年間のオープンキャンパスへの

参加で網羅できるよう設計している。また，これに伴い，従来は年１回であったオー

プンキャンパスを年２回に増やして開催している。同時に，運営を学生主体にする

ことで，より高校生に近い目線での企画を増やしており，好評を得ている。 

・平成 26 年度より，近年オープンキャンパスに同伴の多い保護者を対象に，最新の入

試状況，入学後の履修状況についての説明会を行っている【別添資料 教-2】。受験産

業等の調査によると，年々進学に対する保護者の意見は影響力を増しており，受験

者のみならず，保護者への AP 周知にも配慮している。 

工学部 

・工学部では，前期日程試験会場について，従来の名古屋会場に加え平成 27 年度入試

から京都会場を新たに設定した。入試情報提供の充実を図った結果，京都会場での

受験者数は平成27年度入試の103 名から平成28年度入試は39名増の142名となっ

た。 

・平成 22 年度を最後に行っていなかった県内高校への「高校訪問説明会」を，県内の

受験者増に向け平成 27 年度から開始し平成 27 年度は 20 校で実施した。今後も県内

受験者の増加に向け継続的に実施することにしている。また，県外での大学説明会

や編入学受験者獲得として県内外の高専の訪問説明会も継続的に行っており，受験

者の増加につなげている。 

・オープンキャンパスにおいては，各学科の進学説明のほかに，学科の講演会や学生

を主体とした研究室開放，若手女性教員による理系女子応援セミナーを行い，学科

の研究内容の魅力を受験生に伝え，受験者の確保に努めている。 

 

  
（事務局資料）
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資料 1-1-1-1-9 駅構内に展開した交通広告   
      ■JR 京都駅                  ■阪急梅田駅 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （事務局資料） 

 

資料 1-1-1-1-10 医学部オープンキャンパスにおける模擬授業の実施 
 

■模擬授業の内容 

医学部医学科では，過去の入学試験の分析により，大学入試センター試験時の理科選択において生

物科目を選択しているか否かが入学後の成績や，その結果としての留年に影響していることが明らか

となっている。そのため，平成 27 年度医学部オープンキャンパスについては，高校生に生物科目の

重要性が伝わるよう教職員間の打ち合わせのうえ実施しており，参加者のアンケート結果からも生物

科目への意識の向上が感じられる。設問「医学部で最も重要な科目は何ですか」について，生物学と

回答した参加者の割合は 20％（平成 26 年度）から 41%（平成 27 年度）に増加した。 

看護学科でも，同様な，模擬授業を実施している。 

模擬授業への参加者は年々増加しており，さらに参加者から好評を得た。 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

   
 
 
 
 

年度 模擬授業の内容 参加者数

平成22年度 心ってなに？ ～心の科学と医療～ 347名 

平成23年度 人体解剖学入門 －じっと手を見る 426名 

平成24年度 
北米型ER…まったなし救急の多様性に迫る 

459名 
動き出した災害看護 ～いのち輝く～ 

平成25年度 

第１回 

最新の脳外科手術 －脳を守るために－ 

527名 
画像診断学 －呼吸器－ 

「フィジカルアセスメント」－バイタルサインってなんだろう？－ 

「公衆衛生看護学」－地域を動かす看護を学ぶ－ 

第２回 

カオス理論が明かす脳の謎 

146名 

ドクターを目指すキミたちへ 

「いつか，子どもがほしい あなたへ」 

～ファティリティ・アウアネスの視点をもとう～ 

― 慢性期看護入門講義 ― 糖尿病看護の基礎知識 
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平成26年度 

第１回 
いやされない傷～児童虐待を脳科学する～ 

602名 
がんサバイバーシップ - がんとともに生きる人々への看護ケア 

第２回 

地域と大学の架け橋として ～医師に求められること～ 

122名 「問われる看護の専門性」 

心ってなに？ -心理行動科学とは 

平成27年度 

第１回 

きてみてさわってみようシミュレーター -医学教育の進歩- 

629名 心臓はなぜ動く？ 

からだの中の様々な細胞を見てみよう！ 

第２回 

将来の医師に伝えたい！地域医療・最前線 

～地域の医師に求められるもの～ 
80名 

看護の魅力 国民の信頼に応えるライフサポーターをめざして 

エイズは，近くまでやって来た 

 

■医学部オープンキャンパス参加者からのコメント（医学科，一部抜粋） 

・すごく分かりやすい説明で良かった。模擬講義をやってみて，もっと福大に行きたいと思った。 

・福井大学の第一印象は，どんな人でも優しく受け入れてくれるなと思いました。係の方々の対応も

とても親切で，はじめて福井にきた僕にはとても安心できました。さすが患者の受入れを拒否しな

い大学というのが体現されていて，すごいと思います。また，体験授業はとても面白いものでした。

正直，これまでに他の大学の講義を受けたのですが，どの講義もなんだか型にはまった感じで，結

局寝てしまうなんてことになっていましたが，この授業は違いました。こんな授業を大学のキャン

パスで受けてみたいと心から思えました。これから，本気で勉強をし，貴校に入学できるよう，が

んばりたいと思いました。とてもためになる１日でした。 

・北米型 ER の講義で，すごく楽しませていただきました。頑張って福井大で学べるようにします。 

・２名の教授によるトップクラスの授業がすばらしかったです。普段，目にすることのない医療の現

場のビデオや医療の理論など教授のユーモア溢れる講義を聞くことが出来ました。是非入学して

もっと医療の奥深くまで学びたいです。在学生の話を聞いて受験の緊張が和らぎました。先輩は私

の高校の部活の先輩だったので，良い経験となりました。 

・体験授業参加できて本当いいこと学べました！新病棟見学して，もし将来医師になったら福井大学

で働きたいと思いました。 

 

（事務局資料） 
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（入試状況・結果の点検・改善） 

③－１ AP にふさわしい学生を受け入れるために，各学部では，様々な入学者選抜を工

夫・実施した（資料 1-1-1-1-11，12）。 

 
資料 1-1-1-1-11 求める学生像と入学者選抜方法の対応例（医学部医学科） 
 

■ 第１期中期目標期間に引き続き，それぞれの選抜方法が AP に対応しているか確認の上，実施

している。 
 

アドミッション・ポリシー（求める学生像）の主要事項 

①医師となるにふさわしい豊かな人間性，周囲との協調性，奉仕の精神を持った人 

②医学教育内容を十分理解するために必要な幅広い基礎学力と応用力の富む人 

③医学・医療を通じて広く社会に貢献しようとする強い情熱と意欲を持った人 

④先端的生命科学に強い関心をもち医学研究者になることを希望する人 

⑤医師として地域医療に貢献したい人 

 
 

 

 

 

 

 

  

 

 

◎…特に重視する項目 ○…重視する項目 - …必ずしも重視しない項目 

 

 

（事務局資料） 

 

資料 1-1-1-1-12 各学部における AP に対応した様々な入学者選抜の工夫例 

学部 入学者選抜の工夫例 

教
育
地
域
科
学
部 

・一部のコースにおいて AO 入試を採用し，第一次選考，最終選考と２度に分けた選考で，小論

文，面接，実技，プレゼンテーションなど多彩な選抜を行っている。第一次選考と最終選考の

間に課題を課し，そのレポートを元に最終選考でプレゼンテーションを行うなど，学力のみに

よらない AP に沿った学生を確保するための選抜方法の工夫を行っている。 

・推薦入試では，基礎学力のうえに目的意識や思考力，表現力を持った AP にふさわしい学生を

確保するため，小論文作成とその内容に基づく面接，集団面接と個人面接の組み合わせによる

選抜などを行っている。また，推薦要件となる調査書評定平均値について，幅を持たせた設定

としている。 

・後期日程では，幅広い分野からの課題を提示して論述させる小論文により，論理的思考力や表

現力に重きを置いた選抜を行っている。 

医
学
部 

・医学科は，学力のみならず，AP にふさわしい学生が入学するよう，入試において人物の総合

的評価（面接）を強化した。 

1）面接委員毎の評価傾向の分析（面接委員の評価バラツキの調査） 

2）面接 FD の受講者を中心に面接委員を選定（面接委員による評価バラツキの修正） 

3）集団面接から個別面接への移行（医・前期）。２次面接の導入 

4）推薦入試における希望枠（地域枠）選択順位の撤廃 

・看護学科は，入試において人物評価を強化するため，推薦入試出願要件の緩和，一般入試の選

択科目の拡大等を実施した。 

1）推薦入試の出願要件となる調査書概評を 4.3 以上から 4.0 以上へと拡大 

2）一般入試で課すセンター試験の選択科目を，一部の進学校しか履修しない発展科目から拡

大し，基礎科目の選択も可能となるよう緩和 

3）面接 FD の実施 

4）AP にふさわしい学生の少ない３年次編入試験の廃止 

入試区分 ① ② ③ ④ ⑤ 

一般入試 
前期日程 ○ ◎ ○ ○ ○ 

後期日程 ◎ ○ ○ ○ ○ 

推薦入試Ⅱ 

全国枠 ○ ○ ◎ ○ ○ 

地域枠 ○ ○ ◎ ○ ◎ 

福井健康推進枠 ○ ○ ○ - ◎ 

学士編入学 ○ ◎ ○ ◎ - 
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工
学
部 

・AP に適合した学生を確保するために，工学部では入学後の成績の追跡調査を基に改善を図っ

ている。 

工学部で学修するためには，数学，物理の基礎力を要することから，AO 入試Ⅰの出願要件

に数学，理科の履修要件及び理数系科目の評定平均値（数学及び理科が 4.2 以上，全体 4.0

以上）を加えている。また，理系科目以外にも国語，外国語の履修要件及びセンター試験科

目として課すことにより語学力を身につけた国際社会で活躍できる学力を担保したうえで，

書類審査により文章力や自己アピール力，面接（口述試験を含む）やプレゼンテーション及

びディスカッションにより，工学に必要な創造力，実践力，チャレンジ精神を備えた学生を

確保するための選抜を行っている。 

なお，入学者選抜方法別に入学後の成績の追跡調査（各学科の留年率等）の分析結果では，

職業系の学生が伸びる傾向にあることから，AO 入試Ⅰ（センター試験を課さない）は職業系

対象の入試に移行することで，より AP に適した学生の確保に向けて改善を計っている。 

・工学部第３年次編入学では，学科の AP を募集要項等で明示し，明確な目的意識のある学生を

受け入れるようにしている。選抜方法としては，推薦選抜（書類審査，面接）と一般選抜（学

力試験，面接）を実施しており，特に，一般選抜では幅広い分野からの志願者を受け入れる方

針で，出願資格に出身学部・学科等の制限を設けていない。また，幅広い分野から受け入れる

ために，学力試験を課す選抜に移行している。 推薦選抜では自己推薦制を導入しており，面

接（口述試験を含む）及び書類審査により，”ものづくり”に関連した取組などを評価するこ

とで，科学技術の修学意欲のある志願者を受け入れる工夫をおこなっている。さらに，マレー

シア政府との協定に基づくマレーシア・ツイニング・プログラム入試を導入し，現地で面接（口

述試験を含む）を行い，国際社会で活躍したい志願者を受け入れている。 

（事務局資料） 
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③－２ 入試改革を推進するため，「入試改革委員会」を設置した（資料 1-1-1-1-13，14）。

「入学者選抜方法研究小委員会」では，入試データ等の年度推移的な分析・検討等を

詳細に行い，入学者選抜の改善に資した（資料 1-1-1-1-15）。 

 

資料 1-1-1-1-13 新たに設置した「入試改革委員会」の概要 

■ 国が取組んでいる高大接続システム改革の動きの中で，個別試験の見直しや大学入試センター試

験の廃止という方向性を受け，それに対応するよう，平成 27 年度に，従前に設置した高等教育推

進センター「入試企画部門」を基にし，「入試改革委員会」を全学教育改革推進機構に設置した。 

同部門（委員会）では，入試改革をふくめ，入試状況・結果の評価・点検の一環として，入学

後の学生の成績追跡調査や学生に対するアンケートの実施・分析等を行った（資料 1-1-1-1-14）。 

 

    
 

全学教育改革推進機構入試改革委員会に関する要項（一部抜粋） 

                               

（目的） 

第１ この要項は，福井大学全学教育改革推進機構規程（平成 26 年福大規程第 25 号）第６条第２

項の規定に基づき，福井大学全学教育改革推進機構の入試改革委員会について，必要な事項を定

める。 

（業務） 

第２ 入試改革委員会においては，全学の入学者選抜制度の企画・立案及び提案を行い，入試改革

を推進するため，次の各号に掲げる業務を行う。 

（1）入学者選抜制度改革に関する事項 

（2）アドミッション・ポリシーの策定に関する事項 

（3）問題作成方法等に関する事項 

（4）その他委員長が必要と認めた事項 

（組織） 

第３ 入試改革委員会は，次の各号に掲げる者をもって構成する。 

(1) 機構長 

(2) 機構長が指名する機構長補佐 

(3) 機構長が指名する教員 

（4）アドミッションセンター教員 

（5）学務部入試課長 

（6）その他委員長が必要と認めた者 

２ 入試改革委員会に委員長を置き，機構長をもって充てる。 

 

（事務局資料） 
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資料 1-1-1-1-14 点検結果の一例（学業成績の追跡）  

 

（事務局資料） 

 

  

■ 工学部（平成 22～27 年度入学生）の学業成績の追跡調査 

入学後の成績である GPA については，AO 入試で入学した学生は前期・後期日程で入学した学生と

比べ劣っているが，その差は入学時のプレースメントテストほど大きくはない。特に 2014 年度の

AOⅡについては GPA が急激に高くなり，前期日程や後期日程の学生に比べてやや低い程度である。

2013 年度に改善した AOⅡで入学した学生の点数は 2014 年度では，他の方式で入学した学生よりも

低い結果となり，2012 年度までの傾向に戻った。これは，単なるデータのゆらぎの可能性もあるの

で今後も注目する必要がある。AO 入試については，既に多くの学科が AOⅠから AOⅡへの移行を決

定しており，AOⅡと一般入試との成績差は近接している。 

一方，前期日程・後期日程の比較では成績にほとんど差はみられない。これは，入学時のプレー

スメントテストの数学の結果とも類似している。すなわち後期日程入試は，前期日程入試に劣るも

のではなく，入試倍率を高く保つことによって有効な入学者選抜方法となり得ると考えられる。 

 

平成 22～27 年度入学生 入試区分別の学業成績 GPA 平均値による比較 

 

 (入学者選抜方法研究委員会報告（平成 27 年度）より抜粋) 
 

 ※AOⅠ：AO 入試 I（大学入試センター試験を課さない） 

※※AOⅡ：AO 入試Ⅱ（大学入試センター試験を課す） 



資料 1-1-1

 ■ 入学

 入学

（委員

小委員

 

 ■ 入学

入学者

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■ 調査

 【全体

 前

富山

石川

福井

岐阜

静岡

愛知

三重

滋賀

京都

大阪

兵庫

奈良

和歌山

全志願

前

福井

石川富

東海

関西

全志願

前

福井 

福井（

石川＋

石川＋

東海 

東海（

関西 

関西（

全志願

-1-15 入学者

学者選抜方法

学者選抜方法に

員構成：教育・

員会が必要と認

学者選抜方法

者選抜方法に

査例（福井，

】 
前期＋後期日程 19年度 2

86

141

573

198

57

446

91

78

77

32

47

11

山 16

願者数 1,970

前期＋後期日程 19年度 2

573

富山 227

792

261

願者数 1,970

前期＋後期日程 19年度 2

志願者数 573

（割合） 29%

＋富山 志願者数 227

＋富山（割合） 12%

志願者数 792

（割合） 40%

志願者数 261

（割合） 13%

願者数（前後期） 1,970

選抜方法研究小

研究小委員会

に関する調査研

学生担当副学

認めた者） 

研究委員会報

関する調査研

石川，富山，

 20年度 21年度 22年度

99 97 66

209 168 158

590 520 559

245 150 121

69 71 43

690 490 407

124 117 84

84 92 77

44 65 52

28 31 22

30 37 17

8 11 13

13 7 5

2,365 2,003 1,739

20年度 21年度 22年度

590 520 559

308 265 224

1,128 828 655

207 243 186

2,365 2,003 1,739

20年度 21年度 22年度

590 520 559

25% 26% 32%

308 265 224

13% 13% 13%

1,128 828 655

48% 41% 38%

207 243 186

9% 12% 11%

2,365 2,003 1,739

小委員会による報

の概要 

研究・評価に関す

学長，各学部選

告（平成 22 年

究・評価結果

東海および関

23年度 24年度 25年度

67 138 86

173 205 234

622 637 597

131 212 151

35 71 57

408 706 596

90 141 81

79 84 84

65 87 102

54 49 41

27 41 43

16 16 17

8 7 7

1,914 2,606 2,253

23年度 24年度 25年度

622 637 597

240 343 320

664 1,130 885

249 284 294

1,914 2,606 2,253

23年度 24年度 25年度

622 637 597

32% 24% 26%

240 343 320

13% 13% 14%

664 1,130 885

35% 43% 39%

249 284 294

13% 11% 13%

1,914 2,606 2,253

1－14 

報告書と調査結果

することを所

選出の教員各４

年度～平成 27

果は，毎年度，

西からの志願

26年度 27年度

74 81

178 164

522 481

156 176

49 65

649 595

96 106

97 89

67 94

38 62

29 29

11 16

9 21

2,095 2,130

26年度 27年度

522 481

252 245

950 942

251 311

2,095 2,130

26年度 27年度

522 481

25% 23%

252 245

12% 12%

950 942

45% 44%

251 311

12% 15%

2,095 2,130

50

1,00

1,50

2,00

2,50

3,00

 (入学者

果例   

掌事項として

４名，アドミッ

年度）  

報告書として

願者数とその占

29%

25%
2

12%
13% 1

40%

48%

4

13%

9%

1

0

00

00

00

00

00

00

19年度 20年度 21年度

福井 志願者数

関西 志願者数

東海（割合）

者選抜方法研究

，全学入学試験

ッションセンタ

取り纏め，改

有率） 

26%

32% 32%

24%

13% 13% 13% 13%

41%

38%

35%

43%

12%
11%

13%

11%

度 22年度 23年度 24年度

前期日程＋後期日程

石川＋富山 志願者数

福井（割合）

関西（割合）

究委員会報告（平

福井大学

験委員会の下

ター専任教員，

改善に資してい

%

26%
25%

23%

%
14%

12% 12%

%

39%

45%
44%

%

13%
12%

15%

0%

10

20

30

40

50

60

25年度 26年度 27年度

東海 志願者数

石川＋富山（割合）

平成 27 年度）よ

（事

学 教育 

に配置。

その他

いる。 

%

0%

0%

0%

0%

0%

0%

より抜粋)

事務局資料）
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③－３ 各

方法等を

資料 1-1-1-1-16

【点検結果】 

これまでの

に引き続き追

から分かるよ

平成 24 年度

学部入試委員

 

   

【改善への取

上記の調査

成 27 年度入

 

 

 

平成 26 年

入試からは募

この入学者

以下に示す。

 

平成 24

平成 25

平成 26

平成 27

各学部では，

を適宜改善し

6 各部局で行わ

の入学者選抜方

追跡調査を行っ

ように AO 入試

度入学生の留年

員会で報告して

     A

組】 

査結果に基づい

入試を下記のと

年度入試からセ

募集を廃止し，

者選抜方法に関

 

A

年度入試 

年度入試 

年度入試 

年度入試 

学業成績等

した（資料 1

われた点検・改善

方法別による入

った。下記に工

試Ⅰ（センター

年率が２連続で

ている。 

学科の留年率

いて A学科の A

おり改善した

センター試験を

その代わりセ

関する改善の成

AO 入試Ⅰ（セン

12

12

若干

0

1－15 

の調査を行い

-1-1-1-16，

善例（工学部）

入学後の学業成

工学部 A学科の

ー試験課さない

で４割以上であ

率（平成 19 年度

AO 入試Ⅰ①：普

た。 

を課さない AO 入

センター試験を

成果を確認する

ンター試験課さ

① 

名 

名 

干名 

名 

い，全学的な

17）。 

  

成績や留年率

の入学者選抜方

い）：①（普通科

あることが分か

度～平成 24 年

普通科理数科に

入試Ⅰの募集人

を課す AO 入試

るため，入学時

さない） AO

な検証結果を

（３年次終了時

方法別による留

科理数科）の平

かる。なお，こ

年度入学生） 

に関して平成

人員を若干名に

試Ⅱに移行し募

時のプレースメ

入試Ⅱ（セン

①

５名 

５名 

４名 

４名 

福井大学

を踏まえつつ

時）について，

留年率を示す。

平成 22 年度入

この追跡調査結

26 年度入試お

に，更に平成

募集人員も減少

メントテストの

ンター試験課す

① 

学 教育 

つ，選抜

第１期

この図

入学生～

結果を工

 

および平

27 年度

少した。 

の成績を

す） 



 

 

 

 

     

このグラフ

成 24～25 年

と比較してほ

成績が向上し

フから分かるよ

年度入試入学生

ほぼ同等の成績

したことが判明

 

入試年度別プ

ように，平成 2

生の成績よりも

績であることが

明した。 

1－16 

プレースメン

6～27 年度 AO

も優位であるこ

が分かった。こ

トテスト平均点

入試入学生の

ことが分かる。

このように入学

点 

のプレースメン

しかも前期日

学者選抜方法の

福井大学

ントテストの成

日程入試入学生

の改善により入

（事

学 教育 

 

成績は平

生の成績

入試時の

事務局資料） 
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資料 1-1-1-1-17 学士課程における入学者選抜方法等の改善  

 教育地域科学部 医 学 部 工 学 部 

平成 22 年度 

（平成 23 年度入試）

・選抜方法及び募集人員の

変更，科目配点の変更 

・推薦入試における推薦要

件に評定平均値を明示 

・面接評価が著しく低い場

合の措置を変更 

・前期日程（医学科）募集

人員を５名削減し，推薦

入試「福井健康推進枠」

の募集人員を５名増員 

・２段階選抜（医学科）の

点数制限を廃止 

・個別学力検査（医学科）

の理科科目解答時間を

110 分から 120 分に変更

・推薦入試（医学科）「全

国枠」「地域枠」と「福井

健康推進枠」を同一日程

での実施 

・推薦入試（医学科）集団

面接廃止 

・募集人員の内訳変更 

・AO 入試の出願要件に数

学，理科，英語の履修要

件を追加，アドミッショ

ン・ポリシーの求める学

生像等に履修要件を追加

平成 23 年度 

（平成 24 年度入試）

・選抜方法及び募集人員の

変更 

・前期日程の学力検査科目

で「地理歴史・公民」の

選択科目から「倫理」を

削除 

・帰国子女入試の廃止 

 ・募集人員の内訳変更 

・帰国子女特別選抜の廃止

・AOⅠ（生物応用化学科）：

入学者選抜方針に英語力

を追加 

・AOⅡ（電気・電子工学

科）：センター科目に国

語・英語科目を課し語学

力重視（文理融合） 

・３年次編入学試験（推薦）

で自己推薦制を導入 

平成 24 年度 

（平成 25 年度入試）

 ・前期日程（医学科）２段

階選抜の第１段階選抜合

格者を「募集人員の７倍」

から「募集人員の５倍」

に変更 

・募集人員の内訳変更 

・３年次編入学（一般）の

出願資格で出身学科の制

限を削除 

・AOⅠ（知能システム工学

科）：出願要件に理数系科

目の評定平均値による出

願制限を追加 

平成 25 年度 

（平成 26 年度入試）

 ・前期日程（医学科）面接

試験を集団面接から個別

面接に変更 

・推薦入試（看護学科）出

願要件の評定平均を A

（4.3）から 4.0 に変更 

・募集人員の内訳変更 

・AOⅡ（材料開発工学科）：

センター科目に英語科目

を課す 

・３年次編入学試験でマ

レーシア政府との協定を

基づくにﾏﾚｰｼｱ・ﾂｲﾆﾝｸﾞ・

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ入試を導入 

平成 26 年度 

（平成 27 年度入試）

・選抜方法及び募集人員の

変更 

・推薦入試（医学科）「全

国枠」「地域枠」「福井健

康推進枠」の併願志望順

位の制限の変更 

・平成 27 年度入試より看

護学科編入学試験を廃止

・高等学校学習指導要領

の改訂に伴い，大学入試

センター試験の利用教

科・科目を変更 

・大学入試センター試験

の配点を「900 点」から

「800 点」に変更（医学

科） 

・募集人員の内訳変更 

・３年次編入学試験の入学

定員の変更 

・３年次編入学試験（一般）

の学力検査科目（数学）

の追加（情報・ﾒﾃﾞｨｱ工学

科） 

・AO 入試の募集人員を見

直し，センター試験を課

さない AOⅠ（ｾﾝﾀｰ試験を

課さない）の普通科・理

数科等からの募集を廃止

し，センター試験を課す

AOⅡ（ｾﾝﾀｰ試験を課す）
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に募集人員を変更（機械

工学科，建築建設工学科，

生物応用化学科） 

・前期日程で，名古屋試験

場に加え，京都試験場を

新設 

平成 27 年度 

（平成 28 年度入試）

・新しい学校教育を担う教

員を養成するため教育地

域科学部を教育学部へ改

組。 

・地域創生を担いグローバ

ル社会の発展に寄与する

人材を育成するため国際

地域学部を新設。 

・大学入試センター試験利

用科目を変更（看護学科）

・学部改組により８学科か

ら５学科に再編されたこ

とによる選抜方法の変更

・３年次編入学試験（一般）

の学力検査科目（専門科

目）の追加，口述試験を

必要に応じて口頭試問を

行うことに変更（情報・

ﾒﾃﾞｨｱ工学科）。 

・３年次編入学試験（ﾏﾚｰ

ｼｱ・ﾂｲﾆﾝｸﾞ・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ）に

おいて，skype による面

接（口述試験を含む）か

ら現地での面接（口述試

験を含む）に変更 

（事務局資料） 

 

 

（教育の成果・社会的ニーズに基づく定員に関する検討） 

④－１ 各学部では，教育の成果，社会的ニーズ等に基づき，入学定員のあり方を検討し，

適宜見直しを図った（資料 1-1-1-1-18，19）。その結果，教育地域科学部の再編，看

護学科編入学制度の廃止，工学部の改組等に伴い，入学定員を適正化した（資料

1-1-1-1-20～22）。 

 

資料 1-1-1-1-18 教育の成果・社会的ニーズ等に基づく入学定員の在り方の検討・見直しの概要 

学部 入学定員の在り方の検討・見直しの概要 

教育地域科学部 

・入学者選抜試験の選抜区分ごとの募集人員について，毎年各課程やコースにより

見直しを行っており，平成 22 年度入試から平成 27 年度入試までの間に，芸術・

保健体育教育コース音楽教育サブコース，生活科学教育コース，臨床教育科学

コース，障害児教育コース，教育実践科学コース，社会系教育コースの募集人員

等の変更を行うとともに，帰国子女特別入試を廃止した。その結果，総受験者人

口が減少する中，一般入試前期日程の志願者数は一定数確保されている（資料

1-1-1-1-19）。 

・教員養成分野のミッションの再定義で設定した「グローバルな視野を持ち，教育

に携わる高度専門職業人として活躍できる人材の育成を積極的に推進する」を踏

まえ，新しい学校教育を担う教員の養成を目的とし，教員養成に特化した「教育

学部」へ平成 28 年度より再編されることが認可され，「教育地域科学部」の入学

定員160名から，「教育学部」では，入学定員100名へ変更した（資料1-1-1-1-20）。

これに合わせ，人文科学・社会科学分野の人材育成に関する県内各界からの要望

や，福井県の地域特性にも配慮しつつ，グローバル化や地域創生を重要課題と捉

え，全学的な機能強化を図る観点から，平成 28 年度に新学部「国際地域学部」

を設置するため，平成 27 年３月に設置申請を行い，認可された（P1-104 後掲資

料 1-1-2-1-22）。 

医学部 

・平成 22 年度入試において，政府の方針により入学定員を５名増員し，地域枠と

して医学科一般入試前期日程で選抜を実施した。これを平成 23 年度入試におい

ては，医学科推薦入試の福井健康推進枠へと振替え，地域医療人の育成をさらに

推進することとした。 
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・看護学科においては，学力の高い学生の進学先が専修学校・短期大学から大学へ

と移動しつつあること等を考慮し，３年次編入の募集定員 10 名を平成 27 年度か

ら削減した（資料 1-1-1-1-21）。この削減によって，医学科との合同講義による

チーム医療の修得等，看護学科の教育課程改善を実現した。 

工学部 

・社会のニーズに関しては，平成 24 年度に行った外部評価の資料および平成 25

年度の大学院改組にあたって企業等に調査を行った。さらに，平成 26 年度に卒

業生対象にアンケート調査を実施した。出口に関しては，分野にもよるが必ずし

も就職先の業種と出身学科が厳密に一致する必要がない。そのため，需要に対し

て定員を設定することは現実的ではないと考えている。むしろ，受験生の要望や

その後の成績状況などを踏まえ，入試区分の定員も含めて検討することが必要と

している。 

・アドミッション・ポリシーに適合した学生を確保するために，工学部では入学後

の成績の追跡調査を基に改善を図っている。工学部で学修するためには，数学，

物理の基礎力を要することから，AO 入試Ⅰの出願要件に成績要件を付けたり，

AO 入試Ⅰ（センター試験を課さない）から AO 入試Ⅱ（センター試験を課す）中

心へ移行している。また，入学者選抜方法別に入学後の成績の追跡調査（各学科

の留年率等）を行い分析した結果，職業系の学生が伸びる傾向にあることから，

AO 入試Ⅰ（センター試験を課さない）は職業系対象の入試に移行している。 

・平成 27 年度から，工業高等専門学校等からの３年次編入学定員を 10 名増員した。

３年次編入を増員する背景として，30 名定員の時は，充足率が 130％程度という

非常に高い値で推移していたことや，ミッションの再定義を踏まえ，グローバル

な視野をもつ高度専門技術者の育成をより強固にすることを目的に平成 27 年度

に募集停止した看護学科第３年次編入学定員 10 名をもって増員に充てた。 

・工学部では，幅広い知識を持った専門技術者養成等の「社会ニーズ」や本学の機

能強化の方向性をふまえ，「安全・安心社会の創造のためのモノづくり，コトづ

くり，ヒトづくり」を基本コンセプトに，平成 28 年度より現行の８学科を５学

科 11 コースに改組・再編（資料 1-1-1-1-22）することとした。特に「原子力安

全工学コース」「繊維・機能性材料工学コース」については，入学時の学生の意

向・卒業時の企業ニーズ・就職実績等の資料を基に入学定員を設定した。 

 

※下線は，入学定員の変更等。                                （事務局資料） 
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資料 1-1-1-1-19

  
 

資料 1-1-1-1-20

募集人

志願者

志願倍

受験者

受験倍

募集人

志願者

志願倍

受験者

受験倍

募集人

志願者

志願倍

受験者

受験倍

前期日程

後期日程

計

年　度

9 教育地域科学

0 教育地域科学

21 22

人員 87 87

者数 218 256

倍率 2.5 2.9

者数 198 229

倍率 2.3 2.6

人員 34 34

者数 212 387

倍率 6.2 11.4

者数 107 201

倍率 3.1 5.9

人員 121 121

者数 430 643

倍率 3.6 5.3

者数 305 430

倍率 2.5 3.6

学部における志願

学部の組織の再編

23 24 25

88 86 86

234 290 235

2.7 3.4 2.7

209 253 207

2.4 2.9 2.4

33 33 33

235 233 251

7.1 7.1 7.6

116 109 110

3.5 3.3 3.3

121 119 119

469 523 486

3.9 4.4 4.1

325 362 317

2.7 3.0 2.7

1－20 

願者数，受験者

（入学

編に伴う入学定

26 27

86 86

287 244

3.3 2.8

257 209

3.0 2.4

33 32

273 348

8.3 10.9

122 166

3.7 5.2

119 118

560 592

4.7 5.0

379 375

3.2 3.2

者数，倍率の推移

学者選抜方法研究

定員の変更  

移  

究委員会報告（

福井大学

平成 27 年度）

（事

学 教育 

より抜粋） 

 

事務局資料） 



福井大学 教育 

1－21 

資料 1-1-1-1-21 医学部（看護学科）における入学定員の変更  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（事務局資料） 

 
資料 1-1-1-1-22 工学部の改組・再編に伴う入学定員の変更  

 

 

 

（事務局資料） 

■ 医学部看護学科では，以下の動向・実施・要望から，更なる高度な看護実践能力を有する人材育

成が急務であると判断し，看護学科・大学院の将来を見据えた構想を策定したことに伴い，看護学

科の３年次編入学制度を平成27年度から廃止した。 

 

（世界および日本国内における看護教育の動向と地域社会からのニーズ） 

・看護基礎教育の世界および日本の動向としては，職業教育から専門職教育へと次第にシフトし

ている。また，卒後教育におけるスペシャリスト教育が急速に進んでいる。 

・多様なヘルスサービスが国境を越え，保健医療福祉のニーズとサービスのグローバル化が進ん

でいる。 

・看護の専門分化が進んでいる。例えば，継続教育を通しての分化として，認定看護師・臨床指

導者・看護管理者・看護教育者の教育が行われ，大学院教育を通しての分化として，専門看護

師・Nurse Practitioner（特定領域の高度実践看護師，臨床医と看護師の中間職）の教育が増

加している。 

・福井県においては，進行する少子高齢化・過疎化に対して，地域住民の健康ニーズが高まって

おり，地域医療の向上と専門的な教育課程による人材育成が期待されている。 

・本学は，原子力発電所の約３割が集中する福井県に設置されているため，平成26年度，福井県

の特性を生かした被ばく医療に強い災害看護専門看護師教育課程を開設した。県内外からの入

学希望が多く，大学院生の半数以上を占めている。 

・大学院医学系研究科附属地域医療高度化教育研究センターでは，平成23年度より，看護キャリ

アアップセンターを設置し，慢性呼吸器疾患看護課程を開設，平成26年度より手術看護認定看

護師課程を開設した。全国から継続教育を求めて定員を大幅に上回る入学希望を得ている。 
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（AP に対応し

⑤－１ 多く

と評価され

布も良好で

の証左であ

資料 1-1-1-1-23

■全学共通の

としている

 

設問：１年

有し

思い

 

■教育地域

■工学部 

した学生の入

くの入学生は

れ（資料 1-1

である（資料

ある。 

3 新入生に関す

の以下の設問項

る。  

年生（入学生）

している，ある

いますか。 

域科学部 

 

入学状況）

は AP で明記

1-1-1-23），

料 1-1-1-1-2

する教員への意見

項目を設定し，

は，アドミッ

るいは，アドミ
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記した“求め

AP で求める

24）。これらは

見聴取結果（平

助言教員等が

ッション・ポリ

ミッション・ポ

 

める学生とし

る基礎学力等

は AP にふさ

平成 27 年度）

が１年次生対象

リシーに明記さ

ポリシーにおい

■医学部

 

 

ての資質・能

等に対応する

わしい学生

象に行う面談の

された“求める

いて求める学生

福井大学

能力”を有

，１年次生

が入学してい

の際に評価する

る能力，資質等

生像に適してい

（事

学 教育 

している

の成績分

いること

ることと

等”を

いると

事務局資料） 
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資料 1-1-1-1-24 １年次生の受講科目における成績分布   

 

■ 教育地域科学部 

教育地域科学部における導入的科目に位置づけられている，学校教育課程の「教育実践研究 A－

Ⅰ（教職入門を含む）」及び地域科学課程の「地域課題ワークショップⅠ」において，平成 25 年度

及び平成 26 年度の成績分布を見ると不合格率は最大でも３%未満となっており，入学生が AP で求

めている学生像に必要な資質を概ね備えていると言える。 

 

平成 25 年度成績分布 

科目名称 秀 優 良 可 不合格 計 

教育実践研究 A－Ⅰ 

（教職入門を含む） 
21 72 9 3 3 108

地域課題ワークショップⅠ 12 47 3 0 1 63

平成 26 年度成績分布 

科目名称 秀 優 良 可 不合格 計 

教育実践研究 A－Ⅰ 

（教職入門を含む） 
20 56 26 2 2 106

地域課題ワークショップⅠ 10 47 6 0 1 64

 

 

■ 医学部 

 第２期（平成 22 年度）以降の入学者の１年次平均点および各学年の平均点は，第１期（平成 16

～21 年度）の入学者で，留年・休退学がなく，かつ医師国家試験を初回受験で合格した学生の成績

と比べても遜色なく，このことから第２期中の新入生が十分な基礎学力を有していると評価できる。 

 

１．１年次生の受講科目における成績分布（平成 22～26 年度入学者） 

1 年次科目（必修）※1 秀 優 良 可 認定 不合格※2 計 

英語１ 31 150 176 176 17  550

英語２ 42 297 143 52 16  550

英語３ 78 238 164 68 2  550

英語４ 103 200 146 87 14  550

数学基礎 53 66 119 291 21  550

運動・スポーツ科学実習 108 277 124 20 21  550

人の行動と心理 37 151 198 164 0  550

物理現象と物質の科学 36 120 197 196 0 1 550

生命現象の科学 20 143 251 135 0 1 550

情報の科学２ 44 115 120 265 4 2 550

健康科学 44 145 189 168 4  550

入門テュートリアル 256 286 8 0 0  550

計 1,622 1,835 2,188 852 99 4 6,600

構成比 24.6% 27.8% 33.2% 12.9% 1.5% 0.1% 100.0%

※1 集計対象…第１～第２期を通じて点数評価している１年次必修科目（「英語１～４」，「数学基礎」，「運

動・スポーツ科学実習」，「人の行動と心理」，「物理現象と物質の科学」，「生命現象の科学」，「情報の科

学２」，「健康科学」，「入門テュートリアル」） 

※2 平成 26 年度末時点の確定成績（不合格者は平成 26 年度入学者…平成 27 年度に再履修見込み） 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

    

 

 

２．新入生が

1 年

平成 16～

 平成 22年

平成 23年

平成 24年

平成 25年

平成 26年

※1 集計

※2 留年

※3 ２年

■ 工学部 

工学部で

ために，入

には数学ス

ラスに倍増

し理解が得

プ」を９ク

プアップ演
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（志願者，定員状況） 

⑥－１ 積極的な広報活動，入試改善等（資料 1-1-1-1-25）によって，少子化による総進

学者数が減少する中，第１期中期目標期間（以下「第１期」という。）とほぼ同じ水準

での志願者数を維持した（資料 1-1-1-1-26，27）。 

 
資料 1-1-1-1-25 志願者確保に向けた取組の効果例   

 
                   （朝日新聞 H28.2.6） 

 

資料 1-1-1-1-26 総志願者数の推移  

    
（事務局資料） 

 

資料 1-1-1-1-27 学部別志願者倍率の推移  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（事務局資料） 

■学士課程
第１期

（平均）

前期日程 1,249 1,164 1,394 1,582 1,333 1,500 1,237

後期日程 2,042 1,616 1,934 2,494 1,898 2,053 2,201

平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

■教育地域科学部
第１期

（平均）

募集人員 82 87 88 86 86 86 86

志願者数 265 256 234 290 235 287 244

志願倍率 3.24 2.94 2.66 3.37 2.73 3.34 2.84

募集人員 37 34 33 33 33 33 32

志願者数 315 387 235 233 251 273 348

志願倍率 8.54 11.38 7.12 7.06 7.61 8.27 10.88

■医学部
第１期

（平均）

募集人員 85 90 85 85 85 85 85

志願者数 281 201 437 473 196 395 270

志願倍率 3.31 2.23 5.14 5.56 2.31 4.65 3.18

募集人員 31 35 35 35 35 35 35

志願者数 369 197 503 474 296 303 446

志願倍率 11.97 5.63 14.37 13.54 8.46 14.37 12.74

■工学部
第１期

（平均）

募集人員 257 260 260 259 271 272 272

志願者数 703 707 723 819 902 818 723

志願倍率 2.73 2.72 2.78 3.16 3.33 3.01 2.66

募集人員 167 176 176 176 171 188 188

志願者数 1,359 1,032 1,196 1,787 1,351 1,277 1,407

志願倍率 8.14 5.86 6.80 10.15 7.90 6.79 7.48

平成26年度 平成27年度

前期日程

後期日程

平成25年度 平成26年度 平成27年度

前期日程

後期日程

平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度

前期日程

後期日程

平成22年度 平成23年度 平成24年度

平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

この部分は著作権の関係で掲載できません。
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⑥－２ 学士課程では，すべての募集単位で，平均入学定員充足率は 0.99 から 1.20 の間

であり（資料 1-1-1-1-28），第２期中期目標期間（以下「第２期」という。）において適

正な入学者数を確保した。  

 
資料 1-1-1-1-28 学士課程における入学定員，実入学者数（平成 27 年度入学者選抜）及び直近 5 年間の平均入学定員

充足率 

    学部・学科等名 入学定員 実入学者数 
直近５年間の平均
入学定員充足率 

(平成 23～27 年度)

教育地域科学部 
学校教育課程 

言語教育コース 20 19 0.99

理数教育コース 20 20 1.01

音楽教育サブコース 5 6 1.16

美術教育サブコース 5 5 1.12

保健体育サブコース 5 6 1.20

生活科学教育コース 10 11 1.08

社会系教育コース 10 11 1.08

教育実践科学コース 7 8 1.14

臨床教育科学コース 8 9 1.09

障害児教育コース 10 11 1.10

地域科学課程 60 60 1.03

計 160 166 1.05

医学部 
医学科 110 110 1.00

看護学科 60 62 1.00

計 170 172 1.00

工学部 

機械工学科 75 80 1.05

電気・電子工学科 64 68 1.07

情報・メディア工学科 65 66 1.03

建築建設工学科 65 69 1.06

材料開発工学科 75 79 1.07

生物応用化学科 65 65 1.04

物理工学科 51 57 1.10

知能システム工学科 65 65 1.04

計 525 549 1.05

学士課程全体 855 887 1.04

（事務局資料） 

 

（実施状況の判定） 実施状況が良好である 
 

（判断理由） 

１．入学者選抜の基本方針等を含む，適切な AP を策定した。 

 

２．志願者増加に向けた取組，積極的な広報活動等を実施し，関西地区からの受験者増，

AP の良好な周知状況等はこれらの成果である。 

 

３．AP に対応した入学者選抜等を工夫・実施しており，意見聴取結果や成績状況から，多

くの入学生が AP で明記した“求める学生としての資質・能力”を有していることが

検証された。これは，AP にふさわしい入学者を受け入れている証左である。 

 

４．入試状況・結果の評価・点検体制を整備し，各学部では，これら全学的な検証結果を

踏まえつつ，選抜方法等を適宜改善した。 

 

５．教育の成果，社会的ニーズ等を考慮し，コース募集人員等の変更（教育地域科学部），

３年次編入の廃止（医学部）， 改組に伴う入学定員の変更（工学部）等，入学定員を

見直し，適正化した。 

 

６．少子化による総進学者数が減少する中，第１期とほぼ同じ水準で志願者数を維持し，

適正な入学者数を確保していることは，これら取組の成果である。 
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計画１－１－１－２「学士課程では，高大連携事業の推進や初年次教育の充実等を図り，

入学生の大学教育・生活への円滑な移行を支援する。」に係る状況【★】 
 

（高大連携事業） 

①－１ AO センターを中心として，様々な高大連携事業を実施し，多くの成果があがった

（資料 1-1-1-2-1，2）。これらの事業は，教育支援を視野に入れた，特色ある取組と

して特記される。 

 

資料 1-1-1-2-1 高大連携事業の実施状況  

 

■ 専任教員（教授１名）を配置した AO センターでは，高校と大学との教育における円滑な接続を

図る観点から入試，教育，研究の広報を主眼とした以下のような高大連携活動を積極的に実施して

いる。特に，大学説明会や出前講義などのような情報伝達型の高大連携でなく，高校生の資質をい

かにして伸ばしていくかという観点からの教育支援を視野に入れた取組として高大連携を推進し

ている。 
  

実施年度 実施例 

平成 22 年度 

（1）工学部体験入学（２日間）の支援（県内高校８校と実践） 

 ☞ 100 名参加。約９割の生徒が進路の参考になった。志願者確保には有

効な取組であった。 

（2）「開放講義等に関する連絡協議会」の出張講義の支援 

（3）科研費 基盤研究(C) 「学びの基盤を育てる高大接続教育を創造する課題

探求実践の推進」（期間 ：平成 21～23 年度） 

 ☞ 県内外高校３校と実践。 

（4）大学連携リーグ 高大連携授業 １コマ担当（平成 22 前期） 

   ☞ アオッサにて「LED の魅力を体験しよう」の授業を行った。対象：24

名の高校生。 

（5）高大連携数理教育研究会の実施。（計５回実施） 

 ☞ 高校教員７名と大学教員 10 名により実施。数学，理科の基礎学力の

確保や高大双方の問題点の共通認識と相互理解の深化と双方による

授業公開を狙いとした。 

  ☞ 高校における授業参観：平成 23 年２月実施 

大学教員 12 名が県内高志高校，羽水高校の「数学」，「物理」の授業参

観/意見交換会を行った。 

（6）福井県工業高校長会主催の「平成 22 年度 福井県工業学科課程研究発表会」

の審査委員長を担当した。 

平成 23 年度 

（1）「開放講義等に関する連絡協議会」の出張講義の支援を行った。 

（2）科研費 基盤研究(C) 「学びの基盤を育てる高大接続教育を創造する課

題探求実践の推進」（期間 ：平成 21～23 年度） 

☞ 最終年度により総括として，高大連携シンポジウム「高大連携への期

待」を開催した。 

（3）高大連携数理教育研究会の実施。（計５回実施） 

 ☞ 大学における授業参観：平成 23 年６月に実施した。高校教員 20 名が

本学の「数学」，「物理」の授業参観/意見交換会を行った。 

（4）福井県工業高校長会主催の「平成 23 年度 福井県工業学科課程研究発表会」

の審査委員長を担当した。 

平成 24 年度 

（1）「開放講義等に関する連絡協議会」の出張講義の支援を行った。 

（2）科研費 基盤研究(C) 「普通科高校と大学の連携による高大接続教育を

創造する課題研究の実践」（期間：平成 24～26 年度） 

（3）高大連携数理教育研究会の実施。（計５回実施） 

  ☞ 高校における授業参観：平成 24 年６月に実施した。 

大学教員 12 名が福井県立藤島高校と福井県立科学技術高校の「数学」

の授業参観/意見交換会を行った。 

  ☞ 大学における授業参観：平成 25 年１月に実施した。 

高校教員 20 名が本学の「微分積分Ⅱ」の授業参観/意見交換会を行っ

た。 

（4）福井県工業高校長会主催の「平成 24 年度 福井県工業学科課程研究発表会」

の審査委員長を担当した。 
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平成 25 年度 

（1）「開放講義等に関する連絡協議会」の出張講義の支援を行った。 

（2）科研費 基盤研究(C)「普通科高校と大学の連携による高大接続教育を創

造する課題研究の実践」（期間：平成 24～26 年度） 

（3）文科省 委託事業：高等学校における「多様な学習成果の評価手法に関す

る調査研究」（期間：平成 25～27 年度） 

【テーマ】：高大連携による課題研究の実践を通した大学の学びに対応で

きる能力・育成の評価手法の調査研究と大学入試改革 

【結 果】：コンピュータに関する課題研究の実践を行い，事業終了後，

学習成果をアンケート評価した。 

（4）高大連携入試研究会の実施。（計５回実施） 

☞ ベネッセから各学部の合格者偏差値について報告した。 

【高校側からの意見】 

・大学入学後の生徒がどのような学力，どのような点が不足しているのか

ということを知ることができ，とても良かった。 

平成 26 年度 

（1）「開放講義等に関する連絡協議会」の出張講義の支援を行った。 

（2） 科研費 基盤研究(C) 「普通科高校と大学の連携による高大接続教育を

創造する課題研究の実践」（期間：平成 24～26 年度） 

（3） 文科省 委託事業：「高等学校における多様な学習成果の評価手法に関す

る調査研究」（期間：平成 25～27 年度） 

 【テーマ】：高大連携による課題研究の実践を通した大学の学びに対応で

きる能力・育成の評価手法の調査研究と大学入試改革 

 【結 果】：評価手法検討委員会を 10 回開催して，多様な学習成果を評価

するルーブリックを作成した。そしてコンピュータに関する

課題研究の実践で培った多様な学習成果をルーブリックによ

り評価し，その評価結果（実践証明書）を行った。 

（4） 高大連携入試研究会の実施。（計２回実施） 

・ 工業高校教員と工学部教員との意見交換会 

・ 本学教員が高校の授業を参観した。（福井県立坂井高校の「数学」

の授業参観） 
・ 工業高校教員が大学授業を参観した。（本学の「微分積分」の授業

を参観） 

（5） 福井県工業高校長会主催の「平成 26 年度 福井県工業学科課程研究発表

会」の審査委員長を担当した。 

平成 27 年度 

 

（1）「開放講義等に関する連絡協議会」の出張講義の支援を行った。 

（2） 文科省 委託事業：高等学校における「多様な学習成果の評価手法に関す

る調査研究」（期間：平成 25～27 年度） 

 【テーマ】：高大連携による課題研究の実践を通した大学の学びに対応で

きる能力・育成の評価手法の調査研究と大学入試改革 

【結 果】：コンピュータに関する課題研究と物理に関する課題研究の実

践で培った多様な学習成果をルーブリックにより評価し，そ

の評価結果（実践証明書）を大学入試選抜に活用した。 

（3） 福井県工業高校長会主催の「平成 27 年度 福井県工業学科課程研究発

表会」の審査委員長を担当した。 

 

 ■ 県内の SGH 採択校からの「グローバル探究」連携授業への協力要請に応え，工学研究科の教員

と大学院生が複数の講座を担当し，連続した授業を実施した（P3-98 後掲資料 3-2-2-1-27）。 

 

（事務局資料） 

 

  



福井大学 教育 

1－29 

資料1-1-1-2-2 AOセンターによる高大連携事業の主な成果 

 

① 科研費やサイエンス・パートナーシップ・プロジェクト（SPP 事業：文部科学省）の採択により

継続して高大連携事業を実践してきた。これらの実践によって多様な資質（問題解決能力，論理的

思考力，プレゼンテーション能力，コミュニケーション能力等）を育成・支援した。これらの実践

で培った資質により大学入学後の学業成績の伸びに貢献していることを明らかにした。高大連携活

動の実践による高校側と大学側の成果を以下に示す。 

 

【高校側】・・・高校の進路指導部への聞き取り調査より，活動に参加した生徒の変容は以下の通り。 

・学習に対して主体的および意識的になり，目的を持って志願大学を決定した。 

・模擬試験の成績が伸びて，志願した大学の AO 入試に合格した。 

【大学側】 

・AO 入試志願者が増加した。 

・活動に参加した生徒の AO 入試成績が不参加の受験生よりやや優位であった。 

・活動に参加した学生の入学後の「意識調査」を調査した結果，「目的意識」や「入学後の満足 

度」がやや高かった。 

 

② 文部科学省 委託事業「高等学校における多様な学習成果の評価手法に関する調査研究事業」  

【テーマ】：「高大連携による課題研究の実践を通した大学の学びに対応できる能力・育成の評価手

法の調査研究と大学入試改革」の採択（平成 25～27 年度）により以下の成果が得られた。 

 

高大連携による課題探究プロジェクトの実践で培った大学の学びに対応できる多様な学習成果

（「考力」，「働力」，「創力」で構成される「探究力」）の評価手法に関する検討を行った。多様な学

習成果（「探究力」）の評価方法として，ルーブリックを用い，評価場面を設定して評価を行った。

ルーブリックによる評価結果から総合成績を作成し，その総合評価と AO 入試Ⅱ合格者の順位との関

係を探ったところ，やや相関が認められたことが明らかになった。以上のことより，課題探究プロ

ジェクトの実践で培った多様な学習成果の評価結果の大学入学者選抜への活用が考えられる。 

 

（事務局資料） 
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①－２ 高大連携事業に係る取組は科研費等に採択される等，評価は高く，その成果があがっ

た（資料 1-1-1-2-3）。特に，これらの成果を基盤として「大学間共同の高大連携と評価手法

の開発研究による高大接続入試への提案」は，平成 28 年度機能強化促進分として予算化

された（資料 1-1-1-2-4）。 

 

資料 1-1-1-2-3 高大連携事業に係る採択された科研費等とその成果  

   

① 科学研究費補助金【基盤研究(C)】 

「学びの基盤を育てる高大接続教育を創造する課題探究実践の推進」期間（平成 21～23 年度） 

研究成果：本研究は，これまでの高大連携活動で実践した経験を基に高校教員と大学教員との

連携により「学びの基盤」を育てる高大接続教育を創造する課題探求型の実践を行

うことを目的に平成 21 年度～23 年度の３年間で実践した。これは高校生と高校教

員を対象として大学研究室（物理系研究室と化学系研究室）への体験入学を実践し

た。この体験入学により課題研究活動に関する知的好奇心の喚起や問題解決能力，

論理的思考力，プレゼンテーション能力等の重要性や高校と大学での学びの違いを

感じ取ったことが明らかになった。 

 

② 科学研究費補助金【基盤研究(C)】 

「普通科高校と大学の連携による高大接続教育を創造する課題研究の実践」期間（平成 24～26

年度） 

研究成果：本研究は，これまでの高大連携活動を実践した経験を基に，普通科高校の教育と大

学教育のスムーズな接続を図ることを目的に課題研究を実践して次の２点を明らか

にした。１点目は，課題研究の実践終了後，追跡調査した結果，参加した生徒達の

高校での学習態度に関して主体的に学ぶ力を身につけ，校内成績も伸びたことが分

かった。２点目は，課題研究で培った多様な学習成果をルーブリックにより評価す

ることが出来た。そして，その評価結果を大学入試へ活用できる可能性があること

が分かった。以上の結果より高大連携による課題研究の実践により高校教育の質的

転換と多面的・総合的に評価する大学入試選抜の改革の糸口を掴むことが出来た。 

 

③ 文部科学省 委託事業「高等学校における多様な学習成果の評価手法に関する調査研究事業」 

【テーマ】「高大連携による課題研究の実践を通した大学の学びに対応できる能力・育成の評価    

手法の調査研究と大学入試改革」期間（平成 25～27 年度） 

研究成果：高大連携による課題探究プロジェクトの実践で培った大学の学びに対応できる多様

な学習成果（「考力」，「働力」，「創力」で構成される「探究力」）の評価手法に関す

る検討を行った。多様な学習成果（「探究力」）の評価方法として，ルーブリックを

用い評価場面を設定して評価を行った。この評価方法による評価結果と実践終了後

の自己評価の結果と比較すると，やや相関が認められた。そして，ルーブリックに

よる評価結果から総合成績を作成して生徒にフィードバックした。また，総合評価

と AO 入試Ⅱ合格者の順位との関係を探ったところ，やや相関が認められたことが明

らかになった。課題探究プロジェクトの実践で培った多様な学習成果の評価結果を

大学入学者選抜に活用できる可能性が考えられる。 

 

（事務局資料） 
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○平成 27 年 12 月 19 日，20 日 

参加人数：118 名（高校生 82 名，社会人２名，中・高校教員 18 名，他大学教職員６名，学部・

院生４名，本学教職員６名） 

■ 成果 

一連の本事業では，高校生の探究的な学びを支援するとともに，高校と大学，地域社会の組織的

なネットワークの構築を図ってきた。多様な参加者をつなぐハブとして，その都度形式を変えなが

ら「協働的な学び合い」を継続的に展開してきたがことが，本学の高大連携の特徴であり成果であ

る。 

また，参加者も増加している。 

 

（事務局資料） 

 

 

（個性の伸長） 

①－４ このような高大連携に係る取組は，新たな高大連携事業の創出（新たな入学者選

抜方法の創出も含め）に繋がり，個性の伸長に向けた戦略①に不可欠な AP に沿った

適正な学生の受入れの促進をもたらすものである。 

 

 

①－５ 高大連携事業は，入学生の大学教育への円滑な移行に寄与した（資料 1-1-1-2-6）。    

  

資料1-1-1-2-6 高大連携事業の効果例   

■ 高校時代に高大連携事業：SPP※事業に参加した学生の入学後の学業成績 

 

 SPP 事業 
工学 

体験入学 
SSH 

高大連携 

不参加 

2006 年度 
GPA 2.31 ― ― 2.15 

人数 12 ― ― 90 

2007 年度 
GPA 2.32 ― ― 2.18 

人数 18 ― ― 88 

2008 年度 
GPA 2.31 2.09 2.07 2.13 

人数 9 38 1 52 

2009 年度 
GPA 2.25 2.13 2.16 2.24 

人数 5 20 4 61 

2010 年度 
GPA 2.45 2.34 2.32 2.39 

人数 5 22 5 59 

2014 年度 
GPA 2.79 ― 2.96 2.65 

人数 4 ― 3 57 

※SPP：Science Partnership Program（サイエンス・パートナーシップ・プログラム） 

 

高大連携事業（課題研究プロジェクト）は，平成 15 年度から平成 27 年度まで 13 年連続で SPP 事

業や科研費の採択により実践してきた。上表は,普通科・理数科高校時代に高大連携事業：SPP 事業

を実践した学生の大学入学後の学業成績を追跡調査した結果である。この表より高校時代に SPP 事業

を実践した学生の入学後の学業成績は，高校時代に高大連携活動に参加しなかった学生の成績より優

位であることが明らかである。また高校時代の高大連携事業の実践が大学入学後の学業成績の伸びに

大きく影響を及ぼしていることが明確になった。以上のことより，高校時代の高大連携事業の実践に

よって高校教育と大学教育のスムーズな接続が図られていることが明らかになった。 

 

（事務局資料） 
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（初年次教育関連） 

② 動機づけ教育を含め，様々な初年次教育を実施し，学生からの好評等，成果があがった（資

料 1-1-1-2-7，8）。 

 

資料 1-1-1-2-7 各部局で実施されている初年次教育の概要とその成果   

学部等 初年次教育の概要 成果 

教育地域

科学部 

・学校教育課程の新入生全員を対象とし，学習の専門職

として生涯にわたって学び続ける土台を築くことを

目標とした「教育実践研究 A-Ⅰ（教職入門を含む）」

を開講し，教職への動機付け教育を行っている。また，

当該授業において，初年次教育の成果に関するアン

ケート及び授業評価アンケートを実施，アンケート結

果を授業担当教員へフィードバックし，自己点検によ

る授業内容の改善を図っている。 

・地域科学課程の新入生全員を対象とし，地域社会の諸

課題に対する学習のための最初のステップである「地

域課題ワークショップⅠ」の授業内容を平成 24 年度

より１単位 15 時間から２単位 30 時間に増やし，地域

科学課程委員会全教員が指導に係わると共に，地域共

生プロジェクトセンターの客員教員等による講義・指

導の体制の見直しと改善を行った。さらに平成 25 年

度には，更なる初年次教育の円滑な支援に繋げるため

ワークショップⅠにおいて「育成したい能力」を設定

し，学生に対するアンケートを実施した。 

・初年次教育の成果に関するア

ンケートにおいて，大学教育

への円滑な移行に役立ったと

回答した学生が７割を超えて

おり，初年次教育として機能

したことが明らかとなった。

 

 

・「情報を収集する能力」，「情

報を分析する能力」，「コミュ

ニケーション能力」などが身

についたと回答した学生が多

く，ワークショップⅠが効果

的に運営されたことが明らか

となった。 

医学部 

・医学を学ぶための心構えや医学教育・研究の全体像を

理解するための「医学入門と医学概論」，課題探求学

修である「入門テュートリアル」，看護学を学ぶ上で

の基本的態度・知識・技法を学ぶ「看護学入門」，看

護の概念と本質を理解するための「看護学概論」など

の入門的講義・演習を実施している。なお，授業評価，

カリキュラムアンケートなど学生からの意見聴取結

果等を考慮し，内容等を随時改善している。 

・カリキュラム評価アンケート

を毎年実施しており，学生か

らの評価では，医学科で約 7

割が大学教育への円滑な移行

に役だったと回答している。

また看護学科では，約 7 割の

学生が１年次カリキュラムに

ついて，非常に良いまたは良

いと回答しており，履修して

特に興味・勉学意欲が増した

科目として「看護学入門」や

「看護学概論」が挙げられて

いる。 

工学部 

・文部科学省大学教育推進プログラム「学士力涵養のた

めの初年次教育の充実」（平成 21 年度採択）で整備し

たものについて，改善・実施した。さらに，平成 24

年度入学生よりキャリア教育プログラム「みらい協育

プログラム」を初年次教育としても活用している。 

・工学部全員に対しては，大学教育入門セミナーでの工

学部長講話（平成 27 年度から）およびキャリアデザ

インに関する講話（平成 24 年度から）の中で，学習

の動機付けに関する内容を強化した。具体的には，「プ

ロセスを重視した学習」が実社会で役に立つことを強

調することにより，学習の動機付けにつながるように

している。それぞれの専門分野とは関係なく，学習の

方法，プロセスを自ら工夫しながら学ぶことが社会に

出てから仕事をする力や社会で生きていく力につな

がることを強調している。 

・文部科学省大学教育推進プログラム「学士力涵養のた

めの初年次教育の充実」（平成 21 年度採択）の一貫と

して，平成 24 年度に一部学生に対して実施した「汎

用能力（ジェネリックスキル）テスト」を平成 26 年

度に１年次および３年次のほぼ８割の学生に対して

実施した。これらの結果を踏まえ，平成 28 年度以降

も定期的に継続実施していくこととしている。 

・第２期に整備してきた導入教

育およびキャリア教育の実績

や汎用能力テストの結果を踏

まえて，平成 28 年度からの改

組に伴い，工学部の全１年生

対象に，大学教育入門セミ

ナーの後半９回および全学科

必修科目の「科学技術と倫理」

の中で演習課題，レポート，

討論を通じてレポートの書き

方，学習の仕方を含む学び方

教育の徹底とともに，自学自

習の習慣づけ，プロセスを重

視した学習を身につけるため

の学習の徹底をはかるための

準備を進めている。 

 

・汎用能力テストの結果，リテ

ラシー（言語および非言語［数

理的］能力）が国立大学理工

系に比べて高い（特に非言語）

ことがわかった。 

 （事務局資料） 
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（多様な基礎学力への対応） 

③－１ 英語科目について，習熟度別クラス編成を行った（資料 1-1-1-2-9）。 

 
資料1-1-1-2-9 英語習熟度別クラス編成とTOEIC IPテスト実施体制（平成26年度） 

■ 大学教育への円滑な移行支援の一環として，共通・教養教育では，TOEIC IP等の結果に基づいた

英語科目の習熟度別クラス編成を行い，学生の英語力レベルに適合した授業内容を提供した。 

 

■ TOEIC IPテスト     

実施日及び実施目的  ４月…前期クラス編成,７月…前期成績評価及び後期クラス編成, 

１月…後期成績評価及び次年度前期クラス編成 

対象者及びクラス編成  教育地域科学部１, ２年生（※平成 26 年度入学者以降） 

工学部１,２年生（※平成 25 年度入学者以降） 

医学部１年生（※医学科は平成 26 年度，看護学科は平成 27 年度入学者 

以降） 

■ 学生への周知 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■英語習熟度別クラス例 

 

留意事項（一部抜粋）： 
（１）英語は，指定されたクラスで英語１～８まで履修してください。 
（２）英語１～８の授業は習熟度別クラス編成で行います。英語１～４はリスニングとスピーキン

グを中心としたコミュニカティブな授業を行います。英語５～８はリスニングとスピーキン

グも行いますが，焦点はリーディングとライティングに移し，適宜 ESP も導入します。クラ

スワークだけでなく，教室外で行う e-learning 学習または多読も取り入れます。 

  

学科 時間割番号 科目名 教室 教員名 人数

14800 英語１-Ed(A) 火Tue 4

14840 英語２-Ed(A) 木Thu 5

14801 英語１-Ed(HI) 火Tue 4

14841 英語２-Ed(HI) 木Thu 5

14802 英語１-Ed(I)a 火Tue 4

14842 英語２-Ed(I)a 木Thu 5

14803 英語１-Ed(I)b 火Tue 4

14843 英語２-Ed(I)b 木Thu 5

14804 英語１-Ed(I)c 火Tue 4

14844 英語２-Ed(I)c 木Thu 5

14805 英語１-Ed(B)a 火Tue 4

14845 英語２-Ed(B)a 木Thu 5

14806 英語１-Ed(B)b 火Tue 4

14846 英語２-Ed(B)b 木Thu 5

LC1
（大学会館2Ｆ）

Ed

24Reginald Gentry

Paul  Butler-TanakaEd 104 講

時限

24Kelly King

24Walter Tsushima102 講Ed

24

203 講Ed

Taichi NakamuraK320Ed

Ed Mituso Kodera

24

24

Junko Asai501 講Ed

24

12講

１年生英語クラス時間割（前期）
1st year Class List (Spring)

（掲示での周知） 

（メールでの周知） 

【教育地域科学部】 
Ed(A)，Ed (HI)，Ed (I)，Ed (B) 

同一名称のクラスが複数ある場

合は，末尾に「ａ」，「ｂ」，「ｃ」の

ように記号が付されます。 

   

※A…上級，HI…中上級，I…中級，

B…初級の４段階 

 

 （事務局資料）
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③－２ 基礎学力に乏しい新入生等に対するリメディアル教育を実施し，成果があがった（資料

1-1-1-2-10，11）。 

 
資料1-1-1-2-10 各部局で実施されている，基礎学力に乏しい新入生等に対するリメディアル教育 

学部 リメディアル教育の概要 

教育地域科学部 

・学校教育課程言語教育コースでは，英語に自信のない新入生等を対象として，

アカデミックレベルの英語を読むことを可能にするリーディング力の獲得に

資することを目的に，授業時間外に精読を行う機会を設けている。また，英語

力向上のための自己学習の進め方や教材等についての助言も行っている。 

・加えて，この取組は，同コースの単位化されたプログラムである多読プログラ

ムや英語キャンプを補完する側面も持ち，実用的な英語力の向上の支援にも

なっている。また，異なる学年の学生が集い，学習を共にすることで，英語学

習に対する意欲向上等の効果も得ている。 

医学部 

・医学科では，新たに，リメディアル教育システムを設け，アドバイザー教員又

は学年主任が学生本人からの相談あるいは成績情報からの抽出に基づいて必

要と判断した場合，あるいは学生自身が必要と判断した場合に，当該学生に対

する補習等を行っている。 

・学修の基礎となる生物学等に関して，高等学校での未履修者に対する「医学の

ための生物学入門」など補習授業を開設し，学生から好評を得ている。 

工学部 

・工学の基礎となる数学と物理に関し，基礎学力不足の学生に対して以下のよう

な取組を行っている（資料 1-1-1-2-11）。 

〔数学〕新入生を対象に数学プレースメントテストを行い，学習内容の理解度が

低い学生に対し達成度別クラス編成により補習授業「数学ステップアップ」

の受講を課している。また，１年前期開講科目「微分積分Ⅰ」の不合格者を

対象とした「微分積分ステップアップ演習」も開講している。 

〔物理〕高等学校で物理を未履修の学生向けに補習授業「物理ステップアップ」

を開講するとともに，高校で物理を学習したがもう一度学習したい学生向け

に，共通教育科目の中で「物理と微積分」を開講している。 

（事務局資料）
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資料 1-1-1-2-11 リメディアル教育の取組例（工学部）   

  

 

 

 

 

 

■1 年生対象の数学補習クラスの開講 

・１年生を対象に数学の補習クラス「数学ステップアップ」を開講し，入学時に実施する「数学プレー

スメントテスト」の成績の低い学生に受講を義務付けている。 

・数学ステップアップは第１期に開始したが，学士力 GP 採択により，平成 22 年度からクラス数を倍

増させた（５クラス（前期３クラス，後期２クラス）から 10 クラス（前期６クラス，後期４クラ

ス）へ）。 

・学士力 GP 財政支援終了後の取組（平成 24 年度～）：学生の成績状況の検証を踏まえ，「数学ステッ

プアップ」を９クラス（前期６クラス，後期に３クラス）開講するとともに，後期に補習クラス「微

分積分ステップアップ演習」を新設して３クラス開講し，１年前期開講科目の「微分積分Ⅰ」不合

格者に受講を義務付けている。 

 

■「数学学習支援室」の設置 

・学士力 GP 採択により，平成 22 年度から，補習クラスとは別に「数学学習支援室」を週４コマ開い

ている。 

・「数学学習支援室」には，学生が自由に訪れて数学に関する質問ができる。質問には教員３名と TA

の大学院生数名が対応し，学生への個別指導を行っている。 
 

〔数学学習支援室利用状況〕 

 

 

 

 

■２年生対象の「達成度調査アンケート」の実施 

・補習クラスや数学学習支援室の効果を測る目的で，２年生を対象とした「達成度調査アンケート」

を毎年実施している。 

・アンケートは，微分積分の内容に関する「無

記名の試験」の形式で実施し，比較のため，

毎年同じ問題を使っている。 

・「数学ステップアップ」の規模拡大の翌年度

（平成 23 年度），「微分積分ステップアップ

演習」開始の翌年度（平成 25 年度）には，

前年度よりも高い正答率が得られ，１年次の

取組の成果が，２年次に実施した試験の結果

に明確に現れている。  

・こうした取組の結果，第２期最終年度での正

答率が第１期最終年度の正答率から 1.7％上昇するとともに，第２期の方が第１期よりも正答率の

上昇傾向が明確である。 

 

■物理補習クラスの開講 

・数学に加え，高校で物理を履修できなかった学生を対象に，物理の補習クラス「物理ステップアッ

プ」を開講している。 

・平成 23 年度までは，建築建設工学科・材料開発工学科・生物応用化学科の希望者に実施した。 

・学士力 GP 財政支援終了後の取組（平成 24 年度～）：対象を全学科に拡大した。 
 

（事務局資料） 

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

延利用者数 234 237 254 155 303 154 263 161 204 104 184 271

平成22年度 平成23年年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度
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（入学生への支援関係） 

④－１ 大学生活への早期適応支援の一環として，懇切丁寧なガイダンスや新入生合宿研修等

を実施し，好評を得た (資料 1-1-1-2-13～16)。 

 

資料1-1-1-2-13 新入生オリエンテーションの実施例（文京キャンパス） 

 

 
  

 

■ 新入生オリエンテーション（平成 26 年度） 
 

 

※松岡キャンパスでも，同様の内容で新入生オリエンテーションを実施している。 

（70分）

（70分）

（70分）

（70分）

共通教育ガイダンス

（概要説明，履修登録一覧

表記載，Web登録説明）

附属図書

館ガイダン

ス

（30分）

（70分）

総合研究棟Ⅰ　１階　総小１講義室 総合研究棟Ⅰ　１階　総小１講義室 総合研究棟Ⅰ　１階　総小１講義室

（40分） （60分） （30分）

物理工学科
学科別履修指導・懇談

工学系１号館１階　１１７Ｍ

休

憩

（40分） （30分） （30分）

学生生活

就職関係

ガイダンス

昼食

附属図書

館ガイダン

ス

　総合情報

　基盤セン

　ター

　ガイダンス

学部長挨拶

補習説明等

生物応用化学科
学科別履修指導・懇談

工学系１号館１階　１１６Ｍ

材料開発工学科
学科別履修指導・懇談

工学系１号館１階　１１５Ｍ

専門教育ガイダンス

　　共通教育ガイダンス

　（概要説明，履修登録一

覧表記載，Web登録説明）

工学系１号館１階　１１１Ｍ

学科別履修指導・懇談

工学系１号館１階　１１２Ｍ

学科別履修指導・懇談

工学系１号館１階　１１３Ｍ

休

憩

学科別履修指導・懇談 移

動

履修全般

（学生便覧）工学部

（編入学）

機械工学科

受

付

学科別履修指導・懇談

電気・電子工学科

情報・メディア工学科

建築建設工学科

知能システム工学科
学科別履修指導・懇談

工学系１号館１階　１１４Ｍ

16:00 17:00

10:50 14:10 15:10 15:50

15:00 15:2012:00 12:30 13:00 13:30 14:00

附属図書

館ガイダン

ス

学科別履修指導・懇談

教育系１号館２階　大２講義室 教育系１号館２階　大２講義室 総合研究棟Ⅰ　２階　総大２講

（40分） １２講義室 （30分）

総合研究棟Ⅰ　１階　総大１講

１号館１階

（30分）

8:30 9:00 10:00 11:00 11:30

（40分） （30分）

10:40

物理工学科
休憩

移動

学科別履修指導・懇談

教育系 工学系１号館１階　１１７Ｍ

履修全般

（学生便覧）

共通教育ガイダンス

（概要説明，履修登録一覧

表記載，Web登録説明）

学科別履修指導・懇談
（60分）知能システム工学科

学生生活

就職関係

ガイダンス

共用講義棟１階　Ｋ１１０

生物応用化学科

専門教育ガイダンス

学生生活

就職関係

ガイダンス

休

憩

　総合情報

　基盤セン

　ター

　ガイダンス

学部長挨拶

補習説明等

（60分） （40分）

共用講義棟１階　K１１０講義室 共用講義棟１階　K１１０講義室

学科別履修指導・懇談

工学部
受

付
休憩

移動

工学系１号館３階　１３２Ｌ

材料開発工学科
学科別履修指導・懇談

（40分） （30分） （30分）

工学系３号館１階　３１１Ｌ

建築建設工学科 履修全般

（学生便覧）

　総合情報

　基盤セン

　ター

　ガイダンス

学部長挨拶

補習説明等
休

憩

昼

　

食

専門教育ガイダンス

（40分） （30分） （40分） （30分）

　総合情報

　基盤セン

　ター

　ガイダンス

教育系１号館２階　大１講義室

学部長挨拶

補習説明等

履修全般

（学生便覧）

教育系１号館２階　大１講義室

学科別履修指導・懇談

工学系２号館２階　２２３Ｌ

休憩

移動

学科別履修指導・懇談

工学系１号館３階　１３１Ｌ

学科別履修指導・懇談

休

憩

共通教育ガイダンス

（概要説明，履修登録一覧

表記載，Web登録説明）

附属図書

館ガイダン

ス

（40分）

機械工学科

共通教育ガイダンス

（概要説明，履修登録一覧

表記載，Web登録説明）

附属図書

館ガイダン

ス

休

憩電気・電子工学科

情報・メディア工学科

各講義室

移動
コース別履修指導・懇談

（90分）

専門教育ガイダンス

（70分）
留

学

生

　

　

　

　

　

プ

レ
ー

ス

メ

ン

ト

テ

ス

ト

（30分） （60分）

専門教育ガイダンス

学生生活

就職関係

ガイダンス

履修全般

（学生便覧）受

付

地域科学課程 （40分） （20分）

K３１０ 教育系１号館１階　11講義室

　総合情報

　基盤セン

　ター

　ガイダンス

専門教育ガイダンス

（70分）
休憩

移動

コース別履修指導・懇談

12:40 14:20 14:40 15:10

（30分）

昼

　

食
（30分）

共用講義棟３階　K３１０

15:50

15:00 15:30 16:00

共用講義棟３階　K３１０講義室

9:40 10:10 10:50 11:50

11:00 12:00 12:30 17:0013:00 13:30 14:00 14:30
４月３日（木）

8:30 9:00 10:00 10:40

教育地域

科学部

学校教育課程
学生生活

就職関係

ガイダンス

学部長

挨拶

（事務局資料）
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資料 1-1-1-2-14 ガイダンスの実施状況 (平成 26 年度)   

部局等 実施組織 対象者 時期 実施内容 参加状況 

教育地域科学部 

学校教育課程 

教務担当職員 新入生 入学時 オリエンテーション 全入学生参加 

各コース教員 新入生 入学時 オリエンテーション 全入学生参加 

教務担当職員 新入生 ９月頃 コース毎の履修指導 全入学生参加 

地域科学課程 

教務担当職員 新入生 入学時 オリエンテーション 全入学生参加 

各系教員 新入生 入学時 オリエンテーション 全入学生参加 

教務担当職員 新入生 ９月頃 履修指導 全入学生参加 

医学部 
全学科 

教務担当職員 新入生 入学時 オリエンテーション 全入学生参加 

学科教員 新入生 入学時 履修指導 全入学生参加 

教務担当職員 編入学生 編入学時 オリエンテーション 全編入学生参加 

学科教員 編入学生 編入学時 履修指導 全編入学生参加 

医学科 
学年主任ガイ
ダンス 

１ ～ ４

年次生 
学期初め 履修指導 全員参加 

工学部 全学科 

教務担当職員 新入生 入学時 オリエンテーション 全入学生参加 

各学科教員 新入生 入学時 履修指導 全入学生参加 

教務担当職員 編入学生 編入時 オリエンテーション 全編入学生参加 

各学科教員 編入学生 編入時 履修指導 全編入学生参加 

教育学研究科 
修士課程 

教務担当職員 

各専攻・領域教員
新入生 入学時 

オリエンテーション 
・履修指導 

全入学生参加 

教職大学院
の課程 

全教員 全学生 ４月 
オリエンテーション 
・履修指導 

全入学生参加 

医学系研究科
修士課程 

全専攻 教務担当職員 新入生 入学時 オリエンテーション 全入学生参加 

医学系研究科
博士課程 

全専攻 

教務担当職員 新入生 入学時 オリエンテーション 全入学生参加 

教務担当職員 
秋 季 入
学生 

入学時 オリエンテーション 全入学生参加 

工学研究科 
博士前期課程 

全専攻 

担当教員 
教務担当職員 

新入生 入学時 
オリエンテーション 
・履修指導 

全入学生参加 

教務担当職員 
秋 季 入
学生 

入学時 
オリエンテーション 
・履修指導 

全入学生参加 

工学研究科 
博士後期課程 

全講座 

担当教員 
教務担当職員 

新入生 入学時 
オリエンテーション 
・履修指導 

全入学生参加 

教務担当職員 
秋 季 入
学生 

入学時 
オリエンテーション 
・履修指導 

全入学生参加 

（事務局資料） 

 

資料1-1-1-2-15 オリエンテーション内容に対する学生の評価例（工学部） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
（平成 25 年度 新入生オリエンテーションアンケート結果より抜粋） 

 
  

◆オリエンテーションの内容について

1 満足 22 人

2 やや満足 92 人

3 ふつう 178 人

4 やや不満 57 人

5 不満 17 人

未回答 1 人

満足

6%

やや満足

25%

ふつう

48%

やや不満

16%

不満

5%
未回答

0%



福井大学 教育 

1－42 

資料1-1-1-2-16 新入生合宿研修の実施例（平成26年度）と学生からの評価 

 

 

 

■ 新入生からのコメント 

・合宿研修では多くの人との交流を通して楽しく過ごせたと共に，自身の将来や大学生活について

はっきりと考えることができる貴重な機会となった。 

・実際に見て，触れて，感じる体験の大切さを学べ，自身が教師になった時の参考にしたいと感じた。 

・積極的にディスカッションに参加する大切さや人の意見を聞く事の難しさを学べた。これらの経験

は今後社会に出てからも十分活かしていけると感じた。 

・グループディスカッションを通し,様々な視点から物事を考えることの難しさや，同じグループの

人と熟考を重ね意見を纏める大変さを実感し貴重な経験が出来た。 

・１つの物事を吟味していく事で得る満足感や，達成感を実感できとても有意義だった。 

・医学を学ぶスタートラインに立っているのだなという実感が湧いた。 

・看護師になりたいと思うきっかけをもう一度思い返すことができた貴重な研修でした。 

・この研修を通して協調性の大切さを学んだ。グループワークでは，協調性が大切であり自分の意見

だけでなく他人の意見を尊重する必要があるとあらためて分かった。 

・これから，山あり谷あり大変なこともあるだろうけど助け合って，それぞれの目標を達成できるよ

うな充実した時を過ごすことができればいいなと思います。 

・入学して１ヶ月しかたっていなくて，話したことない子もいる状況での合宿で，初めは不安でいっ

ぱいでした。でも，いざ班や部屋にわかれてみると，同じ志をもつ者同士，とても話が合い，楽し

かったです。 

・不安や心配事が解消されて，良かったです。 

 

（事務局資料） 

 

 

  

学  部 課  程 ・ 学  科 期  日 参加者数（人）

教育地域科学部 

学
校
教
育
課
程 

英語教育サブコース ９月 26 日～28 日 12

理数教育コース ５月 16 日～17 日 20

社会系教育コース ４月 12 日～13 日 8

美術教育サブコース ４月 13 日～14 日 5

医学部 医学科・看護学科 ５月 ９日～10 日 168

工学部 

機械工学科 ４月 18 日～19 日 88

電機・電子工学科 ４月 18 日～19 日 77

情報・メディア工学科 ４月 18 日～19 日 71

建築建設工学科 ４月 18 日～19 日 76

材料開発工学科 ４月 18 日～19 日 78

生物応用化学科 ４月 18 日～19 日 67

物理工学科 ４月 25 日～26 日 50

知能システム工学科 ４月 11 日～12 日 71
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④－２ 各部局では，入学生に対するきめ細かい生活支援を実施した（資料 1-1-1-2-17～19）。 

これら円滑な大学生活への移行に向けた支援の有効性について，好評を得た（資料

1-1-1-2-20）。 

 

資料1-1-1-2-17 各キャンパスにおける新入生等への生活支援取組例 
 

■ 学生（学習・生活）支援に係る新たな全学的体制を整備し（P1-246 後掲資料1-3-1-1-2），入学生に対

しても，教職協働で生活支援を行った。 
 

キャンパス 取組内容 

文京キャンパス 

毎年５月に新入生全員を対象とした「こころの健康のためのスクリーニン

グ調査」を実施し，その結果を基に学生を呼び出し，希望する学生に対し

ては心理教育を中心とした継続カウンセリングを実施してきた。平成 24 年

度からは，学生の生活リズムの乱れやメンタル面等の状況を把握すること

を目的に，学生総合相談室が履修登録時（年２回）に実施する「こころの

アンケート」の内容に基づき，学生を呼び出し面談している。同様に保健

管理センターにおいても，定期健康診断受診カードの問診結果に基づいて

学生を呼び出し，面談を実施している。いずれの場合も必要に応じてカウ

ンセリングを継続することによって，間断なく支援を行っている。 

松岡キャンパス 

アドバイザー教員体制を整備し，担当する学生について，メンタルヘルス

を含め生活支援を必要とするような問題を早期発見し，早い段階で，生活・

学習指導など問題解決することとしている。また，保健センターと学生総

合相談室が連携して呼び出し面談を実施している。具体的には，１年生の

新入生合宿研修時に「大学生精神健康調査（UPI）」を実施し，学生を呼び

出し面談している。平成 26 年度からは，「困りごとに関するセルフチェッ

クリスト（発達障害のスクリーニングテスト）」も同時に実施しており，障

がい学生支援も視野に入れた支援の取組も実施している。また，文京キャ

ンパスと同様に，保健センターにおいて定期健康診断受診カードの問診結

果に基づいて学生を呼び出し，面談を実施している。 

  

 （事務局資料） 

 

資料 1-1-1-2-18 入学生への生活支援の実績 
 
■ 保管管理センター及び学生総合相談室では，入学生全員に UPI 心理検査と困りごとチェックリス

トを行い，必要に応じ面談をおこなっている。さらに，心理検査により，入学生の適応状況を精査

し，必要な学生には継続的なカウンセリング等の適切なサポートを提供している（文京キャンパ

ス：平成 26 年度 57 人，平成 27 年度 42 人，松岡キャンパス：平成 26 年度 29 人，平成 27 年度 27

人を呼出）。入学時からの学生に対する積極的な働きかけ等の実施も一助となり，学生の自殺者は

減少している。 
 

文京キャンパス 「こころのアンケート」に基づく学生面談状況  

  対象者 面談者 電話確認者 助言教員等確認 ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ継続

平成 26 年度 84 50 23 11 7 

平成 27 年度 58 34 21 3 8 

※「こころのアンケート」は文京キャンパスの入学生全員を含め全学年対象に実施 

 

松岡キャンパス UPI・困りごとに関するセルフチェックリストに基づく学生面談状況  

  対象者 面談者 電話確認者 助言教員等確認 ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ継続

平成 26 年度 28 26  0 2 3 

平成 27 年度 28 25  0 3 2 

   ※UPI，困りごとに関するセルフチェックリストは１年次生を対象に実施 

 
（事務局資料）



資

 
資

 

 

資料1-1-1-2-19

学部 

教育地域科

医学部

工学部

資料1-1-1-2-20
 

■ 設問：

9 各学部の入学

科学部 

・毎年

り

か

・１年

担

・毎

び

そ

る

局

部 

・医学

活

チ

と

・看護

輩

活

部 

・各学

行

修

握

・各

指

作

ら

よ

し

者

0 大学生活への

皆さんが大学

新入生合宿研

立ったと思い

 

学生に対する支援

年前期終了まで

，１年次生につ

否かを確認し

年次における基

当教員や助言

年 11 月前後に

教育学研究科

の際にも大学

。懇談会におい

担当部署等に

学科では医学科

への適応状況

ェックシート

思うと回答し

護学科では新入

学生が担当者

への早期適応

学科での新入生

っている。ま

申請時に「こ

に努めている

学科では，教

導を行ってい

成し，教員・教

ず，円滑に充実

り学生支援に

た対応も確実

に送付してお

の円滑な移行に向

学生活へ円滑に

研修など）を行

いますか？ 

（平成 27 年度
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援の実施例 

でを目途に全て

ついてはその

ている。 

基幹的科目に

教員による対

に学部長・教育

の学生代表と

学教育・生活へ

いて学生側か

照会した後，

科アドバイザ

況を精査し，適

により回収し

ている。 

入学生を小グル

者となり，定期的

を促すととも

生合宿研修時等

た，学生総合相

ころのアンケ

。 

教務課と協力し

る。更に学生支

教務課・学生総

実した大学生活

対する教員の

実に増えている

り，保護者に

向けた学生支援

に移行できるよ

行っています。

度「福井大学の

実施例

ての助言教員が

際に大学教育

関して，月２

対処を行ってい

育担当副学部長

の懇談会を実

への円滑な移行

ら出た意見に

学生に対して

ー教員による

適切なサポート

，94％が，大学

ループに分け

的に意見交換や

に，問題の早

等にアンケー

相談室では保健

ート」を実施

て，入学生を

支援に係る対応

総合相談室が連

活を送れるよ

意識も高まり

。さらに，平

も学生支援に

の有用性に関す

よう，大学は様

これらの取組

の教育・研究に対

が助言学生との

・生活への円滑

回以上欠席し

る。 

長・教務学生委

施しており，

行ができている

ついては関係教

フィードバッ

面談を実施し

トを提供してい

学生活にスムー

，それぞれにア

やメンタルサポ

期発見を行っ

トを実施し，入

健管理センター

し，メンタル面

含め，長期欠

応の流れを記

連携しながら，

うに支援して

，教員による学

成 25 年度か

対する協力を

する学生の評価 

様々な取組（オ

組は大学生活へ

（数値

対する意識・満足

福井大学

の懇談会を実施

滑な移行がで

た学生を抽出

委員長と学部各

１年次生につ

るか否かを確認

教員・コース及

クしている。

，面談により

いる。面談の結

ーズに適応で

アドバイザー教

ポートを通し

ている。 

入学時の状況

ーと連携しな

面で要注意な

欠席学生に対す

したフローチ

，学生が成績

いる。これら

学生総合相談

らは全員の成績

をお願している

（事

オリエンテーシ

への円滑な移行

値は回答者数を

足度調査）結果

学 教育 

施してお

きている

し，授業

各学年及

ついては，

認してい

及び事務

 

，大学生

結果は，

きている

教員と先

て大学生

の把握を

がら，履

学生の把

する調査・

ャートを

不振にな

のことに

室と連携

績を保護

。 

事務局資料） 

 

ションや

行に役

 

を示す） 

果より抜粋） 
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資

 

 

資

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

（成果） 

⑤－１ 学生

した（資料

資料1-1-1-2-21
 

■ 設問：

資料1-1-1-2-22

    

学部

教育地域科学

医学部 

工学部 

生及び教員か

料 1-1-1-2-

 「大学生活へ

あなたは，約

すか？ 

2 「入学生の大

 

 

学部 

後

各

ン

は

95

る

医

調

の

か

成

学

に

新

従

企

書

意

お

合

増

が

な

らの意見聴取

-21，22）。 

への円滑な移行」

約１年間福井大

（平成 27 年度

大学生活への円滑

期授業開始時

各教員は，受け

ングした上でア

は，「大学生活に

5%を占めており

。 

医学科では，毎

調査（医学科学

調査では「学

か？」の問に対

成 26 年度実施の

学生（１年次生

対し，86%の教

新入生に対する

従来より，入学

企画による新入

書などにより評

意見や状況を自

いてその内容

合宿等の企画に

増えたと話して

挙がっている

移行」に関す
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取結果を鑑み

」に関する学生

大学で過ごして

度「福井大学の

滑な移行」に関

時に，全教員を

け持つ助言学生

アンケートに回

にスムーズに適

り，初年次教育

毎年，アドバイ

学生支援システ

学生たちは，大

対し，肯定的回

の教員による看

生）は，大学生

教員が肯定的回

様々な取組の

学生の大学生活

入生合宿を行っ

評価を行ってい

由記述形式の

容を検討してい

について，「概

ている」「この

。このことか

する取組の成果

みると，入学生

の評価 

て，大学教育・

の教育・研究に対

する教員の評価

評価例

を対象に助言学

生全員と面談し

回答している。平

適応できている

育や新入生に対

ザー教員に対

ムチェックリ

大学生活にスム

回答が 94%を占

看護学教育につ

生活にスムーズ

回答をしており

の成果が確認で

活への円滑な移

ている。毎回

いるが，教員か

の報告書で収集

いる。その結果

概ね成功したと

の制度は維持さ

から，工学部に

果が確認できる

生は大学教育

生活へ円滑に

（数

対する意識・満足

価例 

例 

学生面談アンケ

し，大学生活の

平成 26 年度に

るか」との設問

対する様々な取

対し，年２回の

スト）を行っ

ムーズに適応で

めている。また

ついてのアンケ

ズに適応できて

り，これらの結

できる。 

移行を目的に，

回終了時に，学

からは，合宿終

集しており，工

果によると，工

言える」「学

れるべきであ

における「入学

。 

福井大学

育・生活へ円滑

に移行できたと

数値は回答者数を

足度調査」結果

（事

ケートを実施し

の状況等につい

に実施したアン

問に対し，肯定

取組の成果が認

の学生支援活動

ている。平成

できていると思

た，看護学科

ケート調査の設

ていると思いま

結果から，初年

４月の早期に

学生にアンケー

終了直後に合宿

工学部教務学生

工学部各学科の

学生の感想とし

ある」などの肯

学生の大学生活

学 教育 

滑に移行

と思いま

を示す） 

果より抜粋） 

事務局資料） 

 

している。

いてヒアリ

ンケートで

定的回答が

認められ

動に関する

26 年度末

思います

でも，平

設問，「入

ますか？」

年次教育や

に学科毎の

ートや報告

宿に対する

生委員会に

の実施する

して友達が

肯定的評価

活への円滑
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⑤－２ 入学生の１年以内の退学率は，第１期に比べ，概ね低下している（資料 1-1-1-2-23）。 

 
資料1-1-1-2-23 入学生の退学率 

  ■ 新入生における１年目の退学率（除籍除く） 

 
 

（事務局資料） 

 

    
  

入学者数退学者数 退学率 入学者数退学者数 退学率 入学者数退学者数 退学率 入学者数退学者数 退学率

学校教育課程 110 1 0.9% 101 1 1.0% 109 0 0.0% 106 0 0.0%

地域科学課程 63 2 3.2% 60 0 0.0% 62 0 0.0% 64 0 0.0%

小　計 173 3 1.7% 161 1 0.6% 171 0 0.0% 170 0 0.0%

医学科 105 2 1.9% 110 0 0.0% 110 1 0.9% 110 0 0.0%

看護学科 60 1 1.7% 60 0 0.0% 60 0 0.0% 60 0 0.0%

小　計 165 3 1.8% 170 0 0.0% 170 1 0.6% 170 0 0.0%

機械工学科 84 0 0.0% 81 0 0.0% 80 0 0.0% 77 1 1.3%

電気・電子工学科 75 1 1.3% 69 0 0.0% 70 0 0.0% 68 0 0.0%

情報・ﾒﾃﾞｨｱ工学科 66 0 0.0% 71 0 0.0% 70 0 0.0% 65 0 0.0%

建築建設工学科 70 0 0.0% 72 1 1.4% 72 0 0.0% 68 0 0.0%

材料開発工学科 84 0 0.0% 82 2 2.4% 85 0 0.0% 79 0 0.0%

生物応用化学科 70 0 0.0% 67 0 0.0% 71 1 1.4% 69 0 0.0%

物理工学科 53 1 1.9% 51 4 7.8% 57 0 0.0% 58 0 0.0%

知能ｼｽﾃﾑ工学科 69 0 0.0% 71 0 0.0% 69 0 0.0% 70 0 0.0%

小　計 571 2 0.4% 564 7 1.2% 574 1 0.2% 554 1 0.2%

909 8 0.9% 895 8 0.9% 915 2 0.2% 894 1 0.1%

入学者数退学者数 退学率 入学者数退学者数 退学率 入学者数退学者数 退学率 入学者数退学者数 退学率

学校教育課程 108 2 1.9% 105 1 1.0% 106 0 0.0% 635 4 0.6%

地域科学課程 62 0 0.0% 63 0 0.0% 60 0 0.0% 371 0 0.0%

小　計 170 2 1.2% 168 1 0.6% 166 0 0.0% 1,006 4 0.4%

医学科 110 0 0.0% 110 0 0.0% 110 0 0.0% 660 1 0.2%

看護学科 60 0 0.0% 60 0 0.0% 62 0 0.0% 362 0 0.0%

小　計 170 0 0.0% 170 0 0.0% 172 0 0.0% 1,022 1 0.1%

機械工学科 81 0 0.0% 78 0 0.0% 80 0 0.0% 477 1 0.2%

電気・電子工学科 72 1 1.4% 68 1 1.5% 68 0 0.0% 415 2 0.5%

情報・ﾒﾃﾞｨｱ工学科 69 0 0.0% 68 0 0.0% 66 0 0.0% 409 0 0.0%

建築建設工学科 66 1 1.5% 71 2 2.8% 69 0 0.0% 418 4 1.0%

材料開発工学科 81 0 0.0% 78 1 1.3% 79 0 0.0% 484 3 0.6%

生物応用化学科 67 0 0.0% 67 0 0.0% 65 0 0.0% 406 1 0.2%

物理工学科 61 2 3.3% 51 0 0.0% 57 0 0.0% 335 6 1.8%

知能ｼｽﾃﾑ工学科 67 0 0.0% 68 1 1.5% 65 0 0.0% 410 1 0.2%

小　計 564 4 0.7% 549 5 0.9% 549 0 0.0% 3,354 18 0.5%

904 6 0.7% 887 6 0.7% 887 0 0.0% 5,382 23 0.4%合　　　計

H25
学　部 課程・学科

教育地域科学部

医学部

工学部

H26 H27 第２期平均

工学部

合　　　計

教育地域科学部

医学部

学　部 課程・学科
H21 H22 H23 H24
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（実施状況の判定） 実施状況が良好である 

 

   （判断理由） 

１．AO センターを中心として，様々な高大連携事業を実施し，多くの成果があがり，文科省委託

事業等の採択，「大学間共同の高大連携と評価手法の開発研究による高大接続入試への

提案」事業としての予算化等，これは本学の高大連携事業が高く評価された証左である。 

 

２．大学教育・生活への円滑な移行を支援する様々な初年次教育を実施し，学生から好評を得

た。 

 

３．英語科目の習熟度別クラス編成，新入生に対するリメディアル教育等，様々な取組によって，

入学生の幅広い基礎学力修得に適切に対応した。 

 

４．新たに整備した学生の修学・生活支援体制等を活用し，入学生に対するきめ細かい修学・

生活支援を行い，学生から好評を得た。 

 

５．意見聴取結果から鑑み，入学生は概ね円滑に大学生活に移行しており，これは入学生の大

学教育・生活への円滑な移行を十分支援できたことの証左である。 

 

６．第１期に比べ，入学生の退学率は概ね低下しており，これは入学生の円滑な大学生活への

移行に係る取組が質的に向上したことの証左である。 
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計画１－１－１－３「大学院課程では,多様な学生を受け入れるよう，適切な入学者選抜方

法や教育課程の整備，学習に専念できる体制の整備や積極的な広報活動等を進める。それ

ら成果や社会ニーズ等に基づき，平成 25 年度末までに入学定員の在り方を検討する。」に

係る状況              
 

（アドミッション・ポリシーの改定） 

① 入学者選抜の基本方針等を含めた,適切な AP に改定した【別添資料 教-3】。 

 

（適切な入学者選抜方法） 

②－１ 多様な学生を受け入れるよう,多岐にわたる入学者選抜を実施・工夫した（資料

1-1-1-3-1〜3）。 

 

資料 1-1-1-3-1 大学院課程における入学者選抜の実施状況（平成 27 年度入試） 

研
究
科

課程 選抜の種類と方法 実施期日 

教
育
学
研
究
科 

修士課程 

一般選抜（募集人員：37 名） 
【学力検査（専門科目 A,専門科目 B,外国語
科目）,口述試験】 
※一部専攻で選択できる科目の代替え措
置あり。 

第 1次：平成 26 年 9 月 20 日 
第２次：平成 27 年 2 月 7日 
第３次：平成 27 年 3 月 14 日 

特定大学推薦外国人留学生特別選抜（募集
人員：若干名） 
【提出された出願書類を総合的に評価】 

渡日しての受験はなく書類選考
のみ 

教職大学院 
の課程 

一般選抜（募集人員：30 名） 
【学力検査（専門科目 A,専門科目 B）,口述
試験】 

第１次：平成 26 年 9 月 20 日 
第２次：平成 27 年 2 月 7日 
第３次：平成 27 年 3 月 14 日 

医
学
系
研
究
科 

修士課程 

一般選抜 
（募集人員 12 名（社会人特別選抜を含む））
【学力検査（専門科目,英語,面接）,書類審
査（成績証明書）】 第１回：平成 26 年 9 月 2日 

第２回：平成 27 年 1 月 23 日 社会人選抜 
（一般選抜と併せて募集人員 12 名） 
【学力検査（小論文,面接）,書類審査（成
績証明書）】 

博士課程 

一般選抜（募集人員：25 名） 
【学力検査（筆記試験,口頭試問）,書類審
査（成績証明書）】 

第１回：平成 26 年 9 月 2日 
第２回：平成 27 年 1 月 23 日 

秋季（10 月）入学（一般選抜と併せて募集
人員 25 名） 
【学力検査（筆記試験,口頭試問）,書類審
査（成績証明書）】 

秋季入学：平成 26 年 9月 2 日 

工
学
研
究
科 

博士前期 
課程 

推薦選抜（募集人員：約 121 名） 
【面接及び口述試験,書類審査】 

第１回：平成 26 年 7 月 7日 

一般選抜（募集人員：253 名 推薦,社会人,
外国人留学生特別選抜を含む） 
【学力検査（基礎科目,専門科目,英語）,面
接及び口述試験,書類審査】 

第１回：平成 26 年 9 月 3・4 日 
第２回：平成 27 年 2 月 27・28 日
第３回：平成 27 年 3 月 20 日 

社会人特別選抜（募集人員：若干名） 
【学力検査（専門科目,英語）,面接及び口
述試験,書類審査】 

第１回：平成 26 年 9 月 3・4 日 
第２回：平成 27 年 2 月 27・28 日
第３回：平成 27 年 3 月 20 日 

外国人留学生特別選抜（募集人員：若干名）
【面接及び口述試験,書類審査】 

第１回：平成 26 年 9 月 3・4 日 
第２回：平成 27 年 2 月 27・28 日
第３回：平成 27 年 3 月 20 日 

国際総合工学特別コース試験・10 月入学
（募集人員：若干名） 
【書類審査】 

渡日しての受験はなく書類選考
のみ 
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（事務局資料） 

 

 

資料 1-1-1-3-2 社会人・留学生選抜の実施状況(平成 27 年度入試)     

種類 課程 研究科 選  抜  方  法 
備  考  

（対 象 等） 

留 

学 

生 

修士課程 教育学研究科 書類審査 
特定大学推薦外国

人留学生 

博士前期課程 工学研究科 
面接（口述試験を含む） 外国人留学生 

書類審査 
国際総合工学特別

コース 

博士後期課程 工学研究科 

面接（口述試験を含む）,書類

審査 
外国人留学生 

書類審査 
国際技術研究者育

成コース 

社 

会 

人 

教職大学院の課程 教育学研究科 
学力検査(専門科目), 面接（口

述試験を含む） 
現職教員 

修士課程 医学系研究科 
書類審査,小論文,面接（口述試

験を含む） 
社会人 

博士前期課程 工学研究科 
個別学力検査, 面接（口述試験

を含む）,書類審査 
社会人 

博士後期課程 工学研究科 口述試験,書類審査 社会人 

（事務局資料） 

 

  

博士後期 
課程 

一般選抜（募集人員：22 名 社会人,外国
人特別選抜を含む） 
【学力検査（英語）,口述試験,書類審査】

第１次：平成 26 年 9 月 5日 
第２次：平成 27 年 3 月 2日 

社会人特別選抜（募集人員：若干名） 
【口述試験,書類審査】 

第１次：平成 26 年 9 月 5日 
第２次：平成 27 年 3 月 2日 

外国人留学生特別選抜（募集人員：若干名）
【口述試験,書類審査】 

第１次：平成 26 年 9 月 5日 
第２次：平成 27 年 3 月 2日 

10月入学（募集人員：若干名） 
【学力検査（英語）,口述試験,書類審査（修
士論文,研究計画書など】 

平成 26 年 9月 5日 

国際技術研究者育成コース・10 月入学（募
集人員：若干名） 
【書類選考】 

渡日しての受験はなく書類審査
のみ 
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資料 1-1-1-3-3 社会人・留学生等，多様な学生に対応した選抜における主な工夫   

研究科 選抜における工夫 

教
育
学
研
究
科 

〔教育学研究科修士課程・教職大学院（現職教員等）〕 

・教育学研究科の学校教育専攻及び教科教育専攻並びに教職開発専攻（教職大学院）では,事

前説明会を年３回（本学において年３回,県外３か所で各２回）休日に実施しており,志願者

への便宜を図っている。 

・教職大学院の入試では,近年の教師教育を始めとする教育改革をめぐる政策動向や,いま求め

られている課題探求的な協働的な力を育む授業の実践記録の読み解く課題を課している。事

前の説明会では,こうした課題に関係する基本的な資料を入試の準備に向けた学習が,受験の

ための学習ではなく,これから入学して教職大学院で学ぶための事前の学習になるような工

夫をしている。 

〔教育学研究科一般選抜〕 

・教育学研究科の学校教育専攻及び教科教育専攻では,社会人を積極的に受け入れるために３

年以上の教職経験を有する志願者に対して学力検査科目の一部代替措置を認め,その社会的

経験について配慮している。 

・修士課程では,教員免許を持たないあるいは取得予定のない志願者に対し,教科教育専攻にお

いて学力検査科目の一部代替措置を認めていたが,多様な学生の受入れを図るため,さらに学

校教育専攻においても代替措置を認め,専門科目Ａとして「地域科学」を選択することがで

きることとした。 

〔教育学研究科特別選抜〕 

・西安外国語大学と大学間協定を締結し,教育学研究科の教科教育専攻国語教育領域では,特定

大学推薦外国人留学生特別選抜制度を実施している。 

医
学
系
研
究
科 

〔医学系研究科一般選抜〕 

・医学系研究科では入学者選抜試験を年２回実施しており,現職医療人など受験生への便宜を

図っている。 

・博士課程では,秋季入学試験を実施し,外国人留学生に対応するためよう，10 月入学を行っ

ている。 

〔医学系研究科特別選抜〕 

・修士課程特別選抜においては, 社会人に対応するよう，受験生の社会的経験を考慮し,専門科

目に関する筆記試験を免除している。 

工
学
研
究
科 

〔工学研究科特別選抜〕 

・博士前期課程では,外国人留学生特別選抜を実施し,留学生は一般に勉強熱心で日本人学生に

対する刺激になっていることもあり,積極的に数多く受け入れるという方針で,一般入試の定

員との比率を配慮した上で選抜している。具体的には,書類審査,面接及び口述試験等により

総合的に判定し,本学を希望する成績優秀な者については学力検査を免除した特別選抜を実

施している。 

・博士後期課程では,社会人特別選抜を実施し,企業との共同研究などを通じて学位取得に意欲

のある社会人を積極的に受け入れている。 
※下線は対象とする多様な志願者                            （事務局資料） 
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②－２ 志望者動向や入学者状況等に基づき,選抜方法等を適宜改善した（資料 1-1-1-3-

4）。 

 
資料 1-1-1-3-4 大学院課程における入学者選抜方法等の改善事例    

年 度 教育学研究科 医学系研究科 工学研究科 

平成 22 年度 

（平成23年度入試）

 【修士課程】 

・修士課程（看護学専攻）

では,社会人特別選抜に

おける小論文科目の出

題形式を「英文」から「英

文及び和文」へと変更。

多様な学生の受験を促

進した結果,定員充足率

の向上へと繋がった。 

【博士課程】 

・「初期研修同時履修コー

ス」を開始 

 

【博士前期課程】 

・GNEPIS（国際共学ﾈｯﾄﾜｰ

ｸ特別ｺｰｽ）で出願書類に

専門能力を示す研究業

績・研究論文による書類

選考を追加 

・ﾌｧｲﾊﾞｰｱﾒﾆﾃｨ工学専攻で

専門科目に変えて外国

語科目を追加,原子力安

全工学専攻で試験科目

を変更 

平成 23 年度 

（平成24年度入試）

 【博士課程】 

・各専攻の募集人員を統一

化 

【博士前期課程】 

・GEPIS で募集専攻を独立

専攻の２専攻から全専

攻 10 専攻に拡大。 

【博士後期課程】 

・GNEPIS を GEP for R&D

（国際共学ネットワー

ク特別コースと国際技

術研究社育成コース）と

して新たに募集開始 

平成 24 年度 

（平成25年度入試）

 【博士課程】 

・１専攻３コースに改組 

・募集人員の適正化（５名

減） 

・出願資格に修業年限６

年の薬学を追加 

【博士前期課程】 

・ﾌｧｲﾊﾞｰｱﾒﾆﾃｨ工学専攻を

繊維先端工学専攻に改

組 

・改組に伴い募集定員の見

直し 

【博士後期課程】 

・４専攻から１専攻に改組

・改組に伴い募集定員の見

直し 

平成 25 年度 

（平成26年度入試）

・学校教育専攻の学力検

査科目中の外国語科

目を「英語」のみに変

更。（「日本語」科目を

廃止） 

・学校教育専攻で,教育

職員免許状の取得を

予定していない者は,

専門科目 Aで「地域科

学」を選択可能に 

・教科教育専攻・芸術教

育領域（美術）の専門

科目 Bに「美術史」を

追加 

【修士課程】 

・災害看護学領域を追加 

・第１回,第２回入学試験

とし,募集要項を年１冊

合冊に変更 

 

【博士前期課程】 

・推薦で協定校推薦を実施

（福井高専・石川高専と

の学術協定） 

・推薦で募集定員を見直し

・一般の外国語科目で外部

検定試験（TOEIC ｽｺｱ）

を活用した選考を実施

（原子力安全工学） 



福井大学 教育 

1－52 

平成 26 年度 

（平成27年度入試）

・募集日程を早期に公表

できるように募集要

項（第１次,第２次,第

３次募集）を合冊に変

更 

【修士課程】 

・災害看護専門看護師

（CNS）※教育課程の募集

を開始 
※専門看護師：CNS（Certified Nurse 

Specialist） 

・出願資格審査及び出願様

式の一部を大学ウｪブサ

イトからダウンロード

可能 

【博士課程】 

・募集要項を英文併記で作

成,公表 

・出願資格審査及び出願様

式の一部を大学ウｪブサ

イトからダウンロード

可能 

 

【博士前期課程】 

・一般の外国語科目で外部

検定試験（TOEFL ｽｺｱ）

を活用した選考を実施

（機械工学）,外国語科

目を TOEFL,TOEIC ｽｺｱの

みによる選考に変更（機

械工学,原子力安全工

学） 

・推薦の協定校推薦に米子

高専を加え３校に拡大 

平成 27 年度 

（平成28年度入試）

・平成 28 年度改組に伴

い,小学校教育分野に

配慮した試験科目を

追加 

・旧教科教育専攻の一部

に残っていた試験科

目の外国語科目を「英

語」のみに整理（独語,

仏語,漢文を廃止） 

【修士課程】 

・「がん看護専門看護師

（CNS）教育課程」の募

集を開始 

【博士前期課程】 

・推薦の外国語科目で外部

検定試験（TOEIC・TOEFL

ｽｺｱ）を活用した選考を

実施（機械工学専攻） 

・博士前期課程で実施して

いる選抜の募集要項を

合冊（全選抜の入試ｽｹ

ｼﾞｭｰﾙ及び選抜方法が分

かりやすいように改善）

・材料開発工学専攻の入試

日程を２日から１日に

変更（選抜方法は変更な

し） 

（事務局資料） 
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（適切な教育課程の整備） 

③ 多様な学生の受入れや社会からの要請等に対応した適切な教育課程等の整備を進め

た（資料 1-1-1-3-5～9）。中でも，平成 25 年度に，医学系研究科博士課程及び工学研究

科博士後期課程を改組した（資料 1-1-1-3-6，8）。 

 

資料 1-1-1-3-5 多様な学生の受入れや社会からの要請等に対応した教育課程の整備状況   
 
 

■ 教育学研究科 

・教職大学院の課程では,諸外国の教育職員免許状を有する現職教員留学生が「学校における実習」

及び各系の「協働実践プロジェクト」による学校現場での実践を進めながら,その実践経験を自国

と日本の教育制度・学校文化を比較しながら省察的な報告（英語）により検討可能な教育課程となっ

ており,現在,１名の留学生が当教育課程において学修を進めている。 

・本教職大学院の教育課程は,教職を目指す社会人経験のある学生を受け入れることが可能であり,

特に長期履修による小学校免許取得プログラムを平成 27 年度に導入し,同免許取得希望の社会人

経験のある学生の受入れを奨励している。平成 27 年度は,社会人経験のある学生１名が同プログラ

ムを用いて本教職大学院の教育課程を履修している。 

・生涯学び続けていくことのできる教員像を求め,管理職コースの設置が求められており(中教審答

申 2015.12.21),教職大学院では,平成 28 年度より管理職コース(学校改革マネジメントコース：定

員 15 名)を設置することとした（P1-209 後掲資料 1-1-2-5-11）。 

 

■ 医学系研究科 

・医学系研究科博士課程では,平成 25 年度に全国初となる「地域総合医療学コース」を開設し,地域

医療をリードできる質の高い総合診療医・救急医・家庭医養成の体制を強化した（資料 1-1-1-3-6）。 

【地域総合医療学コース入学生】 平成 25 年度：３名,平成 26 年度:２名,平成 27 年度:２名 

・平成 19 年度「がんプロフェッショナル養成プラン」に採択された「北陸がんプロフェッショナル

養成プログラム」を基盤とした, 大学院生も対象とした，がん医療に携わる医療人育成のための課

程を継続開講している（現在まで,延べ 64 名受講し,そのうち 17 名が修了,３名が認定医を取得し

ている）。 

・平成 26 年度に課題解決型高度医療人材養成プログラムとして,北陸の医科系４大学による「北陸認

知症プロフェッショナル医養成プラン事業」が採択され,平成 27 年度より認知症チーム医療リー

ダー養成を目的とし,大学院生を対象とした「本科コース」の受入れを開始し,本学においては,１

名が受講を開始した。 

・医学系研究科修士課程では,より高度な実践的能力を持った看護師養成を目的として「災害看護専

門看護師教育課程」を平成 26 年度より,「がん看護専門看護師教育課程」を平成 27 年度より,それ

ぞれコース化した（資料 1-1-1-3-7）。 

【災害看護専門看護師教育課程入学生】 平成 25 年度：５名※,平成 26 年度:８名 

※平成 25 年度入学の５名は,当初,災害看護学領域の学生として入学したが,本課程の開設に伴い,

平成 26 年度から「災害看護専門看護師教育課程」にコース変更した。 

 【がん看護専門看護師教育課程入学生】 平成 27 年度：４名  

 

■ 工学研究科 

・工学研究科では,実践性,学際性を備えた高度専門技術者に対する社会のニーズに応えるため,平成

25 年度から,ファイバーアメニティ工学専攻を繊維先端工学専攻に,博士後期課程４専攻を総合創

成工学専攻の１専攻に改組した（資料 1-1-1-3-8）。 

・工学部の８学科に直接接続する８専攻に加え,繊維産業や原発立地など福井県の特性に応じ,繊維先

端工学専攻（ファイバーアメニティ工学専攻を改組）及び原子力・エネルギー安全工学専攻（平成

16 年４月設置）の２独立専攻を設置しており,それぞれの分野における高度専門技術者の育成を進

めている（資料 1-1-1-3-9）。 
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年度：17 名,
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資料 1-1-1-3-7 災害看護専門看護師教育課程の概要  

■ 大学機関別認証評価（平成 27 年度受審）において,「災害看護専門看護師教育課程」が優れた

点としてあげられ,高く評価された【別添資料 法-2】。 

 

【専門看護師の教育理念】 

専門看護師は,対象のクオリティ・オブ・ライフの向上を目的として，個人，家族，および集

団に対して，キュアとケアの融合による高度な看護学の知識・技術を駆使して，対象の治療・療

養・生活過程の全般を統合・管理し，卓越した看護ケアを提供する者である。その役割は，専門

性を基盤とした高度な実践，看護職を含むケア提供者に対する教育や相談，研究，保健医療福祉

チーム内の調整，倫理的課題の調整である。また総合的な判断力と組織的な問題解決力を持って

専門領域における新しい課題に挑戦し，現場のみならず教育や政策への課題にも反映できる開発

的役割がとれる変革推進者として機能する。 

以上のような人材を育成する。 

 

（「一般社団法人日本看護系大学協議会 専門看護師教育課程基準」より抜粋） 

 

【災害看護専攻教育課程】 本学での課程名：災害看護専門看護師教育課程 

本専攻分野教育目標 

１．災害による人々の健康や生活への影響,被災者特性,活動現場特性をふまえ,各災害サイクルに

おける被災者への看護活動,ならびに看護職等に対する支援を展開することができる。 

２．災害救援の活動現場における,行政・住民組織・他職種・ボランティア等との連携・協働・必

要時組織化の重要性を理解し,シミュレーション等でリーダーシップを発揮することができ

る。 

３．個人・家族・組織・地域における防災・減災に向けた諸活動,人々の危機管理意識を啓発する

諸活動を計画実施することができる。 

４．災害時の人々の生活と健康支援に向けて,社会システムや医療・看護ケア提供体制等の整備等

を考えることが出来る。 
 

 

●「災害看護専攻教育課程」は平成 26 年度より認可開始となった新分野であり,他の専攻教育課

程と同様,26単位と38単位の課程が設けられているが,平成26年度に認可された３大学のうち,

よりスキルの高い 38 単位の課程は本学のみが認可申請し,日本初の 38 単位での「災害看護専攻

教育課程」として認可された。 

 

 ＊26 単位課程との主な相違 

・専攻分野専門科目の中に,災害サイクルの各期における専門職の連携と他職種の連携について学

ぶ科目（２単位）が加わり,履修単位が計６単位から計８単位に増加。 

・実習科目に６つの能力（卓越した実践,教育,相談,連携調整,研究,倫理的問題の調整）形成の基

盤となる内容が加わり,履修単位が計６単位から計 10 単位に増加。 

・26 単位の課程と同様の共通科目８単位以上履修に,38 単位の課程のための共通科目（フィジカ

ルアセスメント,病態生理学,臨床薬理学の３科目各２単位）６単位履修が加わり,計 14 単位以

上の履修が必要 

 

（事務局資料） 
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資料 1-1-1-3-9 繊維先端工学専攻および原子力・エネルギー安全工学専攻の概要 
 

■ 繊維先端工学専攻の概要 

  

    

 

■ 原子力・エネルギー安全工学専攻の概要 

  

 

      

 

（事務局資料） 
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資料 1-1-1-3-10 英語による授業及び研究指導を行うコースの設置例（工学研究科博士後期課程） 

 

（事務局資料） 

 

  

■国際技術研究者育成コース  

Global Engineering Program for Research and Development (GEP for R&D) 

 

 本研究科博士後期課程の国際技術研究者育成コース(GEP for R&D)は,平成 24 年度から,私費外国人

留学生の 10 月入学として新たに募集が行われ,平成 25 年度からはその他の選抜試験で入学する学生

にも門戸を広げ，留学生と日本人学生双方に対し,主に英語により授業及び研究指導を行うコースで

ある。入学前後の導入教育および入学後の専門教育ならびに実践教育を通して,専門分野における高

度な研究能力に加え,日本の企業力に対する深い知識と理解をもち,日本を含め世界の産業界をリー

ドできる高度な実践能力を兼ね備えた人材を育成することを目的とする。 

 本コースのカリキュラムは,次の５つの大区分で構成される。 

〇オープンエデュケーション科目 

  導入教育を目的とし,指導教員・担当教員の指導の下で公開授業（ビデオやウェブなど）や学

会の講習会を受講するなどの形態で実施される。 

〇実践科目 

   産業界で必要とされる実践的な能力や,国際的に活躍できる素養を身に付けることを目的と

し,以下の科目からなる。長期インターンシップ,産業現場で研究開発をリードする人材の育成を

目的として設けられた『産業現場に即応する実践道場』プログラムの科目,海外の大学で講義を

履修したり海外の国際会議で発表を行うなどの形態で実施する科目,産業界など実社会の多様な

ニーズを踏まえた発想や国際的な幅広い視野などを身に付けた人材を養成し社会に送り出すた

めのポスドクインターンシップ事業の科目,PBL および海外短期インターンシップ。 

〇討論形式科目 

   学際性とともに,幅広い視野,倫理,社会的責任感を身に付けさせることを目的とし,様々な専

門分野の学生が参加して討論を行う。 

〇専門科目 

   主専門の教育研究分野の科目と副専門の教育研究分野の科目に分けられる。専門分野に関する

高度な知識を修得するため前者を履修することに加え,学際性を身に付けるため後者も履修す

る。 

〇研究ゼミナール 

   論文輪読等を通して研究テーマに関係した内容を深く学ぶ主専門研究ゼミナールと,非専門分

野について見識を広めるための副専門研究ゼミナールからなる。 

   このコースのカリキュラムを以下に示す。本カリキュラムの修了要件を満たした者には,『工

学研究科博士後期課程（国際技術研究者育成コース）修了証』を研究科長名で発行する。 
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（学修研究に専念できる体制） 

④－1 「学修研究に専念できる体制」の要件（資料 1-1-1-3-11）に沿った改善等を進め，

学生からの好評等，成果があがった（資料 1-1-1-3-12～20）。 

 

 

資料 1-1-1-3-11 「学修研究に専念できる体制」の要件 

■ 高等教育推進センタ―運営委員会では,学生が「学修研究に専念できる体制」の具体的な要件を以

下のように策定した。 
 

①修学上の配慮（夜間開講,14 条特例,長期履修制度など） 

②経済的な支援（独自の奨学金,優遇処置等, TA/RA など） 

③修学支援（研究指導など） 

④修学環境（研究スペースや図書館など）の整備 

⑤留学生への配慮 

 

（事務局資料） 

 

 

資料 1-1-1-3-12 「学修研究に専念できる体制」の整備と成果 

具体的な要件 整備状況と成果 

修学上の配慮 

（資料 1-1-1-3-13～16） 

学修研究に専念できるよう,様々な修学上の配慮を講じた。14条特例適用

対象及び長期履修学生数は増加しており,前者は社会人学生に活用された。

●このような配慮に対して,否定的な回答をした学生は僅かである。 

経済的な支援 

（資料 1-1-1-3-17，18） 

スチューデント・アシスタント（P1-290 後掲資料 1-3-1-2-18）やティー

チング・アシスタント，新規５件を含む独自の奨学金（P1-288～290 後掲

資料 1-3-1-2-16，17）,入学料・授業料の免除や日本学生支援機構奨学金

を始めとする様々な奨学金受給のためのサポート等,様々な経済支援を実

施した。 

●過半の学生はこれら経済的支援に満足している。 

修学支援（研究指導体制） 

（資料 1-1-1-3-19） 

部局に応じた,様々な修学（研究）指導体制を整備・充実した（P1-246 後

掲資料 1-3-1-1-2）。 

●これら修学支援等に対する学生の満足度は高い。 

修学環境の整備 

 

学修・研究を支障なく進める上で必要な設備等の更新・整備を進めた

（P1-268 後掲資料 1-3-1-1-20）。 

●ICT 環境を含めた修学環境に対して学生の満足度は概ね高い。 

※下線は，これら取組に対する学生の評価・満足度（資料 1-1-1-3-20）             （事務局資料） 
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資料 1-1-1-3-13 学修研究に専念できるよう,講じられた様々な修学上の配慮  

専攻等 修学上の配慮 

全学 ・大学院設置基準第14条を適用して受け入れた学生等が勤務等と授業履修・研究

が両立できるよう,夜間開講（特定の時期に集中した開講も含む）や学生の都合

に合わせた個別の研究指導等を実施している（資料1-1-1-3-14）。 

・修業年度を越えて一定の期間にわたり計画的に教育課程を履修することができ

る長期履修制度を設けており,社会人学生に活用されている（資料1-1-1-3-15, 

16）。 

教育学研究科 ・修士課程では教員免許を持たない学生（留学生等）を対象にした履修上の特例

措置を講じている。 

 【適用者】H22：５名 H23：５名 H24：５名 H25：３名 H26：２名 H27：６名

・教職大学院は学校拠点方式をとっており,現職教員学生が勤務する学校の状況に

合わせ,学生の勤務校における授業,夜間授業,夏季・冬季休業中の集中講義型授

業,公開実践研究交流等,学生に配慮した適切な年間スケジュールや時間割の設

定を行っている。 

・教職大学院の現職教員を対象に１年を限度とした在学期間の短縮措置を講じて

いる。 

 【適用者】H22：３名 H23：１名 H24：３名 H25：１名 H26：３名 H27：５名

医学系研究科 ・医学部歯学部獣医学部等６年制学部以外の卒業者を対象にした博士課程入学の

特例措置を講じている。 

・博士課程では成績優秀者に対する在学期間の短縮措置を講じている。 

【適用者】H22：１名  H23：１名  H24：１名  H25：２名  H26：０名 H27：１名

・平成 23 年度より,ATM（Advanced Training of Medico-research）プログラムと

して学部在学中より博士課程の授業を履修することが可能であり,かつ本学大学

院博士課程進学後は授業単位の認定と学費免除の優先を行っている。 

【適用者】H23：２名 H24：３名 H25：９名 H26：２名 H27：０名 

工学研究科 ・博士前期課程に国際総合工学特別コース（GEPIS）を,博士後期課程に国際技術研

究者育成コース（GEP for R&D）を設置し,日本語を話せない外国人留学生に対応

している（P1-58 前掲資料 1-1-1-3-10）。 

・優れた業績を上げた者の早期修了制度を講じている。 

 【適用者】 H24：博士後期課程１名 

 

資料 1-1-1-3-14 大学院生への夜間開講等の配慮 

■ 具体的な配慮例 

研究科 内 容 

教育学研究科 

・修士課程では,14 条特例適用者に係る授業を６・７限目に開講している。 

・修士課程では,夏季休業期間中等に個別の研究指導を行っている。 

・教職大学院では,大学教員が幼・小・中・高・特別支援の学校現場へ出向き授

業を行っている。 

・指導教員及び領域主任が学生の履修状況を学期ごとに把握するなど,きめ細か

い修学指導を行っている。 

医学系研究科 

・修士課程では,14 条特例適用者に係る授業を６・７限目に開講している。 

・博士課程では,共通科目を６・７限目に開講している。 

・医学系研究科では,夜間休日を問わず個別の研究指導を行っている。 

・e-Learning コンテンツを利用している。 

・平成 25 年度より,複数指導教員によるきめ細かい履修指導を行っている。 

・平成 26 年度より,講義のビデオ録画 DVD 化により学外での受講を可能としてい

る。 

工学研究科 

・工学研究科では,14 条特例適用者に係る授業を６・７限目に開講している。 

・工学研究科では,夏季休業期間中等に個別の研究指導を行っている。 

・他講座の専門科目,実践科目,討論形式科目,副専門研究ゼミナールについては,

本人が希望した場合,それらの科目で養成する能力・素養等を有していると判

断できれば単位を認定する（平成 25 年度から実施）。 

・教員の集団的指導体制による,きめ細かい履修指導を行っている。 

（事務局資料）
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■ 各研究科

※教職開発専

状況に合わせ

資料 1-1-1-3-15

 
■ 14 条特

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※

研究科

教育学研究

医学系研究

工学研究科

科における夜間

攻では学校拠点

せ,学生の勤務校

5 14 条特例適用

特例適用対象及

●14 条特例適

●長期履修学生

※数値は各年度

 

科 

究科 修士課

教職大学院

究科 修士課

博士課

科 博士前

博士後

間・休日等開講

点方式をとってお

校における授業

用対象者数及び

及び長期履修学

適用対象者数の

生数の推移 

における適用者

課程・専

課程 学校教

教科教

院の課程 教職開

課程 

課程 

前期課程 

後期課程（総合創
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講科目数（平成

おり,現職教員学

,夜間授業,夏季

び長期履修学生数

学生数はほぼ年

の推移 

 

者数を示す。 

専攻 

教育専攻 

教育専攻 

開発専攻(※)

創成工学専攻）

成 27 年度）

学生（スクールリ

季・冬季休業中の

数  

年次ごとに増加

科目数

5

25

3

5

16

40

6

  

リーダー養成コー

の集中講義型授業

加している。 

夜間・休日

開講科目

55

56

36

50

60

08

67

福井大学

ース）が勤務する

業等を行ってい

（事

日等 

目数 
割合

6 

16 

36 1

50 1

132 

0 

37 

（事

学 教育 

る学校の

いる。 

 

事務局資料） 

合 

10.9%

6.3%

100.0%

100.0%

82.5%

0.0%

55.2%

事務局資料）
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資料 1-1-1-3-16 社会人学生における 14 条特例及び長期履修制度適用者の割合  
 

■ 殆どの社会人学生は 14 条特例を利用した。 
 

●社会人学生における 14 条特例適用者の割合（入学年度別） 

研究科 

平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 

社会人 

入学生数 

 
社会人 

入学生数

 
社会人 

入学生数 

 

適用者

数 
割合 

(%) 

適用者

数 

割合

(%)

適用

者数 

割合 

(%) 

教育学研究科 
（修士課程） 

5 3 60% 5 5 100% 5 5 100%

医学系研究科 36 35 98% 39 37 95% 36 36 100%

工学研究科 19 18 95% 14 14 100% 17 17 100%

 
●社会人学生における長期履修制度適用者の割合（入学年度別） 

研究科 

平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 

社会人 

入学生数 

 
社会人 

入学生数

 
社会人 

入学生数 

 
適用者

数 

割合 

(%) 

適用者

数 

割合

(%)

適用

者数 

割合 

(%) 

教育学研究科 
（修士課程） 

5 1 20% 5 2 40% 5 3 60%

医学系研究科 
（修士課程） 

12 7 59% 14 8 58% 12 2 17%

工学研究科 19 2 11% 14 0 0% 17 0 0%

 

（事務局資料） 

 

資料 1-1-1-3-17 ティーチング・アシスタントの採用状況 
 

■ TA に関する要項 

 
    （福井大学ティーチング・アシスタント実施要項より抜粋） 

■ TA の採用状況    

研究科等 

平成 22 年度実績 平成 23 年度実績 平成 24 年度実績 平成 25 年度実績 平成 26年度実績 平成 27 年度実績

人数 
従事時

間総計 
人数 

従事時

間総計
人数

従事時

間総計
人数

従事時

間総計
人数 

従事時

間総計 
人数 

従事時

間総計

(人) （ｈ） (人) （ｈ） (人) （ｈ） (人) （ｈ） (人) （ｈ） (人) （ｈ）

教育学研

究科 
46 3,369 39 3,176 36 2,902 37 2,715 30 2,667 24 2,794

医学系研

究科 
10 2,773 13 3,480 11 2,672 7 2,240 8 3,049 6 1,760

工学研究

科 
183 13,778 202 14,241 354 14,014 346 11,004 375 11,406 377 11,354

共通教育

センター 
38 1,061 40 1,385 51 1,331 54 1,162 41 1,078 44 1,110

合  計 277 20,981 294 22,282 452 20,919 444 17,121 454 18,200 451 17,018

※ライフパートナーや教育実践研究等の授業（教育地域科学部）,チュートリアル教育や実習科目（医学部）,

実験・演習科目（工学部）等において,積極的に TA を活用している。 

 

  （事務局資料） 

 

（目的） 

第１ この要項は,福井大学大学院に在籍する優秀な学生に対し,教育的配慮の下に教育補助業務を行

わせ,これに対する手当支給により,学生の処遇の改善に資するとともに,大学教育の充実及び指導

者としてのトレーニングの機会提供を図ることを目的とする。 

（名称） 
第２ 第１に規定する教育補助業務を行う者の名称は,ティーチング・アシスタントとする。 
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資料1-1-1-3-18 奨学金の受給状況    
 

■ 第１期末時点での奨学金受給割合（学部：31.4%,大学院：27.5％）と比較して,第２期中期目標

期間では平均で学部生（31.4％→36.1％）,大学院生（27.5％→33.0％）と向上している。また,

平成 25 年度には,大学独自の給付型奨学金制度の充実を図り,更なる学生の経済的支援を整備した。  

 年度 在学生数 
日本学生支

援機構 

その他の奨

学団体 

大学独自の

奨学金 
計 

学

部 

平成 22 年度 4,070 1,381 42 13 1,436 35.3% 

平成 23 年度 4,071 1,419 51 10 1,480 36.4% 

平成 24 年度 4,062 1,458 43 10 1,511 37.2% 

平成 25 年度 4,121 1,429 57 67 1,553 37.7% 

平成 26 年度 4,052 1,341 43 75 1,459 36.0% 

平成 27 年度 4,102 1,295 42 56 1,393 34.0% 

大

学

院 

平成 22 年度 916 280 5 6 291 31.8% 

平成 23 年度 1,033 320 6 6 332 32.1% 

平成 24 年度 926 311 15 5 331 35.7% 

平成 25 年度 906 281 2 20 303 33.4% 

平成 26 年度 945 272 4 44 320 33.9% 

平成 27 年度 972 273 18 11 302 31.1% 

計 5,074 1,568 60 67 1,695 33.4% 
 

（事務局資料） 

 

資料 1-1-1-3-19 大学院課程における研究指導体制の特色    
研究科 特 色 

教育学研究科 

教職大学院の課程における院生への指導理念は「全教員であたる」ことであり,毎週

の会議,実習委員会において院生個々人の学修・研究状況や大学院生活状況を教員間

で共有し,修学支援を充実可能な体制をとっている。特に実習やプロジェクトを実施

する学校担当教員チームによって院生個々人への学修支援をきめ細かく行ってい

る。その結果,すべての院生による実践記録の蓄積が保証され各自の実践省察の習慣

化が促されることで「長期実践研究報告の作成と発表」が課程全体で円滑に展開す

るとともに,院生の実習等への関与が高まっていくことで,院生の学修について協働

支援にあたる学校管理職や教育委員会から,院生の学修の質と実習等における学校

業務への貢献について極めて高い評価を得ていることが運営協議会で明示されてい

る。また,上述の充実し手厚い研究指導体制の下で院生各自が作成する「長期実践研

究報告」は次年度以降の学修材となり,後進が先達の実践と学修から学び,自身の実

践と学修を展開する世代継承サイクルの学修の不断の向上に結びついている。 

医学系研究科 

教科主任となるコーディネーターによる統括のもと,共通科目（必修）として「医科

学基礎総論」「医科学特論」「先端応用医学概論」を学び,その上で複数指導教員制と

して大学院生ごとに指導教員および副指導教員を置き,研究を遂行している。博士課

程３年次には「研究発表会」を大学院担当教員や大学院生参加の下開催し，研究遂

行状況や今後の展開について討論する事により研究指導の充実を図っている。発表

者を含む「研究発表会」参加者へのアンケートでは,「異領域の方々からの質問,ア

ドバイスが,自分が見えていなかった部分等の発見につながり,非常に参考になっ

た。」,「他の学生の方々の発表を聞いて,大変刺激になった。」,「今後の研究の進め

方の良い参考となった。」等,発表会の開催について,好意的な意見が多かった。 

また,平成25年度入学者より,全大学院生に所属領域以外の領域の教員から副指導教

員を選出させ,複数指導教員による,コースや領域にとらわれない横断的で,きめ細

かな履修指導を行っている。 

工学研究科 

博士前期課程では,計画的・体系的な履修を学生と教員が一緒になって考える「カリ

キュラムのオーダーメード化」を実施している。これは,入学直後に各学生に対して

POS コミティと呼ばれる指導教員集団（最低３名）が組織され,学生と POS コミティ

が面談を重ねながら２年間の履修プランを練り上げていくものである。 

修了時には「POS 評価結果報告書」を作成し,学生および教員による総合評価を行っ

ている。学生による総合評価は,学生が POS や POS コミティの制度のもとで受けた教

育・研究指導を５点満点で評価したもので,平成 26 年度の平均は 4.17 点と高い評価

となっている。また,第１期に始まった制度開始時期の３年間（平成 19 年度～平成
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資料 1-1-1-3-22 全学向け日本語コースの開講 

 

本学に在籍するすべての正規留学生に開かれたコースです。日本語科目は,１週間に４～５コ

マの連続した授業です。 

このコースを受講したい学生は,学期の初めに行う日本語のプレイスメントテストを必ず受け

てください。その結果によって,日本語Ⅰ～日本語Ⅳのいずれかのクラスに配属されます。 

 

2015 年度後期時間割〔教室〕     

 

 

 

■国際交流センターでは,留学生等を対象にした以下の日本語プログラム開講している。 

＜短期留学プログラム＞ 

福井大学と交流協定を締結している大学等から１年以内の短期留学生を受け入れるプログラム。 

国際交流センターが提供する科目は,日本語・日本事情系科目と伝統産業系科目の２種類。 

学生は,入学時に行う日本語のプレースメントテストを必ず受け,その結果によって,日本語初級

クラス,日本語初中級クラス,日本語中級クラス,日本語上級クラスのいずれかのクラスに配属する。 

１．「日本語初級」「日本語初中級」「日本語中級」「日本語上級」は,１週間に２～４コマの連

続した授業。 

２．日本語初級クラス,日本語初中級クラスに配属された学生は,「はじめての漢字」,「はじめて

の作文」,「はじめての会話」の中から,１科目を選択して受講（１クラスの定員は 10 名程度）。 

３．日本語中上級クラスの学生は,「日本事情１」「日本事情２」「多文化コミュニケーション１」 

「多文化コミュニケーション２」「応用日本語１」「応用日本語２」「日本の文化」の中から,

追加の科目を選択して受講。 

 

＜日本語研修コース＞ 

本学及び福井県とその近隣にある大学の大学院に進学する国費留学生に対して,６ヶ月間（10 月

渡日後～３月）の日本語集中授業を行うコース。 

 

＜日本語研修特別コース＞ 

福井大学に在学する国費留学生（大学推薦）に対して,６か月間（10 月渡日後～３月）の日本語

集中授業を行うコース。 このコースは,指導教員の承認を受けて受講する。 

 

＜全学向け日本語コース＞ 

本学に在籍するすべての正規留学生に開かれたコース。日本語科目は,１週間に４～５コマの連

続した授業を開講する。 

このコースを受講したい学生は,学期の初めに行う日本語のプレイスメントテストを必ず受け,

その結果によって,日本語Ⅰ～日本語Ⅳのいずれかのクラスに配属する。 

 

＜日本語能力試験対策講座＞ 

日本語能力試験の N-1,N-2 の合格を目指すための受験対策講座。 N-1,N-2 ごとにそれぞれ週２回

開講する。 

 

  

（http://ryugaku.isc.u-fukui.ac.jp/kyoiku/j_all_cource.html） 

（事務局資料）
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資料 1-1-1-3-23 留学生の奨学金受給サポートの例（平成 26 年度受給状況）      

奨学金受給者 

学  部  等 学年  国    名 奨学金名称 支給開始 支給終了 
月額 

（円） 

工学研究科 

博士後期課程 
３ モンゴル 上原生命科学財団 2013 年４月 2015 年３月 150,000 

工学研究科 

博士後期課程 
３ 中国 学習奨励費 2014 年４月 2015 年３月 65,000  

工学研究科 

博士後期課程 
３ 中国 学習奨励費 2014 年４月 2015 年３月 65,000  

工学研究科 

博士後期課程 
３ 中国 ヒロセ国際 2014 年４月 2015 年３月 150,000 

工学研究科 

博士後期課程 
３ 中国 江守アジア 2014 年４月 2015 年３月 60,000  

教育学研究科 ２ 中国 ロータリー米山 2014 年４月 2015 年３月 140,000 

工学研究科 

博士前期課程 
２ 中国 ロータリー米山 2014 年４月 2015 年３月 140,000 

工学研究科 

博士前期課程 
２ 中国 江守アジア 2014 年４月 2015 年３月 60,000  

工学研究科 

博士前期課程 
２ 中国 江守アジア 2014 年４月 2015 年３月 60,000  

工学研究科 

博士前期課程 
２ 中国 江守アジア 2014 年４月 2015 年３月 60,000  

教育学研究科 １ 中国 学習奨励費 2014 年４月 2015 年３月 65,000  

教育学研究科 １ 中国 学習奨励費 2014 年４月 2015 年３月 65,000  

工学研究科 

博士前期課程 
２ 中国 江守アジア 2014 年４月 2015 年３月 60,000  

工学研究科 

博士前期課程 
１ 中国 江守アジア 2014 年４月 2015 年３月 60,000  

工学研究科 

博士前期課程 
１ 中国 江守アジア 2014 年４月 2015 年３月 60,000  

工学研究科 

博士前期課程 
２ マレーシア 日揮・実吉 2014 年８月一括   

250,000 

（1回払い）

工学研究科 

博士前期課程 
２ 中国 日揮・実吉 2014 年８月一括   

250,000 

（1回払い）

工学研究科 

博士前期課程 
２ 中国 学習奨励費（追加） 2014 年 10 月 2015 年３月 65,000  

工学研究科 

博士前期課程 
１ 中国 

ヒロセ国際 

（追加採用） 
2014 年 10 月 2015 年３月 150,000 

 
 （事務局資料） 
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資料 1-1-1-3-24 留学生に対するチューター配置状況（平成 27 年度） 

 

                   （人） 

 留学生※ チューター※※ 

学部 教育地域科学部 33 23 

医学部 0 0 

工学部 64 23 

計 97 46 

大学院 教育学研究科 18 5 

医学系研究科 6 1 

工学研究科 54 9 

計 78 15 

合計 175 61 
※留学生数は正規生・非正規生合計数 

※※チューター数はのべ数 

※※※チューター学生にはマニュアルを事前配付し,チューターのオリエン 

テーションを開いて役割等の説明を行い,留学生への積極的なサポート 

を促している 

（事務局資料） 

 

 

資料 1-1-1-3-25 支援に対する留学生の満足度  
 

■ 留学中の大学の相談・支援体制に対する満足度 

     
（平成 27 年度後期学期末アンケート調査結果より抜粋） 

 

  

（人）

とても満足・とても良い 13

満足・良い 13

どちらともいえない 4

不満足・悪い 0

とても不満足・とても悪い 0

44%

43%

13%

0% 0%

とても満足・とても良い

満足・良い

どちらともいえない

不満足・悪い

とても不満足・とても悪い
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⑤－２ 外国人留学生への門戸を広げる様々な取組を実施し，成果があがった（資料

1-1-1-3-28，29）。 

 
資料 1-1-1-3-28 国際交流センターを中心とした，外国人留学生への門戸を広げる様々な取組 

■ 協定校の開拓 

国際交流センターでは,「学術交流協定の考え方」をまとめ,提携校開拓に関し,①これまでの研究

交流・教員交流を中心とした学術交流協定の締結に加え,交換留学制度に基づく学生交流を念頭にお

いた学術交流協定を増やす ②アジア,東欧・中欧・バルト地域,北米・西欧の順に,提携校の拡大を

目指すことについて言及した。 

この方針に基づき,アジア３か国・地域を訪問し,大学間協定・部局間協定を締結した他,更なる協

定校拡大に向けて,協定を協議中である。また,リトアニア及びルーマニアを訪問し,大学間学術交流

協定の締結に向けた協議を開始することで合意が進み,協定校開発の成果が上がっている。 

また,本学で学術交流協定締結の承認手続きがより迅速になされるよう,学術交流協定締結に関す

る規定改正と,学術交流協定交渉協議に協力する体制を構築した。 

・学術交流協定締結に関する規定改正：学長が戦略的に交流を推進することが有益と認める場合

重要と認めるものについては,過去の実績を必須としない。 

・協力体制：学術交流協定締結の手続きについては,国際課を起点（ワンストップ）として開始す

る。さらに,国際課と国際センターが,学術交流協定対象校との交渉のアドバイスや,協議に協力

する。 
 

■ 協定校への情報提供の充実 

本学への留学を希望する学生向けの HP を,日本語・英語・一部中国語にて同じ情報を提供し,わか

りやすく,且つ内容充実に努めている。福井大学のアカデミックカレンダ-,各種プログラム,交換留

学制度,教務システム,評価制度,単位制度,宿舎,コストなどをまとめたファクトシートを作成し情

報の一元化を進めると同時に,紙媒体での送付や,ウェブ掲載を通じて,学術交流協定校担当者や留

学生と最新の情報を共有できる体制を整備した。 
 

■ コレスポンデンス（連絡） 

国際課では２名のバイリンガル職員を受入れ留学生の担当として配置,提携校担当者と密にコ

ミュニケーションを取ることで,大学の情報提供や,学生・教員交流に関する協議・調整を行ってい

る。 
 

■ 留学フェア等への参加（国内外） 

海外の留学フェアには資料送付のみとしていたことも多かったが,実際に担当者を派遣して参加

した。併せて,直接現地の大学や高校等を訪問し,積極的に本学の PR を行った。また,大学紹介用の

PPT 資料を準備し,外国出張の際に海外の大学を訪問して協定校開拓に積極的に取り組んだ。 

国内の留学フェアの参加の他,日本語学校を訪問し PR を行った。 
 

■ 英文パンフレットの作成 

正規・非正規留学生のリクルートを目的に,英文のパンフレットを作成した。これまでの大学案内

の英文ガイドブックよりも,海外の大学・高校の学生,提携校の派遣担当スタッフを意識したものと

なっている。 
 

■ 交換留学生を対象とした進学説明会の実施 

交換留学で在籍している留学生を対象に,大学院（工学研究科）への進学説明会を実施している。

交換留学を終えて帰国後,工学研究科の正規生として留学する学生の数は,平成 28 年度には平成 26

年短期プログラムの修了生の 65％が大学院生として入学（予定）している。 
 

■ 留学生同窓会の活用 

留学生同窓会が 13 支部あり,情報提供を受けている。同窓生が勤める大学との協定締結の希望も

あり,今後は同窓会支部からの留学生の推薦なども視野に検討を行っている。 
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資料 1-1-1-3-29 成果例（留学生に対する情報提供への満足度） 
 

福井大学を留学先に選んだ理由についてのアンケート結果では,福井大学での研究に興味を持っ

たから（14％），交換留学プログラムに興味を持ったから（35％）となっている。また,留学前後

でのギャップについてのアンケートでは 91％の留学生がギャップはなかったと回答しており,本学

の情報提供が成果をあげていることが窺える。 

更に,福井大学への留学を,自国の学生に勧めるかについてのアンケートには 91％の学生が,「は

い」と答えており,本学での留学に対する満足度が外国人留学生への門戸を広げる取組の一つに

なっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

HPに掲載のファクトシート 

2015.9帰国留学生：帰国前アンケート結果より抜粋 2014.11ベトナムでの日本留学説明会の様子 

英文パンフレット 

（事務局資料） 



⑥

 

資

 

 

 

資

 

（入学状況）

⑥－１ 多様

外国人留

善を図っ

資料 1-1-1-3-30
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●増加に向けた取組 

増加させる取組として,工学部所属の交換留学生を対象に進学説明会を実施しており,本学大学院

工学研究科博士前期課程への進学をバックアップしている。また,交換留学生の指導教員のマッチン

グを丁寧に行い,配属された研究室での研究継続を希望する留学生数増を図っている。このような取

組により,母国の在籍大学を卒業後に,本学に進学する留学生数も交換留学生数と比例して増加して

おり,工学研究科博士前期課程の留学生数はＶ字回復傾向にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

●増加に向けたその他の取組 

・これまで交換留学受入れは,基本的に学生交流覚書に記載してある授業料免除の枠数までを受け入

れていたが,それ以上の学生数が希望する場合,授業料を支払うことで入学できる旨を募集要項に

明記したことで,枠数以上を派遣する学術交流協定校が増加した。 

・福井大学への留学に際し,情報の充実化と,それを共有する迅速化,さらに受入れ手続きなどの透明

性と簡素化なども福井大学の受入れ体制の信頼感を高め,短期留学生数の増に繋がっている。 

・平成 26 年度からは ABE イニシアティブや人材育成奨学計画（JDS）事業等の JICA 研修学生の受入

れを開始し,毎年２～３名を受け入れている。 

 

（事務局資料） 

 

 

⑥－２ 大学院志願者を増加させる様々な取組を実施した（資料 1-1-1-3-32）。 

 
資料 1-1-1-3-32 大学院課程志願者増加のための取組  
 

■ 大学院志願者を増加させる様々な取組を実施し,大学院課程の定員充足率を保ち,質の高い入学

者を確保するよう努めている。 

項 目 内      容 

長期履修制度 社会人入学を促すものとして長期履修制度の奨励 

奨学金制度 

１．福井大学学生修学支援奨学金 
学部学生及び大学院生の授業料免除申請者（外国人留学生除く）のうち,

審査の結果半額免除となった者の中から,選考により一時修学支援金を給付

する。 
２．福井大学大学院医学系研究科基礎医学振興奨学金 

大学院医学系研究科博士課程における基礎医学系分野の研究者育成を図

ることを目的とし,当該分野に入学した学生に奨学金を給付する。 
３．福井大学大学院医学系研究科振興奨学金 

大学院医学系研究科の高度専門医療人育成を図ることを目的とし,医学領

域又は看護領域における優れた研究・実践力を有する医療人を目指す社会人

大学院生に奨学金を給付する。 
４．福井大学大学院医学系研究科画像医学振興奨学金 

大学院医学系研究科博士課程における画像診断分野の高度専門医療人育

成を目的とし,当該分野に入学した学生に奨学金を給付する。 
５．福井大学大学院医学系研究科私費外国人留学生振興奨学金 

大学院医学系研究科博士課程における私費外国人留学生の経済支援を目

的とする。 
６．福井大学大学院工学研究科振興奨学金 

大学院工学研究科博士後期課程における社会人の経済支援を目的とし,当
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該博士後期課程に入学する社会人大学院生に奨学金を給付する。 
７．福井大学教職大学院「次世代教育創生資金」 
  教職専門性開発コースの学生に経済支援のための奨学金を給付する。 

授業料免除制度

１．経済的理由による授業料免除 
２．大学院入学時成績優秀による授業料免除 

・現職教員等又は医療機関,企業等に勤務する者で優秀な成績の入学者 
・教育学研究科教職開発専攻（スクールリーダー養成コース）において優秀

な成績で合格した者 
・工学研究科博士前期課程特別選抜（推薦入試）において優秀な成績で合格

した者 
３．社会人に対する再チャレンジ支援のための授業料免除 

・主婦等が活躍し特別支援教育が充実する学校づくり支援プログラム（教育

学研究科） 
・医療･社会福祉･保健分野に女性の力を生かせる支援プログラム（医学系研

究科修士課程看護学専攻） 

生活支援制度 

平成22年度から,新たな生活支援制度が設けられ,博士後期課程の入学者の

うち,１学年20名程度に対する,入学料・授業料相当額の生活支援。給付期間は

３年を限度とし,毎年更新手続きを要する。ただし,入学料を必要としない者,

他の機関からの生活支援を受けられる者（貸与奨学生を除く）等については,

支援額を調整する。 

その他 

１．医学系研究科博士課程授業科目早期履修制度 

  本学の医学部医学科４～６年次学生生・研究生で,医学系研究科博士課程

への進学を希望する熱意のある者について,その能力の高度な発展と進学熱

意の維持を期し,早期に大学院教育に接する機会を提供するための教育上の

特例措置制度 

２．医学系研究科博士課程初期研修同時履修制度 

  初期臨床研修期間に医学系研究科博士課程への進学を希望する熱意のあ

る者について,その能力の高度な発展と進学熱意を期し,大学院に入学する

機会を提供するための教育上の特例措置制度 

３．工学研究科大学院授業科目早期履修制度 

本学学部在学生で,本学大学院工学研究科への進学を希望する特に優秀な

者について,その能力の高度な発展を期し,早期に大学院教育に接する機会

を提供するとともに,学部と大学院の一貫教育を確立するため,教育上の特

例措置として,学部在学生の大学院授業科目の早期履修制度 

４．工学研究科博士後期課程において優れた業績を上げた者の早期修了制度 

在学期間に関して,特に優れた研究業績をあげた者について,修士課程又

は前期課程,後期課程を通算して３年以上在学すれば足りるものとし,また,

修士の学位又は専門職学位を有する者と同等以上の学力があると認められ

た者が入学した場合の在学期間に関して,特に優れた研究業績をあげた者に

ついて,本課程に１年以上在学すれば足りるものとする早期修了制度 

５．工学研究科国際総合工学特別コース（GEPIS） 

主として英語によって授業及び研究指導を実施する。このコースは私費の

外国人留学生が10月から入学できる。工学研究科博士前期課程の各専攻のい

ずれかに正規の学生として所属し,全ての必要要件を満足すると修士（工学）

の学位を授与する。 

６．工学研究科国際共学ネットワーク特別コース（GNEPIS） 

主として英語によって授業及び研究指導を実施する。このコースは国費又

は私費の外国人留学生が 10 月から入学できる。工学研究科博士後期課程の

各専攻のいずれかに正規の学生として所属し,全ての必要要件を満足すると

博士（工学）の学位を授与する。 

※平成 24 年度から,大学院工学研究科博士後期課程国際技術者育成コース

（GEP for R&D）として,私費の外国人留学生の 10 月入学として新たに募

集が行われている。 

７．大学院設置基準第14条（教育方法の特例） 

８．医学系研究科修士課程学生募集のために,福井県内及び石川県加賀市の病

院を訪問し,広報活動を実施 

９．学生募集に係る広報活動の拡大（研究科案内の作成,高校長宛紹介文書の

配付,HPの充実,学内外での説明会実施,教職大学院オープンキャンパス実

施等） 

（事務局資料） 
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（入学定員の在り方） 

⑦－１ 大学機関別認証評価（平成 21 年度受審）等で低入学定員充足率が指摘された医

学系研究科博士課程及び工学研究科博士後期課程では,様々な改善方策によって,入

学定員充足率を是正した（資料 1-1-1-3-33）。 

 
資料 1-1-1-3-33 指摘された低い入学定員充足率の適正化に向けた改善方策とその成果 

■ 適正化に向けた取組 

医学系研究科博士課程における取組 

①医学系研究科博士課程の組織見直し（平成 25 年度） 

・日本初「地域総合医療学コース」の新設を含む,２専攻から１専攻３コースへの改組を行い,

合わせて入学定員を 30 名から 25 名に適正化 

②ATM（Advanced Training of Medico-research）プログラムの実施 

・卒後臨床研修を行いながらの大学院進学（大学院博士課程初期研修同時履修コース） 

・学部学生による大学院講義の先取り履修（博士課程科目早期履修コース） 

③留学生を対象とした私費外国人留学生振興奨学金制度の創設 

④医学系研究科博士課程を紹介するパンフレット（英文併記）の作成 

 

工学研究科博士後期課程における取組 

①工学研究科博士後期課程の組織見直し（平成 25 年度） 

・広い知識と見識をもつ高度専門人材を養成するために,専門教育や研究指導の密度を上げると

ともに学際性・実践力を育成する必要がある。そのために,これまでの４専攻を１専攻に改組

し,入学定員を 40 名から 22 名に適正化 

②成績優秀な社会人を対象とした福井大学大学院工学研究科振興奨学金制度を平成 24 年度に

創設。平成 25 年度から運用開始 

③工学研究科博士後期課程学生に対する経済的支援として RA（リサーチ・アシスタント）制度

を充実 

④留学生確保のために国際学術交流協定締結に向けて東南アジアを中心に訪問調査を実施 
 

 

■ 平成 25 年改組後の入学定員,実入学者数 

研究科名 

平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 直近３

年間の

平均 

入学定員 入学定員

充足率

入学定員 入学定員

充足率

入学定員 入学定員

充足率 入学者 入学者 入学者 

医学系研究科博士課程 
25 

1.00 
25 

1.04 
25 

1.00 1.01 
25 26 25 

工学研究科博士後期課程 
22 

1.36 
22 

1.27 
22 

1.31 1.31 
30 28 29 

 

（事務局資料） 
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⑦－２ 社会ニーズ等に基づき（資料 1-1-1-3-34）入学定員の在り方を検討し,医学系研

究科博士課程及び工学研究科博士課程の入学定員を適正化した（資料 1-1-1-3-35）。

さらに,他の部局においても,入学定員の見直しが行われた（資料 1-1-1-3-36）。 

 
資料 1-1-1-3-34 社会ニーズ例（産業界からの工学研究科博士前期課程入学定員増員の要望） 

   

平成 24 年度の外部評価結果や平成 24 年度策定の福井県「第９次職業能力開発計画」において指摘

された若い研究人材の不足，および県内企業及び団体 27 機関から平成 24 年度に工学研究科に寄せら

れた博士前期課程入学定員の増員の要望を踏まえ，平成 25 年度に改組を行い博士前期課程の入学定

員を 239 名から 253 名に増加させた。以下は，寄せられた増員要望の例である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（事務局資料） 
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資料 1-1-1-3-35 入学定員の見直し・適正化状況 

 

   福井大学大学院医学系研究科（博士課程）の改組について 

 

福井大学大学院医学系研究科の改組（平成 25 年４月から）について,平成 24 年８月 28 日に設

置報告書が文部科学省に受理され,正式に決定した。 

 

【博士課程】 

現在の２専攻を下表のとおり１専攻に統合する。平成 25 年４月入学者は全員「統合先進医学

専攻」に入学することとなる。 

 

（旧）  （新） 

専攻名 定員  専攻名 定員 

医科学専攻 5  
統合先進医学専攻 25

先端応用医学専攻 25  

 

 

福井大学大学院工学研究科（博士前期課程・博士後期課程）の改組について 

 

福井大学大学院工学研究科の改組（平成 25 年４月から）について,平成 24 年 7 月 27 日に設置

報告書が文部科学省に受理され,正式に決定した。 

 

【博士前期課程】 

博士前期課程では,「ファイバーアメニティ工学専攻」を「繊維先端工学専攻」に名称変更し,

次のとおり一部の専攻で定員を変更した。 

 

（旧）  （新） 

専攻名 定員  専攻名 定員 

機械工学専攻 25  機械工学専攻 32

電気・電子工学専攻 20  電気・電子工学専攻 30

情報・メディア工学専攻 23  情報・メディア工学専攻 31

建築建設工学専攻 22  建築建設工学専攻 28

材料開発工学専攻 24  材料開発工学専攻 24

生物応用化学専攻 21  生物応用化学専攻 21

物理工学専攻 14  物理工学専攻 18

知能システム工学専攻 27  知能システム工学専攻 27

ファイバーアメニティ工学専

攻 

36  繊維先端工学専攻 15

原子力・エネルギー安全工学

専攻 

27  原子力・エネルギー安全工

学専攻 

27

計 239  計 253
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【博士後期課程】 

博士後期課程では,これまでの４専攻を下表のとおり１専攻に統合し,定員を変更した。 

 

（旧）  （新） 

専攻名 定員  専攻名 定員 

物質工学専攻 6  

総合創成工学専攻 22

システム設計工学専攻 7  

ファイバーアメニティ工学専攻 15  

原子力・エネルギー安全工学専攻 12  

計 40  

 

（事務局資料） 

 

資料 1-1-1-3-36 大学院課程における入学定員の適正化に向けた取組  
 

■教育学研究科,医学系研究科及び工学研究科 

年 度 教育学研究科 医学系研究科 工学研究科 

平成 23 年度 

(平成 24 年度入試) 

  ・博士前期課程で,一般

選抜,推薦選抜の募集

単位毎の募集定員を明

確にし,段階的（平成

24 年度から平成 25 年

度）に見直しを行い,

入学定員の適正化を

図った。 

平成 24 年度 

(平成 25 年度入試) 

 ・「２専攻（医科学・先
端応用医学）」から「１
専攻３コース」に改組
した。 

・博士課程では,募集人
員を「30 名」から「25
名」に減員した。 

・入学者数が少なかった

博士前期課程ファイ

バーアメニティ工学専

攻を繊維先端工学専攻

に改組した。 

・博士前期課程,博士後

期課程の改組に伴い,

入学定員を博士後期課

程から博士前期課程に

移行させることで,入

学定員の適正化を図っ

た。 

平成 26～27 年度 

(平成 28 年度入試) 

・平成 28 年度の教育学

研究科の改組に合わ

せ,入学定員の見直し

を行うため,文部科学

省等関係者との交渉を

行い,概算要求を行っ

た。 

・平成 28 年度に教科教

育専攻と合わせた新た

な学校教育専攻に統合

し,その中で現学校教

育専攻は小学校教育

コースに縮小再編し,

新しく統合した専攻全

体の定員も７名減とす

ることで,適正化を図

る。 

  

 



福井大学 教育 

1－79 

■教職大学院 

・スクールリーダー養成コースについて,平成 28 年度から管理職養成のための学校改革マネジメン

トコースに再編する。また,新たにミドルリーダー養成コースを新設し,学校での協働研究の運

営・推進に取り組む中堅教員を養成する。専攻全体の定員も７名増やすことで適正化を図る。平

成 27 年度入学者の定員超過は,コース新設による定員充足の見通しを県教委等と連携し確保する

ための前倒し的な意味もある。 

・教職専門性開発コースについて,独自の奨学金制度を設けたり,県の協力を得た特別教員免許状付

与による外国人教員の受入れを行うなどの取組を行う。将来的には学部からの一貫コース設置を

検討している。 
 

（事務局資料） 
 

 

⑦－３ 大学院課程では,殆どの募集単位において,適正な入学者数を確保している（資料

1-1-1-3-37）。 

      

資料 1-1-1-3-37 大学院課程における入学定員,実入学者数（平成 27 年度入学者選抜）及び直近５年間の平均入学定

員充足率 

研究科・専攻等名 入学定員 実入学者数 
直近５年間の平均 
入学定員充足率 

(平成 23～27 年度) 

教育学

研究科 

学校教育専攻（修士課程） 12 1 0.51

教科教育専攻（修士課程） 25 31 1.05

教職開発専攻 
（教職大学院の課程）  

教職専門性開発コース 15 8 0.75

スクールリーダーコース 15 26 1.31

計 67 66 0.94

医学系

研究科 

看護学専攻（修士課程） 12 12 0.98

統合先進医学専攻（博士課程） 
※平成 25 年度改組

25 25 
(秋入学入) 

1.01
（過去３年間の平均）

計 37 37 0.96

工学研

究科 

機械工学専攻（博士前期課程） 32 43 

 

1.33

電気・電子工学専攻（博士前期課程） 30 35 
(秋入学入) 

1.45

情報・メディア工学専攻（博士前期課程） 31 39 

 

1.23

建築建設工学専攻（博士前期課程） 28 20 

 

0.84

材料開発工学専攻（博士前期課程） 24 29 

 

1.22

生物応用化学専攻（博士前期課程） 21 20 

 

1.19

物理工学専攻（博士前期課程） 18 18 

 

1.06

知能システム工学専攻（博士前期課程） 27 25 

 

1.04

繊維先端工学専攻（博士前期課程） 
※平成 24 年度まではファイバーアメニティ工学専攻

※平成 25 年度より繊維先端工学専攻に改組 

15 17 

 

0.87

原子力・エネルギー工学専攻（博士前期課程） 27 28 

 

1.04

総合創成工学専攻（博士後期課程） 
※平成 25 年度改組

22 29 
(秋入学入) 

1.31
（過去３年間の平均）

計 275 303 1.12

大学院課程全体 379 406 1.08
 

（事務局資料） 
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（実施状況の判定） 実施状況が良好である 

    
（判断理由） 

１．入学者選抜の基本方針等を含む,適切な AP を策定した。 
 

２．多岐にわたる入学者選抜の実施や様々な工夫による多様な選抜方法の提供，選抜方法

の適宜改善等によって，多様な学生の受入れを進めた。 

 

３．各研究科では，多様な学生を受け入れるような適切な教育課程等を整備した。入学定

員の見直しを含め，社会からの要請に対応した教育課程の編成として，全国初となる

地域総合医療学コース，平成 27 年度受審大学機関別認証評価（以下「認証評価」と

いう。）で評価された災害看護専門看護師教育課程，福井県の地域特性に応じた繊維

先端工学専攻等を設置した。 
 
４．様々な修学上の配慮や修学支援，国際交流センターを中心とした留学生に対する様々

な支援等，学生が学習に専念できる体制の整備・充実を進め，学生から好評を得た。 
 
５．多様な学生を受け入れるための広報活動を積極的に実施し，意見聴取結果を鑑みると,

これらの活動は有効であった。 
 
６．大学院志願者を増加させる様々な取組を実施し,外国人留学生（正規生）の入学者は減

少したものの，非正規外国人留学生や社会人の入学者数は増加した。 
 
７．入学定員の在り方を検討し，医学系研究科博士課程及び工学研究科での適切な教育課

程への改組等，様々な改善方策によって，入学定員を適正化した。 
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グローバル社

的にも通用す

な視野を有す

ー・ディプロ

系的な教育課

極的に導入・

ロマ・ポリシ

づいた，教養

ム・ポリシー

通・教養教育

ため，全学的

の整備  

後掲資料 1-2-

たる「共通教育
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福井大学
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実させる。併せ

況【★】 

ロマ・ポリシ
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（業務） 

第２ 委員会は，次の各号に掲げる業務を行う。 

(1) 共通教育及び教養教育の企画に関すること。 

(2) 共通教育及び教養教育の円滑な実施のための調整に関すること。 

(3) その他共通教育及び教養教育の実施に関し必要なこと。 

 

（組織） 

第３ 委員会は，次の各号に掲げる委員をもって組織する。 

 (1) 機構長が指名する機構長補佐  1 名 

 (2) 共通教育センターセンター長  1 名 

 (3) 医学部教養教育委員会委員長  1 名 

 (4) 共通教育センター各学部の教員 1 名 

 (5) 医学部教養教育委員会の教員  1 名 

 (6) その他委員長が必要と認めた者 

２ 委員会に，委員長を置き，前項第 1 号に定める者をもって充てる。 

 

（福井大学全学教育改革推進機構共通・教養教育委員会要項より抜粋） 

  

※教養教育の全学一元化をさらに進めるため，平成 28 年度に「共通教育部」を設置することとしている。 

 

（事務局資料） 
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資料 1-1-2-1-2 共通・教養教育の構成   

 

■ 策定した共通・教養教育の全学的理念   

 

 

 

 

■ 共通教育（文京キャンパス）の目的と編成 

 【共通教育の理念・目的】 
特定の分野に偏ることなく，広く学問の知識や方法を学ぶことを通じて，総合的な判断

力と行動力をそなえた良識ある社会人として自己を陶冶するとともに，専門教育を通して

学んだ知識や技能及び学術等の成果を生かし広く社会に貢献できるような人間の育成を

めざす。                     
【編成の趣旨】 

課程，学科，学部の枠を超えて，特定の専門に偏ることなく，広く学問の知識や方法を

学び，普遍的な学究態度を養い，人間性豊かな社会人となるための「教養」を身につける

ことを目的とする。 

 【編成】 
○履修要件及び科目一覧 

 
※教養教育・副専攻科目は，「共通教養・副専攻科目（A群）と，「専門教育・副専攻科目」（B群）及

び「探求・参加型科目」（C群）の３つの科目群で構成されている。A群の科目は，教養教育のため

に共通教育センターが独自に開講している科目，B 群の科目は，各課程，各学科で開講されている

専門教育科目の一部を，他課程，他学科の学生が，課程，学科，学部を超えて履修できるように開

放している科目，C 群の科目は，各学部で開講されている専門教育科目のうち，探求・参加型の実

践的科目であり，教養教育として学生自らが考え実践する能力を養うための科目である。 

 

広く学問の知識や方法を学び，社会のグローバル化や知識基盤社会に対応できる総合的な

判断力と行動力を持った，人間性豊かな社会人となるための「教養」を身につける。さらに，

円滑なコミュニケーションの基盤となる高い語学力や専門科目の履修に必要な知識等を修得

する。 
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（事務局資料） 

  

■ 教養教育（松岡キャンパス）の目的と編成   
福井大学医学部では専門教育科目に先立って，あるいは併行して教養教育（導入，準備教育を

含む）科目が開講されており，その目指すところは以下の通りである。 
【教養教育の理念・目的】 

   将来の医療従事者にふさわしい倫理観，総合的判断力や良識を養い，専門教育の履修に不可

欠な基礎的な知識と技能や方法論を身につけた学生の育成を目的とする。 
   １．医学・看護学を学ぶことへの動機付けを行い，学ぶことへの主体的意欲を高める。 
   ２．医学研究者・医療従事者としての倫理観を養う。 
   ３．専門教育の履修に必要な基礎学力と基礎的技能を身につける。 
   ４．医療・医学をめぐる人間や社会，思想等についての諸問題に関心を持つ。 
   ５．人間理解とコミュニケーションの能力を培い，将来の医療人としての幅広い教養と自己の

心身を豊かにするための素養を身につける。 
【編成の趣旨】 

教養・準備教育は，医学部における教養教育（導入，準備教育を含む）の目標・理念に基づ

き，医療人としてふさわしい倫理観，良識などを養うための「総合教育科目」，「基礎教養科目」，

「医学導入教育科目」（以上，医学科），「基礎科目」（看護学科）から編成する。さらに，医学

専門教育の準備という視点から基礎科学系科目を統合し，「準備教育モデル・コア・カリキュラ

ム―教育内容ガイドライン」に準拠した「医学準備教育科目」を編成する。 
【編成】 
○医学科 履修要件及び教養・準備教育科目一覧 

 
○看護学科 履修要件及び基礎教育科目一覧 

 

※平成 28 年度から科目構成，履修要件等を全学的に統一したものとすることとしている。 

区分

総合教養ゼミ

ナール

倫理の基礎か

ら応用へ

生命倫理学入

門

心理行動科学

入門
経済学

医療経済学入

門
歴史学

哲学的人間学 芸術学 法学 社会学 文化人類学
医療分野のド

イツ語
体力作りの科

学

応用数学 現代物理学
教養特別講義

１

教養特別講義

２

教養特別講義

３

○数学基礎
医学のための
物理学入門

医学のための
生物学入門

○運動・ス
ポーツ科学実

習

○英語１ ○英語２ ○英語３

○英語４
□独語１・仏

語１・中国語１

□独語２・仏

語２・中国語２

医学導入教育科目
（必修60時間）

○医学概論 ○医学入門

医学準備教育科目
※

（必修306時間）

○人の行動と

心理

○物理現象と

物質の科学

○医科学基礎

実習

○情報の科学

１

○情報の科学

２
○健康科学

※準備教育モデルコアカリキュラムに準拠した医学教育課程科目 ○は必修科目

授業科目名

総合教育科目
（右記より14単位以上

履修）

基礎教育科目
（右記より15単位以上

履修）
□は選択必修科目：１外国語（4単位）以上履修

区分

　○哲学Ⅰ 　□哲学Ⅱ
　○生命倫理

学
　□芸術学

□教養特別講

義Ⅰ

□教養特別講

義Ⅲ

□は選択必修科目：

左記より2単位以上履修

□日本国憲法 □法学 □文化人類学 □社会学
□教養特別講

義Ⅱ

○心理学 ○教育学 ○統計学 ○情報科学 ○英語Ⅰ ○英語Ⅱ ○英語Ⅲ

○英語Ⅳ 英語Ⅴ 英語Ⅵ ドイツ語Ⅰ・Ⅱ
フランス語Ⅰ・

Ⅱ
中国語Ⅰ・Ⅱ ○健康・スポーツ科学

○は必修科目

授業科目名

基礎科目

（右記より18単位以上

履修）

□は選択必修科目：

左記より2単位以上履修
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資料 1-1-2-1-5 カリキュラム・マップ／ツリーの例（医学部医学科） 

 

■ カリキュラム・マップ 

 
 

 

■ カリキュラム・ツリー 

      
 

 

（事務局資料） 

 

  

（http://u105003-l2011.labos.ac/ja/page/p5.html)
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リーの公開例（大
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福井大学

c/ja/page/p5.h

（事

の満足度は良

べき能力等が

足度調査」の結

した割合）

学 教育 

tml） 

事務局資料） 

好で，向

が涵養で

結果を取

 



 
   

 

 

資

 

 

 

 

●専門の教

      

     

資料 1-1-2-1-8 

■ 設問

（教）教育

力を

（医）医学

立つ

（工）工学

いま

教育全般につい

 ※第１期末

割合）は

     

（平成 21 年度お

教育課程の有

： 

育地域科学部の

を修得するうえ

学部のカリキュ

つと思いますか

学部のカリキュ

ますか？ 

 

いて，あなたは

末と比較して，第

は 5.1％向上して

     

および平成 27 年度

有効性に対する学

のカリキュラム

えで役立つと思

ュラムは，医師

か？  

ュラムは，専門

（平成 27 年度

1－88 

はどの程度満足

第２期末では，

ている。 

     
 

度「福井大学の

学生の満足度 

ムは，教師あ

思いますか？

師あるいは看護

門技術者として

度「福井大学の

足していますか

学生の満足度

      

の教育・研究に対

るいは地域で活

 

護職として備

 

て備えるべき能

の教育・研究に対

か。 

（十分～やや満足

   （数

対する意識・満足

活躍する人材

えるべき能力

能力を修得す

（

対する意識・満足

福井大学

足と回答した

数値は回答者数を

足度調査」結果

として備える

 

を修得するう

 

るうえで役立

（数値は回答者数

足度調査」結果

学 教育 

 

を示す） 

果より抜粋） 

べき能

えで役

つと思

 
数を示す） 

 
果より抜粋） 



福井大学 教育 

1－89 

（教育課程等の点検・充実） 

④ 海外ベンチマーキング等の様々な取組により，教育課程等の点検・評価等を随時行い

（資料 1-1-2-1-9，10），その結果は教育課程・内容の改善に適宜活用した（資料

1-1-2-1-11）。 

 
資料 1-1-2-1-9 全学及び各部局における，教育課程・成果等の点検・評価等に係る体制  
 

学部・研究科等 委員会名 活動内容・審議事項等 

全学 

評価委員会 

・教育関連評価を含め大学評価に関する 

事項 

・国立大学法人評価に関する事項 

・認証評価に関する事項 

全学教育改革推進機構 
カリキュラム・授業評価委員会（平

成 26 年度設置）（P1-214 後掲資料

1-2-1-1-2） 

・共通・教養教育及び学部等専門教育の

管理・評価に関する事項 

・授業科目等の管理・評価に関する事項 

・授業評価等の改善・実施に関する事項 

・授業のシラバス，カリキュラム・マッ

プ，ナンバリング及び GPA 等の教務シ

ステムに係る企画・評価に関する事項 

高等教育推進センター 

（平成 21 年度設置後，第２期に機能

強化）（P1-217 後掲資料 1-2-1-1-5）

・入学者選抜方法の充実に関すること 

・教育内容・方法の充実及び教育の評価

に関すること 

・学生の修学支援の充実に関すること 

教育地域科学部 
教育学研究科 

教育地域科学部及び教育学研究科評

価委員会 

・中期計画・年度計画に対応する自己点

検・評価の検討・実施に関する事項 

・その他学部が実施する組織評価の検

討・実施に関する事項 

・教員の個人評価の検討・実施に関する

事項 

・教員の研修に関する事項 

教育地域科学部・教育学研究科外部

評価委員会 
・教育地域科学部・教育学研究科

外部評価準備委員会 
・教育地域科学部・教育学研究科

外部評価実行委員会 

・外部評価に関すること 

・外部評価の実施に関する必要な事項の

検討に関すること 

・外部評価の実施に関すること 

教育地域科学部及び大学院教育学研

究科教育推進委員会 

・教育活動に関する中期目標の設定と評

価に関する事項 

・教育関連 GP の申請に関わる事項 

・カリキュラム改善に関する事項 

・学部卒業生及び大学院修了生のフォ

ローアップに関する事項 

・競争的配分経費に関わる教育プロジェ

クトの審査に関する事項 

・その他学部・大学院の教育活動に関す

る学部長からの諮問事項 

医学部 
医学系研究科 

医学部評価委員会 

・国立大学法人法に定める国立大学法人

評価委員会が行う評価に関すること。 

・学校教育法に定める認証評価機関によ

る評価に関すること。 

・教員の個人評価に関すること。 

・その他自己点検・評価に関すること。 

医学部教育委員会（平成 27 年度設

置） 

・医学科カリキュラム委員会 
・医学科臨床実習委員会 
・医学科試験委員会 
・看護学科カリキュラム委員会 
・看護学科臨地実習委員会 

・教育に係る中期目標・中期計画に関す 

ること 

・教育課程の実施・点検・評価・改善に

関すること 

・臨床実習並びに臨地実習の実施・点検・

評価・改善に関すること 

・学科試験，卒業試験等の実施・点検・
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・看護学科試験委員会 
・医学部教養教育委員会 
・医学部学生委員会 
・医学部入学試験委員会 

評価・改善に関すること 

・学生支援の実施・点検・評価・改善に

関すること 

・入学試験選抜の実施・点検・評価・改

善に関すること 

医学部教育支援センター（平成 25 年

度設置） 

・医学部・医学系研究科に係る教育全般

の点検・評価・改善に関すること 

・学生による授業評価に関すること 

・FD の実施・自己点検・評価に関するこ

と 

工学部 
工学研究科 

 

工学部及び大学院工学研究科自己点

検・評価委員会 

・学生及び教員による授業評価の実施に

関すること，授業改善アンケートの実

施及びフィードバック・改善策の公表，

卒業生アンケート等 

外部評価準備特別委員会 

・外部評価に関すること 

・点検評価の報告書作成及び公表に関す 

ること 

FD 委員会 

・FD・教育改善に関する活動等 

パワーランチミーティング 

ティーチング・ティップス 

メンタルヘルス等講習会の開催 等 

工学部及び大学院工学研究科教育活

動評価委員会 

・教員の教育活動の個人評価に関するこ

と 

工学部及び大学院工学研究科教務学

生連絡委員会 

・教育活動全般に関する中期目標・計画

の設定，進捗管理等に関すること 

・教育・教務関連の各種委員会間の連携，

調整等に関すること 

工学部及び大学院工学研究科教育委

員会 

・工学部および工学研究科の教育課程の

実施，点検，改善，目標管理等に関す

ること 

工学部及び大学院工学研究科教務学

生委員会 

・学生支援の実施，点検，評価，改善等

に関すること 

工学部及び大学院工学研究科英語教

育実施運営委員会 

・学部専門教育及び大学院における英語

教育の実施，改善，目標管理等に関す

ること 

工学部 JABEE 委員会 
・JABEE 対応教育プログラムの作成，公開，

認定申請，継続的改善に関すること 

福井大学工学部ジェネリックスキル

及び就業力育成委員会（平成 24 年度

設置） 

・キャリア教育の実施やジェネリックス

キルの評価に関すること 

高度人材育成センター運営委員会 

地域連携部門 地域連携教育実施委

員会 

・大学院における PBL プロジェクトの募

集，選定，実施，評価に関すること 

高度人材育成センター実践大学院工

学教育部門 実践大学院工学教育実

施委員会 

・大学院における実践教育（博士前期課

程の「創業型実践大学院工学教育」，博

士後期課程の「産業現場に即応する実

践道場」）の実施，改善，目標管理等に

関すること（産学官連携本部等と連携

して行う） 

（事務局資料） 
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資料 1-1-2-1-10 各部局における外部関係者による点検評価の実施例 
 

学部・研究科等 取組内容 

全学 

・平成 23 年度から本学と同程度の規模である山梨大学との間で，両大学の現状

及び優れた点等を相互に確認評価し，その結果を今後の教育活動の一層の向上

に役立てることを目的とした相互評価を継続的に実施している（P1-228 後掲

資料 1-2-1-1-16）。 

・平成 25 年度には，本学のベンチマーク大学であるアメリカのブラウン大学を

視察するとともに，Kathy M. Takayama 同大学教育学習センター長を招聘し，

授業の参観，学生・教員との懇談や FD 講演会を実施し，国際的視点からの外

部評価を実施した（P1-236 後掲資料 1-2-1-1-25）。 

・国際通用性をもつ教育体制の構築等に資するため，役員と教職員による欧米の

優れた大学等のベンチマーキングを平成24年度より組織的に開始した（P1-237 

後掲資料 1-2-1-1-26）。平成 24 年度と平成 25 年度で視察先の教育機関・病院・

企業等は 19 に及び，その報告・検証を学外の専門家も招いて「福井大学 FD・

SD シンポジウム 2013」にて行った。 

・平成 27 年度，独立行政法人大学評価・学位授与機構による大学機関別認証評

価を受審し，書面調査及び訪問調査の結果，大学設置規準をはじめ関係法令に

適合し，同機構が定める大学評価基準を満たしていると評価された。 

教育地域科学部 

教育学研究科 

・教職大学院においては，フィンランド・米国・中国・韓国・モンゴルから教育

研究者を招聘し，本学の教育課程について実地視察の上での評価を受けてきて

いる。また，上海師範大学との学術交流により教職大学院の学生を上海師範大

学に派遣し，その見学を踏まえて本学の教育課程についての意見を聴取してい

る。 

・平成 27 年度，一般財団法人教員養成評価機構による教職大学員等認証評価を

受審し，書面調査及び訪問調査の結果，本学の教職大学院（教育学研究科教職

開発専攻）は，教員養成評価機構の定める教職大学院評価基準に適合している

と認定された。特に，「実務家教員と研究者教員がチームとして協働実践研究

を進めていく「協働実践研究プロジェクト」を教育課程の中核に据え，実践と

理論を融合した教育課程を実現している」点等につき，長所として特記すべき

事項として評価された。 

医学部 

医学系研究科 

・看護学科では平成 24 年度に英国の先進大学，病院，ホスピス等のベンチマー

クを実施した。これらの経験から，平成 24 年度改正のカリキュラムでは専門

分野で高度実践看護師として活躍するための「キャリアアップ実習」科目を新

設し，国外における高度実践看護体験実習の場として，ベンチマークした大

学・病院での実習を行っている。また，バーミンガム市立大学とは学部間国際

交流協定を結んでいる。 

工学部 

工学研究科 

・平成 24 年度に教職員 13 名からなる視察団を米国の大学や企業等に派遣し，国

際水準での教育保証の仕組みと実施状況および先進的な教育改革の事例を学

んだ。その成果は，同年度に行ったミッションの再定義，および平成 28 年度

からの工学部改組に向けた教育課程の見直しの中で活かされた。 

・平成 24 年度 11 月に組織・管理運営，教育活動，研究活動，学協会・社会活動

と国際交流に加えて，第１期中期目標・中期計画に沿った活動および工学研究

科改組への取組等に対し，前回の外部評価（平成 17 年 12 月）以降の７年間（平

成 17 年度～平成 23 年度）の活動とそれら成果を対象として，42 名の委員によ

る外部評価を実施した。教育活動においては，特に教育 GP の採択をはじめと

する特色ある教育改善の実施が高く評価された。一方で，DP・CP と工学部・工

学研究科の理念・目的との整合性の再検討を課題とし，カリキュラム・マップ

／ツリーの作成とともに，平成23年度に策定したCP・DPについて見直しを行っ

た。 

（事務局資料） 
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資料 1-1-2-1-11 点検等による教育課程・内容の具体的な改善例（医学部医学科） 

 

■ 医学部医学科では，学生に対するカリキュラム評価アンケート，学生代表者との懇談会，授業評

価アンケートなど，様々な機会に学生からの意見を聴取し，その結果を適宜教育改革に活用してい

る。他部局においても，同様な取組が行われている。 
 
○医学科１年 学習効率・学習内容を向上 

・平成 25 年度より，学修内容をより理解し易いよう，「生命現象の科学」を物質分子レベルと細胞

レベルに分けシラバスを作成の上，授業を実施。 
 
○医学科２年 過密スケジュールの緩和 

・平成 25 年度より，夏休みを２週間短縮し，「個体の調節機構とホメオスターシス」を開講。 
 
○医学科３年・４年 選択必修科目の履修方法を改善 

・平成 24 年度より，アドバンストコースの内容を見直し，以下のとおり改編。 

     既存 10 コース  ⇒  腫瘍（必修） 

                 画像・放射線を用いた診断と治療 

                 アドバンストコース ４コース 

・平成 24 年度より，基礎系の「テュートリアル１」と「研修室配属」を統合し，より研究マイン

ドの涵養を図るよう改編 
 
○医学科５年 臨床実習の充実 

・平成 25 年度より，臨床実習の充実を図ることを目的にローテーションを見直し，４週間増やし

てトータル 40 週間に変更。 

     ４W 増の内訳：循環器内科（２W)新規追加，総合診療部１W→２Wに変更，救急部１W新規 
 
 ○医学科６年 臨床実習の充実 

・平成 27 年度より，臨床実習の充実を図ることを目的に附属病院実習を見直し，２週間増やして，

附属病院２週（前半），外病院５週，附属病院２週（後半）に変更。 
 
○授業方法及び授業内容の改善（随時） 

・授業評価アンケート結果を教員に周知し，随時授業方法・内容，教材の工夫などの改善 

 

 

 

  

（事務局資料）
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（「グローバルな視野を持つ高度専門職業人」育成のための国際的通用性を持つ教育課程の

整備・充実） 

⑤－１ 東海・北陸地区の国立大学で唯一採択された「経済社会の発展を牽引するグロー

バル人材育成支援」事業（以下「GGJ 事業」という。）を通じて，グローバル人材育成

に係る教育を強化し（資料 1-1-2-1-12），成果があがった（P1-96 後掲資料

1-1-2-1-15）。 

 
資料 1-1-2-1-12 「経済社会の発展を牽引するグローバル人材育成支援(GGJ)」事業の概要 

■ GGJ 事業の概要 

      

＜グローバル人材育成に向けた取組＞ 

实践的グローバル人材育成プログラム：短期・中長期海外留学プログラムの充实 

グローバルな環境でのフィールドワークや就業体験，研究亣流など，より实践的なプログラムを

充实させることで，一人ひとりが適切な時期に適切な目的，レベルに合った留学を实現し，グロー

バル人材に必須の要素を効果的に修得できる体制を整えます。 

实践的英語教育：質の高い「使える」英語教育の实施 

専門分野での英語力を向上させることで，福井大学が育成を目指すグローバル人材，「21 世紀の

グローバル社会において高度専門職業人として活躍できる人材」を育成します。 

国際的通用性を持つ教育課程：グローバル教育力の向上 

共通・教養教育の見直しや学修時間，カリキュラム，学期制などの改革により，教育課程を国際

的水準に合わせることで，より効果的にグローバル人材を育成する基盤作りを行います。 

 

■ 取組事例 

１．PBL 授業の取組 

平成 26 年度から ESP（特定の目的のための英語）教育の一環として，工学部の学部専門教員と

協働し，試行的な PBL（課題解決型授業）の取組を始めた。このクラスでは，鯖江市の眼鏡メー

カーの代表取締役の特別講義を受け，４人１チームで海外６ヵ国（ドイツ，イタリア，アメリカ，

UAE（ドバイ），インド，デンマーク）を戦略的販売対象としたメガネデザインに挑戦。学期未に

は英語による眼鏡デザイン発表会を实施し，地元企業との英語教育推進体制の構築に繋げること

ができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（平成 26年 7月 26 日  

日刊県民福井より抜粋） 

（平成 26年 7月 26 日  

福井新聞より抜粋） 

この部分は著作権の関係で掲載できません。
この部分は著作権の関係で掲載できません。
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２．PEPIS 

  国内外で活躍する職業人による講演会（Practical English for Professional Interaction 

Seminar: PEPIS）にてグローバルマインドの醸成や実践的英語学習の意識向上の全学的波及に取

り組んでいる。 

平成 25 年度はグローバルに活躍する３名のエンジニアを招へいし，工学部の学生を対象とし

た PEPIS を実施した。事後のアンケートでは，勤務意向を持たない 255 名の参加者のうち 175 名

（69%）が英語学習や留学へ興味が増したと回答しており，海外志向の動機付けにも一定の効果

があったと言える。 

 

（アンケートより抜粋） 

・英語が好きになれるようにしたい        ・英語を習得しようと思った 

・貴重な話が聞けてよかったです          ・英語の重要性をあらためて感じた    

・技術と英語の両立が大切だと分かった         ・英語の勉強になった   

・英語の必要性とこれからの生活に英語がどれほど多くの影響を与えるのか知った 

 

（事務局資料） 

 
 

⑤－２ 海外留学促進を含め，国際的通用性を有する教育課程の導入に努めた（資料

1-1-2-1-13）。 

 
資料 1-1-2-1-13 各部局における国際的通用性を有する教育課程の構築と海外留学促進に係る取組 
 

学部・研究科 取組内容 

教育地域科学部 

・海外の教員養成スタンダードについての研究を踏まえて，本学部独自のスタン

ダードを作成し，県教育委員会との合同協議会を開催したうえで，平成 24 年度

から本格的運用を開始した。 

・学校教育課程言語教育コースや地域科学課程言語コミュニケーション系の学生を

中心として，カナダのオカナガン大学における６週間の語学研修を専門教育の一

部に組み込んだ。この語学研修に関しては，同大学から個々の学生に対する成績

評価を得ている。 

医学部 

・世界医学教育連盟（WFME）の定める「医学教育の質的保証のための国際基準（グ

ローバルスタンダード）」に準拠したカリキュラムであることを審査する分野別

認証評価を平成 30 年までに受審し，国際共通性を担保することとしている。 

・看護学科では，海外キャリアアップ実習において海外の協定大学およびその関連

医療機関における研修を通した学生のグローバルな視野と異文化におけるコ

ミュニケーション能力の育成に努めている。 

・海外の病院で経験と実績を踏んだ医師を招き，グローバルに活躍するために必要

な能力・技術等についての講演会を開催し，約８割の学生から英語学習や留学に

興味を持ったとの意見があり，学生の学修意欲向上に大きく貢献した。 

工学部 

・平成 24 年度に海外短期インターンシップに係る自由科目を開講，翌年度には規

模を拡大して選択科目として工学部で６科目（「海外短期インターンシップⅠ～

Ⅵ」）を開講した。また，これらの科目の開講に合わせ，多数の海外プログラム

を用意した。 

・現在３学科の４コースで国際的通用性の保証となる JABEE の認定を受けており，

さらに５学科で JABEE 認定に向けて検討している。 

・実践的英語教育として，海外と取引のある眼鏡メーカーによる特別講義を行い，

参加学生は海外６カ国（ドイツ，イタリア，アメリカ等）を戦略的販売対象とし

たメガネデザイン販売企画に挑戦し，それぞれの国の多様な価値観や文化を学

び，海外で必要とされる英語での表現力等を学習した。 

教育学研究科 
・平成 25 年度より海外派遣プログラム「大学院海外短期研修 I,Ⅱ」を自由科目と

して設けている。 

医学系研究科 
・平成 25 年度より海外派遣プログラム「大学院海外医療研修Ⅰ,Ⅱ」を自由科目と

して設けている。 

工学研究科 

・平成 24 年度に海外短期インターンシップに係る自由科目を開講，翌年度には規

模を拡大して選択科目として博士前期課程で４科目（「大学院海外短期インター

ンシップⅠ～Ⅳ」），同後期課程で３科目（「大学院海外短期インターンシップ
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A,B,C」）を開講した。また，これらの科目の開講に合わせ，多数の海外プログラ

ムを用意した。 

・平成 20 年度から一部の専攻で実施してきたスプリングプログラム（中国学術交

流協定校への春季休業期間中の短期留学）【別添資料 教-7】を平成 22 年度に全

専攻へ拡大した。 

・工学研究科では，英語による授業及び研究指導を行うコースとして，博士前期課

程に国際総合工学特別コース（GEPIS）を，博士後期課程に国際技術研究者育成

コース（GEP for R&D）を設けている（P1-58 前掲資料 1-1-1-3-10）。GEPIS につ

いては，カリキュラムの体系性を見直し，系の数を３から４に増やすとともに，

各専攻が一定数の科目の開講に責任を持つことにより，広い分野が体系的にカ

バーされるようにした（平成 24 年度に見直し，平成 25 年度から実施）。 
（事務局資料） 

 

 

⑤－３ グローバルな視野を有する人材として備えるべき能力等（資料 1-1-2-1-14）につ

いて，涵養状況は概ね良好であり，平成 26 年度に比べ平成 27 年度では向上した（資

料 1-1-2-1-15）。 

 

資料 1-1-2-1-14 「グローバルな視野を有する人材として備えるべき能力等」の設定  

  

■ 高等教育推進センター運営委員会において「グローバルな視野を有する人材として備えるべき能

力等」を定め，全学及び各部局では，それらを涵養する教育課程・方法等の整備・充実を図るこ

ととした。 

 

１.使える「英語力」（語学力） 

２.（異文化での）コミュニケーション能力 

３.社会的責任・使命感，個人のアイデンティティ 

４.各部局における教育目標に沿った”海外を指向した能力・モチベーション” 

５.課題探求・問題解決能力，自己学習力 

 

 

（事務局資料） 
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医学部 

・「医学入門」「医学概論」「医のこころ」「入門テュートリアル」等の授業科目にお

いて，医のプロフェッショナル教育を行っている。 

・統合的先進イメージングシステムを活用した e-ラーニング教育用教材の開発を進

め，病理学実習・解剖学実習・臨床実習等で iPad を活用した画像教育，3D 映像

による診断学講義を行うなど，全国でも例を見ない画像医学教育システムを利用

した多様な教育を実施している（P1-176 後掲資料 1-1-2-4-10）。 

・福井健康推進枠（推薦枠）で入学した学生等を対象に，地域医療を学ぶ一貫した

カリキュラムを設定している（資料 1-1-2-1-19）。 

・看護学科では，将来，高度実践看護師等の専門的技術と能力を有する看護師を目

指すためのキャリア形成を組み込んだ教育を実施している。 

・医学科と看護学科の学生が一緒に地域医療を推進する実習を行うことで，地域医

療の向上とチーム医療の実際を基礎教育から実施している。 

工学部 

・就業力育成の一環として，学生が自らの将来像を明確にするとともに，卒業後の

社会生活に適応する力を身に付けさせることを目的とした「みらい協育プログラ

ム」を平成 24 年度から実施している（資料 1-1-2-1-20）。 

・大学教育質向上推進事業に採択された「学士力涵養の礎となる初年次教育の充実」

（平成 21～23 年度）の取組を踏まえ，補習授業の規模の拡大（平成 22 年度～）

や数学学習支援室の充実（平成 27 年度～）を行った。２年生全員対象の数学達成

度試験の結果は，支援期間終了後も継続して上昇傾向にあり，取組の発展的継承

の効果が現れている（P1-37 前掲資料 1-1-1-2-11）。 

・「質の高い大学教育推進プログラム」に採択された「夢を形にする技術者育成プロ

グラム」（平成 20～22 年度））について，支援期間終了後に，(i)初年次への拡大，

(ii)プログラムレベルの分散化による多様な学生への対応，(iii) 社会や地域の

ニーズに関連し，かつ高い実践的能力の修得効果が見込めるプログラム内容への

変更，などを行い，学科・学年の枠を超えた創成教育を充実させた。 

教育学研究科 

・教職大学院では，「専門職大学院等における高度専門職業人養成教育推進プログラ

ム」に採択された「実践力・改革力を培う長期協働実習の組織化」（平成 20～21

年度）において構築した学校拠点方式に基づき，教員養成の新たな全国モデルと

なる学部・大学院・附属学校を融合した，いわゆる“三位一体改革”を推進して

いる。この取組は，国立大学改革プランの機能強化例として紹介される等，高く

評価されている（P1-202 後掲資料 1-1-2-5-1）。 

・教師教育改革を全国展開するために，平成 24 年度からは，国公立 12 大学から成

る全国規模でのネットワークを構築しており，この取組は文部科学省特別教育プ

ロジェクト経費に「グローバル社会に必要な教師教育の革新をスピーディーに実

現する連携事業の推進」事業（平成 25～27 年度）として採択されている（P1-173 

後掲資料 1-1-2-4-7）。 

医学系研究科 

・修士課程では，平成26年度よりすべての災害に対応できる高度の実践的能力を持っ

た看護師育成を目的として「災害看護専門看護師教育課程」をコース化した（P1-55

前掲資料 1-1-1-3-7）。大学機関別認証評価（平成 27 年度受審）において,優れた

点としてあげられ,高く評価された【別添資料 法-2】。また，熟練した高度なケア

技術とキュアの知識を用いた高度な看護実践能力持った看護師育成を目的とする

「がん看護専門看護師課程」を平成 27 年度よりコース化した。 

・博士課程では，「北陸がんプロフェッショナル養成プログラム」（平成 19～23 年）

により，北陸３県の医療系４大学が連携して，がんに特化した高い臨床能力と研

究能力を併せ持った医療人を養成するプログラムを実施した。さらに，同プログ

ラムの実績をベースに一層充実した教育課程を展開するため，平成 24 年度からは

「がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン」（平成 28 年度まで）を実施して

いる。 

・平成 26 年度に課題解決型高度医療人材養成プログラムとして，北陸の医科系４大

学による「北陸認知症プロフェッショナル医養成プラン事業」が採択され，平成

27 年度より認知症チーム医療リーダー養成を目的とし，大学院生を対象とした「本

科コース」の受入れを開始し，本学においては，１名が受講を開始した。 

・文理融合プラットフォームによる総合教育を行うことにより，「子どものこころの

ゆがみ」に科学的視点をもって対処できる高度専門職業人を養成することを目的

として，平成 24 年度に大阪大学が主体となって行われている連合大学院「連合小

児発達学研究科」に参画した（P1-192 後掲資料 1-1-2-4-32）。 

・平成 25 年度に全国初となる「地域総合医療学コース」を開設し，地域医療をリー

ドできる質の高い総合診療医・救急医・家庭医養成の体制を強化した（P1-54 前

掲資料 1-1-1-3-6）。 
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工学研究科 

・「組織的な大学院教育改革推進プログラム」に採択され，GP 事後審査においても

４段階中の最高評価を得るなど高く評価された「学生の個性に応じた総合力を育

む大学院教育」（平成 19～21 年度）を発展的に継続させ，体系的に編成した教育

課程が有効に機能するよう，①無計画な履修登録の抑制策の導入（40 単位以上履

修登録する場合には POS コミッティの承認が必要），②「単位の大枠」の導入（座

学と非座学の科目をバランスよく履修させるため,最低 10 単位は座学科目での単

位修得とする），③共通科目の体系化の推進（数学系科目,情報系科目など７つの

系で授業を開講），を行った。さらに，その周知徹底のため入学時オリエンテーショ

ンにおける履修指導を強化した。 

・産学官連携本部との連携のもとに，起業家精神を備え，ビジネス感覚や実践的ス

キルを有する視野の広い人材の育成を目的とした「創業型実践大学院工学教育」

を実施している。この教育プログラムの核である「技術経営カリキュラム」修了

者には，副専攻修了者として「技術経営カリキュラム修了証」を授与している。

・工学研究科では，実践性，学際性を備えた高度専門技術者に対する社会のニーズ

に応えるため，平成 25 年度から，ファイバーアメニティ工学専攻を繊維先端工学

専攻に，博士後期課程４専攻を総合創成工学専攻の１専攻に改組した（P1-56 前

掲資料 1-1-1-3-8）。 

・平成 24 年度に文部科学省大学間連携共同教育推進事業に採択された「繊維系大学

連合による次世代繊維・ファイバー工学分野の人材育成」により，信州大学，京

都工芸繊維大学とともに，博士前期課程に「繊維・ファイバー工学コース」を連

携コースとして平成 25 年から開講した（P1-198～200 後掲資料 1-1-2-4-41～43）。

・繊維産業や原発立地など福井県の特性に応じて，繊維先端工学専攻及び原子力・

エネルギー安全工学専攻を設置し，それぞれの分野における高度専門技術者の育

成を進めている（P1-57 前掲資料 1-1-1-3-9）。 
※下線は該当する教育支援事業等                              （事務局資料） 

        

資料 1-1-2-1-17 CST 養成事業の実施内容    
 

理工系学部卒の小（中）教員を養成する大学院教育学研究科３年コースおよび小中（高）教員一括

養成を理念とする福井大学教育地域科学部の特徴を活かした CST 養成拠点を構築し，児童生徒・教員

指導力および理科に関する専門力を強化することにより，地域の核となる優れた CST を多数輩出する。

CST 養成拠点では，科学館と拠点小中学校を活用した現場研修および県教育研究所と連携した教員研

修のための研修を通じて指導力を強化し，大学と県の進める先端科学講義や講演会などを通じて専門

力を高める。CST 資格は３階級制とし，教員自身の自発的向上意識の手助けもする。さらに CST 養成

拠点を支援拠点に接続し，継続的な CST 活動を支援する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

■CST 養成プログラム受講者数，修了者数（平成 27 年度末） 
                                          (延べ人数) 

 受講者数 修了者数 教員採用数 

上級 CST 32 22  

中級 CST 16 10 8 

初級 CST 36 23 12 

計 84 55 20 

 
（事務局資料）
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資料 1-1-2-1-18 産業界ニーズ GP の実施内容   

 
   （事務局資料） 

  

産業界のニーズに対応した人材育成の取組を行う大学・短期大学が地域ごとに共同して地元の企

業，経済団体，地域の団体や自治体等と産学協働のための連携会議を形成して取組を実施すること

により，社会的・職業的に自立し，産業界のニーズに対応した人材の育成に向けた取組の充実が図

られるよう，幅広い職業人養成に比重を置く大学の機能別分化に資することを目的としている。 

選定された中部圏 23 大学では，所属する全大学が，①アクティブ・ラーニングを活用した教育

力の強化，②地域・産業界との連携力の強化，という２つのテーマを遂行し，共に成果を生み出す

過程で，前に踏み出し，考え抜き，チームで働く教育改革力の強化を図る。23 大学は，地理的近接

性とテーマの近接性により４つのチームに分かれ，チームごとに連携 FD を行い，成果を共有する

とともに，中部圏産学連携会議の下で中部地域大学グループが一体となって２つのテーマについて

連携や交流を進める。福井大学は，北陸（福井・石川・富山）地区の５大学とともに，北陸チーム

を構成し，交流と討議を通じて共に教育力・連携力の強化を図る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■ 成果の例 

・地域科学課程において，現場ヒアリングとグループワークを中心とした授業構築と教材等の作成

により，初年次学生向け教育の改善を図り，後年次の課題探求型アクティブ・ラーニングのため

の準備作業が充実した。 

・研修会や交流会等を通じた中部地区の GP 参加大学や中部地区以外のアクティブ・ラーニング先進

大学との交流，情報交換により，新たなアクティブ・ラーニング手法や授業カリキュラムの考え

方に接し，授業改善や新カリキュラム構想の参考となる知識を得ることができた。 

・地元の経済界との意見交換を行う機会が設定され，経済界と連携したカリキュラムについて，考

え方を共有することができた。 
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資料 1-1-2-1-19 「地域医療人養成カリキュラム」の概要  

 

■ 地域医療を担う医師を確保するため，福井県と連携して設けた医学部医学科推薦入試（福井健康

推進枠）で入学した学生を対象に，福井県内での地域医療実習を含めた，地域に根ざした「地域医

療人養成カリキュラム」を編成している。 

 
■ 成果 

これまでに，延べ 13 名の県内研修医を輩出している 

 

（事務局資料） 
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資料 1-1-2-1-20 「みらい協育プログラム」の概要  

 

■ 実施内容 

1. みらい協育プログラムの目的 

学生が各自の将来像をもつとともに，社会にでてから「生きていく力」をつけるための手がかりを得る。 

キャッチフレーズ：きみと世界の“みらい” を創ろう ― 未来を魅来に!! 

 

2. みらい協育プログラムについて 

全員が受けるものと，修了認定希望者のみが受けるものに分かれます。別表を参照してください。 

予めコース履修を申請した者が 1)，2)の要件を全て満たした場合，卒業時に修了証が授与されます。 

 1) 全員が受けるもの 

  ① 助言教員との面談 

      成績受領時に，将来の希望について，簡単に助言教員に説明してください。あらかじめ将来の

進路（大学院進学，就きたい職業など）を考えておいてください。 

 ② みらい協育ガイダンス 

      １，２，３年生対象に年一回ガイダンスが開かれます。これを受けること。 

 みらい協育ガイダンスⅠ 

      １年次を対象に実施。平成 24 年度は大学教育入門セミナー（共通講義）の中で行います。 

みらい協育ガイダンスⅡ 

       ２年次を対象に実施。秋の成績配付時期に講話を聞きます。 

みらい協育ガイダンスⅢ 

      ３年次対象に各学科で就職担当教授からの説明を聞きます。 

 
別表 「みらい協育プログラム」の科目等 

1. 全員を対象とするもの   

N0. 項        目 時   期 備            考 

1 助言教員との面談  ※成績配付時に将来の希望について話す

2 みらい協育ガイダンスⅠ 1 年次 5月 大学教育入門セミナーの1コマを充てる

3 みらい協育ガイダンスⅡ 2 年次 9月 2 年次 9月成績配付時期に実施 

4 みらい協育ガイダンスⅢ 3 年次  従来の 3年次対象の就職ガイダンス 
※建築建設工学科については，履修登録期間中の面談時に将来の希望について話す。 

 

2.プログラム修了認定希望者のみ受けるもの 

 （略） 

  

2.2.  実践・学習報告会 

N0. 科   目   名 時   期 備           考 

1 実践・学習報告 4 年次末 本プログラムの履修者対象 

 

■ 履修状況 

1.全員を対象とするもの 

No 項目 
平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 

履修対象

者数 

履修者

数 

履修対象

者数 

履修者

数 

履修対象

者数 

履修者

数 

履修対象

者数 

履修者

数 

1 みらい協育ガイダンスⅠ 554 548 564 552 589 579 549   539

2 みらい協育ガイダンスⅡ     553 444 560 509   544  424

3 みらい協育ガイダンスⅢ         － － － － 

2.2.  実践・学習報告会 

・参加者数      平成 27 年度 ３名 

・プログラム修了者数 平成 27 年度 ３名 

 

（事務局資料） 
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⑥－２ 地域の課題解決の視点を踏まえたカリキュラム編成等，文部科学省補助事業「地

（知）の拠点整備事業（大学 COC 事業）」の取組は外部評価で好評を得た（資料

1-1-2-1-21）。 
 

資料 1-1-2-1-21 「地（知）の拠点整備事業（大学 COC 事業）」の概要と評価結果 

 

■ 事業概要 
 

１. 地域の課題解決による再生・活性化 

以下の５分野を重点分野とし，自治体等と連携し

て地域の課題解決に取り組む。 

（１）地域再生・活性化の基盤となる人材育成（社

会人の学び直しを含む） 

（２）地域産業の持続的な発展に資するものづく

り・産業振興・技術経営 

（３）進行する少子高齢化と過疎化に対応する地域

医療の向上 

（４）自然共生社会を実現する持続可能な社会・環

境づくり 

（５）安全・安心に資する原子力関連分野の人材育

成，防災体制の確立 

 

２. 学生の主体的な学びを促進し，地域志向の人材を育成 

地域の課題解決の視点を踏まえたカリキュラム編成を次の方法により行います。 

①-1 分野全体に関わる課題認識と問題関心を高めるため，共通・教養教育における「ものづくり・

産業振興・技術経営」「持続可能な社会・環境づくり」「原子力・エネルギー」分野のコア・カ

リキュラム化（地域コア・ カリキュラムの構築） 

①-2 専門教育で深く学習するため，①-1 の地域コア・カリキュラムとのつながりを意識し，カリ

キュラムを再構成 

② 学生が主体的に問題を発見し解を見出すアクティブ・ラーニングへの転換 

③ 地域志向教育研究推進のコア教員を配置 
 

■ 「外部評価」（平成 26 年度実施）より 

         〇自己評価 

 

 
            （平成 25 年度 COC 事業 自己評価結果表より抜粋） 

 

         〇外部評価結果（一部抜粋） 

   ・地域志向の人材育成を行うための全学及び学部における教育改革や，自治体と連携して取り組

む事業，地域コア教員の取組を通じた「教育活動」は全体を通じて適切に実施されていると評

価する。また，地域課題を解決するための「研究活動」及び「社会貢献活動」も，地域志向の

人材を育成するための教育活動に結びついている。 
（平成 25 年度 地(知)の拠点整備事業（大学 COC 事業）事業評価報告書より抜粋） 

 

 

※平成 27 年度に大学 COC 事業を発展させたものとして採択された「地（知）の拠点大学による地方創生推進事業

（COC+）」により，体系的な「地域コア科目群」を平成 28 年度から導入することとした。 

 

（事務局資料） 
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（ミッションの再定義も踏まえた教育課程の改編） 

⑦－１ 社会ニーズやミッションの再定義等を踏まえ，平成 28 年度に，「国際地域学部」

の新設（資料 1-1-2-1-22）とともに，教育地域科学部学校教育課程の「教育学部」（資

料 1-1-2-1-23）への改組，工学部８学科の５学科（資料 1-1-2-1-24）への改組を行

う。 

 
資料 1-1-2-1-22 「国際地域学部」の概要  

■ 社会ニーズやミッションの再定義などを踏まえ，教育地域科学部地域科学課程（定員 60 人）を

原資として，「国際地域学部」を平成 28 年度に新設する。 

    

 

（事務局資料） 

 

資料 1-1-2-1-23 教育学部への改組概要  

 

  （事務局資料） 
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資料 1-1-2-1-24 工学部の改組概要 

            

      
 

（事務局資料） 

 

 

⑦－２ 医学系研究科博士課程及び工学研究科博士後期課程では，平成 25 年度に，新た

な教育課程を導入した（P1-54 前掲資料 1-1-1-3-6，P1-56 前掲資料 1-1-1-3-8）。 

 

 

（教育の成果・効果） 

⑧－１ 各部局では，様々な機会を利用して教育の成果や効果を検証しており，良好な結

果が得られた（資料1-1-2-1-25）。 

 

  



資

 

 

⑧

 

資
 

 

 

資料 1-1-2-1-25

部 局

教育地域科学

医学部 

工学部 

※下線部は成果

 

⑧－２ 意見

状況（資

資料 1-1-2-1-26
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は
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ます

学年
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技術者

いに
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果       

見聴取結果を

資料1-1-2-1

6 卒業（修了）

年度および平

比較した。 

は福井大学で学
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で 4.0%以下と
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予定者からの意

平成 27 年度に実

学習や研究を

いますか。 

して，第２期末で

いる。 
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や効果の検証例

ズに対応した教

域科学課程のア

いてのアンケー

情報を分析する

基づき提案で

ワークショップ
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教育モデル・

，在学生を対
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グ科目が効果

拠した教育の満
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礎的な知識・教
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を修得できた
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    （事務

能力や資質等
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足度調査」の結
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だと思い

，全ての

真摯に学

養，専門

ン能力，

か」の問

高い評価

務局資料） 

等の修得

状況 

結果を取

力がどの

 



 

 

 

 

     

 

 

 

●あなたは

える力が

  
※第

は

●あなたは

力がどの

 
※第

は

 

●あなたは

み出す力

※第

は

       

は福井大学で学

がどの程度身に

１期末と比較し

5.8％向上して

は福井大学で学

の程度身につい

１期末と比較し
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学習や研究を
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いる。 
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いたと思います

して，第２期末で

いる。 

学習や研究を

身についたと思
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いる。 

      

および平成 27 年度
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することによ

いますか。 

では，十分身につ

することによ

すか。 

では，十分身につ

することによ

思いますか。

では，十分身につ

       

度「福井大学の
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福井大学

それらに基づ

と回答した割合

早く押さえ，ま
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と回答した割合

値は回答者数を示

足度調査」結果

学 教育 
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まとめる
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果より抜粋） 
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■ 平成 21

りまとめ比

 

●あなたは

か。 

※第

は

●あなたは

か。 

※第

は

 

●あなたは

いますか

※第

は

 

●あなたは

ますか。

※第

は

7 卒業（修了）

修得状況  
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は福井大学で学

１期末と比較し
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は福井大学で学
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実施した「教育
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よって日常的に

ついた～ある程

ってプレゼン

ついた～ある程

度専門職業人とし

する意識・満足

者に対する誠実

程度身についたと

にコミュニケー

程度身についたと

ンテーションを

程度身についたと

福井大学

して備えるべき

足度調査」の

実さがどの程

と回答した割合

ーションをする

と回答した割合

をする力がどの

と回答した割合

学 教育 

資質得状況 

結果を取

度身に

 

る力 ど

 

の程度身

 



 

 

 

●あなたは

どの程度身

      
※第

は

●あなたは

いたと思

※第

は

●あなたは

身につい

※第

は

 

●あなたは

についた

    
※第

は

は福井大学で学

身についたと思

１期末と比較し

11.5％向上して

は福井大学で学

思いますか。 

１期末と比較し

11.6％向上して

 

は福井大学で学

いたと思います

１期末と比較し

5.4％向上して

は福井大学で学

たと思いますか

１期末と比較し

4.6％向上して

学習や研究を

思いますか。

して，第２期末で

ている。 

学習や研究を

して，第２期末で

ている。 

学習や研究を

すか。 

して，第２期末で

いる。 

学習や研究を

か。 

して，第２期末で

いる。 
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することによ

では，十分身につ

することによ

では，十分身につ

することによ

では，十分身につ

することによ

では，十分身につ

ってディスカ

ついた～ある程

って文章作成

ついた～ある程

って社会や技

ついた～ある程

ってねばり強

ついた～ある程

ッションやデ

程度身についたと

成や文章表現の

程度身についたと

技術の変化に対

程度身についたと

強く仕事に取り

程度身についたと

福井大学

ディベートをす

と回答した割合

の力がどの程度

と回答した割合

対応する力がど

と回答した割合

り組む力がどの

と回答した割合

学 教育 

する力が

 

度身につ

 

どの程度

 

の程度身

 



 

 

⑧

 
資

 

 

 

●あなたは

たと思い

※第

は

 

⑧－３ 就職

肯定的評

（資料

資料 1-1-2-1-29

■ 能力・資

は福井大学で学

いますか。 

１期末と比較し

2.5％向上して

（平成 21 年度お

職先企業等か

評価が得られ

1-1-2-1-29

9 福井大学卒業

資質等の涵養状

学習や研究を

して，第２期末で

いる。 

および平成 27 年度

からの意見聴

れており，他

）。 

業(修了)生に関す

状況  
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することによ

では，十分身につ

度「福井大学の

聴取結果にお

他大学卒業生

する就職先関係

って他の学生

ついた～ある程

の教育・研究に対

おいて，本学

生に比して，

係者からの評価

生と協調する力

程度身についたと

（数

対する意識・満足

学卒業生の能

本学卒業生

福井大学

力がどの程度身

と回答した割合

数値は回答者数を

足度調査」結果

能力・資質等

に対する評価

 

学 教育 

身につい

 

を示す） 

 

果より抜粋） 

に対して

価は高い
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■ 福井大学卒業(修了)生と新卒者全体との評価比較   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

※語学力の涵養状況が必ずしも高く評価されておらず，その改善に向けて， GGJ 事業によって学生の語学力向

上を進めている。 

 

（福井大学の教育と卒業生についてのアンケート調査 2013 結果より抜粋） 

 

 

⑧－４ 卒業（修了）生は，概ね，各部局の人材育成目標に沿った“高度専門職業人”と

して就職している（資料 1-1-2-1-30）。 

 

資料 1-1-2-1-30 各部局の卒業・修了後の進路状況   
 

学部・研究科 卒業・修了後の進路状況の主な特徴 

教育地域科学部 

・平成 22 年度から平成 26 年度の５年間の進路決定率は平均 95.9％と高いものと

なっており，卒業生の平均 16.4％が大学院（大学院進学者のうち約８割が本学

大学院）に進学している。 

・学校教育課程では，平成 26 年度には，卒業者の 51%が教員（常勤講師等を含む）

となり，20%が大学院に進学している。 

・地域科学課程では，平成 26 年度には，卒業者の 27%が公務員，66%が企業・施

設団体等に就職している。 

医学部 

・医師・看護師国家試験合格者のほぼ全員（進学者を除く）が医療人として医療

機関に就職しており，医師国家試験合格者の約３割が医師として，看護師等国

家試験合格者の約７割が看護師として福井県内の医療機関に就職･研修してい

る。 

・医学科では，平成 26 年度，国家試験不合格者を除いたすべての卒業生が研修

医として病院勤務している。 

・看護学科では，平成 26 年度，97%の卒業生が医療・保健関係に就職している。
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工学部 

・卒業生のほぼ全員が工学部の人材育成目的に合致した高度専門技術者としての

進路を選択し，就職あるいは進学している。 

・大学院への進学者は，毎年，卒業生のほぼ半数にあたり（大学院進学者のうち，

約９割が本学大学院に進学），より高度な専門技術者を求める社会や学生の期

待に十分応えている。 

・全就職者の３割～４割弱，福井県出身の就職者のうち６割強～８割弱が県内企

業等に就職し，地域産業に大きく貢献している（平成 26 年度は，全就職者 269

名のうち 95 名，福井県出身の就職者 100 名のうち 78 名が県内に就職）。 

教育学研究科 

・毎年８割以上の修了者が就職している。さらに，教員志望者のほとんどが福井

県内において教職に就いている。 

・学校教育専攻・教科教育専攻では，平成 26 年度には修了者の 69%が，教職開発

専攻では修了者の 97%が教員になっている。 

医学系研究科 

・博士・修士課程修了者全員が，本学職員，県内又は県外医療機関医療人等の専

門職として就職している。 

・看護学専攻（修士課程）では，平成 22 年度から平成 26 年度の５年間，修了者

の就職率が毎年 100％であり，ほぼ全ての修了者が県内医療・保健・福祉機関

に就職している。 

・先端応用医学専攻（博士課程）では，平成 26 年度には修了生のうち 42%が県内

医療・保健衛生機関に，42%が本学教員として就職している。 

工学研究科 

・毎年９割以上の修了者が就職・進学しており，博士前期課程を修了し，就職し

た者の 15%～21%（福井県出身者に限れば５割程度）が県内企業等に就職してい

る（平成 26 年度は，全就職者 212 名のうち 36 名，福井県出身の就職者 58 名

のうち 28 名が県内に就職）。 

・博士後期課程修了者の約９割以上が，毎年企業等に就職しており，平成 26 年

度は，就職者の 16.7%が県内企業等に就職している。 

(事務局資料) 

 

 
⑧－５ 福井県内へ人材を供給することが本学の教育成果の一つであり，認証評価におい

て，「学部卒業生の県内就職率は約 50％であり，地域社会からの人材供給という期待

に応えている」として，高く評価された【別添資料 法-2】。 

 

 

（個性の伸長） 

⑨ グローバル人材育成推進事業等に係る取組とその成果，関係者からの評価で検証され

た求められる能力の良好な涵養状況，関係者からの期待に応える人材輩出状況等は，個

性の伸長に向けた戦略①に沿った，グローバル社会において真に活躍できる高度専門職

業人の育成が順調に進んでいることを示すものである。 

 

 
  



福井大学 教育 

1－114 

（実施状況の判定） 実施状況が良好である 
 

（判断理由） 

１．グローバルな視野を有する高度専門職業人として備えるべき能力等に沿った DP，CP

を策定した。 

 

２．教養教育の質的向上や円滑な実施を図る全学的な責任組織を整備した。教養教育に対

する学生の満足度は良好である。 

 

３．カリキュラム・マップ／ツリーを作成・周知し，教育課程の体系性を明確化した。こ

れら教育課程に基づく教育全般，専門教育に対する学生の満足度は良好であり，高度

専門職業人として備えるべき能力等が涵養できるものと好評を得た。 

 

４．教育課程について，様々な点検・評価を行い，その点検・評価結果を教育課程等の改

善に適宜活用した。 

 

５．東海・北陸地区の国立大学で唯一採択された GGJ 事業を通じて，グローバル人材育成

に係る教育を強化した。意見聴取結果等を鑑みると，グローバルな視野を有する人材

として備えるべき能力等の涵養状況は概ね良好であり，これは目標とするグローバル

人材の育成が進んだことの証左である。 

 

６．大学 COC 事業に基づく地域志向の実践力と創造力を有する学生を育成するためのカリ

キュラム改革の一環として，成果があがった。 

 

７．グローバルな視野を持つ高度専門職業人を育成するため，各部局では，教育支援事業

に基づくものを含め，特徴的な教育課程・内容を積極的に導入し，認証評価等での高

い評価など，成果があがった。さらに，社会ニーズやミッションの再定義等を踏まえ，

新たな教育課程の導入を伴う改組（一部は平成 28 年度改組）を行った。 

 

８．高度専門職業人として備えるべき能力や資質等の修得状況が良好であり，これは人材

育成目標に沿った“グローバルな視野を持った高度専門職業人”が体系的な教育課程

のもと順調に育成されている証左である。 

 

９．学習成果に関わる学生の自己評価結果は，第１期に比べ向上し，これは第２期の取組

が十分な成果をあげたことの証左である。 

 

10．教育成果の一つである，県内への高度専門職業人の輩出状況は，認証評価において高

評価を得た。 
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計画１－１－２－２「高度専門職業人として備えるべき能力を涵養し，高い学習成果を得

るために，多様な教育方法・形態の積極的な工夫・導入や単位の実質化を行う。」に係る

状況【★】             
 

（多様な教育方法・形態の積極的な工夫・導入） 

①－１ 様々な指導法や教育方法・形態等の工夫・導入を積極的に行った（資料 1-1-2-2-1，

2）【別添資料 教-8】。 

 

資料 1-1-2-2-1 学修指導方法上の工夫状況  

 

■ 第１期に引き続き，FD 活動など様々な機会を利用して，高度専門職業人として備えるべき能力を涵養し，

高い学習成果等が得られるような，其々の目的・内容等に応じた学習指導上の工夫・導入を積極的にするよ

う，教員に随時奨励した。 

 
■ 学士課程（平成 26 年度） 

学部・学科等 授業区分 

科 

目 

数 

学習指導法上の工夫 

少人数教育 対話・討論型 フィールド型 メディア活用 ＴＡ活用 

科目数 割合 科目数 割合 科目数 割合 科目数 割合 科目数 割合

教育 
地域 
科学部 

学校教育課程 
講義 293 135 46％ 127 43％ 41 14％ 183 62％ 14 5％

演習 111 82 74％ 75 68％ 35 32％ 45 41％ 16 14％

実験・実習 140 123 88％ 80 57％ 34 24％ 44 31％ 22 16％

地域科学課程 
講義 130 51 39％ 42 32％ 17 13％ 83 64％ 4 3％

演習 72 54 75％ 43 60％ 33 46％ 20 28％ 2 3％

実験・実習 6 5 83％ 1 17％ 6 100％ 0 0％ 0 0％

医学部 

医学科 
講義 77 1 1％ 11 14％ 8 10％ 77 100％ 7 9％

演習 18 13 72％ 17 94％ 0 0％ 18 100％ 0 0％

実験・実習 8 4 50％ 5 63％ 4 50％ 1 13％ 2 25％

看護学科 
講義 49 3 6％ 22 45％ 0 0％ 49 100％ 0 0％

演習 35 12 34％ 22 63％ 3 9％ 34 97％ 0 0％

実験・実習 17 13 76％ 13 76％ 13 76％ 0 0％ 0 0％

工学部 

機械工学科 
講義 43 1 2％ 3 7％ 0 0％ 20 47％ 4 9％

演習 11 1 9％ 2 18％ 1 9％ 0 0％ 10 91％

実験・実習 4 3 75％ 3 75％ 0 0％ 3 75％ 4 100％

電気・電子工学
科 

講義 26 0 0％ 0 0％ 0 0％ 1 4％ 0 0％

演習 8 3 38％ 1 13％ 0 0％ 0 0％ 4 50％

実験・実習 4 3 75％ 3 75％ 0 0％ 0 0％ 0 0％

情報・メディア
工学科 

講義 12 0 0％ 0 0％ 0 0％ 3 25％ 4 33％

演習 5 0 0％ 3 60％ 1 20％ 4 80％ 5 100％

実験・実習 2 1 50％ 1 50％ 0 0％ 0 0％ 2 100％

建築建設工学
科 

講義 30 3 10％ 1 3％ 2 7％ 6 20％ 9 30％

演習 9 0 0％ 2 22％ 5 56％ 2 22％ 6 67％

実験・実習 1 0 0％ 0 0％ 0 0％ 0 0％ 1 100％

講義・演習 5 2 40％ 0 0％ 3 60％ 0 0％ 4 80％

材料開発工学
科 

講義 44 1 2％ 7 16％ 1 2％ 8 18％ 0 0％

演習 2 1 50％ 2 100％ 0 0％ 1 50％ 1 50％

実験・実習 3 0 0％ 0 0％ 0 0％ 0 0％ 3 100％

生物応用化学
科 

講義 28 3 11％ 4 14％ 0 0％ 6 21％ 0 0％

演習 5 3 60％ 4 80％ 1 20％ 1 20％ 1 20％

実験・実習 3 0 0％ 1 33％ 0 0％ 0 0％ 2 67％

物理工学科 
講義 71 0 0％ 2 3％ 0 0％ 9 13％ 1 1％

演習 3 0 0％ 0 0％ 0 0％ 1 33％ 2 67％

実験・実習 6 6 100％ 0 0％ 0 0％ 0 0％ 6 100％

知能システム
工学科 

講義 39 2 5％ 3 8％ 0 0％ 11 28％ 5 13％

演習 7 0 0％ 0 0％ 0 0％ 5 71％ 7 100％

実験・実習 8 4 50％ 3 38％ 0 0％ 3 38％ 6 75％
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共通教育 講義 120 6 5％ 13 11％ 1 1％ 120 100％ 9 8％

演習 76 45 59％ 56 74％ 2 3％ 76 100％ 4 5％

実験・実習 10 5 50％ 0 0％ 3 30％ 10 100％ 0 0％
※科目数は，平成 26 年度開講科目を対象に調査し教員から回答のあった科目の総数である。割合はその科目数に対する 

％で示す。 

 

■ 大学院課程（平成 26 年度） 

 

※科目数は，平成 26 年度開講科目を対象に調査し教員から回答のあった科目の総数である。割合はその科目数に対する％

で示す。 

 

（事務局資料） 

 

 

  

研究科 専攻等 

科

目

数 

学習指導法上の工夫 

少人数教育 対話・討論型 フィールド型 メディア活用 

科目

数 
割合 科目数 割合 

科目

数 
割合 

科目

数 
割合 

教育学 
研究科 

学校教育専攻 52 38 73.1％ 45 86.5％ 20 38.5％ 35 67.3％

教科教育専攻 222 207 93.2％ 145 65.3％ 49 22.1％ 103 46.4％

教職開発専攻 36 32 88.9％ 32 88.9％ 17 47.2％ 30 83.3％

医学系 
研究科 

看護学専攻 38 38 100％ 38 100％ 0 0.0％ 38 100％

工学 
研究科 

機械工学専攻 19 4 21.1％ 8 42.1％ 1 5.3％ 13 68.4％

電気・電子工学専攻 18 13 72.2％ 15 83.3％ 2 11.1％ 3 16.7％

情報・メディア工学専攻 15 2 13.3％ 9 60.0％ 0 0.0％ 5 33.3％

建築建設専攻 24 12 50.0％ 17 70.8％ 3 12.5％ 7 29.2％

材料開発工学専攻 20 6 30.0％ 14 70.0％ 0 0.0％ 4 20.0％

生物応用化学専攻 32 25 78.1％ 26 81.3％ 2 6.3％ 4 12.5％

物理工学専攻 28 15 53.6％ 22 78.6％ 0 0.0％ 1 3.6％

知能システム工学専攻 25 13 52.0％ 18 72.0％ 0 0.0％ 9 36.0％

繊維先端工学専攻 26 12 46.2％ 19 73.1％ 1 3.8％ 5 19.2％

原子力・エネルギー安全

工学専攻 
44 24 54.5％ 8 18.2％ 4 9.1％ 26 59.1％

共通科目 20 7 35.0％ 13 65.0％ 7 35.0％ 9 45.0％
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資料 1-1-2-2-2 学士課程における教育方法・形態等の工夫例 
 

 

■ 各部局では，第１期に引き続き，高度専門職業人として備えるべき能力を涵養し，高い学習成果

を得るための教育方法・形態等の工夫・導入を積極的に図った。 
 
●教育地域科学部 

① 学校教育課程 
実践的力量のある教員を養成するため，実践コア科目として，「教育実践研究 A～C」及び「教職実

践演習」を１年次から４年次まで段階的に学修させている。「教育実践研究 A～C」は，介護等体験，

教育実習とその事前・事後学習，フレンドシップ事業を中核とした総合学習・特別活動・組織学習の

実習，生徒指導・教育相談の実習を中心とした科目となっている。また，「教職実践演習」は「教育実

践研究 A～C」での取組の延長線上に位置づけられるものであり，４年次生による教職課程全体の振り

返りを中心に，コース・学年の異なるチームによる協働探求を行う科目となっている。 

② 地域科学課程 

地域の諸課題をテーマとした「地域課題ワークショップⅠ～Ⅳ」を１年次から４年次まで段階的に

学習させる体制をとっている。さらに，「地域課題ワークショップⅠ」「同Ⅱ」を履修し，各系に配属

となった２年次生及び３年次生を対象として，系横断的な形での「地域創成ワークショップ」を開講

している。この科目は，「地域創成」をテーマとし，福井県内の行政機関や中小企業をフィールドとし

た調査・分析活動を行い，その成果を発表するという形態をとっている。 
 
●医学部 

① 医学科 
医学教育モデルコアカリキュラムに準拠した教育課程において，高い学習成果を得るため，以下の

ような工夫を行っている。 

・臨床前教育課程において，科目内容に最も相応しい研究・診療活動を実施している教員が領域の枠

を超えて横断的に担当する「総合型」講義形式を導入している。 

・課題探究・解決能力形成のため，テュートリアル教育を取り入れている。 

・研究マインドを涵養するため，「研究室配属」を行っている。 

・臨床系科目では，従来の講義形式にテュートリアル教育を組み合わせた統合型科目があり，学生は

将来実際に体験するであろう臨床的な課題に取り組む。 

・英語教育担当教員と医学専門教育担当教員が連携した医学英語科目を専門教育科目として２年次～

４年次に展開している。 

・「基本的診療知識」及び「基本的診療技能」のコマ数を増やし，臨床実習前に，学生に十分な基本的

臨床技能を涵養している。 

・より実践的な臨床能力を身に付ける臨床参加型学習（クリニカルクラークシップ）を実施している。 

② 看護学科 

平成 24 年度から導入した看護学科新カリキュラムでは，看護実践能力を強化し看護師として臨床に

スムーズに移行できるよう，臨地実習に看護技術実習を導入した。この臨地実習では，教員と臨床の

コラボレーションにより対象者のニーズを的確に把握し創造的に看護技術を提供できる基本的能力の

育成を行っている。また，キャリアアップ実習では，国際的な看護活動や専門分野における看護実践

について理解を深め，将来高度実践看護師として専門分野で活躍するためのキャリアアップする能力

を育成している。この実習は国内の高度実践看護師体験実習と，海外における高度実践看護師体験実

習の選択制となっており，自らが目指す専門領域の高度実践看護師から直接学ぶことができる教育と

なっている。   
 
●工学部 

○学部全体の取組 

平成20年度教育GP「夢を形にする技術者養成プログラム」を基礎として，学生の自主性や創造性を

高め，知識・技能を総合して問題を解決する実践能力の育成を目指した総合型体験学習である「創成

教育」を実施しており，さらに意欲的な学生を対象に，学科横断型の科目である学際実験・実習（選

択科目）を設けている。 

工学部共通の科目として「学際・実験実習」を設け，次のプロジェクトに参加することで，「もの

づくり」に必要な創造力と実践力を育む取組を行っている。 

・市販のロボットパーツを用いて，与えたコースを歩行する自律型ロボットの構想・設計・製作を行

う知能ロボット・プロジェクト 

・Webアプリケーション・スマートフォンアプリを開発するアプリ開発プロジェクト 

・地域や環境，快適性の問題について，調査や検討，解決策を考え試行・提案するIMAGINEERプロジェ

クト福井 

 また，８学科のうち７学科では，４年次生の前期及び後期の時点で，それまでに履修が可能な学部 

卒業に必要な単位を全て修得した学生に対しては，大学院の授業科目を８単位まで履修可能な制度を 

設けて，高度な能力の発展が望める環境を整えている。 
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① 機械工学科 

機械工学科では３年生を対象として，機械創造演習を実施している。本演習では，学生を５名程度

のグループに分け，教員が定めた課題に対して，モノづくりを実体験させている。本演習では，学生

の主体的な取組やこれまでに学んできた様々な専門知識の有機的な活用が必要となる。さらに，モノ

を創り出す楽しさ，グループでモノを創り出すためのコミュニケーションの重要性，スケジューリン

グの重要性，プレゼンテーション力，環境を意識したモノづくりなど機械技術者として必須となる多

くのことを学習させることができる。 

② 電気・電子工学科 

平成18年度より学習教育目標を明示し，また科目間の相関に関しては以前より全学生に配布する教

育課程解説書で明示している。授業形態の組み合わせやバランスは，卒業学生の単位取得データを利

用したシミュレーションを実施し，目標との合致度を評価する試みを行うことで，現授業体制の調整

等を行った。なお，シミュレーションに関してはFDフォーラム紙第7号に掲載されている。 

なお，これらの学習指導法の工夫の結果，平成25年度にJABEEの認定を受けた。 

③ 情報・メディア工学科 

講義，演習，実験を相補的に実施することにより，基礎概念とスキル獲得を支援し，デザイン能力

を養成している。低学年においては，計算機言語等の科目において，講義と演習を相互に関連づけて

実施し，また，高学年では設計能力を重視して，講義実施後，数週間程度を要するプログラム設計・

実装を課している。ハードウェア科目においても，高学年では，教育内容の進展に応じた授業形態と

時間配分を工夫しており，実験では，半期２テーマの中規模実験とポスター発表を課している。なお，

この方針は平成21年度から実施されているカリキュラムの抜本的な改訂において強化されている。 

④ 建築建設工学科 

建築建設工学科では，授業を通じて最低限身につける必要がある能力（以下，学習・教育目標と呼

ぶ。）を計10項目掲げており，各科目のシラバスには学習・教育目標に対する貢献度を明記している。

また，各学習・教育目標をバランス良く修得させるため，各学習・教育目標に対する必要単位数を定

めている。個々の科目では，学生の理解を深めるための独自の工夫が施されている。例えば，構造力

学の計算能力の習得を目的とする授業では，講義と演習を連続で行い，意欲のある学生に対しては演

習問題を確実に解けるまで教員が付き添い指導している。学習指導については，各学年を数人のグルー

プに分けて，そのグループごとに１人の教員を配置し，半期ごとに面談を行っている。面談では，各

学習・教育目標の修得状況を確認するとともに，履修指導等を行っている。 

⑤ 材料開発工学科 

材料開発工学科の教育方針は，応用化学分野の基礎学問である数学，物理，有機化学，無機化学，

分析化学，高分子化学，熱力学，移動現象論などを土台とし，資源・環境問題などを含む幅広い視点

から主体的に新素材開発に取り組める技術者を育成することである。基礎的な分野の必修科目では，

授業中の演習を充実させて着実な習得をはかっている。このようにして習得した内容をさらに実践的

に身に付けられるようにするため，実験実習科目にも重点を置いている。とくに３年次開講の材料化

学・材料物理実験においては，週２回のペースで実験を実施することにより，実験技術の習得や科学

的な思考のトレーニングを集中的に行っている。 

⑥ 生物応用化学科 

化学と生命科学の学際領域で活躍できる科学技術者としての素養を培うことを目的として，化学，

生命科学の専門知識を身につける教育とともに，工学の基礎知識に基づいた実学指向の教育を行う。

このように基礎と応用との両方の素養を確かなものにするために，「あまりに多くのことは教えない

が，教えるべきことは徹底して教える」ことをモットーとし，適切なカリキュラムが組まれている。 

⑦ 物理工学科 

基礎科学の能力を持つ創造性豊かな人材育成のため，少人数教育の一環として「大学教育入門セミ

ナー」を開講している。また，「力学講究」，「電磁気学講究」においては，解法を簡潔に説明する

能力を養うため，教員，グループ又はクラス全員との議論を通じ，学生に多面的に考える習慣をつけ

させている。工学的な教育として，物理工学科教員が中心となり，「物理博物館」という名のプロジェ

クトを導入・推進している。物理博物館では，２スパンの場所と予算を学生に与えるとともに，独自

のテーマでの課題研究，公開講座などの実施，新入生合宿研修の企画と運営を行っている。また，理

学的な教育が中心となるために技術者倫理などを含む「工業と技術者」やデザイン能力をつけるため

の「システム創造思考法」を必修科目としている。これらの科目では，討論を積極的に取り入れてい

る。特に，後者では，社会的な課題を半年間かけてグループで討論して提案するという授業である。 

⑧ 知能システム工学科 

知能システム工学科では，機械・電子・情報などの横断的分野におけるハードウェアからソフトウェ

アまでをカバーした講義科目のステップを踏んで基礎から幅広い分野の学習に進む教育方針でカリ

キュラムを構成している。また，ロボットをはじめとする「ものづくり」教育の基本となる演習，実

験等においても，ロボット工房と多様な教育スタッフの特徴を活かし，グループによるロボット製作

を通して，協力しながら問題解決できるコミュニケーション能力を持った高度な人材を育てる教育を

実践している。 

 
（事務局資料）
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①－２ 認証評価において，教育地域科学部のアクティブ・ラーニング型教育プログラム

等（P1-100 前掲資料 1-1-2-1-18）が優れた点として評価された【別添資料 法-2】。 

 
①－３ 大学院授業科目の早期履修制度を医学部及び工学部で設け，学生に活用された

（資料 1-1-2-2-3）。 
 

 

資料 1-1-2-2-3 大学院科目の早期履修制度   
 

■ 医学部（医学科）  

学科 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

履修者数 2 5 11 5 3 
※平成 23 年度より実施 

 
■ 工学部 

 
※生物応用化学科は，平成 23 年度より実施  

※※情報・メディア工学科，建築建設工学科は，平成 25 年度より実施  

        

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

履修者数 0 11 0 9 0 9 48 19 32 20 32 19 

科 目 数 0 20 0 17 0 13 2 9 4 10 4 7 

履修者数 10 17 14 19 11 17 18 18 15 12 13 11 

科 目 数 21 32 41 39 24 44 8 5 7 4 9 3 

履修者数 8 18 13 15 4 8 

科 目 数 3 6 4 4 2 4 

履修者数 5 3 3 1 4 2 

科 目 数 2 1 2 1 4 2 

履修者数 18 20 30 32 9 23 22 27 18 36 16 34 

科 目 数 43 49 54 65 20 51 6 11 5 15 9 11 

履修者数 0 4 0 0 0 0 0 0 0 0 

科 目 数 0 4 0 0 0 0 0 0 0 0 

履修者数 10 5 7 11 6 6 7 12 4 10 4 12 

科 目 数 18 11 12 18 9 7 7 9 4 8 3 9 

履修者数 38 53 51 75 26 55 108 97 85 94 73 86 

科 目 数 82 112 107 143 53 115 28 41 26 42 31 36 

生物応用化学科

物理工学科

合　　計

平成27年度

機械工学科

電気・電子工学科

情報・メディア工学科

建築建設工学科

材料開発工学科

学　　　科 区　　分

平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度

（事務局資料）
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①－４ これら様々な授業形態・指導法等の工夫・導入等も一助となり，意見聴取結果か

ら鑑みると，高度専門職業人として備えるべき能力の涵養状況は良好であり（資料

1-1-2-2-4），これらの導入効果は学生から好評を得た（資料 1-1-2-2-5）。 

 
 

資料 1-1-2-2-4 学生からの意見聴取結果から鑑みた，高度専門職業人として備えるべき能力の涵養状況 

 
■ 教育地域科学部 

設問：教育地域科学部では，ディプロマ・ポリシーにおいて，①子どもへの深い理解と子どもの主体

的な学びを組織する専門的・実践的な力量を備えた学校教員の養成，②地域の特性と課題に対

する関心と意欲をもち，地域や国際社会の発展に貢献できる人材の養成を教育目標としていま

す。教育地域科学部のカリキュラムは，上記の教育目標に照らして適切だと思うか。 

 
 設問：教育地域科学部のカリキュラムに沿って真摯に学習を続けていくことにより，あなたは卒業時

までに学部の教育目標に沿った以下の能力等を修得できると思いますか。 
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1.強くそう思う

6%

2.そう思う

72%

3.どちらともいえ

ない

19%

4.そう思わない

1%

5.全くそう思わな

い

0%

無回答

2%

 
 

 

 
（平成 26 年度「カリキュラムアンケート」結果より抜粋） 

 
■ 医学部医学科 

設問：医学科では，①幅広い医学知識をもち，質の高い臨床能力を身につけ，②コミュニケーショ

ン能力に優れ，高い倫理観を持って患者様中心の医療を実践でき，③日々進歩する医学知

識・医療技術を生涯にわたり学ぶ習慣を身につけ，根拠に立脚した医療を実践できる医療人

を育成することを教育目標としています。 

そこで，本学のカリキュラムを履修して，これらに対応した以下の事項を修得することが

できたとお思いですか？ 

A）医学知識を修得できた 

1.強くそう思う 6 

2.そう思う 72 

3.どちらともいえない 19 

4.そう思わない 1 

5.全くそう思わない 0 

無回答 2 

合計 100 
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1.強くそう思う

5%

2.そう思う

59%

3.どちらともい

えない

30%

4.そう思わない

4%

5.全くそう思わ

ない

0%
無回答

2%

1.強くそう思う

8%

2.そう思う

54%

3.どちらともい

えない

35%

4.そう思わない

1%

5.全くそう思わ

ない

0%
無回答

2%

1.強くそう思う

8%

2.そう思う

49%

3.どちらともい

えない

38%

4.そう思わない

3%

5.全くそう思わ

ない

0%

無回答

2%

1.強くそう思う

15%

2.そう思う

59%

3.どちらともい

えない

22%

4.そう思わない

0%

5.全くそう思わ

ない

2%
無回答

2%

1.強くそう思う

6%

2.そう思う

59%

3.どちらともい

えない

30%

4.そう思わない

3%

5.全くそう思わ

ない

0% 無回答

2%

B）臨床能力を修得できた 

1.強くそう思う 5 

2.そう思う 59 

3.どちらともいえない 30 

4.そう思わない 4 

5.全くそう思わない 0 

無回答 2 

合計 100 

 

 

C）コミュニケーション能力を修得できた 

1.強くそう思う 8 

2.そう思う 54 

3.どちらともいえない 35 

4.そう思わない 1 

5.全くそう思わない 0 

無回答 2 

合計 100 

 

 

D）高い倫理観を修得できた 

1.強くそう思う 8 

2.そう思う 49 

3.どちらともいえない 38 

4.そう思わない 3 

5.全くそう思わない 0 

無回答 2 

合計 100 

 

 

E）学ぶ習慣を修得できた 

 

 

 

F）根拠に立脚した実践的臨床能力を修得できた 

1.強くそう思う 6 

2.そう思う 59 

3.どちらともいえない 30 

4.そう思わない 3 

5.全くそう思わない 0 

無回答 2 

合計 100 

 

1.強くそう思う 15 

2.そう思う 59 

3.どちらともいえない 22 

4.そう思わない 0 

5.全くそう思わない 2 

無回答 2 

合計 100 
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1.強くそう思う

5%

2.そう思う

83%

3.どちらともいえ

ない

12%

4.そう思わない

0%
5.全くそう思わな

い

0%

1.強くそう思う

12%

2.そう思う

79%

3.どちらともいえ

ない

9%

4.そう思わない

0%
5.全くそう思わな

い

0%

1.強くそう思う

11%

2.そう思う

75%

3.どちらともいえ

ない

14%

4.そう思わない

0%

5.全くそう思わな

い

0%

1.強くそう思う

12%

2.そう思う

79%

3.どちらともいえ

ない

9%

4.そう思わない

0%

5.全くそう思わな

い

0%

■ 医学部看護学科 

設問：看護学科では，① 看護の対象となる人間を総合的に理解でき，② 高い倫理観を持ち，看

護の対象となる人間の権利を守ることのできる医療人，③ 健康に関わる諸問題の解決に必

要な知識・技術を主体的に学び，創造する能力，④ 関連領域の専門家と協力し，必要に応

じて調整的な役割を果たす能力，⑤ 看護を批判的に吟味し，建設的・創造的に発展させる

能力を育成することを教育目標としています。 

そこで，これまでのカリキュラムの履修状況から考えて，今後のカリキュラムを適切に履

修すればこれらに対応した以下の事項が卒業時で修得できると思いますか？ 

 

① 看護の対象となる人間の総合的理解       

1.強くそう思う 3 

2.そう思う 47 

3.どちらともいえない 7 

4.そう思わない 0 

5.全くそう思わない 0 

合計 57 

 

 

 

② コミュニケーション能力                  

1.強くそう思う 7 

2.そう思う 45 

3.どちらともいえない 5 

4.そう思わない 0 

5.全くそう思わない 0 

合計 57 

 

 

 

③ 高い倫理観                         

1.強くそう思う 6 

2.そう思う 43 

3.どちらともいえない 8 

4.そう思わない 0 

5.全くそう思わない 0 

合計 57 

 

 

 

④ 学ぶ習慣                          

1.強くそう思う 7 

2.そう思う 45 

3.どちらともいえない 5 

4.そう思わない 0 

5.全くそう思わない 0 

合計 57 
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1.強くそう思う

9%

2.そう思う

79%

3.どちらともいえ

ない

12%

4.そう思わない

0%

5.全くそう思わな

い

0%

（医学部「カリキュラム評価アンケート」より抜粋）

 

⑤ 看護業務を発展させる能力                        

1.強くそう思う 5 

2.そう思う 45 

3.どちらともいえない 7 

4.そう思わない 0 

5.全くそう思わない 0 

合計 57 

 

 

 
■ 工学部 

設問：工学部では，DP（ディプロマ・ポリシー）において，以下のような高度専門人材を育成する

ことを謳っています。 

・基礎的な知識・教養，および専門的知識・能力を有している。 

・創造力，自己学習力，問題解決能力，およびコミュニケーション能力を有している。 

・高度専門技術者として守るべき倫理や負うべき社会的責任を理解し，幅広い視野をもっ

て社会の発展に貢献できる。 

工学部のカリキュラムは，上記の教育目標に照らして適切だと思うか。 

 

 
 

 

設問：工学部のカリキュラムに沿って真摯に学習を続けていくことにより，あなたは卒業時までに

次の①～③の能力等を修得できたか。 

 



 

資
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事務局資料） 
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（語学力関係） 

②－１ 新たに設置した語学センター（資料 1-1-2-2-6）を中心として，実践的英語教育

を推進し，語学力の向上等，成果があがった（資料 1-1-2-2-7，8）。 

 
資料 1-1-2-2-6 語学センターの概要 

 

■ グローバル社会で活躍できる高度専門職業人として備えるべき語学力の向上を図るため，学長

のリーダーシップのもと，旧来の語学教育を刷新し，より実践的な英語教育を推進するよう，平

成 23 年に語学センターを設置した。優れた実績を有す米国人教授をセンター長として登用すると

ともに，外国人教員 12 名を自助努力で雇用した。 

大学機関別認証評価（平成 27 年度受審）において，「語学センターに多数の外国人教員を配置

し，実践的語学教育の充実及びグローバル人材の育成に寄与している」が優れた点として高く評

価された【別添資料 法-2】。 

 
■ 主な業務概要 

 

語学センターの主な業務概要は下記の通りである。 

 

・共通・教養教育の一部として実施される必修の英語カリキュラムの改革と実施 

・学生の一般的なコミュニケーション能力の上達を図るため，４技能を統合した基本的なコミュ

ニカティブクラス（シラバスにオンライン学習を組み込み，それを活用することを含む）の担

当 

・福井大学における「経済社会の発展を牽引するグローバル人材育成支援（GGJ)」事業で示され

ている TOEIC の目標スコア達成のためのサポート 

・福井大学の３学部・３大学院研究科における，基礎的な英語教育及び各学部・研究科に合わせ

た ESP（English for Specific Purposes）教育開発のサポート 

・共通・教養教育担当の教員が行っている英語授業のサポート及び強化支援 

・地域の企業・住民の方々に対する英語カリキュラムの開発及び提供 

・留学生と日本人学生が会話，レクリエーション，アカデミックな目的のために集い合うことの

できる「グローバル・ハブ」の運営 

・学生が自律的に学習できる言語開発センター（LDC）の運営 

・近隣の高等教育機関における学生の英語能力向上への協力 

 
 

 （事務局資料） 

 

 

  

■ 教員構成                           H27.4.1 現在 

職種 教授 准教授 講師 助教 

人数 
３ 

（内外国人２）

１ 
（内外国人１）

４ 
（内外国人３）

８ 
（内外国人７） 

 



資
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資料 1-1-2-2-8 実践的語学教育の成果（語学力改善のための GGJ 事業の進展状況） 
  

 

■ 進捗状況及びその成果 

【平成25年度】 

・語学教育の充実の一環として，文京，松岡両キャンパスの図書館に，自主学習スペースとして，

E-learninシステムを用いてスピーキングの練習をすることができる個人語学演習室や，６人まで

のグループ用学習室等を備えた言語開発センター（LDC）を設置し，学生の自主的学習・学力向上

を促すための支援体制を整備した。 

・英語教育充実のための取組の先鞭として，工学部１年生を対象に授業時間を週１回から２回に増や

し，かつ授業はTESOL（Teaching English to Speakers of Other Languages）等の修士号以上を持

つインストラクターが担当することとした。これらの取組により，平成25年度工学部１年生のTOEIC

平均点が，年度当初と年度末の比較で，50点以上向上する等の成果を挙げている。 
 

（「平成25年度に係る業務の実績に関する報告書」から一部抜粋） 

 

【平成26年度】 

・英語教育について，平成25年度から工学部１年生を対象に授業時間を週１コマから２コマに増やし

てきたが，平成26年度からは英語教育の週２コマ化を全学部に展開し，語学教育を充実した。本取

組により，平成26年度１年生のTOEIC平均点が，年度当初と年度末の平均点で約20点，最高点では

約80点向上する等の効果が現れた。 

・その他英語教育の充実に向けた取組として，工学部では実践的英語教育として，海外と取引のある

眼鏡メーカーによる特別講義を行い，参加学生は海外６カ国（ドイツ，イタリア，アメリカ等）を

戦略的販売対象としたメガネデザイン販売企画に挑戦し，それぞれの国の多様な価値観や文化を学

び，海外で必要とされる英語での表現力等を学習した。受講した学生からは，「もっと英語で表現

できるようになりたい。専攻する分野についても極めていきたい」というコメントを得ている。 

・医学部においては，海外の病院で経験と実績を踏んだ医師を招き，グローバルに活躍するために必

要な能力・技術等についての講演会を開催し，約８割の学生から英語学習や留学に興味を持ったと

の意見があり，学生の学修意欲向上に大きく貢献した。 

さらに， 

・内定学生向けの「ビジネス英語コミュニケーションクラス」を開講し，英語での電話対応，英文ビ

ジネスメールの書き方，プレゼン方法などを指導している。 

・英語以外のアジア語については，海外短期研修プログラム等により強化している。例えば，タイ語

の語学研修プログラムにおいては，受入れ大学の協力を得て語学習得の確認試験（筆記及び面接試

験） をプログラム終了時に実施しており，初級程度の達成を確認している。 
 

（「平成26年度に係る業務の実績に関する報告書」から一部抜粋） 

 

【平成27年度】 

 ・ 英語教育について，平成26年度後期からカリキュラム内容を改善するため過去のデータを精査し,

平成28年度入学生を対象に改訂したカリキュラム適用した。具体には，過去のTOEICスコアデータ

と学生へのアンケート結果分析より,多くの１,２年生はTOEIC試験に頻出されるビジネスに関連

した場面（商談,Eメールの書き方,会議室,空港など）への馴染みが薄いということが判明。改訂

後のカリキュラムでは,パーソナルコミュニケーションを学んだ後,２年生でプロフェッショナル

コミュニケーションに焦点を当てることで,より効果的にTOEICへ向けた準備を進めることができ

るようになった。 

・工学部および教育地域科学部の１年生は,後期末にポスター発表会,２年生はPPTを使った発表を

行った。特に２年生では,専門分野に関連した発表を行うグループも多く，ESP（ English for 
Specific Purposes）教育の推進に繋げることができた。  

・昨年度から試行的に開始したPBL（課題解決型学習）授業を，工学部の４学科（機械工学科・建

築建設工学科,材料開発工学科,生物応用化学科）でESP教育の一環として今年度も２年生を対象

に実施した。更に教育地域科学部２年生22名を対象にストーリーテリングをテーマとした通年の

PBL授業を初めて開講した。事後アンケートでは,「語学力の習得のみならず,クラスメイトとの

協働・連携や積極性など,多面的に成長した」というコメントを得ている。 

・出版社との共催でグローバルに活躍できる高度専門職業人の育成を目指し,「Language, Culture, 

Globalization」をテーマに米国ジョージメイソン大学およびメリーランド大学より講師を招き,

講演会を開催した。教育地域科学部１年生を中心に約180名が参加。事後アンケートでは,現場の

最前線で活躍している方の体験談を聞くことで刺激をうけ,学習意欲の向上に繋がったというコ

メントが多くあった。またコミュニケーションの手段として,英語が果たす役割の大きさに気づ

き,留学への興味を持ったという声もあった。学生がより国際的な視野で物事を考える機会を提

供し,語学学習への意識向上に繋げることができた。 
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■ 取組に対する評価 

・法人評価委員会による「平成26年度に係る業務の実績に関する評価結果」において，当該取組は以

下のように「注目される事項」として取り上げられている。 

 

Ⅱ．教育研究等の質の向上の状況 

平成26年度の実績のうち，下記の事項が注目される。 

 

○ 学生の英語力向上についての取組 

英語教育について，平成26年度から授業時間の週２コマ化を全学部に展開するとともに習熟度

別少人数教育を実施したほか，英語教育の専門教員を新たに雇用するなど，実践的英語教育を充

実した結果，平成26年度１年次生のTOEIC平均点が，年度当初と年度末の平均点で約20点，最高点

では約80点向上するなどの効果を得ている。 
 

（「平成26年度に係る業務の実績に関する評価結果」から一部抜粋） 

 

（事務局資料） 
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②－２ 英語科目の授業時間の倍増とともに，実践的な少人数型英語教育（資料 1-1-2-2-9）

を共通・教養教育課程において展開し，学生から好評を得た（資料 1-1-2-2-10）。さ

らに，専門教育においても，様々な工夫を行い，学生の語学力向上に努めた（資料

1-1-2-2-11）。 

 

  
資料 1-1-2-2-9 少人数型英語教育科目の概要 

 
■ GGJ 事業（P1-93 前掲資料 1-1-2-1-12）に基づき，英語教育科目について，平成 25 年度から

工学部１年生を対象に，英語科目数を４科目から８科目に倍増，授業時間を週１コマから２コ

マに増やし，TESOL 等を専門とした語学センターインストラクター等を活用した１クラス約 20

名～25 名の習熟度別少人数教育にて講義を実施するなど語学教育を充実した。平成 26 年度から

は英語教育の週２コマ化を全学部に展開した。 

 
英語の履修課程は次のとおりです。 

学部 
１年 ２年 

前期 後期 前期 後期 
教育地域科学部 

工学部 
英語１ 英語３ 英語５ 英語７ 
英語２ 英語４ 英語６ 英語８ 

教育地域科学部７クラス，工学部 24 クラスに分けて授業を行います。 

クラス編成表を別途掲示しますので，そこに指定されたクラスで履修してください。 

また，両学部の再履修生のためのクラスを別途開講します。 

 

留意事項： 

（１）英語は，指定されたクラスで英語１～８まで履修してください。 

（２）英語１～８の授業は習熟度別クラス編成で行います。英語１～４はリスニングとスピーキング

を中心としたコミュニカティブな授業を行います。英語５～８はリスニングとスピークングも行

いますが，焦点はリーディングとライティングに移し，適宜 ESP も導入します。クラスワークだ

けでなく，授業外で行う e-learning 学習又は多読も取り入れます。 

（３）単位を修得できなかった者は，再履修によりそれを補わなければなりません。再履修者は，再

履修クラス（SR，FR のクラス）で履修してください。再履修の必要がある者は，学期始めに教

務課で，再履修を申請し許可を得て，これらのクラスで履修して必要な単位に振り返ることがで

きます。 

（４）さらに英語を学習しようとする者は，共通教養・副専攻科目第２分野「人間」のスピーキング

Ⅰ，Ⅱ，リスニングⅠ，Ⅱ，ライティングⅠ，Ⅱ，リーディング，英語コミュニケーション総合

演習Ⅰ，Ⅱ等を履修することができます。 
 

（共通教育科目履修の手引き（文京キャンパス）より抜粋） 
 

（事務局資料） 

 
 

資料 1-1-2-2-10 実践的な英語教育科目に対する学生からの評価 

  （事務局資料） 
 

 

  

 
■ 学生からのコメント（一部抜粋） 
・ナチュラルな英語の表現も多数学べて楽しかったです。 
・スピーキングの訓練がよくできた。 
・グラマーの重要さもあるが話すことは大切であり，わからなくても補うことが重要だとわかった。

・少し難しかったが，この授業についていけるよう，もっと頑張って勉強していきたい。 
・既に一般教養に関しては単位を得ているが，来期の英語総合コミュニケーションⅣも受けるつも

りである。本当にこのような講義が増えたら，日本人の英語力が向上すると思う。 
・とても工夫されていて生徒のことを考えたすばらしい授業でした。英語の授業がとても楽しかっ

たです。勉強にもなりました。 
・他人とのコミュニケーションに重点を置いた授業で，とてもいい雰囲気だった。もう少し実践に

つながる知識が欲しい。 
・どうしたら効果的に英語を学べるかをよく考えてくれていると感じた。 
・スピーキングの力が付いたと思う。 



福井大学 教育 

1－131 

資料 1-1-2-2-11 各部局で実施されている語学教育（専門教育） 

学部・研究科 取組内容 

教育地域科学部・

教育学研究科 
・学校教育課程では，小学校の一部の学年において外国語活動が導入されたこと

を受け，小学校での外国語活動の指導のあり方を，理論面と実践面から学修す

ることを目的に「外国語活動教育法」を，グローバル化が広く喧伝される現在

の日本社会において，英語を学ぶとはどういうことなのかについて考察するこ

とを目的に「国際理解基礎」の科目を開講している。 

・地域科学課程では，英語をはじめドイツ語，フランス語及び中国語の専門教育

科目を体系的に配置しており，多様な言語の学修機会を設けている。 

・学生の海外留学促進に資することを目的に，平成 25 年度より「海外短期研修

Ⅰ（１単位）」及び「海外短期研修Ⅱ（２単位）」を開講し，海外留学を単位化

した。 
医学部・ 
医学系研究科 

・現代 GP「医学英語と医学・看護学の総合的一貫教育」（平成 16 年度）において

構築した「医学英語」能力の向上を図る教育カリキュラムを基盤として，医学

科においては語学センターの協力のもと通常の英語講義（１年次）に加え，プ

レゼンテーション・スキルや医療面接などを含んだ専門性の高い必修医学英語

「医学英語１～４」，医学リサーチと実践的医療面接に重点を置いた選択医学

英語「医学英語５，実用医学英語」を開講している。 

・看護学科においては，「英語 I～IV」を実施し，社会からの要請(医療現場で活

用できる英語力を持った医療人の育成による医療の国際化)に応える英語教

育，海外医療機関での臨地実習を実践している。 

・博士課程では，共通科目「医科学基礎総論」の中で，英文論文読解，作成法を

講義している。 

・モチベーションの高い学生を対象として「English Conversation Saloon」を

定期的に開催し，英語による臨床推論力を涵養している。 

工学部・ 
工学研究科 

・工学部では，共通教育科目の他に学科毎の英語科目が設けられている。「機械

英語」(２年必修，機械工学科)，「機械技術英語特別講義」（４年選択，機械工

学科），「技術英語」（２年必修，電気・電子工学科），「情報技術英語」（３年必

修，情報・メディア工学科），「技術英語演習」（４年必修，材料開発工学科），

「科学技術英語特別講義」（４年選択，材料開発工学科），「科学技術英語演習」

（４年必修，生物応用化学科），「科学技術英語特別講義」（４年選択，生物応

用化学科），「科学技術英語」（３年必修，物理工学科），「科学英語基礎」（３年

選択，知能システム工学科）がある。さらに，TOEIC または TOEFL にて，一定

のスコアを取得出来た場合，申請によって，「留学基礎英語」（選択科目）への

単位認定を可能としている。 

・工学研究科では，「科学英語コミュニケーション I，II」が必修となっている。

さらに，選択科目として「科学英語表現」「科学英語特別講義」を開講してい

る。博士後期課程では，英語科目を含むグローバル力を育成するプログラムと

して「国際化戦略とオープンイノベーション」「海外特別講義・演習」「海外研

究プレゼンテーション・討議」「海外文化･生活・コミュニケーション」「海外

技術経営論」「海外企業インターンシップ」等が開講されている。 

 

 
 
 

（留学関係） 

③－１ 様々な海外留学プログラムの設置，留学支援等によって，学生の海外留学を促し

た（資料 1-1-2-2-12～15）。特に，GGJ 事業（P1-93～94 前掲資料 1-1-2-1-12）に沿っ

て留学機会の拡大に努め，派遣学生数は著しく増加し，学生からも好評を得た（資料

1-1-2-2-16，17）。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

（事務局資料）



福井大学 教育 

1－132 

資料 1-1-2-2-12 海外留学プログラム   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（事務局資料） 

 

資料 1-1-2-2-13 設置した海外留学プログラムの例  
 

■ 平成 24 年度（教育改革実行年）に，学長裁量経費に計上・拡充した「教育改革推進経費」によ

り設置した。 
 

カナダ・ビクトリア語学研修プログラム 

 

【研修概要】 

カナダ ビクトリア州にあるロイヤルロード大学で３週間学ぶプログラム。 

英語研修に参加し，生の英語を学ぶ他，ホームステイやボランティア活動等の体験型プログラ

ムを通じて，参加学生が日本の外に目を向けるきっかけとなり，プログラム参加後も，アカデ

ミック・パスやキャリア・パスに「海外」という選択肢を加え，グローバルな視野を持ってそ

の後の学生生活を送ることができるようになることを目的としています。また，本研修では，

英語研修やボランティア活動を専攻分野とも可能な限り連携させ，英語だけではなく，専攻分

野の学びの促進にもつながることを意図しています。 

 

【参加学生コメント】 

・もともと英語に苦手意識があったが，英語が楽しいと思えた。 

・行動力が身についた。何とかなるだろうと考えて，とりあえず行動する力がついた。行動力が

積極性につながり，３週間が良くなっていった。 

・英語を話そうと頑張るので，日本であれば話そうかどうか考えてしまうところを，カナダでは

躊躇せず話すこととなり，より積極的に話すことができた。 

 

（事務局資料） 

 
■ 概要 

本学と学術交流協定を締結している，もしくは個別の協議により実施合意を得た海外の教育機

関等との間で１週間～３ヶ月程度の「短期海外研修プログラム」を，年間約 40 本実施していま

す。一定期間，連携先の大学に滞在し，言語・文化や専門分野に関する講義，フィールドトリッ

プや実践活動，現地学生との交流等に参加することを通して，短期間でも帰国後の学習意欲の向

上や将来的な中・長期留学への参加の動機づけに繋がるよう取り組んでいます。 

また，本学と学術交流協定を締結している海外の教育機関等のうち，学生の交流に関する覚書

を交わしている機関との間で相互に半年～１年間の学生派遣・受入れを行っています。各機関と

の覚書に基づき，規定の人数内で相互に授業料不徴収による学生の交換を行う「交換留学制度」

の利用により，高額な授業料や複雑な手続きなく，本学学生の海外大学への派遣ができる体制を

整えています。 

 
■ 海外留学者への支援 

本学の海外留学プログラムへの参加により，以下のような制度や支援の対象となります。 
 

＜奨学金＞ 

要件を満たす学生は，給付型（返還不要）の奨学金である日本学生支援機構海外留学支援制度 

（協定派遣）及び福井大学学生海外派遣支援金の対象となり，派遣先により一定額の奨学金を受給 

できる可能性があります。 
 

＜単位付与＞ 

    短期海外研修プログラムへの参加において，事前・事後研修を含む全ての研修日程に参加した 

場合，研修の時間数や内容に応じて，所属学部・研究科の所定の授業科目を受講したものとし， 

単位付与に係る成績評価を行います。授業科目及び付与単位数は所属学部・研究科毎に異なりま 

すが，その多くは１～２単位の対象となります。 

交換留学への参加にあたっては，留学先大学で取得した単位を福井大学の単位に読み替える単

位認定制度の対象となり，帰国後の手続きにより認定科目・単位が決定します。 
 

＜その他支援＞ 

自分に合った留学の形や短期留学後のさらなる留学に関する相談，プログラム参加に必要な各

種手配や手続きに関する情報提供及び支援，出発前及び帰国後のオリエンテーション実施，出発

前から帰国までの危機管理や滞在中のアドバイスなど，国際交流コーディネーターによる各種サ

ポートを学内で提供しています。 
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資料 1-1-2-2-14 短期海外研修プログラムの概要   

    

 

学生一人ひとりが留学の目的や関心，外国語や専門分野の学習段階，将来設計等に合わせて適切な

時期に最適なプログラムを選択して参加できるよう，年間約 40 本の１週間～３ヶ月程度の「短期海

外研修プログラム」を，以下の６タイプに分類して提供しています。この指標に基づき，例えば学部

１～２年時に語学研修型，３～４年時に専門分野型，修士１,２年時に研究・発表型のプログラムに

参加するなど，福井大学での履修計画の一部として段階的に留学を検討できるよう体系化しており，

効率的かつ効果的なグローバル人材への成長を支援しています。 

    

 

 

 

 

 

 

 

  

■ 海外研修プログラム数の推移

（事務局資料） 
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資料 1-1-2-2-15 海外研修の単位修得状況 

学部・ 

研究科 
科目名 単位数 取扱い 

単位修得者数（人） 

平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

前

期

後

期

前

期

後

期 

前

期 

後

期 

前

期

後

期

教 育 地

域 科 学

部 

海外短期研修Ⅰ １ 

自由科目

  3  3  1 0

海外短期研修Ⅱ ２   2 8 4 8 9 15

医学部 海外医療研修Ⅰ １ 

自由科目

  7    3 2

海外医療研修Ⅱ ２   1  1  5 0

海外短期研修Ⅱ ２   7 3 9 2 8 3

工学部 海外短期インターンシップⅰ １ 
自由科目

 86       

海外短期インターンシップⅱ ２  2       

海外短期インターンシップⅠ～Ⅳ １ 

専門教育

科目 

  41 3 16 6 6 0

海外短期インターンシップⅤ～Ⅵ ２   24 17 37 34 47 28

海外短期インターンシップⅠ １       0 0

海外短期インターンシップⅡ ２       0 4

教 育 学

研究科 

大学院海外短期研修Ⅰ １ 
自由科目

  2      

大学院海外短期研修Ⅱ ２   2    1 １

工 学 研

究科 

大学院海外短期インターンシップⅠ～Ⅲ １ 
博士前期課

程共通科目

 10 5 14 8 11 7 0

大学院海外短期インターンシップⅣ ２   12 3 20 12  0

大学院海外短期インターンシップⅡ ２       19 12

大学院海外短期インターンシップＡ～Ｂ １ 

博士後期課

程実践科目

 3 1     0

大学院海外短期インターンシップＣ ２      1  0

大学院海外短期インターンシップＡ １       0 0

大学院海外短期インターンシップＢ ２       0 0

中国語・文化 １ 
博士前期課程自由科目

博士後期課程実践科目
15  16  21  21 0

海外企業経営・技術論 ２ 
博士前期課程共通科目

博士後期課程実践科目
24  26  27  25 0

海外インターンシップ １ 
博士前期課程共通科目

博士後期課程実践科目
24  26  27  25 0

短期留学工学特別講義 ２ 博士前期課程共通科目 21  26  27  25 0

短期留学工学研究特別講義・演習 ２ 博士後期課程実践科目 3       0
 
※工学部及び工学研究科は平成 24 年度より，その他の学部・研究科では平成 25 年度から単位化した。 

 （事務局資料） 
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資料 1-1-2-2-16

■ 派遣学生

 
※本学が留

した学生

■ 在学生の

      

※派遣学生

 

■ 実績（平

タイ (57)

米国 (50)

中国 (28)

オーストラ

6 派遣実績  

生数の推移  

留学を許可した者

生数 

の所属割合と派

 ＜在学生

生の割合は学生

平成 27 年度）

国名 

 

 

 

ラリア（21) 

（人） 

  

者，あるいは本

派遣学生の所属

の所属＞   

所属の割合とほ

  

スィ

タマ

チャ

シー

チェ

ポー

スタ

マサ

ノー

フィ

カリ

クリ

クレ

サン

ノー

上海

西安

天津

ディ

サザ

モナ

1－135

学の教育制度と

属（平成 27 年

     

ほぼアイデンティ

―パトゥム大学

サート大学 

ンカセム・ラチ

ナカリンウィロ

ンマイ大学 

トランド州立大

ンフォード大学

チューセッツ大

スウェスタン大

ンドレー大学

フォルニア大学

ーブランド・ク

ムソン大学 

ンフォード・バー

スダコタ州立大

海理工大学 

安理工大学 

津工業大学 

ーキン大学 

ザンクロス大学

シュ大学 

として実施し，参

年度） 

  ＜派遣学生

ィカルであり，全

大学名

学 

チャパット大学

ロート大学 

大学 

学 

大学ローウェル校

大学 

学サンフランシス

クリニック 

ーナム医学研究所

大学 

参加が単位の取

生の所属＞ 

全学的な取組が

校 

スコ校他 

所 

福井大学

 
取得に結び付く留

ができている。 

派遣学

3

1

3

1

1

学 教育 

留学に参加

学生数

30 

12 

8 

4 

3 

35 

3 

3 

2 

2 

1 

1 

1 

1 

1 

17 

9 

2 

12 

8 
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（個性の伸長） 

③－２ 語学センターの設置や東海・北陸地区の国立大学で唯一採択された GGJ 事業を通

じた全学的な実践的英語教育の展開等によるグローバル人材育成に係る教育の強化

は，個性の伸長に向けた戦略①に沿ったものであり，グローバル社会において真に活躍

できる高度専門職業人の育成の質的向上をもたらすものである。 
 

（インターンシップ関係） 

④－１ 各部局では，職業的意識の喚起や実社会体験の機会拡大を図る教育方法として，

インターンシップ制度を整備しており，学生から好評を得た（P1-303 後掲資料

1-3-1-3-12～14）。 

 

④－２ 積極的に地域社会で活躍する専門家を招聘し，社会的・職業的自立を促すキャリ

ア教育を行った（P1-306 後掲資料 1-3-1-3-15）。その他，キャリア育成に係る様々

な取組を実施しており，成果があがった（P1-306 後掲資料 1-3-1-3-16）。 
 

 

（単位の実質化関係） 

⑤－１ 「単位の実質化」に向けた方策（資料 1-1-2-2-18）に沿った様々な取組を推進

した。 
 

資料 1-1-2-2-18 「単位の実質化」に向けた具体的な方策 

 

■ 高等教育推進センター運営委員会では「単位の実質化」に向けた具体的な方策を定め，第２期に

おいて，全学及び各部局ではこれらに沿って，様々な取組を推進した。 

 

（１）履修単位数の上限（CAP 制）導入の検討 

  （２）授業時間外の学習時間の確保 

  （３）能動的学習の積極的導入 

  （４）自主学習環境の整備 

（５）授業外学習時間の調査 

 

※教育地域科学部及び工学部では CAP 制を導入しているが，必修専門科目が大半を占める医学部では CAP 制の導入

を見送ることとした。 

（事務局資料） 

 

 

⑤－２ 様々な工夫によって授業時間外の自主的学習を奨励し，授業時間外の学習時間の

確保を図った（資料 1-1-2-2-19）。 

 
 
資料 1-1-2-2-19 各部局における授業時間外学習を促す工夫の例  
 

■ 「自学自習時間が全国平均より少ない」との調査結果（学生生活実態調査 2010 より）を受け，各教員に

対し，学生を十分に指導するよう意識改革を図り，学生の自学自習時間の確保にむけて様々な工夫をするよ

う促した。 
 
●教育地域科学部における取組 

学科 科目数 
レポート ミニテスト 中間テスト 授業外の学習指示 その他 

科目数 割合 科目数 割合 科目数 割合 科目数 割合 科目数 割合 

学校教育課程 544 281 51.7% 68 12.5% 32 5.9% 341 62.7% 41  7.5%

地域科学課程 208 92 44.2% 18  8.7% 12 5.8% 114 54.8% 30 14.4%
※科目数は，平成 26 年度開講科目を対象に調査し教員から回答のあった科目の総数である。割合はその科目数に対する％で

示す。 

 

◎取組の実例 

・受講学生に英語で書かれた教科書の担当箇所についてオーラルレポートを課している。このため，授業 

時間外で１時間程度内容についての質問時間を設けている。 
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・毎回，質問や要望事項を提出させ，次回授業の冒頭で回答とミニ討論を開催している。 

・個人レポートの作成以外に，グループでの研究計画，中間発表，最終発表とその際のレジュメ，パワー 

ポイント等の作成を指示している。 

・TOEIC 受験を促している。 

・関係する学外催事への参加を促している。 

・半期に何回か，レポーター，コメンテーターを勤めさせ，その際レジュメ作成を指示している。 
 

 

●医学部における取組   

学科 科目数 
レポート ミニテスト 中間テスト 授業外の学習指示 その他 

科目数 割合 科目数 割合 科目数 割合 科目数 割合 科目数 割合 

医 学 科 103 48 46.6% 26 25.2% 18 17.5% 75 72.8% 30 29.1%
看 護 学 科 101 40 39.6% 15 14.9% 5 5.0% 48 47.5% 11 10.9%
※科目数は，平成 26 年度開講科目を対象に調査し教員から回答のあった科目の総数である。割合はその科目数に対する％

で示す。 
 

 

◎取組の実例 

・シラバスに「準備学修（予習・復習）等の内容と分量」等を記載し，学生に自主学習に必要な情報を提 

供している。 

・随時口頭試問し知識不足な点を自覚させている。 

・現代では講義や参考書以外に，新聞やネット記事を含む社会の様々な資料も有用参考になることを指摘 

している。 

・文献（英文）の抄読会（各自に一編ずつ担当させている） 

・講義用プリントに採用した図や表については，全ての出典を一覧として配布し，授業時間外の学習に便 

宜をはかっている。 

・ライティングの講義ですので，Kuzuryu Memoir の作成にむけて個人的に添削指導を行うので，書いたも 

のを持参してくださいといった指導を行っている。 

・読解用の教材に関する英語による質問を配布し，それに英語で解答したものを毎週提出させる。 

・ガイダンスの際，学生に予習，復習の必要性を強く指導している。さらに，各担当教員はあらかじめ講 

義資料を授業予定とともに学生に配布し，予習を促している。 

・授業終了時に学習すべき課題を提示するなど，復習・自主学習を促している。 

・５～６人を１グループとして，科目に関連し，自分達で興味のあるテーマ(健康問題)を決め，発表(プ 

レゼン)は講義時間の中で実施するが，そのためのデータ収集，学習は時間外の有効活用を説明してい 

る。 

・復習としてシミュレーターや診察器具による実技練習を奨励し，ER の診察室や器具を貸している。 

・課題について調べさせ，発表させている。  

 
 

●工学部における取組 

学科 
科目

数 

レポート ミニテスト 中間テスト 授業外の学習指示 その他 

科目数 割合 科目数 割合 科目数 割合 科目数 割合 科目数 割合 

機械工学科 58 15 25.9% 2 3.4% 7 12.1% 6 10.3% 5 8.6%

電気・電子工学科 38 19 50.0% 4 10.5% 9 23.7% 18 47.4% 0 0.0%

情報・メディア工

学科 
14 7 50.0% 5 35.7% 9 64.3% 6 42.9% 2 14.3%

建築建設工学科 45 26 57.8% 14 31.1% 16 35.6% 25 55.6% 0 0.0%

材料開発工学科 49 17 34.7% 20 40.8% 10 20.4% 11 22.4% 1 2.0%

生物応用化学科 36 20 55.6% 15 41.7% 13 36.1% 9 25.0% 3 8.3%

物理工学科 80 54 67.5% 14 17.5% 41 51.3% 26 32.5% 0 0.0%

知能システム工

学科 
54 36 66.7% 20 37.0% 22 40.7% 32 59.3% 9 16.7%

※科目数は，平成 26 年度開講科目を対象に調査し教員から回答のあった科目の総数である。割合はその科目数に対する％で

示す。 

 

◎取組の実例 

・講義後の小テストの実施,実験や授業のレポート課題や授業内容と関連するテーマ問題，宿題を与える。 

・講義・演習の時間より前に SNS を利用して課題を配布し，質疑についてもメールを利用し教員側で対応 

している。 

・授業後の出前オフィスアワーによる確実な学習時間の確保の支援。 
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●教育学研究科における取組 

専攻 科目数
レポート 中間テスト 最終試験 自主学習の指示 

科目数 割合 科目数 割合 科目数 割合 科目数 割合 

学校教育専攻 52 35 67.3％ 9 17.3％ 5 9.6％ 46 88.5％ 

教科教育専攻 222 146 65.8％ 13 5.9％ 35 15.8％ 192 86.5％ 

教職開発専攻 36 36 100.0％ 0 0.0％ 33 91.7％ 36 100.0％ 
※科目数は，平成 26 年度開講科目を対象に調査し教員から回答のあった科目の総数である。割合はその科目数に対する％

で示す。 
 

 

◎取組の実例 

 ・教育学研究科では，CAP 制を導入している。 

・教育学研究科では，入学時に履修指導を行うとともに，指導教員及び領域主任が学生の履修状況を学期ご

とに把握している。 

 

●医学系研究科（修士課程）における取組   

専攻 科目数

レポート 中間テスト 最終試験 自主学習の指示 

科目数 割合 科目数
割合

（％）
科目数 割合 科目数 割合 

看護学専攻 38 38 100.0％ 0 0.0％ 0 0.0％ 38 100.0％ 
※科目数は，平成 26年度開講科目を対象に調査し教員から回答のあった科目の総数である。割合はその科目数に対する％

で示す。 
 
◎取組の実例 

・医学系研究科では，主指導・副指導教員制度によって学生の自主的研究を支援している。さらに，研究

を進めるにあたって，常に自主性を重んじるよう指導しており，その途上で不明な点等について，指導教

員等が指導・助言を行っている。 
 

●工学研究科（博士前期課程）における取組 

専攻 
科目

数 

レポート 中間テスト 最終試験 自主学習の指示 

科目数 割合 科目数 割合 科目数 割合 科目数 割合 

機械工学 27 16 59.3% 5 18.5% 12 44.4% 24 88.9% 

電気・電子工学 25 19 76.0% 2 8.0% 6 24.0% 16 64.0% 
情報・メディア工

学 
22 14 63.6% 1 4.5% 9 40.9% 19 86.4% 

建築建設工学 28 17 60.7% 1 3.6% 4 14.3% 25 89.3% 

材料開発工学 24 19 79.2% 1 4.2% 10 41.7% 19 79.2% 

生物応用化学 31 23 74.2% 0 0.0% 4 12.9% 22 71.0% 

物理工学 29 16 55.2% 1 3.4% 1 3.4% 25 86.2% 
知能システム 
工学 

27 14 51.9% 1 3.7% 9 33.3% 21 77.8% 

繊維先端工学 22 16 72.7% 0 0.0% 2 9.1% 14 63.6% 
原子力・エネル

ギー安全工学 
54 37 68.5% 1 1.9% 11 20.4% 29 53.7% 

共通科目 25 20 80.0% 0 0.0% 4 16.0% 22 88.0% 
※科目数は，平成 26 年度開講科目を対象に調査し教員から回答のあった科目の総数である。割合はその科目数に対する％

で示す。 

 
◎取組の実例 

・工学研究科では，学生ごとに主指導教員１名と副指導教員２名から成る POS（Program of study committee）

を構成し，学生本人の研究テーマや希望に沿ったカリキュラムのオーダーメード化を図り，教員の集団的

指導体制を確立する一方，学生の自主学習・研究を促している。 

 

（事務局資料） 
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⑤－３ 自主的学習態度を喚起するための方法として能動的学習等を積極的に導入し，学

生からも好評を得た（資料 1-1-2-2-20）。 

 

資料 1-1-2-2-20 能動的学習の導入状況と学生の評価  
 

■ 第１期に引き続き，FD 活動など様々な機会を利用して，自主的学習態度を喚起するための方法として能

動的学習等の工夫・導入を積極的に行うよう，教員に随時奨励している。 
  

学部・学科等 
科目

数 

ワークショップ

型科目 

テュートリアル

教育科目 

グループ学習

を導入した 

卒業研究 

その他 

科目数 割合 科目数 割合 有 無 科目数 割合 

教育地域

科学部 

学校教育課程 544 157 28.9% 41 7.5% 40 7.4% 0 0.0%

地域科学課程 210 70 33.3% 11 5.2% 20 9.5% 0 0.0%

医学部 
医学科 103 4 3.9% 4 3.9% 0 0.0% 0 0.0%

看護学科 101 11 10.9% 0 0.0% 2 2.0% 0 0.0%

工学部 

機械工学科 58 2 3.4% 2 3.4% 0 0.0% 0 0.0%

電気・電子工学科 38 0 0.0% 1 2.6% 1 2.6% 0 0.0%
情報・メディア工

学科 
14 0 0.0% 0 0.0% 1 7.1% 0 0.0%

建築建設工学科 45 6 13.3% 2 4.4% 2 4.4% 2 4.4%

材料開発工学科 49 4 8.2% 4 8.2% 0 0.0% 2 4.1%

生物応用化学科 36 1 2.8% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

物理工学科 80 0 0.0% 1 1.3% 0 0.0% 0 0.0%
知能システム工

学科 
54 6 11.1% 3 5.6% 1 1.9% 0 0.0%

※科目数は，平成 26年度開講科目を対象に調査し教員から回答のあった科目の総数である。割合はその科目数に対する％

で示す。 

 

 

■ 学生からのコメント（医学部） 

 

・考えれば考えるほど問題点が出てきた。人はミスを避けられないが，それをどのようにして事故に結び

付けないようにするか深く考えることができたと思う。 
・私たちの将来と結び付いている課題であり，取り組みやすかった。様々な観点があり，どんどん深めて

いけたので良かった。 
・様々な視点から問題を見つけて調べ，ディスカッションで内容を深めていくことができました。 
・都市部ではない地域だからこそ考えられる地域医療についての課題で，色んな情報が書かれていたので，

調べるときにおもしろかったです。 
・着目する点がたくさんあり，班員や，他の班の発表を聞くとき自分が気に止めなかったところに着目し

た発表が聞けて興味深かった。 
・医学的なことだけでなく，人の心についても深く考えさせられた。前回同様，様々な視点から調べるこ

とができ，深い議論ができた。 
・現在問題視されている事例に近い課題であり，考察は難しかったが，新しいことを学べて楽しかった。 
・テュートリアル課題を勉強していく中で，画像診断等の見方や病理を理解できてよかった。 
・循環器の基本となる分野の勉強ができて良かったです。様々な疑問が生まれ，それを議論することで，

より知識，理解を深められたと思います。 
・テスト勉強のようなただ暗記の勉強ではなく，いろいろ可能性を考えて調べていくのが大変だったけれ

ど，ためになったと思う。 
 

（意見聴取結果から抜粋） 

 
（事務局資料） 
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る

い

事務局資料） 
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⑤－６ １週間あたりの授業外学習時間の平均は，3.7 時間（平成 22 年度）から 6.5 時間

（平成 25 年度）へと 1.76 倍に増加した。学部別でも，すべての学部において増加し

ており，いずれも全国平均を上回っている（資料 1-1-2-2-23）。また，大学院生の授

業時間外学習時間数も大幅に増加した（資料 1-1-2-2-24）。 
 

資料 1-1-2-2-23 学部学生の授業外学習時間 
 

■ 高等教育推進センター学生支援部門では，単位の実質化の基盤となる学生の授業外学習時間を

「学生生活実態調査」（全学生を対象）によって組織的・経時的に調査している。 

 

●2010 年度調査結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(学生生活実態調査 2010 報告書より抜粋)  

●2013 年度調査結果 

 

 
授業時間外学習時間 

 教育地域科学部 医学部 工学部 
本学学生（時間） 6.1 9.7 5.8 

全国平均※（時間） 3.311) 6.082) 5.633) 
※全国大学生活協同組合連合会による全国の国立及び私立大学の学部学生調査 

（2012 年 10 月～11 月，回収数 8,609） 

１）文系の平均  ２）医歯薬の平均  ３）理系の平均 
 

 (学生生活実態調査 2013 報告書より抜粋) 

   
 （事務局資料） 



資

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
    

 

 

 

 

⑥

 

資料 1-1-2

対

象 
No 

学

士

課

程

・

大

学

院

課

程

共

通 

1 

2 

資料 1-1-2-2-24

■ 大学の授

平成 22 年

上の授業外学

10 時間以上の

（教育支援プ

⑥－１ 教育

15 件の

2-2-25 教育支

事業名等 

大学を活用

した文化芸

術推進事業 

大学を活用

した文化芸

術推進事業 

4 大学院学生の

授業を除く学習

年と平成 25 年に

学習時間を行っ

の学習を行っ

プロジェクト

育方法・内容

事業が採択

援プログラム等

プロジェクト名

称 

イノベー

ティブ・アー

トマネジメ

ント・プログ

ラム（I’AM） 

～地域コ

ミュニティ

密着型人材

育成プログ

ラムの開発

～ 

イノベー

ティブ・アー

トマネジメ

ント・プログ

ラム（I’AM） 

～相互補完

型アートマ

ネジメント

人材育成シ

ステムの開

発～ 

の授業外学習時

習時間（１週間

に実施した「学

っていると回答

ていると回答

ト等の採択状

容・課程等の改

され，成果が

等の採択状況とそ

事業期間

平成 25 年度

平成 27 年度
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間    

間あたり） 

（

学生生活実態調

答した大学院学

した院生の比

状況） 

改善に資する

があがってい

その成果  

簡潔

 

文化芸術の

材の育成の

として展覧

大学を拠点

システムを

県内美術関

を構築する

地域コミュ

た人材育成

キュラムの

アートマネ

成講座を試

る。 

 

アートマネ

成のカリキ

う。 

アートマネ

成講座の開

民・官・個人

トナーシッ

プの開発。

（学生生活実態調

調査」の結果に

学生の比率は，

率も 27.2％か

る教育支援事

いる（資料 1

潔な事業内容 

の創造を支える

のため，実践研

覧会を開催する

点とした人材育

を形成するため

関係者の協働体

る。 

ュニティに密着

成の教材・カリ

の開発を目指し

ネジメント人材

試験的に実施す

ネジメント人材

キュラム開発を

ネジメント人材

開講。 

人の相互養成パ

ップ・プロトタ

。 

調査 2010,2013 報

によれば，１週

，46.0％から

から 43.1％へと

事業等への積

1-1-2-2-25）

教育へ

人

修

。

成

，

制

し

，

育

育成対象者

能力が向上

の企画・実

導しあい指

養

行

育

ー

イ

育成対象者

能力の向上

「チーム力

福井大学

報告書より抜粋

週間あたり６時

57.4％へと増

と大幅に増加し

積極的な申請

）。 

への反映やその

者のアートマネ

上した。実践研修

実施では，受講生

指導能力が向上

者のアートマネ

上および相互補完

力」の向上が期待

（事

学 教育 

） 

時間以

増加し，

した。 

請を進め， 

の効果 

ジメント

修の展覧会

生同士で指

した。 

ジメント

完できる

待できる。

事務局資料）
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3 

経済社会の

発展を牽引

するグロー

バル人材育

成支援 

福井大学 

グローバル

人材育成推

進事業 

平成 24 年度 

～平成 28 年度

【構想の目的・育成するグ

ローバル人材像】 

歴史や文化が異なる地域に

おいても，世界の人々と協

働して生き生きとした暮ら

しづくりに貢献できる高い

専門能力と創造力・実践力

を有した技術者「Global 

IMAGINEER」の育成を目的と

する。 

【構想の概要】 

①「実践的グローバル人材

育成プログラム」の開発と

実施 ②「語学センター」に

よる実践的英語教育の実施 

③国際的通用性を持つ教育

課程の実現。この３本柱を

核として，工学部・工学研

究科を中心に 21 世紀グ

ローバル社会において高度

専門職業人として活躍でき

る優れた人材を育成し，国

際的にも通用する質の高い

教育の実施を目指す。 

①「実践的グローバル人材育成プロ

グラム」の開発と実施 

・学生が目的や学修段階に応じて適

切な時期に適切な研修に参加し経

験や学びの効果を最大限に活かせ

るよう，期間，派遣国，内容の多種

多様な海外研修を用意し実施して

いる。学部・大学院ともに，参加学

生には研修時間数に応じた単位付

与がなされている。 

②「語学センター」による実践的英

語教育の実施 

・社会に出て実際に「使える」実践

的な英語力向上を目指した英語教

育を実施している。学部授業では，

実践的でコミュニカティブなクラ

スを実現している。また，語学自主

学習施設「言語開発センター（LDC：

Language Development Center）」

における e-learning 等も活用し効

果を上げている。実践的英語教育の

発展型として，一部の工学部生を対

象に，語学センター教員と工学部日

本人教員による Project Based 

Learning 方式の英語授業を開始

し，その教育効果と発展の可能性を

確認している。 

③国際的通用性を持つ教育課程の

実現 

・教育に関する全学的な教育改革を

推進することを目的として「全学教

育改革推進機構」を設置し，教育の

質保証や国際通用性の向上のため

のカリキュラム改革に着手した。ア

メリカ型の 13 段階の評価制度，GPA

制度，より精度の高いナンバリング

等の教務システムの検討や LMS の

導入による教育課程・教育支援体制

の向上に向けた取組を進めている。

4 
地（知）の拠

点整備事業 

地域を志向

して人を育

み，地域を活

かす福井の

地の拠点づ

くり 

平成 25 年度 

～平成 29 年度

 県内唯一の国立大学とし

て，福井の地域課題として

顕在化された「人材育成」，

「ものづくり・産業振興・

技術経営」，「地域医療の

向上」，「持続可能な社会・

環境づくり」及び「原子力

関連分野の人材育成，防災

体制の確立」の重点５分野

について，６自治体等と連

携し，全学体制で戦略的に

課題の解決に取り組む。 

  

 平成 25 年度から開始し，現在３

年目を迎えている。本事業の全体の

目的は，福井の地域課題として顕在

化された「人材育成」，「ものづく

り・産業振興・技術経営」，「地域

医療の向上」，「持続可能な社会・

環境づくり」及び「原子力関連分野

の人材育成，防災体制の確立」の重

点５分野について，６自治体等と連

携し，全学体制で戦略的に課題の解

決に取り組むことである。 

 この重点５分野について，具体的

取組により地域の課題解決に取り

組むとともに，各取組を通じ，学生

に対して地域志向の教育を展開し

てきた。学生に対する教育として，

共通・教養教育及び専門教育におけ

る地域志向の教育体制構築，および

その充実が進んできた。また，例え

ば教職大学院では学校拠点方式に

より，全国 12 大学及び教育委員会

と連携した教師教育活動を行うこ

とにより，大学院生や現職教員が，

教師としての実践的・協働的な力量

を形成することができた。 

 このように本事業を教育に反映

させてきた結果，専門の職業人とし

て，社会人基礎力を備えた上で，地

域の要望に基づき，地域社会の諸課
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題に対処できる実践力を有すると

ともに，地域の創造と発展に貢献で

きる人材を育成できている。 

学

士

課

程 

5 

大学生の就

業力育成支

援事業 

世代間交流

と地域参画

活動が生み

出す就業力 

平成 22 年度 

～平成 23 年度

「地方」における就労課題

と現在のキャリア教育の問

題点を解決し，高校から大

学そして社会への移行期間

を対象に，地方の国立大学，

とりわけ教員養成系学部の

特色を活かした就業力育成

の取組である。 

地域参画型の実践教育と実践教育

と専門教育を結合させて学生の就

業力を高め，その中核組織として，

地域共生プロジェクトセンターを

設置した。 

6 

産業界の

ニーズに対

応した教育

改善・充実体

制整備事業 

産業界の

ニーズに対

応した教育

改善・充実体

制整備事業 

平成 24 年度 

～平成 26 年度

中部圏の地域・産業界との

連携を通した教育改革力の

強化 

就業力に関わる学生の能動性を高

められ，また，アクティブ・ラーニ

ングの拡充・強化及び県内産業界等

との連携が強化された。 

7 

地（知）の拠

点大学によ

る地方創生

推進事業

（COC+） 

地域創生の

担い手を育

み活気ある

ふくいを創

造する５大

学連携事業 

平成 27 年度 

～平成 31 年度

 高大接続による入学者の

確保，地域志向学生の育成，

イノベーション創出人材・

グローバル人材の育成，産

業振興，留学生の定着促進

を，新設する共同利用のサ

テライトキャンパス，地域

志向科目の共同開講，イン

ターンシップの高度化，「ふ

くい地域創生士」の認定等

により効果的に行う。特に，

本学・県内大学及び福井県

の特性と強みを活かして，

原子力安全，恐竜・食等に

よる福井ブランド創出，ま

ちづくり，バイオ・六次産

業化，国際・地域，看護福

祉の各分野での人材育成と

産業振興に産学官金連携で

取り組む。その成果として，

平成 31 年度に雇用創出累

積 85 名，学卒者の地元就職

率を現状の 48％から 10％

増加させる。 

 福井県の自然・社会・歴史・文化

についての授業や様々な体験を通

じて地域を理解し，地域の課題に自

ら行動し解決できる能力を育成す

る。さらに授業に参加・協働する県

内企業等と学生との相互理解を深

める。具体的には，全学を対象とし

た地域志向科目，専門教育地域志向

科目，専門教育実践系科目，イン

ターンシップ等を行い，福井県に学

卒者を定着させる。 

大

学

院

課

程 

8 

地域産学官

共同研究拠

点事業 

ふくい産学

官共同研究

拠点 

平成 23 年度～

平成 27 年度 

先端機器利用を介した技術

経営型高度産業人材育成 

MOT 教育やキャリア教育といった

産業人材やイノベーション推進人

材の育成に取り組み，地域産学官連

携による人材育成を実施した。 

9 

子どものこ

ころの成長

に関する基

盤整備事業 

現場・地域と

恊働した「子

どものここ

ろ」の成長・

発達に関す

る脳科学と

教育の融合

研究体制の

構築と還元

のあり方に

ついての検

討 

平成 23 年度 

～平成 26 年度

福井大学医学系研究科「子

どもの発達研究センター」

などでの脳発達研究，養育

者の支援や子どものうつ病

研究等に実績を持つ福井大

学が，今までの活動を基盤

にその内容を大きく展開

し，現在継続している大阪

大学，浜松医科大学及び金

沢大学による「子どものこ

ころの発達研究センター」

に，日本で唯一本格的認知

行動療法の実施と認知行動

療法士の育成を行っている

千葉大学とともに新たに参

画し，５大学の活動に必要

不可欠である福井大学の特

徴ある実績を生かし，All 

我が国固有のデータを得て，国家の

財産となり，データ共有を軸とする

全国規模の多施設参加型センター

構想が実現することにより，科学的

根拠に裏付けられた療育や教育が

実現する。 

この成果は，「科学的根拠に基づい

た子どものこころに関する専門的

知識」をもった専門家を養成する連

合小児発達学研究科の基盤となっ

ている 
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Japan の教育研究体制に

て，子どものこころの諸問

題の解決に取り組む。 

10 

イマジニア

養成キャリ

ア開発プロ

グラム 

ポストドク

ター・イン

ターンシッ

プ推進事業 

平成 23 年度 

～平成 27 年度

キャリア教育及び企業との

マッチング 

ポストドクター及び博士後期課程

学生へのキャリア支援の実施,平成

27 年度前期までの在籍者（ポスト

ドクター・博士後期課程修了者）46

名中41名が就職（就職率89%）（2015

年 10 月時点） 

11 

医学部・大学

病院の教

育・研究活性

化及び地

域・へき地医

療支援人材

の確保事業 

医学部・大学

病院の教

育・研究活性

化及び地

域・へき地医

療支援人材

の確保 

平成 24 年度 

新たに雇用する若手医師

が，医学部又は大学病院で

教育・研究の活性化に貢献

し，環境を整備するととも

に地域医療支援人材として

地域の医療機関で診療に従

事することにより医師不足

対策に貢献する取組であ

る。 

若手医師を雇用し，大学で研究に従

事することにより，その活動の活性

化につながり，基礎的研究成果を臨

床分野に展開できるように発展さ

せた。教育では大学院生の実験を指

導，支援し，学生に対して臨床実習

やレクチャーを行うことにより，教

育面での貢献も大きく，他の教員の

負担軽減につながった。また，地域

の病院で診療業務を行うことで医

師の負担軽減につながった。 

12 

北陸高度が

んプロチー

ム養成基盤

形成プラン 

（主幹校：金

沢大学） 

がんプロ

フェッショ

ナル養成基

盤推進プラ

ン 

平成 24 年度 

～平成 28 年度

「がん対策基本法」に基づ

き，がん専門医療に携わる

専門的な医師，その他医療

従事者の育成を行う。 

がんプロ開設前にはなかった，大学

院生および医療従事者への専門知

識，技能の養成を行っている。現時

までに，公開講座への受講者 50 人，

修了者 11 人と，がんのスペシャリ

ストが誕生した。 

13 

大学間連携

共同教育推

進事業「繊維

系大学連合

による次世

代繊維・ファ

イバー工学

分野の人材

育成」 

（主幹校：信

州大学） 

大学間連携

共同教育推

進事業 

平成 24 年度 

～平成 28 年度

３大学（信州大学，福井大

学，京都工芸繊維大学）が

教育研究資源を連携・融合

した繊維の世界をリードす

る「繊維系大学連合」を形

成し，同分野の一貫した知

識とグローバルな視野，

リーダーシップを兼ね備え

た技術者・研究者を育成す

る。 

充実したカリキュラムにより繊

維・ファイバー工学分野でグローバ

ルに活躍できる人材を育成し，コー

ス修了後は繊維系企業に就職して

いる。 

14 

附属/学部/

大学院を融

合し教師の

生涯にわた

る職能成長

を支える研

究実践型教

師教育シス

テムの構築 

－三位一体

の改革を通

して大学教

員・院生・学

校教員・附属

の子が変わ

る学校がで

きる－ 

附属/学部/

大学院を融

合し教師の

生涯にわた

る職能成長

を支える研

究実践型教

師教育シス

テムの構築 

平成 25 年度 

～平成 26 年度

教師自らの専門性を高め，

生涯にわたって職能成長で

きるような仕組を創り出

す。大学と附属学校園の機

能分担を根本的に見直し，

両者が融合した新たな組織

編制を実施し，本学の特性

を活かし他機関との連携を

図りつつ，教職大学院の教

育の推進及び附属学校園の

実験校としての教育研究効

果を高める。 

知識基盤社会に適合できる人材育

成のためのコミュニケーション能

力を持った大学院生を育成できた。

 15 

大学・大学院

及び附属病

院における

人材養成機

能強化事業

（課題解決

型高度医療

人材養成プ

ログラム） 

（主幹校：金

沢大学） 

北陸認知症

プロフェッ

ショナル医

養成プラン 

平成 26 年度 

～平成 30 年度

北陸医科系４大学が地域医

療機関や地方自治体と連携

し，認知症に関して高度な

知識や技能を持つ認知症の

プロフェッショナル医を養

成する。 

北陸認プロ科目を履修することに

より，認知症に対する理解を深め，

知識・技能を習得することができ

た。 

（事務局資料）
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⑥－２ 第１期からの継続事業 7件についても，その後も事業を展開し，成果があがった

（資料 1-1-2-2-26）。 

 

資料 1-1-2-2-26 第１期からの継続事業とその成果 
 

 事業名 実施年度 プログラム名称 
派遣型高度人材育成協同プラ
ン 

平成 18～
22 年度 

地域産業との連携による派遣型高度人材育成 

がんプロフェッショナル養成
プラン 

平成 19～
23 年度 

北陸がんプロフェッショナル養成プログラム 
－ICTによる融合型教育システム及び「がんプロネッ
ト」の構築－ 

質の高い大学教育推進プログ
ラム（教育 GP） 

平成 18～
22 年度 

夢を形にする技術者育成プログラム 

大学病院連携型高度医療人養
成推進事業 

平成 20～
24 年度 

地域発信・統合型専門医養成プログラム 

平成 20～
24 年度 

マグネット病院連携を基盤とした専門医養成（大学
病院とマグネット病院との機能的連携を基盤とした
高度医療人養成プラン） 

大学教育・学生支援推進事業
（テーマＡ）大学教育推進プロ
グラム 

平成 21～
23 年度 

学士力涵養の礎となる初年次教育の充実 

地域再生人材創出拠点の形成 
平成 21～
25 年度 

緊急被ばく医療に強い救急総合医養成拠点 

※今期まで事業期間があるものを示した。 

 

（評価結果の例） 

■ 質の高い大学教育推進プログラム（教育 GP） 

「夢を形にする技術者育成プログラム」（平成 20 年度～平成 22 年度）において創成教育の要とし

て導入された学際的創成科目「学際実験・実習Ⅰ，Ⅱ」を，支援期間終了後も工学部自主財源に

より継続実施し，「ものづくり」に必要な創造力と実践力を育む教育に学科の枠を超えて取り組ん

でおり，これによる能力等の涵養状況は良好である。 

 

【取組名称】 「夢を形にする技術者育成プログラム」 

【取組概要】 

福井大学工学部では，イノベーション能力

を有した人材育成の要請に応え，「夢を形

にする技術者，IMAGINEER」の育成を理念

に掲げ，基礎的な知識・教養に加え，創造

力と実現力を有した高度専門技術者の育

成を目指している。 

本取組では，学際的・総合的テーマに関す

る学生主体の協働研究活動を，学生のニー

ズに応じて体験できるシステムを整備し，

自主参加・自主企画・自主運営をモットーに，学科・学年の枠を越えたグループ活動を学科横

断型の教員組織で支援する（１）工学部共通科目（学際実験・実習）及び（２）全工学部学生

に共通の時間枠を設け，教員及び学生が提案した自由度の高い課外活動（創成活動）という２

種の体験型学習活動を実施する。 

【選定理由】 

「夢を形にする技術者」（IMAGINEER)を理念として，ユニークな工学教育を行ってきており，既

に特色 GP に採用されるなどの実績があり，本取組は，その理念の下に，学生の自主性と創造

性を引き出す試みとして大きな意義を持つ。 

その特徴の一つは，学生の自主企画，自主運営の下に取組を行うことである。知識の詰め込み

など受け身になりがちな工学部教育の中で，学生が主体的に参加することは，創造力を高める

大きなきっかけになるであろう。第二に，学生と教員が，学科横断的に参加するのも大きな特

徴といえる。 

 （平成 20 年度質の高い大学教育推進プログラム審査結果表より抜粋）
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■ 地域再生人材創出拠点の形成 

平成 26 年度実施の事後評価結果において，総合評価で最高の「S評価」を得た。また，平成 25 年

度の事業終了後以降も自助努力により「緊急被ばく医療総合シミュレーションコース」を開講し，

他大学や他機関からの受講生も含め，継続して緊急被ばく医療に強い救急総合医のみならず看護

師及び診療放射線技師など多職種の医療人の養成」に取り組んでいる。 

 

【プロジェクト名】 「緊急被ばく医療に強い救急総合医養成拠点」 

【プロジェクト概要】 

福井大学（医学部及び医学部附属病院）と緊急被ばく医療体制の更なる充実が必要な敦賀市

（市立敦賀病院）の連携による新しい医師養成システムを形成し，救急診療，総合診療，緊急

被ばく医療の３領域に精通した「緊急被ばく医療に強い救急総合医」を創出するため，緊急被

ばく医療の専門医養成コース（３年間）と指導医養成コース（２年間）の２段階において，既

存の救急診療教育カリキュラム，総合診療教育カリキュラムに，緊急被ばく医療カリキュラム

を上乗せするスタイルで，多施設をローテーションして研修を行うプログラムを立ち上げる。

専門医養成コースの修了者（３年目終了時以降，毎年４名）は市立敦賀病院における救急総合

診療及び敦賀市の緊急被ばく医療のリーダーとなることを目標とし，指導医養成コースの修了

者（５年目終了時以降，毎年２名）は敦賀市のみならず福井県全体のリーダーとなり，他の道

県の教育にも参画できることを目標とする。 

【総合評価】 Ｓ 

【評価結果概要】 

緊急被ばく医療は救急医療とともに福井県の地域医療の根幹をなすものであり，各種の医療

専門職者の緊密な連携を必要とする領域である。本プロジェクトは，福島原発事故対応での研

修生の活躍ばかりではなく，地元の救急医療体制の改善や緊急被ばく医療アドバイザーとして

有事の際に地域行政へ参画する仕組の構築等に大きく貢献しているなど，高く評価できる。今

後は，医療をチームワークによって支える各種の医療専門職者を継続的に養成しながら，多様

な災害にも対応できるような波及努力を期待する。 

 

（「平成 26 年度科学技術戦略推進費による実施プロジェクトの評価結果概要」より抜粋） 

 

       

（「平成 26 年度科学技術戦略推進費による実施プロジェクトの中間・事後評価結果等について」より抜粋） 

 

 
（事務局資料） 
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（社会人の学び直し教育への活用） 

⑦ これら教育課程・内容・方法等は社会人の学び直し教育等にも活用され，実績があがっ

た（資料 1-1-2-2-27～29）。 

 
資料 1-1-2-2-27 社会人の学び直し教育への活用とその成果  

学部・研究科等 活用状況 

全学 

 

・普通免許状又は特別免許状を有する現職教員等を対象に，平成 21 年度より教

員免許状更新講習を実施しており，毎年 600～1,000 人の受講生が参加してい

る。平成 27 年度においては「教員免許状更新講習運営委員会」に「ワーキン

グチーム」を設け，新しい講習形態の導入を検討し，「授業づくり」「気がかり

な子どもの支援」「チーム学校」の３つのアクティブ講習を文部科学省へ提案，

平成 28 年度に認定を受けた。あわせて，これまでの「必修領域講習」の内容

を精選し，学校種・免許種，教育職員としての経験に応じて，適時に現代的な

教育課題を学べるようにした「選択必修領域講習」を平成 28 年度より新たに

導入し，恒常的に変化する，教員として必要な資質能力を担保する充実した講

習の内容と環境の確保を図っている（資料 1-1-2-2-28）。 

共通・教養教育 ・共通教育科目の多くは「生涯学習市民開放プログラム」として社会人にも開放

されており，毎年 100 名前後の社会人を受け入れている。 

教育地域科学部 ・平成 25 年度から社会人等を対象として，地域社会における市民の学習・自治

活動を長期的に支えるコミュニティ学習支援コーディネーターの養成を目的

とした「履修証明プログラム」を導入し，修了要件を満たした受講者に対して

「履修証明書」を発行しており，平成 26 年度の修了生は５名であった。また，

平成 27 年度受講生（14 名）に実施したアンケート調査において，「現時点にお

いて大学等で学び直しをして良かったですか」との問いに対し，13 名が「とて

も良い」「まあまあ良い」の肯定的回答を選択しており，講習内容について高

い評価を得ていることが確認できた。 

・福井県教育委員会との協力の下に COC 事業の一環として継続している「地域・

学校拠点を活用する自己啓発型 CST 養成・支援システムの構築」事業の上級 CST

プログラムは，現職教員を対象としている（P1-99 前掲資料 1-1-2-1-17）。 

教育学研究科 

・教職大学院のスクールリーダー養成コースは現職教員を対象としており，長期

にわたる実習を中心としたカリキュラムによって，学校改革のための研修・研

究の企画立案能力と，若手教員を支援する能力を持つ中核的教員を養成してい

る。 

医学系研究科 

・医学系研究科附属地域医療高度化教育研究センター看護キャリアアップ部門で

は，平成 23 年より看護実践能力開発講座を開講し，看護師の学び直しニーズ

や就業看護師の能力向上ニーズに対応する教育を行っている（P3-94 後掲資料

3-2-2-1-24）。また，「慢性呼吸器疾患看護認定看護師教育課程」および「手術

看護認定看護師教育課程」を開講し，地域を始め全国の看護師の専門性を向上

する教育に努めている(P3-119 後掲資料 3-2-3-1-23)。 

工学研究科 

・産学官連携本部との連携のもとで，文部科学省特別教育研究経費を受け第２期

期間中に開始した博士後期課程のプログラム「産業現場に即応する実践道場」

を地域産業界の人材の学び直しに活用している。このプログラムは広い視野を

持つ自律型産業人材の育成を目的としたものである。平成 23～27 年度にはの

べ 97 名に科目修了証を発行し（「知的財産」33 名，「リーダーシップ論」24 名

など），地域の社会人の学び直しに貢献した。また，プログラム修了者には，

副専攻として「産業技術エキスパート」の称号を授与している（資料

1-1-2-2-29）。 

（事務局資料） 
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資料 1-1-2-2-28

■ 本学での

活動を取り

   ●必修領

  

●教員免許

※福井県

する受

下がり

成 28 年

集を行

・このよう

クティブ

・自分が取

できた。

りたい。

・これから

か，他の

の方向性

・他府県か

組に触発

・異校種，

実践や考

あった。

で連携を

考えるこ

・チームに

義だった

悩みを話

には必要

では精神

・このよう

はとまど

8 教員免許状更

の教員免許状更

り入れた講習」

領域講習の定員と

許状更新講習受

 

県下においては，

受講者が増加して

りとなってきてい

年度から新たに

行った結果，受講

な読む，書く

ブラーニングは

取り組んできた

原点に立ち返

 

らの教員活動を

の方の実践や自

性が朧気ながら

から参加したが

発され，非常に

幅広い年齢層

考え方を聞け，

校種を超えて

を図りながら学

ことができた。

に分かれて語り

た。このような

話し合ったり共

要。知識や技能

神面で豊かにな

な講習のスタ

どったが，とて

更新講習の概要

更新講習では，

を実施してお

と受講者数  

受講生の声 

自宅にいなが

てきている等の理

いるが，「教員免

に導入される「選

講の予約状況は緩

，語るという

は，とても良か

たことを省察す

返って，教員活

をどのように取

身の振り返り

ら見えてきた。

が，福井県の教

に有意義な講習

層のグループで

参考となるこ

て情報を共有し

学び会うことの

 

合った時間が

時間（知識も大

共感し合う）が

能というより，

なれた。 

イルは初めて

ても有意義だっ
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本学独自の方

おり，受講者か

      ●

     ●

らにして手軽に

理由から，本学

免許状更新講習運

選択必修講習」の

緩やかであるが

教員のア

かった。 

することが

活動を頑張

取り組む

から，そ

 

教育への取

習だった。

で，様々な

ことが多々

し，小中高

の意義を

が大変有意

大事だが，

が今の教師

この講習

てで，最初

った。 

方式「高度専門

からは好評を得

●選択領域講習の

●選択必修領域

に受講できる放送

学では平成 23 年

運営委員会」に

の内容や方法に
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資料 1-1-2-2-29

■ 産業現場

福井大学で

「産業現場に

象とした実践

産業界では

理的思考力を

的に課題を解

る高学歴人材

ています。  
このような

現場の提供と

人材の育成」

  
            

■ 受講者か

・学校と異な

大きく役立

・実践道場

面も考慮に

・社会人の

プランの書

広がりまし

・知的財産

演習も多い

身に付き，
 

開講 

学期 

前期 

後期 

■ 平成 27 年

9 工学研究科に

場に即応する実

では，地域産業

に即応する実践

践的人材育成プ

は自らの技術優

を持ち，変化す

解決し，次世代
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プログラムを開
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するビジネス現
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産業界の期待に

するため，本教

トの教育参加に

す。  

        

ト 

を体験した事は

ました（博士後期

とで考える視点が

方を学べた（博士

流できる良い機会

とで研究計画書

携本部研究機関
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力"だけでなく"

活かすことができ
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許コース特論
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ードマップ
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受講者数と修
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現場に即応する

研究開発力の強

築し大学院博士

開始しました。

し，厳しさを増

現場の中で周囲

出していく人材

に応えておらず

教育プログラム

によって「広い

は，自分自身の成

期課程学生）。

が増えた。特に

士後期課程学生

会です。また，ビ

書を作成する際

関研究員）。 

ました。企業現場

"実践力"が楽し

きました（社会人

学生 

6 

2 

4 

0 

0 

礎 0 

修了者数 一覧

る実践道場」 

強化を進める自

士後期課程学生

。  
増す国際競争に

囲の人達とコミ

材が求められて

ず，実践経験の

ムは産業界の幅

い視野を持ち，

成長に， 

に，経済 

生）。  

ビジネス 

際の幅が 

場に近い 

しみながら 

人受講生）。 

受講者数

ポスドク 社

0 

0 

0 

0 

0 

1 

覧 

自律型産業人材

生，ポスドクお

に勝ち抜くため

ュニケーショ

ています。一方

の不足や産業意

幅広い分野から

自ら考え行動

数 

社会人 総数

9 15

3 5

0 4

0 0

0 0

1 2

＜産業技術エ

福井大学

材の養成を目的

および若手社会

めに，幅広い知

ョンをとりなが

方で大学から輩

意識の欠如が指

らの課題解決型

動していく自律

 

（事

科目

修了者数 

5 15 

5 5 

4 3 

0 0 

0 0 

2 2 

（人）

エキスパート認定証

学 教育 

的として，

会人を対

知識と論

がら主体

輩出され

指摘され

型の実践

律型産業

 

事務局資料） 

 

者数

） 

証＞ 
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（実施状況の判定） 実施状況が良好である 
 

（判断理由） 

１．高度専門職業人として備えるべき能力を涵養できるよう，様々な授業形態・指導法等

を積極的に工夫・導入し，学生から好評を得た。中でも，教育地域科学部のアクティ

ブ・ラーニング型教育プログラムは認証評価で高く評価された。 

 

２．認証評価で高く評価された語学センターを中心とした，少人数型英語教育科目の展開，

授業時間数の倍増等の英語教育改革によって学生の実践的能力の涵養が向上した。 
 
３．海外留学プログラムの新設，GGJ 事業による留学支援等によって，留学機会の拡大に

努め，派遣学生数の著しい増加はその成果である。 

 

４．インターンシップ制度の適正な運用を含め，キャリア育成に係る様々な取組を実施し

ており，その成果があがった。 

 
５．「単位の実質化」方策に沿って，様々な取組を実施した。その結果，授業外学習時間

は 1.76 倍増加しており，さらに，いずれの学部も全国平均を上回った。これは「単

位の実質化」に向けた取組の成果である。 

 
６．教育方法・内容等の改善に資する教育支援事業への積極的な申請を奨励し，第２期に

15 件のプログラムが採択され，第１期からの継続分７件とあわせ，多大な成果があ

がった。 

 

７．教育課程・内容・方法等は社会人の学び直し教育にも活用され，好評を得た。 

 
８．高度専門職業人として備えるべき能力の涵養状況は良好であり（P1-106～111 前掲資

料 1-1-2-1-26～28），これは教育方法・形態の積極的な工夫・導入や単位の実質化が

一助となり得られた成果である。 
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計画１－１－２－３「カリキュラム・ポリシーやディプロマ・ポリシーに基づく到達目標

（学習成果）を達成できるよう，学習目標や成績評価基準の明確化や多面的な成績評価方

法を導入し，｢学士力の保証｣等を担保する成績評価を行う。」に係る状況 
 

（「学士力の担保」の基盤となる，DP の作成・周知） 

①－１ 「学士力の担保」の基盤となる学士力の要件（資料 1-1-2-3-1）に加え，高度専

門職業人として備えるべき能力等に沿った DP を策定した（資料 1-1-2-3-2）【別添資

料 教-4】。 

 

資料 1-1-2-3-1 「学士力」の要件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（事務局資料） 

 

資料 1-1-2-3-2 「学士力」とディプロマ・ポリシーとの整合性（例：医学部医学科） 
 

ディプロマ・ポリシー 
対応する 

学士力の要件 
医学科では，教育理念・目標に基づき，「①幅広い医学知識を持ち質の高い臨床能力を身に

つけ，②コミュニケーション能力に優れ，高い倫理観を持って患者中心の医療を実践でき，

③日々進歩する医学知識・医療技術を生涯にわたり学ぶ習慣を身につけ，根拠に立脚した

医療を実践できる」医療人にふさわしい医学能力・技能等を修得した者に学位を授与する。 
 
所定の期間在学し，カリキュラム・ポリシーに沿って設定した授業科目を履修し，履修規

程で定められた卒業に必要な単位・時間数を修得し，クリニカルアセスメントに合格する

ことが学位授与の要件である。 
卒業時までに修得すべき具体的な能力・技能等は以下のとおりである。 

 

１．医療人としての知識・技能 
①医師国家試験の合格に必要な医学知識を修得している。 
②基本的な医療行為を安全に実施できる医療技能を修得している。 

学士力の要件① 

学士力の要件④ 

２．医療人としての態度・姿勢 
①患者中心の医療を実践できる医療人にふさわしい高い倫理観や良識を備えている。 
②チーム医療の一員として，患者・家族やチーム構成員と良好な関係を構築できるコ

ミュニケーション能力を備えている。 
③都市部から辺地までを包含する地域医療における医療の担い手としての自覚を備え

ている。 

学士力の要件② 

３．医療人としての総合的能力 
①患者の有する身体的・精神的・社会的問題点の的確な把握と問題解決のための適切

な処置・指導の選択に基づく，根拠に立脚した医療を行える基本的な実践能力を備

えている。 
②医療現場や研究活動で活用できる基本的な英語運用能力を備えている。 

学士力の要件③ 

学士力の要件④ 

４． 医師としての向上する意欲 
①医学・医療の進歩や社会的ニーズの変遷に的確に対応し自らを常に高めるよう，生

涯にわたり学習する意欲・態度を備えている。 

学士力の要件① 

学士力の要件③ 

学士力の要件④ 

※他の部局においても，学士力と DP の整合性を確認している。                 （事務局資料） 

  

■ 高等教育推進センター運営委員会では，中教審答申等に基づき，成績評価の基盤となる，本学

の学生が備えるべき「学士力」の具体的な要件を以下のように策定した。 

 

学位としての学士が保証する能力内容として「知識・理解」，「汎用的能力」，「態度・志向性」

及び「総合的な学修経験と創造的思考力」が挙げられている。さらに， 

 ①知識や技能を活用して複雑な事柄を問題として理解し，答えのない問題に解を見出していく

ための批判的，合理的な思考力をはじめとする認知的能力 

 ②人間としての自らの責務を果たし，他者に配慮しながらチームワークやリーダーシップを発

揮して社会的責任を担いうる，倫理的，社会的能力 

 ③総合的かつ持続的な学修経験に基づく創造力と構想力 

 ④想定外の困難に際して的確な判断をするための基盤となる教養，知識，経験を育むことが重

要とされている。 



①

 
資

 

 

 

②

 
資

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①－２ DP

資料 1-1-2-3-3 
 

■ DP は，C

●設問：カリ

与の

べき

され

 

（成績評価基

②－１ 統一

を定めた

更した

資料 1-1-2-3-4 
 

■ 全学とし

５段階評価

成績評価基

学生便覧や

（単位等の

第 45 条 一

るものと

２ 授業科

（成績評価

第 46 条 各

明示する

２ 各学部

ため，学生

ものとす
 

各学部，

基準等は

評語

秀 
優 
良 
可 

不可

を広く公表

ディプロマ・

CP とともに，大

リキュラム・ポ

の方針）は，そ

き学修目標を明

れています。あ

基準，学修目

一した基準に

た。特に，学

（資料 1-1-2

全学的な成績

して統一した基

価への変更を含

基準を規程に定

やガイダンス等

授与） 

一の授業科目を

する。 

目の成績の評

基準等） 

各学部は，学生

るものとする。

部は，学修の成

生に対してそ

する。 

，各研究科及び

は以下の表の

語 評価

100 点

89 点～

79 点～

69 点～

可 59 点

し，周知状況

ポリシーの周知

大学及び各部局

ポリシー（教育

それぞれカリキ

明示したもので

あなたはカリキ

（平成 27 年度

目標の策定・

により成績評

学修の到達度
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績評価基準等の策

基準により成績

含め，評価基準
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等によって周知
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果に係る評価
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び共通教育セン
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基準点 
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～80 点 目
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～60 点 目

点～0点 目
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況は概ね良好

知状況  

局のウェブサイ

育課程の編成・

キュラムの目的

です。これらは

キュラム・ポリシ

度「福井大学の

改善・明確

評価を実施す

度を一層明確

策定   

績評価を実施す

準点及び評価基

準に沿った成績

知に努めた。
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授業の方法及び

価及び卒業の認
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目標を十分に達
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学 教育 
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る 

事務局資料） 
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②－２ 授業科目の成績評価方法・学習目標等を，当該科目のシラバスに明記し，一層明

確化するよう，徹底を図った（資料1-1-2-3-5）。なお，シラバスシステムを改善し，

学生がより利用しやすいものとした（資料1-1-2-3-6）。 

 

資料 1-1-2-3-5 シラバスにおける成績評価方法や学修目標等の明記の例（医学部） 

■ 第１期に引き続き，各科目におけるシラバスの記載様式では学修目標，到達目標や成績評価の基

準などの重要事項を独立項目として記載することとしている。第２期では，キャンパスごとに様式

を統一したシラバスを「シラバス作成要領」に沿って作成するにあたり，教員にこれら重要事項を

適切に記載するよう周知・徹底を図った。シラバスは電子化してホームページ上で公開しており，

学修目標，到達目標や成績評価の基準を学生が容易に閲覧出来るようにした。 

   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  

具体的な学習目標 

成績評価方法等

 
人の行動と心理 

科目名 単位数又はコマ数 開講時期 
人の行動と心理（必修） ２単位 １年次生後期 

担当教員名 職名／所属 Ｅメールアドレス オフィスアワー

安倍 博 教授／行動基礎科学 hiroabe@u-fukui.ac.jp いつでも歓迎 
 
１ 学修目標 

人や動物の心理的機能は，行動を指標としてそのメカニズムを知ることができます．そ

の多くが中枢神経系とくに脳によって制御されています．近年，学習や記憶，情動やコ

ミュニケーションなど，心理学でとりあげられていたさまざまな心理・行動機能の脳内

メカニズムが，神経科学や脳科学において明らかにされつつあります．本講義では，心

理・行動科学を「心と脳の科学」としてとらえ，心理・行動機能を脳神経系と関連づけ

ながら学ぶことにより，人の行動と心理の理解をさらに深め，医師を志す者としてのプ

ロフェッショナル意識の向上を目指すとともに，２年次からの基礎医学教育へのモチ

ベーション（動機づけ）をさらに高めることを学修の目標とします． 
 
２ 授業の内容 （略） 
３ 授業の形式 （略） 
 
４ 到達目標 
１．心のありかをみつける研究の歴史的背景を説明できる． 
２．脳の基本的な構造と神経系における方角を説明できる． 
３．行動の脳内メカニズムを研究するための方法を説明できる． 
４．言語とは何か，大脳の半球機能差とは何か説明できる． 
５．失語症の種類と，発話と音声言語理解の脳の関連を説明できる． 
６．長期増強とシナプス可塑性について説明できる． 
７．古典的条件づけとオペラント条件づけのメカニズムをシナプス可塑性から説明できる． 
８．記憶の種類と，忘却の干渉説について説明できる． 
９．健忘症の種類と，健忘症からわかる海馬の機能について説明できる． 
１０．サーカディアンリズムとは何か，時差ぼけ・交代勤務睡眠障害について説明できる． 
１１．体内時計の中枢を探す研究と時計発振のメカニズムを説明できる． 
１２．情動とは何か，情動反応を調節する脳について説明できる． 
１３．情動の表出と認識に関わる脳について説明できる． 
１４．情動によるコミュニケーションについて説明できる． 
１５．感情と情動の違いについて，情動の理論について説明できる． 
１６．脳科学の大衆化による問題について説明できる． 

 
６ 総合評価割合 

定期試験８０％，修学態度２０％ 計１００％ 
 
７ 評価方法 

① 定期試験（筆記試験）は，到達目標の達成状況をみるために，客観式及び論述式の問題

とする． 
② 再試験は１回のみ行う． 
③ 修学態度は，授業出席状況，授業中の態度および毎回のミニッツ・ペーパー（授業内容

のまとめや感想・質問などのミニ・レポート）の内容により評価する． 

具体的な学習目標 

成績評価方法等 

（事務局資料）

（医学部シラバスより抜粋）
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■ 第１期

平成27年度に改
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改善されたシラ
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ラバスシステム
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平成27年度に改

させるとともに

制限をなくし，

とした。また，

直すことで，

へ改善した。 

対応させ，学生
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（事

学 教育 

改善した。 
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（多面的評価の導入） 

③ 各部局では，成績評価の客観性及び厳格性を確保するため，それぞれの特性に沿った

多面的な評価方法を積極的に導入した（資料 1-1-2-3-9～14）。 

 

資料 1-1-2-3-9 各部局における多面的な成績評価の導入例   

学部等 成績評価 

全学 ・各学部およびそれぞれの科目における教育特性に沿った多面的評価として，筆

記試験の他にレポート，小テスト，グループワークの成果，プレゼンテーショ

ン，実習評価，自己評価，共用試験などを組み合わせて実施している（資料1-1

-2-3-10）。これらの評価方法はシラバスに明記されている。 

教育地域科学部 ・「教育地域科学部シラバス作成と成績評価に関する申合せ」により，授業形態

毎の評価内容・方法の基準を定め（資料1-1-2-3-10），学生便覧にて学生にも

周知している。 

・学校教育課程では，教育特性に沿った多面的な成績評価方法として，海外の教

員養成スタンダードについての研究を踏まえて，本学部独自のスタンダードを

作成し（資料1-1-2-3-11），福井県教育委員会との合同協議会を重ね，教員養

成スタンダードの学習成果物の評価基準を策定した。なお，「教員養成スタン

ダード」は，平成23年度の策定後，１年間の試行と福井県教育委員会との協議

を踏まえて改訂を行い，平成24年度版を作成した。さらに，平成27年度には第

三版に向けての改訂作業を行い，平成28年度版を公表することとしている。 

・地域科学課程においては，ワークショップ科目において，４～５種類の多面的

な能力獲得目標とその評価指標を設定し，授業終了後に学生にそれらの目標の

達成度について自己評価させ，評価指標と照合することによって，授業の効果

を測定している。 

医学部 ・平成 25 年度より，医学科では，共用試験（CBT，OSCE），国家試験成績と学内の

成績状況の相関性を検証している（資料 1-1-2-3-12）。 

・看護学科では臨地実習においては教員評価および学生の自己評価に加え実習指

導者による評価も行っており，多面的に成績を評価している。 

・看護学科では，外部模擬試験成績と学内の成績状況の相関性を検証している。 

工学部 ・平成22年度から全学科で１～３年生を対象に始めたジェネリック・スキル教育

プログラムにおいて，アンケートを実施してジェネリックスキルの涵養状況を

評価している（資料1-1-2-3-13）。 

・平成26年度に実施したPROGテスト（ジェネリックスキル測定テスト）で汎用的

技能がどれだけ身についているかの評価を行った（資料 1-1-2-3-14）。 

・工学部の全学科において，ディプロマ・ポリシーはJABEEの学習・教育到達目標

を踏まえて定められているとともに，教育課程は同目標の達成を担保するよう

に整備されている（第２期にJABEEの認証を受けたのは３学科４プログラム）で

あるが，それ以外の学科も，工学部JABEE委員会の指導の下，JABEE準拠の教育

課程を編成することとしている。JABEEの認証を受けた，あるいは学部内委員会

からJABEE準拠であると認められた教育課程で学ぶことにより，ディプロマ・ポ

リシーに定められた到達目標の達成が担保される仕組みとなっている。 

 （事務局資料） 

  

  



福井大学 教育 

1－159 

資料 1-1-2-3-10 多面的な成績評価方法を導入した成績評価・単位認定の実例 
 

■ 成績評価・単位認定の実例（平成 26 年度） 

〈教育地域科学部〉   

 
小レポート 

（10 回） 

レポート 

（期末） 

授業

時 

履修

状況

欠席 

(回数)
成績 判定

 
成績分布表 人数 割合 

シラバス 20 60 10 10  100  秀：100-90 7 11.7% 

学生Ａ 16 54 10 10 0 90 秀 優：89-80 32 53.3% 

学生Ｂ 15 54 6 9 0 84 優 良：79-70 14 23.3% 

学生Ｃ 15 49 5 8 0 77 良 可：69-60 4 6.7% 

学生Ｄ 9 42 5 4 3 60 可 不可：59-0 3 5.0% 

学生Ｅ 3 － 0 0 11 3 不可 計 60 100.0%

 

〈医学部〉   
事例 平常点 レポート 定期試験 成績 判定 成績分布表 人数 割合 

シラバス 10 10 80 100  秀：100-90 4 3.8% 

学生Ａ 2 5 59 66 可 優：89-80 19 18.1% 

学生Ｂ 8 7 63 78 良 良：79-70 31 29.5% 

学生Ｃ 8 5 71 84 優 可：69-60 51 48.6% 

学生Ｄ 10 10 70 90 秀 不可：59-0 0 0.0% 

学生Ｅ 10 7 62 79 良 計 105 100.0%

 
〈工学部〉   

 

■ 成績評価に関する申合せ（教育地域科学部） 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（事務局資料）

事例 演習 レポート 中間試験 期末試験 成績 判定 成績分布表 人数 割合 

シラバス 10 10 40 40 100   秀：100-90 7 6.4％ 

学生Ａ 10 8 35 40 93 秀  優：89-80 16 14.5％

学生Ｂ 10 8 32 33 83 優  良：79-70 41 37.3％

学生Ｃ 9 8 29 28 74 良  可：69-60 17 15.5％

学生Ｄ 8 10 31 20 69 可  不可：59-0 29 26.4％

学生Ｅ 8 4 16 13 41 不可  計 110 100.0%
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資料 1-1-2-3-11 教員養成スタンダードの概要（教育地域科学部）   

（事務局資料） 

  

教員養成スタンダード 共通 
 
【Ａ】本学部の教員が共有すべき使命 

１．公教育の担い手としての自覚を持った教師を育てる。
２．子どもが社会の一員として主体的に生きていけるよう，子どもの学習・発達を支援する教師を育てる。 
３．多様な人々と協働し，社会と教育の受け手に対する応答責任を果たす教師を育てる。 
４．生涯にわたって省察的に学び続ける教師を育てる。 
５．学識に支えられた指導力を発揮する教師を育てる。 

↓↑ 
【Ｂ】本学部の学生が目指すべき目標 

１．学習の専門職として生涯にわたって学び続ける土台を築く。
２．実践コミュニティの一員として，他者と協働し，他者の実践事例や自身の実践から学ぶ。 
３．活動的で協働的な学習を子どもたちが行うことができるよう，適切な学習環境・生活環境をつくりだす。 
４．教科の特性に応じた問題解決的な学習を子どもたちが行うことができるよう，教科固有の様々な方略を理解し用いる。
５．担当する教科における重要な概念と探究の方法を子どもたちが学習していくプロセスを理解しており，子どもたちが

それらを学ぶことで知的・社会的・個性的に発達するよう支援する。 
６．担当する教科における重要な概念と探究の方法を理解しており，子どもたちがそれらを意味あるものとして学ぶこと

ができるような経験をつくりだす。 
７．教育目的・教育内容・子ども・地域社会に関する知識に基づいて，教科と教科外活動における長期に渡る探究的な学

習を支える指導と評価の計画を立てる。 
８．子どもたちが民主的に集団活動を運営する実践的能力を発達させるよう，様々な文化的活動や集団活動をつくりだす。
９．子どもたちが生き方を模索するプロセスを理解しており，平和で民主的な社会のあり方と人間らしい生き方について

理解を深め，個性的に発達するよう支援する。 
↓↑ 

【Ｃ】上記の目標を実現するために学生に保障すべき学習経験 

１．子どもたちの成長と発達を促す実践に参加する。
２．実践と省察を繰り返す専門職的な学習のプロセスを経験する。 
３．教科が成立する根拠や意義，歴史的背景について理解を深め，教科の目的・目標・内容について考えさせる。 
４．教育内容と方法，および人間の学習・発達や教育の理念・歴史・制度に関する理解を統合的に発達させるために，総

合的事例に基づいた事例研究を行う。 
５．カリキュラム・単元・授業・学級集団の運営方法に関して実践的に理解を深めるために，カリキュラム・単元・授業・

教材・活動の開発と提案を行う。 
６．学識を形成し発達の足跡を残していくために，学習個人誌を作成する。 
７．後の世代を育てることを通して発達し，また自身の発達を後の世代に伝えるために，世代継承サイクルを組み込んだ

学習コミュニティを実現する。 
８．民主的な集団活動の運営が求められる協働的実践を行う。 
９．子どもの個別的なニーズを把握し受容的に関わる実践を行う。 

↓↑ 
【Ｄ】証拠となる学習成果物 

方向性 内容 
１．自身の実践・学習を組織化する。 
２．物語（ナラティブ・ストーリー）と

して構成する。 
３．時間軸を意識し，過去・現在・未来

の時間の流れに自己を位置付ける。 
４．専門職的実践のビジョンを意識する。 

１．過去の自身の学習個人誌
２．教育実習の記録，各教科，道徳及び特別活動の指導案・教材・子どもの
作品 

３．介護等体験の記録 
４．探求ネットワークの報告書 
５．ライフパートナーの報告書 
６．学生からの評価，コメントに関するもの 
７．教職員からの評価，コメントに関するもの 
８．文献・論文リスト 

↓↑ 
【Ｅ】学習成果物の評価規準 

１．追究の継続性 専門職としての目標の達成のために，実践研究に十分に継続して従事してきている。
２．追究の協働性 他者の追究を跡付け，理解し，援助してきている。
３．追究するテーマの質 重要なテーマを追究し，深い分析を行い，学術的根拠に基づいた説得的な議論を展開でき

ている。 
４．視野の広がり 広い視野のもとに自身の追究のテーマを位置付けている。
５．追究の遂行性 実践と省察をデザインし，実行し，報告している。
６．追究の重層性 １年生から積み重ねてきた報告群が証拠として含まれ，それらに随時言及しながら，自身

の学習をストーリーとして描いている。 
７．専門職的実践のビジョン 自身の生涯に渡るライフコースを展望し，個性的な発達を遂げようとしていることがわか

る内容になっている。 
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資料 1-1-2-3-12 外部評価と内部評価の整合性（医学部）  
 

■ 医学部では，教育評価担当の専門職員を平成 25 年度に配置し，外部試験結果と学内の成績分布

との相関性の検証を進めている。 

 

本学医学部医学科の学生は，４年次末に，医学教育モデル・コア・カリキュラム（以下「コア・

カリ」）に基づいた１～４年次の学習の学習成果を測る目的で，全国共用試験医学系 CBT（以下「CBT

試験」）を受験しており，この結果（成績）を客観性のある評価として，５年次への進級判定（臨

床実習参加の可否）に用いている。 

このコア・カリは，文部科学省，厚生労働省提言の全国の医学生が基本的診療能力を確実に修

得できるように必要性の高い内容を網羅し，かつ基礎と臨床が有機的に連動した配列となるよう

配慮された医学教育のガイドラインであり，臨床実習前の教育過程においては，A～F６つの学習

区分にまとめられている。本学もこれに準拠したカリキュラム編成を行っている。 

 平成 22～23 年入学者（第２期以降の入学者）を対象に，本学の各授業科目の成績をこの A～F

の学習区分にまとめて平均点を算出し，異なる学習区分間での相関をみると，すべてにおいて中

程度以上の関連がみられ，この結果から，本学のカリキュラム編成の妥当性が確認できる。 

さらに，本学の各授業科目の成績判定が全国的な評価と比べて妥当であるかの検証のため，本

学のコア・カリ区分毎の平均点と，それに対応した CBT 試験の正答率の関連を合せてみてみると，

Ａ区分を除いて，概ね中程度の相関が確認できている。 

これらの分析結果は，本学医学教育の教育成果およびその仕組みの妥当性の証左となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 「医学教育モデル・コア・カリキュラム」の学習区分の内容 

A …基本事項（授業科目：「コミュニケーションとチーム医療」,「入門テュートリアル」等） 

B …医学・医療と社会（授業科目：「医学・医療と社会１～３」,「死と法」等） 

C …医学一般（授業科目：「人体解剖学１～２」,「生体と微生物」等） 

D …人体器官の正常構造と機能,病態,診断,治療（授業科目:「人体各器官の正常構造と機能,病態,診断,治療（神経系等）」） 

E …全身におよぶ生理的変化,病態,診断,治療（授業科目：「全身におよぶ生理的変化,病態,診断,治療（感染症,腫瘍等）」） 

F …診断の基本（授業科目：「基礎医科学」,「診療の基本」） 

 

（事務局資料） 

 

  

 学内成績の異なる学習区分成績との相関

 学内成績と対応する全国共用試験（医学系ＣＢＴ）成績との相関 相関あり（強） 相関あり（中） 相関あり（弱） 相関なし

A平均点（学内） B平均点（学内） C平均点（学内） D平均点（学内） E平均点（学内） F平均点（学内） A正答率（CBT） B正答率（CBT） C正答率（CBT） D正答率（CBT） E正答率（CBT） F正答率（CBT）

A平均点（学内） 1
B平均点（学内） 0.50 1
C平均点（学内） 0.72 0.45 1
D平均点（学内） 0.84 0.41 0.81 1
E平均点（学内） 0.71 0.58 0.68 0.71 1
F平均点（学内） 0.66 0.43 0.77 0.79 0.68 1
A正答率（CBT） 0.10 0.11 0.11 0.12 0.10 0.09 1
B正答率（CBT） 0.51 0.39 0.57 0.54 0.47 0.54 0.08 1
C正答率（CBT） 0.57 0.33 0.57 0.61 0.49 0.51 0.05 0.54 1
D正答率（CBT） 0.56 0.27 0.58 0.59 0.46 0.51 0.07 0.55 0.58 1
E正答率（CBT） 0.44 0.29 0.47 0.50 0.41 0.46 0.04 0.50 0.50 0.45 1
F正答率（CBT） 0.41 0.21 0.43 0.44 0.31 0.41 0.20 0.40 0.35 0.45 0.34 1
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資料 1-1-2-3-13 ジェネリックスキルの涵養状況の評価（工学部） 

 

    
（http://mech.u-fukui.ac.jp/~honda/GP2009/images/pdf/newsletter005.pdf） 

 

（「GP News Letter No.5」より抜粋） 
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（「学士力の保証」の担保） 

④－１ 様々な機会を利用して，学士力や高度専門職業人として備えるべき能力等の涵養

状況を組織的に検証している（資料 1-1-2-3-15）。 

 

資料 1-1-2-3-15 学士力や高度専門職業人として備えるべき能力等の涵養状況の検証に係る主な取組 

 

■高等教育推進センター運営委員会では，成績評価が「学士力の保証」を担保するものとなっている

かを検証する方策として，「学士力として備えるべき能力等を卒業生が有しているか」に関する関

係者（卒業生および就職先関係者）からの評価結果，国家試験合格率などを活用することとした。

これは「学士力としての能力を卒業生が有している」ことを示す証左であり，そのような学生に備

わるべき能力の涵養度・達成度を評価している“成績評価”は“学士力の担保を保証する成績評価”

に該当するものと判断することとした。 
  

実施部局等 取 組 

全学 

福井大学の教育・研究に対する意識・満足度調査 

カリキュラムアンケート 

福井大学の教育と卒業生についてのアンケート調査 

教育地域科学部 

学部授業評価アンケート 

地域科学課程アクティブラーニングに関するアンケート 

初年次教育の成果と大学生活への円滑な移行に関するアンケート 

助言学生面談アンケート 

教員免許状取得状況 

各種資格取得状況（学芸員，社会教育主事，社会調査士） 

各科目の成績分布の検証 

医学部 

カリキュラム評価アンケート 

卒業生に対する大学教育の成果調査 

卒業生の就職先へのアンケート 

看護基本技術自己評価データ 

医師国家試験合格状況 

保健師，助産師，看護師の国家試験合格状況 

CBT，OSCEの成績評価 

各科目の成績分布の検証 

工学部 

PROGテスト（ジェネリックスキル測定テスト（平成26年度実施）） 

学部授業改善アンケート 

JABEE受審（３学科４コース） 

数学達成度調査アンケート（２年生対象） 

各科目の成績分布の検証 

 

（事務局資料） 
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④－２ 関係者からの意見聴取結果では，「学士力」として備えるべき能力等を卒業生が

有していると高い評価が得られ，国家試験等の成績状況も良好である（資料

1-1-2-3-16）。 

 

資料 1-1-2-3-16 「学士力として備えるべき能力等を卒業生が有している」ことを示す検証結果の概要 
 

 

（事務局資料） 

 

 

 

 

 

 

  

 
（１）成績分布の検証 

学士力の涵養状況を成績から判断すると，学士課程の共通・教養教育科目及び専門教育科目の

単位修得率はそれぞれ平均 85.2％，90.3％であり，成績分布において“優”（“秀”は平成 24 年

度から導入）の割合は平均 20.2％，25.4％であった。成績評価・単位認定は適切に実施されてお

り，これらの結果は， 受講後の時点で相応な知識・技術等を大半の学生が身に付けたことの証左

である。 

 

（２）就職先等の関係者からの意見聴取 

企業等が求める人材養成の視点を踏まえ学習成果を検証するため，就職先等の関係者を対象と

した「福井大学の教育と卒業生についてのアンケート調査」を隔年度実施している。本学卒業（修

了）生は，専門分野の基礎知識・技術，一般知識・教養，問題解決能力など多くの学力や資質・

能力を「十分～おおむね十分」備えていると評価されている（P1-111 前掲資料1-1-2-1-29）。さ

らに，他大学卒業生に比較して，企業等が求める人材として，概ね，良好な評価を得ている。特

に，殆どの就職先関係者は「総合的に判断して福井大学卒業生の採用に十分～やや十分満足して

いる」と回答しており，人材育成に関する学習成果が十分に上がっていることが検証されている。

なお，半数の関係者から，本学卒業（修了）生の語学力が必ずしも十分でないことが指摘されて

おり，そこで，グローバル人材育成推進事業に基づき語学力の向上に向けた取組を進めている

（P1-127 前掲資料1-1-2-2-7）。 

各部局では，様々な機会を利用して，卒業（修了）生に関する意見聴取を行い，学習成果を検

証している。 

 

（３）卒業（修了）予定者，既卒業（修了）生からの意見聴取 

卒業（修了）予定者を対象とした｢福井大学の教育・研究に対する意識・満足度調査｣では，部

局間に差異は見られるものの，約90％前後の卒業（修了）予定者は本学で学習や研究を行うこと

によって一般常識，基礎学力，専門的知識や技術，実践的能力等が「十分～ある程度身についた」

と回答している(P1-108 前掲資料1-1-2-1-27)。さらに，アクティブ・ラーニングが目指す「課題

探究・問題解決能力の形成」について，約90%前後の卒業（修了）予定者は課題探求・問題解決能

力の基礎となる「多面的に考える力」，「根拠に基づいて考える力」，｢問題を把握する力｣及び

新しいアイデアや発想を生み出す力」が「十分～ある程度身についた」と自己評価している（P1-106 

前掲資料1-1-2-1-26）。また，本学では，高度専門職業人として備えるべき資質等の涵養を図っ

ており，本学における学習や研究を通してのこれら資質等の修得状況について，学生は概ね肯定

的な回答をしている（P109 前掲資料1-1-2-1-28）。 

各部局では，様々な機会を利用して，既卒業（修了）生への意見聴取を行っている。既卒業（修

了）生からは，学習成果について，概ね，良好な評価を得ている。 

 

（４）国家試験等   

第２期では，教員一種免許取得者は延べ 1,843 名であり，工学部においても専門に応じた教員

免許が取得されている。 また，医学部においては，毎年多くの医師，看護師等の資格取得者を輩

出しており，国家試験合格率は，全国平均合格率を概ね上回っている。その他の国家資格等につ

いても，其々の教育内容を活かした資格が取得されている。 
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・今回の講演のように現在の大学教育をよく見かける言葉を解説しながら，その意義を説いてくれる

内容は啓発的です。 

・今回のテーマ内容は，今後の教育指導や評価において大変興味ある有意義な話題提供でありがとう

ございました。漠然としたイメージ，必要性を実感することができました。LMS も今後活用する上

で対応可能な表示や選択がわかりとてもよかった。 

 

■ 平成 27 年度  

〇平成27年度福井大学FD・SDシンポジウム「学生の学びを支援する教育システムの構築をめざして」 

  『国際地域学部における教務システム－新学部が取り入れる米国型 13 段階成績評価－』 

  『WebClass とアクティブラーニング』 

・毎回講演では，刺激を受けています。授業改善をしようとするスイッチが入ります。 

・今回の FD は，成績評価の改善に関するものとして十分有益な機会と思います。特に米国型 13 段階

評価について理解が深まりました。 

・本日の FD では，LMS システムを利用した授業の進め方がイメージできよかった。今後も LMS への

支援や FD の開催を強く希望する。 

・LMS を教員みんなが利用して，教職員の負担が軽減するよう，何回でも研修していただきたい。 

 

（事務局資料） 

 

 

 

 

（実施状況の判定） 実施状況がおおむね良好である 

 
（判断理由） 

１．学士力の要件を加味した，適切な DP を策定し，周知した。 

 

２．シラバスシステムを改善し，学生がより利用しやすいものとした。これも一助となり，

成績評価基準等の周知は良好である。 

 

３．学修の到達度を一層明確化するため，評価基準点及び評価基準の全学的統一，５段階

評価への変更を実施した。 

 

４．教員養成スタンダード（教育地域科学部），共用試験等の活用（医学部），PROGテスト

（工学部）等，それぞれの特性に沿った多面的な評価方法を積極的に導入し，成績評

価の客観性及び厳格性の確保に努めた。成績評価等の適切性について学生から好評を

得た。 

 

５．関係者からの評価結果，国家試験の合格状況等から，「学士力として備えるべき能力

等を卒業生が有している」ことが検証されており，これは学生に備わるべき能力の涵

養度・達成度を評価している“成績評価”が妥当であることの証左であり，“学士力

の担保を保証する成績評価”に該当するものと判断した。 

 

６．評価方法の国際化に対応するよう GPA 制度を全学的に導入することとしており，これ

は成績評価法の改善を随時図っていることの証左である。 
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計画１－１－２－４「本学の特性を活かし，他機関との連携も図りつつ，教職大学院，画

像医学，原子力工学などの教育を推進する。」に係る状況【★】 
 

 

（教職大学院）  

①－１ 教職大学院では，「運営協議会」の設置を含め他機関との連携のもと，「学校拠点

方式」による教員養成や教師教育を推進した（資料 1-1-2-4-1～3）。 

 

資料 1-1-2-4-1 教職開発専攻（教職大学院）設置の趣旨と特色 

  
 

（福井大学大学院教育学研究科案内より抜粋） 
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資料 1-1-2-4-2 「学校拠点方式」による教員養成・教師教育の概要 

  

■ 学校拠点方式：大学教員が学校に赴き，学校の抱える課題を学校と大学とが協働で取り組む 

教師教育 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

（事務局資料）  

 
資料 1-1-2-4-3 運営協議会の設置及びその成果 

■ 「学校拠点方式」による教員養成や教師教育を実現するとともに，大学院の適切な運営や教育課

程の改善等を図るため，教職大学院と県及び各市町村教育委員会関係者，拠点校・連携校の校長か

ら成る「運営協議会」を設けた。運営協議会（年２回開催）は連携の強化や教育の質の改善を恒常

的に図るための中心的な役割を果たしている。 
 

福井大学大学院教育学研究科教職開発専攻運営協議会要項（一部抜粋） 

 

（審議事項） 

第２ 運営協議会は，次の各号に掲げる事項を審議する。 

(1) 教職開発専攻の運営に関する事項 

(2) 教職開発専攻の事業計画に関する事項 

(3) その他必要な事項 

（組織） 

第３ 運営協議会は，次の各号に掲げる委員をもって組織する。 

(1) 教育学研究科長 

(2) 教育担当の副学部長 

(3) 附属学校園担当の副学部長 

(4) 教職開発専攻長 

(5) 教職開発専攻の専任教員（客員教員を含む。） 

(6) 福井県教育委員会関係者     若干名 

(7) 福井県教育研究所長 

(8) 福井県教育庁嶺南教育事務所長 

(9) 福井県特別支援教育センター所長 

(10) 関係市町教育委員会教育長 

(11) 拠点校・連携校の校園長 

（委員長） 

第４ 運営協議会に委員長を置き，教育学研究科長をもって充てる。 

２ 委員長に事故のあるときは，あらかじめ委員長が指名した委員がその職務を代行する。 

 

  

拠点校（県内外18校） 

教職大学院 連携校（県内外20校） 

大学院に入学した 
拠点校教員 

拠点校で 
長期インターンシップ 
に取り組む若手院生 

他の教員 

全国の学校から 
参加した教員 

全国の教職大学院から 
参加した研究者 大学院教員 

大学院教員 
実務家・研究者 

ラウンド 
テーブル 集中講義 

週間／月間 
カンファレンス 

事例研究 

教員間の 
協働研究を 
支える 

学校の 
現実の課題を 
研究する 

全国の大学院と 
省察的実践・ 
教師教育改革 
コラボレーション 

事例を持ち寄って 
検討を行う 

大学院に入学した 
連携校教員 

 学校拠点の協働実践研究プロジェクト 
　「学校拠点方式」により、学校の現実の課題（学校改革・授業改
善等）に院生と大学院教員が協働で取り組む。 
 教職専門性の開発を支援 

　知識社会の教師に求められる実践力、マネジメント力、省察・研
究能力、理念と責任、の4つの能力を培う。 
 1年間の学校実習と長期インターンシップ 
　学校の1年間のサイクルを通して児童生徒の成長発達過程、学
校の組織運営と年間リズムを体感していく。 

 事例研究中心の共通科目 
　日々の実践と学校実習にもとづいた実践的なカンファレンス・事
例研究・組織学習を行っていく。 

 コース別選択科目 
　「カリキュラムと授業」「子ども／障害児の成長発達課程」「コミュ
ニティとしての学校」の3つの系でそれぞれ実践と研究を深める。 
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■ 協議結果と改善例 

本会における協議において，教育委員会からは管理職養成の必要性，学校からは現職教員院生の

経済的負担減の要望が提起され，前者については平成 28 年度より学校改革マネジメントコースの

新設，後者については教職大学院独自の給付型奨学金の創設へと結びつき，これらが教職大学院

における教育及び学修の質を刷新及び向上させるに至っている。 

 
（事務局資料） 

 

 

①－２ 県内外の 18 の学校及び行政機関と「拠点校」の協定を結び，さらに，拠点校に

準じ「連携校」も 20 校を数えるに至っている（資料 1-1-2-4-4）。 

 

資料 1-1-2-4-4 平成 27 年度拠点校・連携校と教員担当一覧 

 

 

■ 「拠点校」の概要 

教職大学院との包括的な協働関係に基づき，21 世紀の学校づくりのための協働研究を組織的・継

続的に進める学校（県外５校を含む） 

 

■ 「連携校」の概要 

主に福井県教育委員会より教職大学院に推薦・派遣された現職教員が在籍する学校で，学部卒院

生の長期インターンシップの受入れを除いて教職大学院との組織改革に資する協働実践研究を展

開する学校（県外２校を含む） 
 

 
（事務局資料） 

  



①

 

資

 

①－３ 拠点

研修プロ

教員の資

資料 1-1-2-4-5 

 

■ ミドルス

 

 

【受講者数

【感想】 

・自分がい

・今の教員

要性を認

・授業を見

・他校種の

・実践の共有

     

■ 特別支

ンターと

Ⅰ 研修

  受

くこ

Ⅱ 研修

・年

「

・

・福

・

【受講者数

点校には福井

ログラムの協

資質能力向上

教員研修プロ

ステップアッ

数】 31 名 

いかにマンネリ

員に「工夫」が

認識できた。 

見るときの視点

の新しい世界を

有が大変勉強

      

支援教育コーデ

協働開発 

修のねらい 

講者が，多様

とを通して，

修の特徴 

年間を通した

「課題設定→学

イクルで，実

学校での実践

知識獲得のた

を研修として

福井大学教職

研修会には教

振り返りと再

センター所員

担当のセンタ

各受講者の研

える。 

数】 ８名 

井県教育研究

協働開発を実

上を促進し，

グラム 

プ研修：福井県

化しているか

が必要であるこ

点について，目

を知る事ができ

になった。これ

       

ディネーター専

な子どもたち

学校全体が特

研修プログラ

学校での実践，

実践と省察を積

そのものを研

ための研修から

て位置づける。

大学院，県教

教職大学院スタ

再構成を支える

員が学校を訪問

ー所員が受講

研修を，センタ

1－171

究所等の行政

実施し，「学

関係者から

県教育研究所

かがわかった。

こと，中教審や

目を開かれた思

き，視野が広が

れからの自分の

 （平成 25 年

専門研修・授業

の学びと育ち

特別支援教育の

ムで学びを深

同僚との協働

積み重ねていく

研修とする 

ら脱却し，校内

 

教育委員会と連

タッフや県教委

る。訪問による

問し，校内の研

講者の実践に伴

ター所員が担当

政機関が含ま

学校拠点方式

ら好評を得た

と協働開発

主任として新

や教育再生実行

思いがした。

がったような気

の実践のバリエ

年度ミドルステッ

業研究リーダー

を支えるため

力量を高める

深める 

働→振り返り，

く。 

内体制の改善や

連携する 

委の主任が助言

研修では，教職

研究会等を支援

伴走する 

当者としてサポ

まれており，

」による現職

た（資料 1-1-

 

新しい境地を開

行会議の内容に

気がする。 

エーションが増

ップアップ研修実

ー実習概要：福

の実践を，同

。 

再構成→次の

や授業改善を目

言者として参加

職大学院スタッ

援する。 

ポートし，課題

福井大学

これら機関で

職教員研修

-2-4-5）。 

開きたい。 

にも目を通すこ

増えたように感

実践記録集より

福井県特別支援

同僚と協働し進

の課題設定」と

目指した実践そ

加し，受講者の

ッフや県教委の

題解決に向けて

学 教育 

での教員

としての

ことの重

感じる。 

抜粋） 

援教育セ

進めてい

というサ

そのもの

の実践の

の主任，

て共に考
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【感想】 

・授業研究とコーディネーターの活動は，一見違うように感じていましたが，校内の先生方が意見

交流を活発にし，児童生徒の理解を深め，よりよい方向に向かうよう取り組み続けていくという

部分は同じであると感じました。 

・本研修を受け始めた頃は，研究授業に対する先生方の負担感から出る雰囲気，授業参観者の人数

が気になり，授業参観していても子どもに注目できなかった。しかし，研修を通して「子どもの

どういうところを観て，どうとらえるのか。そして，どのように支援を考えるのか」という具体

的な見方を知り，子どもから目を離さずに参観できるようになった。そのような自分の変化を考

えると，抵抗感や負担感を減らすというよりも，授業実践する中で，悩みが解決したり，新たな

視点を得たりすることが，実践への意欲へとつながり，満足感や達成感を得られるのではないか

と思った。 
 
（平成 26 年度 特別支援教育コーディネーター専門研修・授業研究リーダー実習実践研究報告より抜粋） 

 

（事務局資料） 

 

 

①－４ スクールリーダー養成コースを修了した後，再び教育現場で活躍している教員は，

すでに 100 名以上となっている（資料 1-1-2-4-6）。 

 

資料 1-1-2-4-6 スクールリーダー養成コース修了生（平成 27 年度）の所属校等   

 
■ 拠点校及び連携校において中心的役割を果たしている教員を広く院生として受け入れており，

それらの院生は教職大学院で学びつつ，勤務校において実践研究を進めている。また，教職大学

院の担当教員が学校に出向き，実践的事例研究をはじめとする授業を拠点校において行っている

（P1-169，170 前掲資料 1-1-2-4-2，4）。 

 
■ 平成 27 年度修了生の所属校等 

  

 
■ スクールリーダー養成コース修了生（平成 22 年度～平成 27 年度）の現在の所属 

   
  

No 入学時所属 教科等 入学年度 修了年度 現在 役職 備考

1 鯖江・豊小 国語 26 27 国高小学校

2 明倫中 数学 26 27 明倫中学校
3 埼玉・新座高 社会 26 27 新座高校
4 岡本小 数学 26 27 岡本小学校 研究主任
5 青郷小 国語 26 27 青郷小学校 研究主任
6 啓新高 社会・福祉 26 27 啓新高校
7 静岡・富士市立高 数学 26 27 静岡県教育委員会 主任
8 足羽中 家庭 26 27 足羽中学校
9 鹿谷小 理科 26 27 南部中学校
10 板橋・中台中 理科 26 27 板橋区立中台中学校
11 美浜中 数学 26 27 松陵中学校
12 野向小 特別支援 26 27 野向小学校
13 春江小 保健体育 26 27 春江小学校
14 勝山高 英語・情報 26 27 勝山高校
15 附属小 国語 25 27 附属小学校
16 附属小 美術 25 27 附属小学校
17 附属中 保体 25 27 附属中学校教 教務主任
18 附属中 家庭 25 27 附属中学校
19 附属小 社会 25 27 附属小学校

修了年度

現在の所属

幼稚園 0 0 1 0 0 0 1

小学校 14 4 5 6 4 8 41
中学校 6 9 5 6 7 7 40
高等学校 3 2 4 2 3 3 17
特別支援学校 2 1 1 0 2 0 6
市，県の機関 8 2 2 2 3 1 18
その他 0 0 1 0 1 0 2

計 33 18 19 16 20 19 125

計平成27年度平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度

（事務局資料）
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①－５ 平成 25 年度特別経費（プロジェクト分）により機構「教師教育改革コラボレー

ション」を組織し，14 大学の連携による教育実践研究を実現することによって，教職

大学院における教員養成と教師教育の取組を基軸とした教師教育改革を全国展開し

ている（資料 1-1-2-4-7）。 

  
資料 1-1-2-4-7 教師教育改革コラボレーション 

 

■ 本機構の実践研究の成果が各大学・地域で高く評価され，教師教育の革新として実践者の実践と

省察を支え促すラウンドテーブル形式を含む教員研修が静岡大学・宇都宮大学・福島大学・長崎大

学・奈良女子大学で展開し，平成 28 年度以降も本機構への新規参入機関の増加が見込まれている。 

 
 

（事務局資料） 

 

 

①－６ 教員養成の新たな全国モデルとなる学部・大学院・附属学校を融合した，いわゆ

る“三位一体改革”（P1-202 後掲資料 1-1-2-5-1）を推進しており，国立大学改革プ

ランの機能強化例として紹介される等（資料 1-1-2-4-8），高く評価されている。 
 
資料 1-1-2-4-8 国立大学改革プランの機能強化例 

  

（文部科学省 「国立大学改革プラン」，「国立大学改革プラン参考資料」より抜粋）



②

 
資

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

（画像医学）

②－１ 医学

教育の展

ター」を

資料1-1-2-4-9 

  

 

（設置） 

第１条 福

部（以下

下「セン

（目的） 

第２条 セ

医学教育

を目的

（部門） 

第５条 セ

(1) 教育シ

(2) オー

 

学部では，概

展開」を発展

を設置した

先進イメージ

福井大学医

福井大学学則

下「医学部」と

ンター」とい

センターは，医

育システムの開

とする。 

センターに，次

システム部門 

トプシー・イメ

概算要求事業

展させ，その

（資料 1-1-2

ング教育研究セ

医学部附属先進

（平成 16 年福

という。）に，

う。）を置く。

医学部における

開発・普及及び

次に掲げる部門

メージング部門

 

1－174

業「総合的先

の中心的役割

2-4-9）。 

センターの概要

進イメージン

福大規則第１号

福井大学医学

 

る形態学・画像

びオートプシー

門を置く。 

門 

先進イメージ

割を果たす「

グ教育研究セ

号）第６条第３

学部附属先進イ

像医学教育の

ー・イメージ

ジングシステ

先進イメー

ンター規程（一

３項の規定に基

イメージング教

円滑な実施を図

ングの実用化研

福井大学

ムによる革新

ジング教育研

一部抜粋） 

平成 23 年５

福大医規程

基づき，福井大

教育研究センタ

図るため，先

研究を推進す

（事

学 教育 

新的医学

研究セン

５月１日 

程第１号 

大学医学

ター（以

進画像

ること

事務局資料） 
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＊RI
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■ 平成23年

「パナソ

寄与して

 

■ 当該教育

ロジェク

域医療人

院電子カルテ

ta2）を構築

0 平成26年度に

4 年度から学

テムへのアクセ

の連携を実現

ディカルスタッ

全学 LMS や医学

ACS：医療画像保

R,CT,MRI といっ

IS：放射線科情

放射線機器による

年度に高エネ

ソニック医工学

ている。 

育システムで作

クト分）概算要

人循環モデルの

 

テや病理シス

築し，活用し

に構築した第二世

内システムと

セスが可能とな

現し，情報の統

ッフ教育，病院

学部臨床実習支

保存通信システム

った画像撮影装置

報システム(Rad

る検査と治療の予

ルギー医学研

学共同研究部門

作製・蓄積され

要求事業「地域

の構築－」にも
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ステムとの連

た（資料 1-

世代教育システ

の統合により

なり，病院電子

統合化を進めて

院での病理解剖

支援システムと

ム(Picture Arc

置から受信した画

diology Inform

予約から検査結

研究センターに

門」（P2-4 後掲

れた e-ラーニン

域と協働した優

も活用されてい

連携機能を強

-1-2-4-10）。

ム（ideata2）の

，学生による

子カルテをはじ

ている。また，

剖診断や法医学

との融合利用を

chiving and Com

画像データを保

mation Systems)

結果までの管理を

に設置したパナ

掲資料2-1-1-1

ングコンテンツ

優れた地域医療

いる。 

強化した第二

 

の概要 

学内 PC やタブ

じめ病理検査シ

カンファレン

学による検死診

を図っている。

mmunication Sy

保管，閲覧，管理

) 

を行うシステム。

ナソニック（株

-3）は当該教

ツは，平成 25～

療指導者育成プ

福井大学

二世代教育シ

ブレット PC か

システム・生理

ンス支援，検査

診断でも利用

 

ystems) 

理するシステム。

 

株）との共同研

教育システムの

～27 年度特別経

プログラム－持

（事

学 教育 

システム

からの教

理検査シ

査技師な

される。

 

研究部門

の構築に

経費（プ

持続的地

事務局資料） 
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②－３ 画像医学関係を中心に 6,000 を超える本邦随一のコンテンツを蓄積・利用し（資

料 1-1-2-4-11，12），学生等からも好評を得た（資料 1-1-2-4-13）。 
 

資料1-1-2-4-11 画像医学コンテンツの活用例 

■ 組織病理学実習における顕微鏡画像データや系統解剖学実習における御遺体 Ai-CT データは，

過去コンテンツの改善も加え実習において常時利用している 

  

■ 臨床画像データは画像診断学の講義（基本的診療，呼吸器公開授業），系統講義，研究室配属，

臨床実習，学生有志勉強会，eレポート作成，研修医教育などに使われている 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 全国の教員・医師が参加可能な公開授業を展開している。 

外部に公開された授業「画像・放射線を用いた診断と治療」～応用編・呼吸器画像診断～ として，

画像システムを利用した講義を継続している。平成27年度では学外から東京大学，大阪医科大学，

聖路加国際病院，金沢大学，東北大学，癌研有明病院，富山大学，福井県済生会病院，金田病院

（岡山），淀川キリスト教病院，枚方市民病院，また画像システムを扱う企業から東芝メディカル

システムズ，J-MAC，パナソニックからの参加があった。 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

（事務局資料） 

  

（参加者の声） 

・毎回，“圧巻!”と感じているが，今回はそれを超

えていました。270 分の授業は，（自分達の理解

も含めて）学生の理解が進んでいくのをライブで

実感できるすばらしいものだと思います。 

・今日，学んだ知識をもって今後日常臨床にあたり

自分の実力にしていきたいと思います。 

・今回の公開授業は，わたしの放射線科医のキャリ

アにおいて間違いなく大きな影響を与えてくれ

るものになったと思います。 
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資料1-1-2-4-12

■ ひらめき

高校生を対象

学教育システ

参加者アンケ

（１人），余

 

 

       

資料1-1-2-4-13
 

●設問：福井

の画

た実

技能

   

 

●当該教育シ

（平成 27 年

■ 役だっ

■ 自習環

3

0%

(CT 装置および

2  画像医学教

き☆ときめきサ

象としたひらめ

テムを使用して

ケートによると

余り良くなかっ

3 当該教育シス

井大学では，組

画像診断能力が

実習等）を推進

能を更に深める

システムを活用

年度） 

たか    

環境として使い

 

32名

20

強くそ

び CT 画像の原理

教育システムを活

サイエンス 

めき☆ときめき

てCTや画像撮影

と（回答数50人

た（０人），良

ステムを用いた教

組織学，解剖学

が向上するよう

進しています。

ることができま

（H27 年度

用した産婦人科

      

いたいか 

164

0%

そう思う そう思う

理の講義) 
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活用した高大連

きサイエンス

影の原理を学び

人），活動がと

良くなかった

（生

教育に対する学

学，病理学およ

うに，画像医学

そこで，これ

ましたか？ 

度カリキュラム

科講義（医学科

     ■

4名

40%

どちらともいえない

(ラットの

携教育の実施例

（学術振興会）

び動物画像化実

ても良かった

（０人），と好

生命科学複合研

生の評価 

よび放射線医学

学教育（通常の

れらの画像シミ

ム評価アンケート

科４年次生対象

■ 教育システ

60%

そう思わない 全くそ

CT 撮影) 

例 

を平成25年12

実習を行った。

た（38人），良か

好評であった。

研究教育センタ

学関連の講義実

の講義実習に加

ミュレーション

ト（３，４，６年

象）に関するア

テムで良かった

100名

80%

そう思わない 無回答

(CT画像から

腎臓の

福井大学

2月に開催し，

。 

かった（11人）

 

ター活動報告書

（事

実習において

加え PC システ

ン教育で医学

年次生）結果よ

アンケート結

たと思う点，複

12名3名3名

100%

答

ら3Dの画像の作

体積の算出) 

（事

学 教育 

画像医

），普通

書より） 

事務局資料） 

，皆さん

ムを用い

の知識・

 

り抜粋） 
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複数回答 

名

作製と
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②－４ 当

1-1-2-4

業として

成への効

資料1-1-2-4-14

■ 慢性呼吸

 慢性呼吸

者のヘルス

履修者数は

アンケー

   
  （参加者

・実際に

とがで

・正常の

■ 放射線技

本学伊藤

Correlatio

ている。デ

解剖学的理

の撮影する

  
（参加者

・胸部写

行えた

・ミニ寺

画像は

してい
 

■Ai カンフ

Ai システ

者・法医学

発等を行っ

 

該教育シス

4-14），好評

て，メディカ

効果が広がっ

4 画像医学教育

吸器疾患認定看

吸器疾患認定看

スアセスメント

は，数年前より

ト結果 ： 

者の声） 

に標本やレント

できました。 

の画像を形態学

技師による正常

藤春海名誉教授

on）の考え方で

データ構造とし

理解を目指した

る胸部 X線単純

 
者の声） 

写真で， Mini 

たので，患者さ

寺子屋で学習を

は奥が深く，ま

いきたい。 

ァレンス 

テムにより御遺

学者が共同でカ

っている。Ai カ

ステムは，チ

評を得た。こ

カルスタッフ

った。 

育システムを活用

看護教育 

看護教育として

ト 画像検査」

既に認定を受

「授業の内容は

「積極的に取り

「授業内容は今

「教材を役立て

トゲン写真を見

学的に学んで，

常胸部 XP 画像

授の開発した M

で，画像解剖学

して，【正常】-

た勉強会を開い

純画像を正しく

寺子屋で学習

さんに貢献でき

を積み，撮影後

まだまだ知らな

遺体の画像情報

カンファレンス

カンファレンス
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チーム医療ス

このように，

フ教育にも利

用したチーム医

ての「認定看護

を実施してお

受けた看護師も

は理解できたか

り組めたか？」

今後役に立つか

てることができ

見たり触ったり

他職種と共通

像勉強会 

Mr. Chest（胸部

学を勉強する。

-【解剖資料】

いている。若手

評価できるよ

習した所見を基

きたと感じまし

後自然と学習し

ないことが多い

報を CT および

スを行い，死亡

スはこれまでに

スタッフ教

画像診断教

利用されてお

療スタッフ教育

護師教育課程

おり，平成 27

も参加し 50 名を

か？」  ：で

    ：取

か？」  ：役

きたか？」：で

することで画

通のツールとし

部 XP所見モデル

。その教育資源

-【有所見症例

手放射線技師の

ようになった。

基に先生と相談

した。 

した所見に目が

いし，臨床現場

び MRI により取

亡時画像診断の

に 56 回開催さ

教育にも活用

育を軸にした

おり，チーム

育の実施例 

専門基礎科目

年度には 23 名

を超える。 

できた（100%）

取り組めた（10

役に立つ（96%）

できた（100%）

画像や病変につ

して使用してい

ル）を元に RA-

源を教育システ

例】の組合せを

のモチベーショ

 

談でき，追加検

がいき確認する

場でも生せると

得し，医師・

の診断能力向上

れている。 

福井大学

用されており

た国内初のモ

医療を支え

目 慢性呼吸器

名の受講者があ

 

00%） 

） 

 

ついて理解を深

いきたいと思い

-C（Radiology A

テムで作成・利

を持ち，正常画

ョンは高く，自

 

検査の対応がい

るようになった

と思うので今後

放射線技師・

上，新たな診断

（事

学 教育 

り（資料

モデル事

る人材育

器疾患患

あった。

 

深めるこ

います。 

Anatomy 

利用し

画像の

自分たち

いち早く

た。胸部

後も継続

病理学

断法の開

事務局資料）
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②－５ 様々な機会により，これら画像医学教育等に関する活動の積極的な情報発信に努

めている（資料 1-1-2-4-15）。 

 

資料1-1-2-4-15 画像医学教育等に関する活動の情報発信  

 

■「画像医学」関係，学会発表・論文等の業績一覧                   （件） 

 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

著書・論文等 ２ ０ ２ ４ １ ５ 

学会発表等 12 10 ７ 11 12 15 

特許等 ０ ０ ４ ３ ６ ３ 

企画（講義等） ０ ２ ４ ４ ３ ６ 

 

（事務局資料） 

 

 

（原子力工学）   

③－１ 工学研究科では，附属国際原子力工学研究所と密接に連携し，体系的で実践的な

原子力工学教育を推進した（資料 1-1-2-4-16）。東日本大震災以降，「原子力・地震防

災工学」や「廃止措置工学」の開講等，社会的要請に応えるよう，教育内容を見直し，

高い外部評価結果等，成果があがった（資料 1-1-2-4-17～20）。 

 

 
資料 1-1-2-4-16 工学研究科原子力・エネルギー安全工学専攻と附属国際原子力工学研究所の密接な連携による原子

力工学教育の概要 

 

■ 多くの原子力発電所が立地する福井県にある本学の立場を活かして，「安全と共生」の観点から，

工学研究科原子力・エネルギー安全工学専攻と附属国際原子力工学研究所が密接に連携し，博士前

期課程及び後期課程において体系的で実践的な原子力教育を実施している。 

    
■ 人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的 
＜原子力・エネルギー安全工学専攻（博士前期課程）＞ 

工学系のみならず，より幅広い学問領域の基礎的知識を基にして，原子力・エネルギー分野の

安全および共生を基盤とする専門知識を身につけ，当該分野に関する種々の課題に対する学際

的・学術的研究を通し，高い倫理観を有する高度専門技術者を養成する。  

 

＜原子力・エネルギー安全工学講座（博士後期課程）＞ 

原子力およびエネルギーに関する問題に対して安全・共生という観点から学際的・学術的にア

プローチし，さまざまな学問分野を基盤とする総合的で実践的な教育を通して，創造性豊かな研

究を高い倫理観を持ちながら自立的に遂行できる研究者を養成する。 

 

（事務局資料） 
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資料 1-1-2-4-17 博士前期課程原子力・エネルギー安全工学専攻教育課程の内容とその見直し   

 

■ 原子力・エネルギー安全工学専攻カリキュラム 

 
 

■ 教育内容等の見直し（東日本大震災以降の主要なカリキュラム改訂） 

＜平成 23 年度＞ 

 ・応用原子力実験の開講（JAEA 敦賀や若狭湾エネルギー研究センター等での学外実験・ 

実習） 

＜平成 25 年度＞ 

 ・放射線生物学，放射線防護・遮蔽学，原子力・地震防災工学，熱水力安全工学の開講 

＜平成 26 年度＞ 

 ・原子力の安全性と地域共生，環境と人間活動，廃止措置工学の開講 

 ・原子力工学概論，原子力防災・危機管理，エネルギー変換工学，安全工学の必修化，英語 

科目の選択必修化（６科目から２科目） 

 
 

（事務局資料） 
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資料 1-1-2-4-18

 

■ 社会的

およびそ

   

資料 1-1-2-4-19

 

■ 東日本

改め，平成

などにかか

「廃止措置

●平成 26 年

学，安全

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※概ね 73

 

●平成 26 年

・実際に原

けられた

・この分野

のでとて

・原子力発

話などの

必要不可

【設問】

8 原子力・エネ

的要請により的

の関連産業分

9 授業科目に対

本大震災以降，

成 26 年度には

かわる教育を

置工学」を新た

年度に必修化し

全工学）に対す

3.7%の学生から，

年度開設科目

原子力施設の見

た。  

野に関して非常

ても良い経験

発電所を建設す

の講義はあっ

可欠なものとな

【過去５年間

独立行政法人

関西電力株式

日本原子力発

北陸電力株式

関電プラン

株式会社東芝

東芝プラン

豊田合成株式

株式会社千代

三菱商事パワ

専攻の必修科

いましたか？

ネルギー安全工学

的確に応えた技

分野に就職して

対する学生の評価

教員が専門分

は，四つの必修

強化するとと

たに開講した。

した４科目（原

する学生からの

肯定的な回答を

「廃止措置工学

見学に参加で

常に興味があ

となりました。

するにあたっ

たが廃止につ

なってくるので

間の就職先 Top

人日本原子力研

式会社  

発電株式会社

式会社  

ト株式会社

芝  

トシステム株式

式会社  

代田テクノル

ワーシステムズ

科目として充実
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学専攻修了者の

技術者養成を推

ており，社会ニ

価  

分野の視点でそ

修科目を設けて

もに，原子炉

。 

原子力工学概論

の意見聴取結果

を得た       

学」受講者から

き，講義で学

ったため，受

。今後とも続

て廃止という

いては初めて

で今後も続けて

p20】 

研究開発機構

式会社 

ズ株式会社

実して 

の進路 

推進し，修了者

ニーズに応えた

それぞれ行って

て技術者倫理や

炉の廃止措置に

論，原子力防災

果 

   ※概ね 73.

らのコメント

学習したことを

受講しました。

けるべきだと思

ことはいずれ

であり知見を

てほしい。 

三菱電機プラ

デンヨー株式

ルネサスエレ

株式会社 NES

株式会社原子

キステム株式

日産自動車株

中部電力株式

東京電力株式

三菱重工業株

【設問】必修

益で

者の多くが原子

た人材が育成さ

ていた安全教育

や地震津波の防

にかかわる人材

災・危機管理，

7%の学生から，肯

  

を見学で改めて

廃止措置は今

思います。

れくる問題であ

を深められた。

ントエンジニア

式会社 

レクトロニクス株

I 

子力安全システム

式会社 

株式会社 

式会社 

式会社 

株式会社 

修４科目はあな

でしたか？

福井大学

子力・エネルギ

されている。 

（事

育を系統立てた

防災技術，放射

材育成をすすめ

エネルギー変

肯定的な回答を得

て見ることで理

今後重要である

 

ある。今まで運

今後，原子力

（事

アリング株式会社

株式会社 

ム研究所 

なたにとって

学 教育 

ギー関係

事務局資料） 

たものに

射線防護

めるため

変換工 

得た 

理解が助

ると思う

 

運転時の

力業界で

事務局資料）

社 

有
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■ 外部

・立地地域

できる。

ことから

・福井県に

ネルギー

この専攻

・全体的に

育研究に

・原子力危

な科目を

 

③－２ 他機

「原子力

校として

資料 1-1-2-4-21

■ 概要：原

古

年

会

等

0 原子力・エネ

   （最低

委員からの評

域に根ざし，安

原子力エネル

ら，今後も揺る

における福井大

ー安全工学専攻

攻の最重要課題

にバランスよく

に特徴があると

危機管理工学と

を含んでいるこ

（福

機関と原子力

力の安全性と

て役割を果た

1 原子力教育大

原子力機構と金

古屋大学の７大

年度に構築し，

会して実施する

等を実施してい

 

ネルギー安全工学

低点１，最高点

価コメント（

安全性，地域共

ルギー利用の将

るぎない姿勢で

大学の置かれて

攻は，責任は重

題と考えられる

カバーできて

思います。

いった従前の

こと，英語教育

福井大学工学部

力教育大学連

と地域共生」

たしている。

大学連携ネット

金沢大学，東京

大学が，原子力

遠隔システム

る集中講座，ま

いる。 
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学専攻に係る外

点５として，複

抜粋） 

共生を最重要視

将来を考える上

での取組を期待

ている状況は，

重い。その状況

る。そのための

ていると思いま

の原子力教育で

育に比重をおい

・大学院工学研

連携ネットワ

の開講（資

 

ワークの概要

京工業大学，福

力分野の人材育

ムを活用した共

また，原子力機

外部評価（平成 2

複数委員による

視する研究教育

上で，本専攻の

待したい。 

今後さらに重

況に適切に対応

教育環境が整

ます。特に原子

では陽に取り扱

いていることが

研究科 外部評価

ワークを構築

資料 1-1-2-4-

福井大学，茨城

育成を推進する

共通講座の実施

機構の施設，設

24 年度受審）結

る評価の平均）

育理念はユニー

の理念はますま

重要になると思

応できる研究者

えられており

子力利用の現場

扱われることが

が評価できる。

結果報告書（平

築しており

-22）等，同ネ

城大学，岡山大

るために，ネッ

施，岡山大学及

設備を利用した

福井大学

結果（一部抜粋）

） 

ークなもので高

ます重要となっ

思う。特に原子

者，技術者の育

，成果が期待で

場における実践

が少なかったユ

 

平成 25 年３月）

（資料 1-1-2

ネットワー

大学，大阪大学

ットワークを平

及び福井大学で

た学生実習プロ

（事

学 教育 

 

高く評価

ってくる

子力・エ

育成は，

できる。 

践的な教

ユニーク

より抜粋） 

2-4-21），

クの主要

学及び名

平成 19

で一堂に

ログラム

事務局資料）
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資料 1-1-2-4-22

■ 「原子

 
■ 受講者

 

2 「原子力の安

子力の安全性と

者数 

 

※他大学の学生

93 名のうち

 

安全性と地域共生

と地域共生」の

「原子力の安

生も多数来学し

61 名は他大学で
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生」の概要と受

の概要 

安全性と地域共生

して受講している

で原子力を学ぶ

受講者数 

生」受講者数

る（平成 24～27

ぶ学生）。 

 

年度の受講学生

福井大学

生 

（事務

学 教育 

 

 

務局資料） 
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③－３ 外部の教育資源や施設を有効に活用した実習重視の教育を進め，競争的外部資金

の活用を含め，原子力工学教育の内容と質の一層の充実・向上を図り，好評を得た（資

料 1-1-2-4-23～26）。 

 

資料 1-1-2-4-23 他機関の有する教育資源や施設の有効活用例（実習教育） 

 

（専攻設置 10 周年記念報告会：「原子力・エネルギー安全工学専攻 10 年の教育研究と歩み」より抜粋） 

 

＜実習に参加した学生のコメント＞ 

・東北大学金属材料研究所大洗センターの RI 管理区域内での原子力材料試験実習により，中性子に

より放射化した材料を使った各種機械的試験ができた。大学における放射性同位元素や原子炉照射

材の取扱には制約が多いため，非常に貴重な経験であった。 

・福井大学での放射線取扱教育，大洗センターでの原子力材料実習，京大原子炉実験所での RI 試料

による各種材料試験，大阪大学における講義およびグループディスカッションを通して，原子力材

料取扱時の被爆に関する必要以上の不安を払拭でき，取扱経験を積むことによって原子力材料研究

の有効性を理解し，原子力が巨大複合科学技術であることを体感できた。 

・教授，研究者，学生といった職位の隔たりなく意見が交換でき，博士後期課程への進学を希望して

いる私には非常に有意義であった。 

（プロジェクト型学習（PBL）活動報告書より抜粋） 
 

（事務局資料） 
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資料 1-1-2-4-24 外部機関との連携協力 
 

■ 東日本大震災以降は他機関との連携の更なる強化に努め，嶺南地域の豊富な原子力関連施設を背

景に，それらを保有する研究機関，電力事業者と連携協力して施設・設備，人材を相互に活用し，

原子力に関する研究・教育，人材育成の一層の推進を図るため，福井大学と日本原子力研究開発機

構，若狭湾エネルギー研究センター，日本原子力発電(株) ，関西電力(株) ，(株)原子力安全シス

テム研究所(INSS)は覚書を平成 25 年に締結した。 

 

  ＜覚書の締結状況＞ 

   ・日本原子力発電(株)  平成 25 年 4月 22 日（H25.5.1～発効） 

   ・(株)原子力安全システム研究所 平成 25 年 6月 6日（H25.6.6～発効） 

   ・関西電力(株)   平成 25 年 7月 22 日（H25.7.22～発効） 

   ・若狭湾エネルギー研究センター 平成 25 年 11 月 1 日（H25.11.1～発効） 

   ・日本原子力研究開発機構 福井大学との包括連携協定の枠組みで実施 

 

（事務局資料） 

 

資料 1-1-2-4-25 実施にあたり外部資金を活用した教育 
 

■ 経済産業省「平成 25 年度安全性向上原子力人材育成委託事業」（平成 26 年度からは文部科学省

原子力人材育成事業）の一環として「敦賀原子力サマースクール」を実施し，大型原子炉シミュレー

ター体験学習，放射線計測，材料劣化の体験学習などを行い，学部学生に対する原子力教育を充実

させた。 

 

■ 平成 22～24 年度までは文部科学省「原子力人材育成等推進事業費補助金，平成 25 年度からは文

部科学省「原子力人材育成等推進事業費補助金」により「原子力危機管理スクール」等を開催し，

主に大学院生に対する原子力防災や危機管理の教育を充実させた。 

 

■ 平成 25 年度に採択された地（知）の拠点整備事業（COC 事業）の一環として，「原子力プラント

シミュレータ実習」（平成 26 年度～）を実施した（資料 1-1-2-4-26）。 

 

（事務局資料） 
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資料 1-1-2-4-26 外部資金を活用した教育の実施例  
 

■ 「原子力危機管理スクール」 

 

     ※平成 25 年度 原子力危機管理スクール参加者 17 名（福井大学 12 名，京都大学２名， 

神戸大学２名，東京理科大学 1名） 
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■ 「原子力プラントシミュレータ実習」 

 

 ＜参加者のコメント＞ 

・PWR（加圧水型）と BWR（沸騰水型）のいずれについても実際の体験など参考になることが多く，

満足です。 

・PWR（加圧水型）と BWR（沸騰水型）の違いや同じ点などいろいろ知ることができました。 

・細かいところまで説明されているテキストが大変参考になりました。 

・後輩にもすすめたいと思います。 

 

※平成 26 年度 原子力プラントシミュレータ実習参加学生７名（福井大学５名，大阪大学２名） 

（事務局資料） 
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③－４ 「原子力・エネルギー安全工学コース＜副専攻＞」について，科目の見直し等，

充実を図った（資料1-1-2-4-27）。第２期の修了者は98名にのぼり（資料1-1-2-4-28），

学生から好評を得た（資料 1-1-2-4-29）。 

 

 
資料 1-1-2-4-27 原子力・エネルギー安全工学コース＜副専攻＞のカリキュラム 

 
■ 文部科学省特別経費「地域の高いポテンシャルを活かした原子力・エネルギー工学教育」（平

成 21～23 年度）によって開設した「原子力・エネルギー安全工学コース（副専攻）」は，原子力・

エネルギー安全工学専攻の導入教育となるコースである。このコースでは，学部の学生が，原子

力・環境・エネルギー・技術者倫理などを体系的に学ぶ事ができ，本コースを履修することによ

り，原子力・エネルギー安全工学専攻での専門的学習に備えた十分な基盤を作ることができる。

なお，工学部の学生が，所属する学科の卒業要件とは別に本カリキュラムの修了要件を満たした

者には，「原子力・エネルギー安全工学コース（副専攻）修了証」が学長名で授与される。 

 
（http://eng.eng.u-fukui.ac.jp/wpes/course2/）   

 

（事務局資料） 
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③－５ 『福島第一原子力発電所の燃料デブリ分析・廃炉技術に関わる研究・人材育成』

事業により，人材育成を進めている（資料 1-1-2-4-30）。 
 

資料 1-1-2-4-30 「福島第一原子力発電所の燃料デブリ分析・廃炉技術に関わる研究・人材育成」事業の概要 

■ 文部科学省「英知を結集した原子力科学技術・人材育成推進事業（廃止措置研究・人材育成等強

化プログラム）」（平成 27 年度）に採択された，本学が中心となり西日本６大学・２機関の連携に

よるこの事業では，現場のニーズを踏まえた「廃止措置技術」，「燃料デブリ分析」及び「廃炉技術

開発」に関する基盤研究と人材育成を行います。 

各大学で行う研究指導に加えて，福島での実習・セミナーを全国の学生に提供し，原子力以外の幅

広い分野から福島第一原子力発電所の廃止措置における課題解決に貢献できる高い知識と社会貢

献意識を持った広い専門分野の若手人材を継続的に育成することを目指します。 

 
  

（事務局資料）
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③－６ 質の高い国際的原子力工学人材育成を推進するため，工学部機械・システム工学

科に「原子力安全工学コース」を設置することとしている（資料 1-1-2-4-31）。 

 
資料 1-1-2-4-31  改組（平成 28 年度）による「原子力安全工学コース」の設置 
 

 
 

 
 

（新学科パンフレットより抜粋） 
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④－２ 当該センターにおける研究を反映させた教育に努め（資料 1-1-2-4-33，34），学

生から好評を得た（資料 1-1-2-4-35）。 

 

資料1-1-2-4-33 連合小児発達学研究科福井校の教育実績 

 

■ 子どものこころの発達研究センター所属教員が連合小児発達学研究科福井校専任教員（専任

教員 11 名および兼任教員等６名）として教育にあたる。福井校の担当領域は，情動認知発達学，

発達環境支援学，脳機能発達学の３つから構成される。特に，脳画像の教育研究においては，

福井大学高エネルギー医学研究センター兼任教員からの指導を受けている。加えて他校学生に

も，福井校教員による教育指導を行っている。 

（人） 

入学年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 

入学者数 ３ ６ ２ ２ ３ 

卒業者数   １ ３  

※平成 26 年度末に連合大学院では初めての早期修了者（博士・小児発達学 平成 25 年度入学 現福井大学・

子どものこころの発達研究センターの学術研究員）を輩出し，平成 27 年度末には３名が卒業した（卒業

者の進路は翔和学園 教員採用，横浜薬科大学 講師，本学特別研究員）。 

 

 

 

 

資料 1-1-2-4-34 研究成果の教育等への反映例 

 

■ 研究テーマ 

被虐待者の脳画像研究 

 

■ 研究概要 

本研究は，被虐待の脳発達に及ぼす影響を脳画像解析で解明したものである。直接身体的な虐

待を経験せずとも，小児期に暴言虐待や両親間の家庭内暴力を目撃した経験を持つ青年では，脳

の聴覚野や視覚野の灰白質容積，厚みの双方が変化していた。この知見は画期的であり，これに

より小児期に心理的虐待を受けて育った子どもの脳では，心的外傷経験が感覚野の発達に影響を

及ぼすことを世界初で明らかにした。 

本研究成果は，新聞（日本経済新聞ほか各地の地方紙を含め 18 社），テレビ（NHK「クローズアッ

プ現代」など４社），JST サイエンスポータル「オピニオン」で報道され，「心理的虐待でも脳の発

達に大きく影響する」ことに対する一般市民の理解を促進するとともに，児童虐待防止の重要性を

社会に発信できた。さらに，実際の教育現場に立つ小学校教諭向けの雑誌・新聞に連載されるなど

社会的に注目されている。これら成果は，授業科目「機能画像解析学」等で紹介された。 

また，日本科学未来館 (東京)での「脳」常設新規展示「ぼくとみんなとそしてきみ －未来を

つくりだすちから－」にも取り入れられ，一般公開された。 

 

 

（事務局資料） 

 

  

（事務局資料） 
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（繊維・ファイバー工学コース） 

⑤－１ 工学研究科では，博士前期課程ファイバーアメニティ工学専攻を「繊維先端工学

専攻」に改組し，地域の繊維産業界との連携講座による講義も組み込んだ体系的な教

育課程を編成し，成果があがった（資料 1-1-2-4-36～38）。さらに，工学部に先端繊

維科学コース（副専攻）を設け，繊維先端工学専攻への進学を念頭においた導入教育

を行っている（資料 1-1-2-4-39）。これら教育について，外部評価で高く評価された

（資料 1-1-2-4-40）。  

 
資料 1-1-2-4-36 繊維先端工学専攻のカリキュラム（平成 27 年度）とその特色 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（事務局資料） 

 

 

 

　　　繊維先端工学専攻　（平成27年度）

区　　　分 授　　　　業　　　　科　　　　目

長期インターンシップ

科学英語表現Ⅱ

科学英語表現Ⅰ

科学英語コミュニケーションⅡ（必修）

科学英語コミュニケーションⅠ（必修）

PBL H-Ⅱ（Project Based Learning H-Ⅱ）

PBL H-Ⅰ（Project Based Learning H-Ⅰ）

繊維先端工学PBL

繊維先端工学特別実験　　　　（必修）

繊維先端工学創成演習　　　　（必修）

繊維材料科学ゼミナールⅠ

繊維先端工学分野

材料力性

PBL W（Project Based Learning W）

繊維・高分子材料工学

専攻共通

繊維科学概論　　　　　　　　（必修）

繊維先端工学特別講義Ⅰ

繊維先端工学特別講義Ⅱ

繊維・成形加工ゼミナールⅡ

繊維・成形加工ゼミナールⅠ

繊維・高分子材料レオロジー特論

繊維・高分子加工工学

繊維材料科学ゼミナールⅡ

カラーレーション工学

界面コロイド化学

テキスタイル工学ゼミナールⅡ

テキスタイル工学ゼミナールⅠ

分子相互作用特論

バイオミメティック工学ゼミナールⅠ

生体材料化学

生命機能工学

繊維機能科学ゼミナールⅡ

繊維機能科学ゼミナールⅠ

履修の方法

及　び
注意事項

ＰＯＳコミティの指導により，本表の科目から，次の条件を満たすように合

計３０単位以上を修得しなければならない。

　１．必修科目（繊維科学概論，創成演習，特別実験）８単位

　２．科学英語関係科目の必修 ２単位
　３．選択必修科目（実践的科目）から２単位

　４．繊維先端工学分野及び繊維産業工学分野の科目から８単位

  ５．１～４の他に，選択科目１０単位以上

　３については以下の創業型実践大学院工学教育コース科目を含む。

    ・インターンシップ（企業派遣実習）（３単位）
    ・ケーススタディ・ビジネスプラン作成 （２単位）

    ・製品・サービスの試作及び試販売 （４単位）

　注）１.単位数が○印で囲まれている科目は実践的科目である。
    　２.長期インターンシップ，PBLについての詳細は別途指示がある。

繊維産業工学分野 繊維産業工学

バイオミメティック工学ゼミナールⅡ

基礎から応用までの一貫した繊維科学

を学び、「繊維マインド」の基礎を習得

テキスタイル、繊維材料、繊維機能科学、

繊維加工工学などからなる繊維科学に

おける専門的な領域から、生命機能工学、

生体材料工学などからなる繊維科学に

おける発展的な領域を学ぶ

連携講座の教員による地域に密着した

内容の講義を通じて、繊維産業への理

解を深める

修士論文研究に関係した専門的知識の

修得、関連論文の紹介・研究報告・学会

発表などを通じてプレゼンテーション能

力や高い倫理観を養う

繊維に関連した先端技術について、一

貫した知識を実践的かつ多面的に学習

し、実践力と応用力を鍛える

外部講師の講義を通して日々発展する繊

維工学分野の最新成果を幅広く学ぶ

複数の教員が指導教員団（ＰＯＳコミッティ）

を構成し、その指導のもとで、座学と実践的

科目をバランスよく計画的に履修する（大学

院ＧＰにより整備された仕組み）
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資料 1-1-2-4-37 繊維先端工学専攻修了者の就職状況 
 

■ 修了者の多くが繊維およびその関連産業分野に就職しており，社会ニーズに忚えた人材が育成

されている。 

                                               

 

 
（事務局資料） 

 

資料 1-1-2-4-38 繊維先端工学専攻への連携講座の設置 

（平成 25 年４月６日 福井新聞より抜粋） 

  

過去５年間の就職先 Top20 

セーレン株式会社    日末プロセス株式会社 

日東シンコー株式会社    日産自動車株式会社 

住江織物株式会社    株式会社村田製作所 

株式会社ミツヤ    パナソニック株式会社 

国立大学法人福井大学    株式会社神戸製鋼所 

アイシン・エィ・ダブリュ株式会社 日東電工株式会社 

トヨタ紡織株式会社    サカイオーベックス株式会社 

太平洋工業株式会社    YKK 株式会社 

KB セーレン株式会社    フクビ化学工業株式会社 

シミズ工業株式会社    株式会社クラレ 

 
（福井大学紹介 2016 より抜粋） 

 
（福井大学工学部・工学研究科の紹介

http://www.eng.u-fukui.ac.jp/outline/introduction.html  より抜粋） 

 

この部分は著作権の関係で掲載できません。
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資

資料 1-1-2-4-39

資料 1-1-2-4-40

     

 
「教育課程

維関係業界

の改組を行

を中心とし

 
■ 外部委員

・教育は特

・地場産業

成してい

・ＰＢＬ「

行ってい

・北陸の繊

・繊維産業

・教育課程

る。（評価

9 先端繊維科学

0 ファイバーア

  

（最低

程の適切性」に

界に対して行っ

行った。改組後

した繊維・材料

員からの評価

特に充実してお

業・産業界との

いる面は適切で

「生産現場から

いることが分か

繊維産業を意識

業の新分野への

程編成は学生の

価委員コメン
 

（福

学コース（副専攻

アメニティ工学専

低点１，最高点

に対する評価が

ったニーズ調査

は，アメニテ

料系に特化した

コメント（抜

おり，改組後も

の連携を意識し

であると思う。

ら学ぶ繊維技術

かり，頑張って

識している点は

のリード役とし

の創造性や国際

ト） 

福井大学工学部

http:/

1－197

攻）のカリキュ

 

専攻に係る外部

点５として，複

が４点を若干下

査等の結果を踏

ィ工学等の分

た分野構成とな

抜粋） 

もよい教育がで

し，「専門強化

（評価委員コメ

術の統合的学習

て貰っていると

は評価できる。

しての役割も期

際性を伸ばす工

・大学院工学研

//www.u-fukui.

ュラム 

部評価（平成 24

複数委員による

下回っているが

踏まえ，平成 2

野が解消され

なっている。

できるだろう。

化領域」と「発

メント） 

習」の工場見学

と認識した。（評

（評価委員コメ

期待したい。（評

工夫がなされ，

研究科 外部評価

ac.jp/~nyushi

年度受審）結果

る評価の平均）

が，本外部評価

25 年度に「繊

，「インテリジ

（評価委員長講

発展的領域」の

学などから，繊

評価委員コメン

メント） 

評価委員コメン

その面につい

結果報告書（平

/admission_sec

福井大学

（事

果（一部抜粋） 

 

価結果および地

繊維先端工学専

ジェントファイ

講評） 

の両面で教育課

繊維を意識した

ント） 

ント） 

いて適切である

平成 25 年３月）

ct/pdf/3-henny

学 教育 

事務局資料） 

  

地元の繊

専攻」へ

イバー」

課程を編

た取組を

ると考え

より抜粋） 

yu.pdf



⑤

資

 

⑤－２ 文部

ファイバ

博士前期

成果があ

 

資料 1-1-2-4-41

  

    

部科学省大学

バー工学分野

期課程に「繊

あがった（資

1 繊維・ファイ

学間連携共同

野の人材育成

繊維・ファイ

資料 1-1-2-4

イバー工学コース

1－198

同教育推進事

成」により，繊

イバー工学コ

4-43）。 

スのカリキュラ

事業「繊維系

繊維系３大学

コース」を設

ラム 

系大学連合に

学連合による

設置し（資料

福井大学

による次世代

る連携コース

料 1-1-2-4-41

 

（事

学 教育 

代繊維・

スとして，

1，42），

 

事務局資料） 



 

資料 1-1-2-4-

 

 ■ 産業界

の一貫し

シップ，

きるレベ

ルの人材

携・融合
 

 

 

 

 

 

-42 繊維系大学

界から強く求め

した知識・後術

国際感覚を兼

ベルにまで若手

材を輩出するこ

合して，連携コ

 

学連合による「繊

められている

術を修得させ，

兼ね備えた技術

手研究者を教育

ことを目指し，

コース「繊維・

1－199

繊維・ファイバ

「繊維・ファイ

グローバルな

術者，研究者を

育し，繊維製品

福井大学，信

・ファイバー工

バー工学コース」

イバー工学分野

視野を持ち，課

を育成すること

品品質管理士を

信州大学，京都

工学コース」を

の特徴 

野」の基礎から

課題設定力・課

とを目的とし，

を育成するため

都工芸繊維大学

を構築した。 

福井大学

ら応用，製品開

課題解決力，リ

繊維技術士を

めの指導を行え

学が教育研究資

（事

学 教育 

開発まで

リーダー

を取得で

えるレベ

資源を連

 

 

事務局資料） 

 

 



資

 

  

 

 

資料 1-1-2-4-43

■ 繊維・フ

 

福井

信州

京都

繊維
 ※コースの

受け入れ

度の志願

平成 27

■ コース生

・課題に真剣

を分担し，

が難しく，

・ワールドカ

た。 

・発散の方法

・川上から川

経営者視点

・海外の先生

なった。 

・講義，繊維

できるよ

ことができ

・大学卒業時

深く追及す

・短い期間で

を今回だけ

「考え方の

していこう

 

■ 外部評

      

3 繊維・ファイ

ファイバー工学

井大学 

州大学 

都工芸 

維大学 
の受入れ人数の目

れている。中で

願率は他大学の

年度）。 

生からのコメン

剣に取り組んだ

納得いくまで

作業も深夜ま

カフェ，シェア

法と収束の方法

川下まで繊維の

点からの考え方

生の講義を受け

維系合同研修，

うになった。他

きた。 

時よりも，飛躍

することができ

で失敗も成功も

けで終わらせる

のプロセス」を

うと思う。 

価結果 

  （「大学間

 

イバー工学コース

学コース参加学

平成 25 年

５名

７名

５名

目安は各大学あた

も本学（繊維先

５倍弱～６倍弱

ント（一部抜粋

だ。企業の方も

で相談してプレ

まで及んだ。こ

アドビジョン，

法を場面に応じ

の専門知識を得

方も身に付いた

け，英語のコミ

アカデミック

他大学の学生と

躍的に知識面や

きるようになっ

も体験できた。

ることなく，こ

を研究や学生生

間連携共同教育推

1－200

ス実施の成果

学生（コース生

年度 

 

 

 

たり５名である

先端工学専攻）学

弱程度），他大学

粋） 

も交えて意見を

レゼンを行った

これから働いて

20 行法など多

じて使い分ける

得ることができ

た。 

ミュニケーショ

クインターンシ

との交流を通し

や思考面で

った。 

この経験

ここで得た

生活に活か

推進事業」進捗

生） 

平成 26 年度

７名 

６名 

５名 

が，志願者多数

学生の本コース志

より多くのコー

をもらい，みん

た。実際に新製

ていく中で非常

多くのグループ

ることが重要で

き，サプライチ

ョン力が向上し

シップを通して

して新しい考え

状況報告書（平

度 

数のため，予算上

志願率は際立っ

ース生が誕生して

んなでアイデア

製品を開発する

常に収穫の多い

プワークの手法

であることを学

チェーンマネジ

し，英語に対す

て，様々な場面

え方や多角的な

平成 27年２月 18

福井大学

平成 27 年度 

７名 

６名 

６名 

上ぎりぎりの人

て高く（平成 2

ている（平成 26

アを出し合い，

る気持で取り組

い取組となった

法を学ぶことが

学んだ。 

ジメントなど企

する苦手意識が

面での発想の転

な視野を身に付

8日）より抜粋）

（事

学 教育 

数まで 

27 年 

6 年度， 

役割

組んだ

た。 

ができ

企業の

がなく

転換が

付ける

） 

事務局資料） 
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（個性の伸長） 

⑥－１ これら教職大学院，画像医学，原子力工学などの教育は本邦の先導となる本学の

特徴的なものであり，第２期におけるこれら教育の成果は，個性の伸長に向けた戦略

①に沿った本学の個性である“特徴的な教育”を向上させるものである。 
 
 
 

（実施状況の判定） 実施状況が良好である 

    

（判断理由） 

１．教職大学院では，学校拠点方式による教員養成・教師教育を推進するとともに，教員

研修機関との連携によるミドルステップアップ研修等を協働開発し，高く評価された。

また，「教師教育改革コラボレーション」を組織し,学校拠点方式による教員養成・

教師教育を拡張・普及するとともに，学部・大学院・附属学校を融合した“三位一体

改革”を推進し，これらの取組は国立大学改革プランの機能強化例として極めて高い

評価を得た。 

 

２．医学部では，概算要求事業「総合的先進イメージングシステムによる革新的医学教育

の展開」を発展させ，先進イメージング教育研究センターを設置した。第二世代教育

システムの構築，6,000 を超える画像医学コンテンツの蓄積等を進め，画像診断教育

を軸にした国内初モデル事業として，学生・医師のみならずメディカルスタッフ教育

にも活用され，高い評価を得ている。 

 

３．工学研究科では，附属国際原子力工学研究所と連携し，体系的で実践的な原子力工学

教育を推進し，社会的要請に応えるよう教育内容を見直し，成果があがった。また，

文部科学省特別経費によって学士課程に設置した原子力・エネルギー安全工学コース

は，学生から好評を得た。さらに，文部科学省「英知を結集した原子力科学技術・人

材育成推進事業」に採択される等，他機関との連携を積極的に図り，原子力工学人材

育成の向上に大きく寄与した。 
 
４．福井大学子どものこころの発達研究センター事業を基盤として，大阪大学大学院連合

小児発達学研究科・福井校を設置した。当該センターにおける研究を反映させた教育

等を実施し，学生から好評を得た。 

 

５．工学研究科における繊維先端工学専攻の改組，工学部における先端繊維科学コースの

設置等，高機能繊維材料への多様なニーズに応えた人材育成を進めた。さらに，文部

科学省大学間連携共同教育推進事業により，博士前期課程に繊維・ファイバー工学

コースを設置し，成果があがった。 

 

 

【現況調査表に関連する記載のある箇所】 

教職開発専攻 観点「教育実施体制」 

観点「教育内容・方法」 

質の向上度「教育活動の状況」 

医学部    観点「教育内容・方法」 

工学研究科  観点「教育実施体制」   

   

 

  



計

合

 

①

資
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

計画１－１－

合して，教師

ともに，豊富

よる新たな教

（戦略性が高

① 学長の強

育の新た

度に「戦

 
資料 1-1-2-5-1 

 

－２－５「教

師の生涯にわ

富な実践経験

教師教育を推

高く意欲的な

強力なリーダ

たなモデルを

戦略性が高く

教師の生涯に

 

教育地域科学

わたる職能成

験を有する教

推進する。」

な計画） 

ダーシップの

を目指す「三

く意欲的な計

にわたる職能成長

1－202

学部・教職大

成長を支える

教員を採用し

に係る状況

の下，従前の

三位一体改革

計画」として

長を支える研究実

大学院・附属

る研究実践型

し，管理職養

況 【戦略性が

の高く評価さ

革」を推進し

て認定された

実践型教師教育

学校園を平成

型教師教育シ

養成を含め，理

が高く意欲的

れた実績を

し（資料 1-1-

た（資料 1-1-

システムの構築

福井大学

成２７年度ま

ステムを構築

理論と実践

的な目標・計

を基盤として

-2-5-1），平

-2-5-2）。 

築 

（事

学 教育 

までに結

築すると

の融合に

計画関連】 

，教師教

平成 25 年

事務局資料）
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資料 1-1-2-5-2 

■ 福井大学

出すことを

を得てきて

今回の三

一部を附属

教員」を新

より強化

実践を架橋

幼小中の機

きるよう，

学校を改革

ルを全国に

当該計画を戦

学の教職大学院

をめざし，学校

ている。 

三位一体改革

属学校に置き，

新設する。こ

していくこと

橋する役割を果

機能を結合し

，学部・大学院

革し，教員の資

に提供する。 

 

戦略的・意欲的と

院は，学校改革

校を拠点に，学

は，この「学

，附属学校で

のポストの新

と同時に，教員

果たしていく契

て，現在の学

院・附属学校と

資質向上を支

1－203

とする事由 

革と教師の専門

学校と大学とが

校拠点方式」

の授業を担当

設には，附属

教員養成に携わ

契機とするね

制の枠を超え

とが一体となっ

え，大学教員

（平成 25

（中

門的力量の形成

が協働研究を行

をさらに発展

しながら大学

属学校での協働

わる大学教員の

らいがある。ま

えた，これから

った実践研究を

の役割を転換

5年度に係る業務

中略）

成のための新し

行う「学校拠点

展させるもので

学院の教員も兼

働の実践研究を

の質的転換を図

また，研究実践

の社会に求め

を進める。こう

換し，優れた教

務の実績に関す

福井大学

しい実践研究を

点方式」を進め

である。教職大

兼務する「研究

を牽引していく

図り，より一層

践者教員が核と

められる学びが

うした取組によ

教員養成の改革

る評価の概要

（事

学 教育 

をつくり

め，評価

大学院の

究実践者

く機能を

層理論と

となり，

が実現で

よって，

革のモデ

（抜粋）） 

事務局資料） 



②

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

（研究実践型

②－１ ４つ

これによ

強化でき

資料 1-1-2-5-
 

 

■ 本学の

統合しな

校種を超

を平成 27

校を統合

型教師教育シ

つの附属学校

よって，校種

きる体制が整

3 附属学校園の

４つの附属学

ければならな

えた研究開発

7 年４月１日付

し「義務教育

 

システムの構

校園を機能統

種を超えた研

整備された

の機能統合によ

校が，大学･大

い。機能的に

に着手するこ

付けで設置した

学校」とする

1－204

構築） 

統合した「附

研究開発校と

（資料 1-1-2

る「附属学園」

大学院と機能的

に統合すること

とができる。そ

た。さらに，平

ことを進めて

附属学園」の

としての機能

2-5-3）。 

の設置 

的融合を進めて

で，少子化が

そこで，附属学

平成 29 年度設

いる。 

の設置を本邦

能，及び研修

ていくためには

が進行する地域

学校園を機能統

設置に向け，附

福井大学

邦で初めて実

学校として

は，附属学校園

域の教育課題で

統合した「附属

附属小学校と附

（事

学 教育 

実現した。

の機能を

園自体が

でもある

属学園」

附属中学

事務局資料） 



②

 
資

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②－２ 教育

改革｣（資

な取組を

資料 1-1-2-5-4 

育地域科学部

資料 1-1-2-

を実施し，成

三位一体教育

 

部・教職大学

5-4）を着実に

成果があがっ

育改革  

1－205

学院・附属学

に推進してお

っている（資

学校園を有機

おり，機関間

資料 1-1-2-5

機的に結合し

の有機的連結

-5～8）。 

福井大学

した，｢三位一

結の方略と

（事

学 教育 

一体教育

して様々

事務局資料） 



資

 

 

 
資

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料 1-1-2-5-5 

【人的結合

専門職

まり，附

きており

材に，イ

初の試み

るべき姿

富な実践

 

【空間的結

理論と

いること

いて，時

 

【研究室改

附属へ

て行うこ

平成 27 年

資料 1-1-2-5-6 

機関間の有機

合】 

職養成では，理

附属学園の教員

，平成 26 年

インターンシッ

みであり，中教

姿を示している

践経験を有する

結合】 

実践の往還が

が望ましい。

時を移さず実行

改革】 

への移転を予定

ととし，個室

年度に設置した

研究実践者教

機的連結の方略と

理論と実践の融

員と大学教員を

度に教員 4 名

ップの院生の指

教審答申(2015.

る。このように

る教員が採用さ

絶え間なく行

附属学園キャ

行できる環境を

定している大学

室の研究室を廃

た（資料 1-1-2

教員 

1－206

としての様々な取

融合が中心課題

を併任する研究

名を採用した。

指導(大学院授業

12.21)が実務

に，附属学校園

されている。

行われるために

ャンパス内に教

を全国に先駆け

学教員の協働を

廃し，約 10 名の

2-5-8）。 

取組とその成果

題となるが，本

究実践者教員

この４名は，

業)を行ってい

務家教員の増員

園と教職大学院

には，実践の場

教職大学院を一

けて構築した（

を実現するため

の大学教員が協

本学ではこれを

（資料 1-1-2-5

自らの附属学

いる。このよう

員を求めている

院の具体的な連

場とリフレクシ

一部移設して，

（資料 1-1-2-5-

めの教員研修室

協働研究できる

福井大学

を具現化する教

5-6）の採用を

学校での授業実

うな職種の採用

るが，実務家教

連携強化ともな

ションの場が融

実践とその省

-7）。 

室の研究開発を

る「コラボ･ラ

（事

（事

学 教育 

教員，つ

を進めて

実践を題

用は全国

教員のあ

なる，豊

融合して

省察につ

を先立っ

ラボ」を

事務局資料） 

事務局資料） 



福井大学 教育 

1－207 

資料 1-1-2-5-7 附属学園キャンパス内への教職大学院の一部移設 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※ 附属小学校内に教職大学院のスペースを確保し改修を行ったものの，同時に，附属小中学校の建替え工事

が発生し，現在のところ仮移転空間として小中学校に貸し出しており，大学教員が附属学園の中に常駐で

きない状態にあるが，建替え工事終了に伴い不具合が解消される予定である。 

 
（事務局資料） 

 
資料 1-1-2-5-8 新たに設置したコラボ･ラボ 

 
■ 教師の協働を支えるためには，大学教員の協働を実現しなければならないが，現在の大学教員の

研究室は，コンパートメント化しており協働を念頭にしたつくりになっていない。コラボ･ラボで

は専門学問の異なる教員が，学校の教育実践を支援するための協働に取り組んでいる。こうした研

究室改革は全国初めての試みであると思われる。 

 

  

正門 

教職大学院スペース 

附属小学校配置図 

（事務局資料）

コラボ・ラボ風景 
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②－３ 学部段階で小学校免許状を取得できていない学生が，教職大学院で取得できる３

年プログラムを平成 26 年度に整備した（資料 1-1-2-5-9）。さらに，学生への経済支

援として，独自の奨学金を設けた（資料 1-1-2-5-10）。 

 

資料 1-1-2-5-9 小学校教員免許取得プログラム 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●平成 27 年度は３名が在籍している。 

 

（事務局資料） 

 
資料 1-1-2-5-10 独自の奨学金 

 
福井大学教職大学院 次世代教育創生資金 

 

福井大学基金にもとづき，次世代の教育を担う福井大学教職大学院の院生が安心して学ぶことの

できるための財政支援です。 

 

①次世代教員専門性形成スカラシップ：学部卒業院生対象の給付型奨学金 

第１種（若干名）２年間で 136 万円（１年次 82 万円，２年次 54 万円）返還の義務なし 

第２種（若干名）２年間で 40 万円（１年次 30 万円，２年次 10 万円）返還の義務なし 

※入学前の事前予約が必要です。本資金による奨学金制度に応募する方は， 

dpdtfukui@yahoo.co.jp までその旨ご連絡ください。 

②次世代教師グローバル経験プログラム支援資金：院生の海外調査・研修のための支援 

海外研修に参加するための費用の補助：１件につき５万円程度 

 

●平成 27 年度，８名が受給している 

  
（事務局資料）
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（管理職養成） 

③ 教職大学院では，平成 28 年度より，学生定員の 30 名から 37 名への増員とともに，

管理職コース(学校改革マネジメントコース：定員 15 名)を設置することとした（資

料 1-1-2-5-11）。 

 

資料 1-1-2-5-11 管理職コース（学校改革マネジメントコース）の概要 

 

■ 生涯学び続けていくことのできる教員像を求め，管理職コースの設置が求められている(中教審

答申 2015.12.21)。教職大学院では，福井県教育委員会と協議を重ね，「管理職コース」を設置す

ることとし，附属学校の教員研修学校機能強化を図った。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●平成 28 年度，定員 15 名のところ入学者は 15 名であり，100％充足された。 

 

（平成 28 年度福井大学大学院教育学研究科教職開発専攻（教職大学院）学生募集要項（抜粋）） 
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（成果等） 

④－１ 高度専門職業人である教師は，日々の実践を省察し再構成するサイクルに身をお

き，経験の構造化を進めなければならない。この構造化を実現するために，「教師の

生涯にわたる職能成長を支える研究実践型教師教育システム」を構築している

（P1-205 前掲資料 1-1-2-5-4）。 

 
 
 

（実施状況の判定） 実施状況が良好である 
 

（判断理由） 

１．従前の高い評価の実績を基盤とし，教職大学院が推進する全国の教師教育の新たなモ

デルを目指す「三位一体改革」は「戦略性が高く意欲的な計画」に認定された。 

 

２．４つある附属学校園を機能統合した，本邦初となる附属学園の設置によって，校種を

超えた研究開発と教員研修機能が強化された。 

 

３．附属学園の教員と大学教員を併任する研究実践者教員として，理論と実践を具現化す

る，豊富な実践経験を有する教員４名が採用された。この職種の採用は全国初の試み

であり，実務家教員のあるべき姿を示した。 

 

４．実践とその省察について，時を移さず実行できるよう，附属学園キャンパス内に教職

大学院を一部移設した環境整備は全国に先駆けた取組である。 

 

５．教師の協働を支える大学教員の協働を実現すべく，研究室改革として，本邦初の試み

であるコラボ・ラボを設置した。 

 

６．教職大学院において，学部段階で小学校免許状を取得できていない学生が免許取得で

きる３年プログラムを整備した。 

 

７．教職大学院に管理職コース（学校改革マネジメントコース）を平成 28 年度に設置し，

附属学校の教員研修学校機能強化を図った。 

 

８．以上のように，教育地域科学部・教職大学院・附属学校園を有機的に結合し，教師の

生涯にわたる職能成長を支える研究実践型教師教育システムを構築することを目指

した｢三位一体教育改革｣は着実に進捗している。 

 
 
 

【現況調査表に関連する記載のある箇所】 

教職開発専攻 観点「教育実施体制」 

観点「教育内容・方法」 

質の向上度「教育活動の状況」 
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②優れた点及び改善を要する点等 
 

（優れた点） 

１．学士課程について，選抜方法等の改善，積極的な広報活動，入学定員の見直し・適正

化に努め，少子化による総進学者数が減少する中，第１期とほぼ同じ水準での志願者

数の維持は，これら取組の成果である（計画 1-1-1-1）。 

 

２．学生から好評を得ている，様々な初年次教育，幅広い基礎学力修得への適切な対応，

きめ細かい修学・生活支援等によって，入学生の退学率の低下を含め，入学生は円滑に大

学生活に移行した（計画 1-1-1-2）。 

 

３．大学院課程では，社会からの要請に対応した教育課程の編成として，実績ある地域医

療をリードできる質の高い医師の養成を目的とした全国初となる「地域総合医療学

コース」，福井県の地域特性に応じた高度専門技術者の養成を目的とする「繊維先端

工学専攻」や「原子力・エネルギー安全工学専攻」を設置した（計画 1-1-1-3）。 

 

４．「グローバルな視野を有する人材として備えるべき能力等」を涵養する教育課程・方

法等の整備・運用の一環として，東海・北陸地区の国立大学で唯一採択された GGJ 事

業を通じて，全学的な実践的英語教育の展開を含め，グローバル人材育成に係る教育

を強化し，留学派遣数の飛躍的増加，備えるべき能力等の良好な涵養状況は，目標と

するグローバル人材の育成が進んだことの証左である（計画 1-1-2-1）。 

 

５．大学 COC 事業に基づく地域志向の実践力と創造力を有する学生を育成するためのカリ

キュラム改革を進めており，共通・教養教育への「地域志向科目」の導入等，成果が

あがっている（計画 1-1-2-1）。 

 

６．「国際地域学部」の新設，教育地域科学部学校教育課程の「教育学部」への改組，工

学部における８学科から５学科への改組は，社会ニーズやミッションの再定義などを

踏まえた，適切な教育課程の整備である（計画 1-1-2-1）。 

 

７．語学センターを中心として，少人数型英語教育科目の展開，授業時間数の倍増等，実

践的能力の涵養を目指した英語教育改革が成果をあげている（計画 1-1-2-2）。 

 

８．予め定めた「単位の実質化」方策に沿って，様々な取組が実施され，その結果，授業

外学習時間は 1.76 倍増加し，さらに，すべての学部で全国平均を上回った。これは

「単位の実質化」に向けた取組の成果である（計画 1-1-2-2）。 

 

９．教育方法・内容等の改善に資する教育支援事業への申請が積極的になされており，第

２期中に 15 件のプログラムが採択され，多大な成果をあげた。（計画 1-1-2-2）。 

 

10．高度専門職業人として備えるべき能力や資質等の修得状況が良好であり，これは

中期目標に沿った“グローバルな視野を持った高度専門職業人”が体系的な教育課程，

教育方法・形態の積極的な工夫・導入や単位の実質化のもと順調に育成されているこ

との証左である（計画 1-1-2-1，2）。 

 

11．学修の到達度を一層明確化するため，評価基準点及び評価基準が全学的に統一され，

４段階評価が５段階評価に変更されるとともに，GPA 制度の導入が予定されている。

これら成績評価等に対する学生の満足度も良好である（計画 1-1-2-3）。 

 

12．教職大学院における「三位一体改革」は国立大学改革プランの機能強化例として紹介

されるなど，高く評価されている（計画 1-1-2-4）。 
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13．教職大学院では，「学校拠点方式」という特色ある教員養成・教師教育を，特別経費

等によって機能強化し，学校組織改革の支援に留まらず，附属学園の教員研修機能の

確立，福井県内の教員研修の高度化，機構「教師教育改革コラボレーション」による

福井県外の教員養成大学の機能強化の支援等，県内外の教育改革に多大に貢献してい

る（計画 1-1-2-4，5）。 

 

14．語学センター，災害看護専門看護師教育課程，CST 養成事業，アクティブラーニング

型教育プログラム，三位一体改革に係る取組，県内への人材供給状況は，平成 27 年

度受審大学機関別認証評価において，優れた点として評価された（計画 1-1-1-3，計

画 1-1-2-1，2，4，5）。 

   

（改善を要する点） 

該当なし 

 

（特色ある点） 

１．AO センターを中心とした高大連携事業に係る取組は，科学研究費補助金や文部科学省委

託事業等に採択され，その成果は「大学間共同の高大連携と評価手法の開発研究による

高大接続入試への提案」事業として予算化される等，高大連携事業は高く評価され，更なる

成果が期待される（計画 1-1-1-2）。 

 

２．教職大学院，画像医学，原子力工学に係る教育は本邦の先導となる本学の特徴的なも

のであり，第２期におけるこれら教育の十分な成果は，本学の個性である“特徴的な

教育”を向上させるものである（計画 1-1-2-4）。 

 

３．教員養成学部教員の専門性・教育課程の独自性が求められており，教職大学院では研

究実践者教員の採用を進めているが，この研究実践者教員の活躍はその方向性の一つ

を示すものである（計画 1-1-2-5）。 
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 (２)中項目２「教育の実施体制等に関する目標」の達成状況分析 
 
①小項目の分析 
○小項目１「質の高い教育を実現するため，教育内容・方法や成果を点検・評価するシス

テムを構築し，不断に改善を行う教育実施体制を整備する。」の分析 
    

関連する中期計画の分析 
計画１－２－１－１「教育内容・方法等を質的に向上させるため，FD 活動を積極的に行う

とともに，定期的な教育評価を実施し，その結果を積極的にフィードバックする体制を構

築する。また，国際的な視野からの評価を実施し，必要な改善を図る。なお，平成 25 年

度末までに様々な意見聴取などによって，教育内容・方法・実績などを検証し，それに基

づき教育の質的向上を図る方策を策定する。」に係る状況【★】 
 

（教育評価・改革体制の整備） 

①－１ 質の高い教育（資料 1-2-1-1-1）を実現するよう，教学ガバナンス体制を整備す

るため，全学教育改革推進機構を設置した（資料 1-2-1-1-2，3）。これら自己点検・

評価体制は，認証評価で優れた点としてあげられた【別添資料 法-2】。 

 

資料 1-2-1-1-1 策定した「質の高い教育」の要件 

 

■ 第２期では，本学が実現すべき「質の高い教育」の要件を高等教育推進センター運営委員会にお

いて予め策定し，これらの具現化に向けた全学的な教育改革等を推進した。 

 

“国際通用性のある体系的な教育課程によって，グローバルな視野をもった高度専門職業人が順

調に育成され，その人材には関係者等が求める能力が十分備わっている”ことを“質の高い教育”

とし，それを実現するための要件として，以下を具体的に設定する。 
①グローバルな視野をもった高度専門職業人の順調な育成（高い教育成果） 

②“育成された人材にその能力を十分涵養されている”ことに関する在学生，卒業生および関係

者からの高い評価（関係者の期待への十分な対応） 

③国際通用性のある体系的な教育課程（適切な教育実施体制） 

 
 

（事務局資料） 
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資料 1-2-1-1-2 「全学教育改革推進機構」の概要  

■ 第２期当初に設置した「教育改革ワーキンググループ」を基にして，当該機構を平成 26 年度に

設置した。さらに，当該機構に「カリキュラム・授業評価委員会」を置き，教育の内部質保証等に

係る全学な PDCA 体制を構築した（資料 1-2-1-1-3）。 

 

 

----------------------------------------------------------------------------- 

福井大学全学教育改革推進機構規程（一部抜粋） 

 

平成 26 年 11 月５日 

福大規程第 25 号 

（設置） 

第１条 福井大学（以下「本学」という。）に，福井大学全学教育改革推進機構（以下「機構」とい

う。）を置く。 

（目的） 
第２条 機構は，教育に関する全学の委員会及び各学部・大学院研究科（以下「学部等」という。）

の委員会等を統括し，全学の教育改革を推進することを目的とする。 

（機構の組織） 

第３条 機構は，次の各号に掲げる委員会等及びカリキュラム・授業評価委員会をもって組織する。 

（1）全学の共通・教養教育委員会 

（2）学部等の教育に関する事項を審議する委員会 

（3）全学のグローバル人材育成推進委員会 

（4）英語教育部門 

(5) 入試改革委員会 

２ 機構に，機構長を置き，教育・学生担当副学長をもって充てる。 

３ 機構に，機構長補佐若干名を置き，機構長が指名する者をもって充てる。 

（機構の業務） 

第７条 機構は第２条に定める目的を達成するため，次の各号に掲げる事項について，その具体化

のための基本方針を取りまとめ，教育改革を推進する。 
（1）共通教育，教養教育及び学部等専門教育の教育課程の編成に関する事項 

（2）学期制に関する事項 

（3）新たな教育手法の導入及び普及に関する事項 

（4）教職員の研修等の推進に関する事項 

（5）教務システムや教育手法に対応する教育設備の整備等の推進に関する事項 

（6）関係法令や答申等を踏まえた全学の教育に係る学内諸制度の整備の推進に関する事項 

（7）教育改革に伴う予算措置に関する事項 

（8）教育に係る中期目標・中期計画等の策定・評価に関する事項 

（9）入試改革の推進に関する事項 

（10）その他学長から指示された事項 

第９条 基本方針に基づき，学位プログラムとして，組織的・体系的な教育課程，教育の質保証，

国際的に通用するカリキュラム改革を推進し評価するため，機構に「カリキュラム・授業評価委

員会」（以下「カリキュラム委員会」という。）を置く。 
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２ カリキュラム委員会は，次の各号に掲げる者をもって構成する。 
（1）機構長 

（2）機構長が指名する機構長補佐 

（3）機構長が指名する教員 

３ カリキュラム委員会に，委員長を置き，機構長をもって充てる。 
４ カリキュラム委員会は，次の各号に掲げる事項について，企画・管理・評価を行う。 
（1）共通教育，教養教育及び学部等専門教育の管理・評価に関する事項 

（2）授業科目等の管理・評価に関する事項 

（3）授業評価等の改善・実施に関する事項 

（4）授業のシラバス，カリキュラム・マップ，ナンバリング及び GPA 等の教務システムに係る企画・

評価に関する事項 
 

（事務局資料） 

 

資料 1-2-1-1-3 全学的な「教育の内部質保証システム」の整備 
 

■ 教育の内部質保証等を含め，本学の PDCA 体制について，大学機関別認証評価（平成 27 年度受審）

において，「大学の活動の総合的な状況について自己点検・評価を適切に実施し，問題点を的確に把

握している」が優れた点として挙げられた【別添資料 法-2】。 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【概要】 
学長のガバナンスの下，副学長（教育・学生担当）を長とする責任体制の下で教育に係る全学

的な PDCA サイクルを整備している。 

Plan;学長の下策定された，大学の理念，方針，実施体制，養成する人材像等に基づき，副学長

は教育改革推進機構および高等教育推進センター（教育企画・FD 部門）において，全学的な

三つのポリシーや教育実施方針等を策定する。これら施策は役員会，教育研究評議会等によ

り，承認を受ける。それを受けて，各部局の教育委員会等が部局のポリシー，教育プログラ

ムや教育実施方針等を決定する。さらに，カリキュラム・授業評価委員会はそれぞれの教育

プログラムを検証する 

Do；各部局の教育関連委員会，学内共同教育研究施設等が，具体的な教育目標，学習計画，教育

内容・方法を定め，学生の自主的学習の促進を含め，其々の教育（学習支援を含む）を実施

する 

Check；カリキュラム・授業評価委員会および各部局の教育評価関連委員会は，成績状況，授業・

カリキュラムに対する評価結果，教育成果など教育関連情報を収集・分析し，教育プログラ

ム，実施体制等を点検・評価する 

Action；教育改革推進会議および高等教育推進センター（教育企画・FD 部門）ではこれら点検・

評価結果に加え，外部評価結果も鑑み，改善方策を策定し，具現化するとともに各部局にお

ける教育プログラム等に反映させ，改善を図る。その改善状況等を公表する。さらに，高等

教育推進センター（教育企画・FD 部門）等では全学 FD/SD 研修会等を開催して，教育組織・

学位プログラム・授業方法などの改善に努める。 

（事務局資料）



福井大学 教育 

1－216 

①－２ 各部局では，教育に係る PDCA 体制を整備し，教育の質保証に係る取組を実施し

た（資料 1-2-1-1-4）。 

 
資料 1-2-1-1-4 各部局における「教育の質保証」に係る取組例 

学部名 質保証に係る代表的な取組 

教育地域科学部 

教育担当副学部長を委員長とする教育推進委員会を中心として，教務学生委員

会，学校教育課程委員会，地域科学課程委員会，大学院専攻・領域主任会等との

連携の下で，学生による授業評価アンケートをはじめとした学部・大学院教育に

関する関係者の意見聴取とその分析を定期的に実施するとともに，ディプロマ・

ポリシー，カリキュラム・ポリシー，カリキュラム・マップ等の立案・見直し等

を行うことを通じて，教育の質を保証するとともに，その改善・向上を持続的に

図る取組を行っている。 

医学部 

教育の質保証及びその改善のため，教育担当副学部長をセンター長とする医学教

育支援センターを中心として，関連委員会等と密接な連携の下，カリキュラム評

価アンケート，授業評価アンケートなど様々な意見聴取を含め教育の状況を示す

データの収集・蓄積・分析を継続的に実施している。学生からの意見聴取結果を

含めその結果に基づき，適宜教育の点検・改善・充実を図る取組を進めており，

特に，医学科では，「医学教育認証国際基準」への対応を質保証の一環とするこ

ととしている。 

工学部 

カリキュラム，学生厚生補導，FD，教員評価などのための様々な教育関係の委員

会を設置し，それらの連携をはかるために，学務担当副研究科長を委員長とする

「教務学生連絡委員会」を設け，全学部的な教育の質保証体制を整備した。特に，

国際的教育の標準をつくるため，外部の認証評価を伴う日本技術者教育認定機構

（JABEE）の認証を３学科，４プログラムで受けた。残りの学科も，JABEE 準拠の

カリキュラムをつくるなど，今後，JABEE 受審することとしている。 

 （事務局資料） 
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①－３ 機能強化した「高等教育推進センター」（資料 1-2-1-1-5）では，「教育評価に基

づく競争的経費」を設け，さらに，年報を刊行した（資料 1-2-1-1-6，7）。当該セン

ターの活動は教員から好評を得た（資料 1-2-1-1-8）。 

  
 
資料 1-2-1-1-5 高等教育推進センターの概要と機能強化   
 
 

 
■ 教育内容・方法の充実等に係る企画立案・提言等を行う目的で，入試企画部門，FD・教育企画部門，

学生支援部門の３部門から成る福井大学高等教育推進センターを平成 21 年度に開設した。 

平成 24 年度に「FD・教育企画部門」に特命助教（現特命准教授）１名を配置したほか，平成 25

年度には，地域志向の教育活動の推進を図る COC推進部門が加わり４部門体制となる等，同センター

の機能強化を進めた。 

 

 
 

（事務局資料） 
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資料 1-2-1-1-6 「教育評価に基づく競争的経費」の実施例（平成 27 年度） 

 

【趣旨】 

競争的環境の創出・推進を図ることを目的とした競争的経費は，教育に係る中期目標・計画に沿っ

たプロジェクト等であることを前提として６分野で公募し，その取組・成果が全学的な教育改革に寄

与するものに交付する。 
 

平成 27 年度実績  申請数：19 件 

           採択数： 6 件（内訳は以下のとおり） 
 

【H27 年度競争的経費採択結果】 

要求分野 テーマの名称 要求部局名等 代表責任者名

②③④
福井コア・サイエンス・ティーチャー（ＣＳＴ）養成・支援事
業を通じた学部生および大学院生と現職小中教員の世代
間交流による実践的協働的教科指導力向上支援

教育地域科学部
理数教育講座　教授

淺原　雅浩

① 包括的学生支援システムの構築
医学部
学生委員会委員長

小林　基弘

①⑥
法人・国際認証・外部評価への組織的な対応－適切な教
育評価及びその結果に基づく医学教育国際化に向けた
基盤整備

医学部
教育評価に係る副学長補佐
医学部評価対策室

安田　年博

① 学生FD活動の実施と学生自主企画による工場見学
工学研究科
材料開発工学専攻　准教授

田中　穣

②
夢を形にする技術者育成プログラム
～学生主体の統合型体験学習を通じた創造力と実現力
の育成～

工学部先端科学技術育成センター
副センター長 飛田　英孝

③④ ドクターコース学生向けキャリア開発支援 博士人材キャリア開発支援センター長 寺岡　英男

要求分野
　① 教育改革推進費

　② 特色ある教育継続経費

　③ キャリア教育推進経費

　④ 教育連携・国際化推進経費

　⑤ 入試改善推進経費

　⑥ 教育評価改善・推進経費  
 

【成果の公表】 

   採択されたテーマの成果は「実施報告書」として纏め，教育改革に資するよう，教員の情報共有を

図るために公表しており，FD 活動の一環ともなっている。 

 
（事務局資料） 
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資料 1-2-1-1-7 高等教育推進センター年報 
 

 

■ 「高等教育推進センター年報」は，当該センターの活動成果とともに教育改革に係る様々な取

組等を掲載し，教育改革に係る取組の成果を情報発信するため，平成 23 年度より刊行している。 
 

     

 

 

（事務局資料） 

 

資料 1-2-1-1-8 高等教育推進センターの活動に対する教員の評価例 

 

【教員に実施したアンケート結果より】（一部抜粋） 

・「教育評価に基づく競争的経費」採択教員に対するアンケートにおいて，回答のあった教員全員（18

名）から「高等教育推進センターの様々な取組（全学 FD，生活実態調査等）は『教育の質の向上』

に繋がる」との回答を得た。 

・「教育評価に基づく競争的経費」採択教員に対するアンケートにおいて，回答のあった教員全員（18

名）から「教育評価に基づく競争的経費の取組は『教育の質の向上』に繋がる」との回答を得た。 

 

【高等教育推進センターの様々な活動に関する教員への意見聴取結果】（一部抜粋） 

・全学 FD などは必ずしも参加したい企画とは限らないが，学生を支援する教育システムの構築には

必要なことと思うため，活動を継続していただき，逆に教員を奮起していただくことは良い点であ

ると思う。 

・学内にいるとあまり意識することがありませんが，他大学の方と話をすると本学の FD 活動がいか

に堅実であり，前向きに新しい取組を行っているか，また，それを許容する環境にあることがわか

る。 

・FD・SD 研修会など，学内共同教育研究施設等と連携協力し，具体的な施策が企画・実施されてい

ることは高く評価できる。 

・FD・教育企画部門の「アクティブ・ラーニング通信」は非常に良い情報発信だと思う。 

・高等教育推進センター年報には「福井大学における高等教育改革の実践と展望」が掲載されてお

り，実際に本学でどのような教育改革の取組が行われているのかを鳥瞰することができる。このよ

うな内容は，其々の部局における教育改革にも有用な示唆を与えるものであり，貴重な情報源と

なっている。 

 

（事務局資料） 
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①－４ 学長裁量経費に設けた「教育改革推進経費」による支援により，教育の質向上に

繋がる様々な成果があがった（資料 1-2-1-1-9）。 

 

資料 1-2-1-1-9 「教育改革推進経費」の支援とその成果例(文京キャンパス)  

 ■ 大学運営経費の減額の中，「教育改革元年」と位置付けた平成 23 年度の学内予算配分見直しに伴

い，特色ある教育に必要な支援を行うことを目的とした「教育改革推進経費」を学長裁量経費に

設けた。さらに，平成 24 年度は，「教育改革実行年」と位置づけ，「教育改革推進経費」を増額し，

その後も一定額計上している。 

年度 

（平成） 
ｷｬﾝﾊﾟｽ 事項（取組） 

支援額 

（千円） 
支援による成果 

23 文京 学生出欠管理システ

ム，教務システムカ

スタマイズ及び保 

守，シラバスシステ

ムサーバー更新及び

ソフトのバージョン

アップ，双方向点画

授業システム機器更

新等 

12,680

 

文京及び松岡キャンパスの教務シ

ステムを統一したことに伴い，運

用に必要なカスタマイズを実施し

，これにより学生に対するサービ

スが向上した。また永年の使用に

より老朽化したシラバスシステム

サーバーの更新及びソフトウエア

の一部カスタマイズを実施したこ

とにより，従来表示できなかった

複雑な化学式や中国語表記の資料

添付も可能となりシラバスの内容

が充実した。 

23～26 文京 教育改革推進経費の

手当により学生総合

相談室を設置した。

設置当初は非常勤カ

ウンセラー２名，専

任職員１名，非常勤

職員１名体制で発足

した。その後平成24

年度にカウンセラー

を常勤体制に移行し

て，学生の精神的な

悩みや学業上の問題

にとどまらず，学生

生活を送る中で生じ

るさまざまな問題等

に積極的に対応して

いる。また，教職員

向けに研修の機会を

設け，教職員への支

援にも力を入れてい

る。 

11,006
（支援額は平成

26年度実績額）

メンタル面で問題のある学生への

対策として，欠席調査やアンケー

ト調査を実施して，教員への指導

上問題のある学生の調査を行い，

抽出した学生との面談を行うとと

もに，助言教員と連絡・連携を図

り対処している。また，カウンセ

ラー２名が学生の精神的な悩みや

学業上の問題にとどまらず，学生

生活を送る中で生じるさまざまな

相談に対応しつつ保健管理センタ

ーと密接な連携の下に教員，学外

関係機関等との連携も図り問題解

決に努めた。さらに教職員を対象

に，対応に注意が必要な学生への

関わり方についての研修を行うな

ど，必要な体制構築を行った。 

 

24 文京 講義室プロジェクタ

ー等の更新 
5,475

講義室における，老朽化した液晶

プロジェクター，電動スクリーン

等の更新によって学生の修学環境

を改善した。 

25 文京 講義室の老朽化した

設備の更新 

（学生机，椅子，液

晶プロジェクター） 

6,350

老朽化した設備の更新を行い，教

員の多様な教材提示に対応するた

めのAV機器の充実を図ったことに

より，学生の修学環境 を 改善 し

た。 

25～26 文京 教育学研究科教職開

発専攻に入学する附

属学校教員の入学料

相当額を奨学金とし

て支給 

1,128
（支援額は平成

26年度実績額）

対象学生へ経済的支援を行うこと

で，在職したまま大学院で学ぶこ

とへのハードルが低くなり，社会

人学生を増加させる取組に繋がっ

た。 

25～27 全学 福井大学サテライト

キャンパスの開設 
 754

（支援額は平成

首都圏等で就職活動を行ってきた

学生からの要望に応えるべく，就
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（事務局資料） 

 

 

（関係者への意見聴取） 

②－１ 関係者への意見聴取体制を整備・運用し（資料 1-2-1-1-10，11），その結果を教

育改善等に随時活用した（資料 1-2-1-1-12）。 

 

（首都圏等で行う就

職活動をサポートす

るため，東京・大阪

・名古屋・広島・福

岡に“第二の就職支

援室”となる「福井

大学サテライトキャ

ンパス」の開設） 

27年度実績額） 職支援会社と連携し全国5か所に

就活の拠点となる「福井大学サテ

ライトキャンパス」を設置した。

福井大学サテライトキャンパスの

利用者数は，25年度118名→26年

度143名→27年度198名（10月末現

在）であり，平成 27 年度の利用者

数は平成 25 年度比で 68％増と

なった。 

利用学生から「立地条件がよく，

通いやすかった」「面接を受ける

前に，空き時間で企業研究ができ

たのでよかった」「大きな荷物を

預けてもらえて助かった」等，

好評を得ている。 

26 文京 共用講義棟窓開量制

限装置の付設 

149

多様な授業形態や活動が行われる

講義室において，転落事故や破損

箇所による危険を未然に防止する

とともに，自然換気を確保しつつ

，安全で快適な教育環境が充実し

た。 

26 文京 学部・大学院生への

経済的支援を目的と

し，奨学金の支給：

給付人数は前期分５

名，後期分５名と決

定し，各期授業料半

額免除となった学生

のうち，経済的に困

窮度の高い順に選定

した。 

1,000

半額免除となった学生（困窮度の

高い順に選考）へ経済的支援を行

うことで，次のような効果に繋が

った。 

①親から送金がなくても授業料（

半額分）を支払うことができる 

②学習のための費用（参考書購入

等）に充てられる 

③アルバイトを減らし，学習時間

を増やすことができる 

26 全学 学生海外派遣支援金

の支給：

前期及び後期にそれ

ぞれ募集を行い，審

査のうえ支援金を支

給する。なお，日本

学生支援機構等の奨

学金受給を優先とす

る。 

7,000

海外留学を希望する学生でも経済

的な理由で留学を断念するケース

もあるため，希望する学生に対し

て学生海外派遣支援金を支給し，

多くの学生が短期海外派遣プログ

ラム等に参加することができた。

留学前の計画及び帰国後の報告書

等の提出があるため，目的をしっ

かり持って留学等ができている。

27 文京 TOEIC実施経費 

3,510

TOEIC実施により，習熟度別クラ

ス分編成が行われ，双方向型コミ

ュニケーションを重視した学習が

効果的に進んだ。また，蓄積した

データは，カリキュラム改善・向

上においても活用された。 
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資料 1-2-1-1-10 学外関係者への主な意見聴取体制  

     

 

 

 

 

資料 1-2-1-1-11 大学構成員に対する組織的な意見聴取の実施状況 
 

対象者 実施年度 意見聴取の内容 実施方法 活用例 

学部学生 

平成 25 年度後期履

修登録時 

平成 26 年度後期履

修登録時 

（基本的に毎年度実

施） 

カリキュラム

評価 

アンケート（カ

リキュラムアン

ケート） 

【別添資料 教-10】

学生の学修，生活等の現状

を把握し，改善に資する基

礎データとして活用 

学部学生 

大学院生 

平成 22 年度 

平成 25 年度 

（３年ごとに実施）

学生生活につ

いて 

アンケート(学

生 生 活 実 態 調

査)  

教務システムの改善，新入

生のスムーズな大学生活へ

の移行，学生支援の改善 

学部学生 

大学院生 

卒業（修了）

予定者 

平成 26 年度 

平成 27 年度 

（中期目標期間末に

実施） 

教育・研究に対

する在学生，卒

業（修了）生の

意識・満足度 

アンケート 

修学環境の改善（図書館の

開館時間延長，生協営業時

間延長等） 

教員 

平成 23 年度 31 回 

平成 24 年度 22 回 

平成 25 年度 17 回 

平成 27 年度 21 回 

学長と教員と

の懇談会 
懇談会 様々な具体的改善に活用 

教員 １回/３年 教育活動評価 

自己評価及び評

価委員会による

評価（教員評価）

自己評価による諸活動の点

検及び改善 

 

 

 （事務局資料）

（事務局資料） 
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資料 1-2-1-1-12 学外関係者への意見聴取結果を踏まえた主な全学的改善例 
 

実施状況 主な改善状況 

就職先からの卒業（修了）生に対する評価（企

業等が求める人材養成の視点も踏まえ教育の

成果・効果について調査） 

・学生の就職企業のさらなる選択肢の充実のため，

中小企業の魅力発信のガイダンスを充実（中小企

業団体中央会と共催のファクトリーツアーズ＆リ

ラックスミーティング等） 

・学内企業説明会参加企業の拡大（H24：280 社 ⇒ 

H25：320 社⇒ H26：360 社⇒ H27：500 社） 

・採用予定企業を招き，１回１社 90 分での腰を据え

た学内個別企業説明会を通年で開催（H24：153 回 

⇒ H25：210 回⇒ H26：340 回⇒ H27：226 回） 

大学入試に係る諸問題や高大接続についての

意見交換（高等学校長との懇談会） 

・工業高校からの進学受入れに関して，普通科高校

と工業高校の出身者を比較するなど，工業高校出

身の学生の方が大学に入ってから成績が伸びるこ

とが明らかとなり，AO 入試の出願資格の範囲はで

きるだけ狭めない方向で検討。 

・工業高校の生徒への大学進学を促進するための本

学大学教員による模擬授業の実施や高校教員のレ

ベル向上を図るための授業評価等を実施 

COC 事業アドバイザリー･ボード 
・国際地域科学部の設置に際し，地域をフィールド

とした授業を取り入れたカリキュラムを導入 

COC 事業における学生・教職員・自治体向けア

ンケート 

・COC ニュースレターの発行等，教育活動を含めた

COC 事業に関する学内外における広報活動を強化

URA オフィスアドバイザリー・ボード 

・福井大学にどのような人材が求められているのか，

人材育成へのフィードバックという観点での仕組

み作りの検討 

福井大学の産学官連携活動等についての意見

交換（トップ懇談会） 

・社会人学生について，教育や研究を行うための時

間の確保についての対応を，大学・企業において

検討 

卒業生と役員等との懇談会（OB・OG との懇談会）

・今後の教育の在り方や就職支援の方向性に関する

率直な意見交換を通した，問題点等の抽出・共有

化によって教育改善に活用する予定 

ホームカミングデーにおける卒業生に対する

アンケート（卒業生からの福井大学に対する提

言・意見等の収集） 

・提言・意見の分析・検証結果を教育改善に活用す

る予定 

 （事務局資料） 
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②－２ 関係者ニーズ・状況を把握するため，適宜関係者への意見聴取を組織的に実施し

ており，その聴取結果は新学部「国際地域学部」の設置等に繋がった（資料 1-2-1-1-13，

14）。 

 
資料 1-2-1-1-13 「国際地域学部」設置に繋がった関係者からの意見聴取 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 （事務局資料） 
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資料 1-2-1-1-14 学外有識者からの意見を取り入れた教育改革（例） 

  
 

 

■ 大学執行部の方針や施策，学部・研究科，附属教育研究施設等の状況等を教職員へ伝える学内広

報誌の企画にて，官界，財界人らが福井大学をどのように見ているか，感想や印象，提言をまじえ，

学外の目で福井大学を語って頂く「福井大学を外から見ると」を特集し，学長との対談形式で得た

様々な意見やアドバイスを大学運営や大学改革の取組につなげた。 

（事務局資料） 

（http://www.u-fukui.ac.jp/cont_about/data/taidan/taidan_201304/）
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②－３ 全学生を対象とした「学生生活実態調査」を定期的に実施し，その結果を組織的

な改善に繋げた（資料 1-2-1-1-15）。 

 

資料 1-2-1-1-15 学生生活実態調査（2013 年度実施）の分析結果に基づく改善対応依頼への回答・対応例（一部抜粋） 
 

■高等教育推進センター学生支援部門では，学生支援の経時的アウトカム評価ともなる，学生生活

全般の状況・学生ニーズの把握を目的として，３年毎，全学生を対象とした「学生生活実態調査」

を実施することとした（平成 22 年度及び平成 25 年度実施）。その結果は学生支援全般の改善に

資する基礎的なデータとして活用され，関係部署に対応を依頼する等，組織的な改善に繋げた。 

 

分析結果と対応依頼 回答・対応 

○施設企画課，環境整備課へ対応依頼 

大学構内で身の危険を感じる（不安を覚える）

場所としては，文京キャンパスでは，工学部建

物の周辺，講義室，実験室，製図室，サークル

棟周辺が暗いとの意見も多い。松岡キャンパス

では，夜間の建物周辺が暗い，駐車場・駐輪場

までが暗い，研究棟の後ろの道路，医学図書間

と研究棟の間が暗いとの意見が最も多く，前回

の調査を受けて，街灯の増設等も行っている

が，更なる対応が必要である。 

 

今年度両キャンパスにおいて，外灯の LED 化や増

設などを実施した。 

○学生サービス課へ対応依頼 

全国平均と比べると全体的に収入が低い方に

シフトしており，学生の学費等が工面に苦労し

ていることが窺える。収入の低さはアルバイト

時間の多さにも繋がっていると考えられ，学業

面に与えている影響は少なくないであろう。大

学では，各家庭の困窮度に応じた支援（授業料

免除，給付型奨学金）の充実を図る必要がある。

多くの学生は，収入の約半分をアルバイトと奨

学金に頼っているが，奨学金の多くは貸与型で

あり卒業後には借金となるものであることか

ら，給付型の奨学金や授業料免除制度の充実が

必要である。 

 

授業料免除については，今年度においても，文部

科学省からの配分額に加え，学長裁量経費（教育

改革推進経費）から約 2,800 万円の予算を措置

し,免除者は,申請者の 88％を越え，昨年度に比

べて約 100 名増やすことができた。次年度以降

も，可能な限り予算を確保していく。 

給付型の奨学金については，今年度から，学長裁

量経費（教育改革推進経費）による独自奨学金「福

井大学修学支援奨学金」を新設し，年間 10 名に

対し奨学金を給付した。今後も，当該制度を継続

し，予算増の要望を行っていく。 

○高等教育推進センターFD・教育企画部門へ対

応依頼 

2/3 程度の学部学生はカリキュラムの構成等を

理解していると答えているが，理解していない

部分があると答える学生も 1/3 弱おり，この値

は，３年前の調査とほぼ同等である。カリキュ

ラム・マップ等のより分かりやすいロードマッ

プの作成と，学生への丁寧な説明が望まれる。

 

学生にとって分かりやすいカリキュラム作りと，

学生の立場に立ったカリキュラム・マップ／ツ

リーを作成し，当センターHP にて公開している。

カリキュラム・マップ／ツリー等を活用したガイ

ダンス，相談会等を設け，きめ細やかな指導を行

うことが望ましい。 

不明な点があれば，助言教員・学年主任等の教員，

教務課職員に気軽に問い合わせられるような雰

囲気づくりも必要であろう。 

○高等教育推進センター学生支援部門へ対応

依頼 

組織的な学生生活実態調査の立案・実施・分析

を行い，教育改善に繋がる体制の整備が望まれ

る 

 

組織的に学生生活実態調査を全学生対象に実施

した。その調査で寄せられた学生からの改善要望

をこの組織で取り纏め，担当する委員会・部署へ

改善要望を提示して，検討・実施を促した。その

検討・実施内容についてフィードバックを求め

て，学生支援部門で検証を行った。このような機
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動的な学生支援を行うための PDCA サイクルを確

立しており，全学にまたがる委員会や部署と連携

しながら，より良い学生生活環境の構築を図って

いる。 

○附属図書館へ読書時間アップの方策につい

て対応依頼 

・１週間あたりの読書時間が２時間未満： 

学部 2010 年 62.2％⇒ 2013 年 57.6％ 

・学部全体では，読書時間が２時間以下の学生

は僅かに減少したが，半数以上の学生の読書

時間が２時間以下となっている。言語表現を

伴わない学問はあり得ない。読書量が不足し

ていることも踏まえた授業設計が必要であ

ろう。 

 

大学全体として，①新入生オリエンテーション時

に学生にお勧め本を紹介する，②学科，講座で学

生に読んで貰いたい本を紹介する，③教員に余裕

があれば一般教養のレポートを書いて貰う，④授

業で広がりのある本を紹介する，など。図書館と

して，①図書館でベストセラー等の掲示をする，

②読んだ人から書評を募集し掲示をする，③感想

文を募集し，館長表彰し，フォーラムに掲載する，

④過去の書評等を再度，フォーラム等で紹介す

る，など。 

○安全衛生委員会（文京地区）へ対応依頼 

喫煙習慣のある学生は，学部生 7.7％，大学院

生 14.7％で前回調査とほぼ同じ。喫煙率は，工

学部・工学研究科の学生において特に高い。最

近，学内での喫煙マナーが問題となっている。

禁煙も含めて啓発が必要である。また，文京

キャンパスの大学会館に隣接の喫煙場所につ

いては，臭いが食堂にまで届き不快である，喫

煙場所の回りに吸い殻が散乱しており，外観が

非常に悪い等，のため，撤去の依頼の声が学生

から，直接届いている。 

 

喫煙，非喫煙双方の学生からの指定喫煙場所等に

係る要望及び，指定喫煙場所撤去に伴うリスク

（指定喫煙場所以外での喫煙の増加等）を鑑み，

以下の対策を行うこととする。 

・現在，指定喫煙場所内に掲示してある喫煙マ

ナーについての掲示物に加え，指定喫煙場所周

辺での喫煙を防ぐため，外部から見えるよう

に，「テラス外は禁煙です。違反した場合はこ

の喫煙場所を撤去します。」の掲示を行う。 

・指定喫煙場所内の混雑緩和のため，利用度の高

い場所から，順次喫煙場所内の椅子を撤去し，

喫煙スペースを確保する。 

・大学会館に隣接している指定喫煙場所について

の要望及び受動喫煙防止措置が努力義務とな

ること等を鑑み，当該喫煙場所の撤去及び別の

場所での空間分煙できる喫煙場所の設置等に

ついて検討を進める。 
 
 

（事務局資料） 
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（教育評価） 

③－1 本学と同程度の規模である山梨大学との間で相互評価を継続的に実施した（資料

1-2-1-1-16）。 

 

資料 1-2-1-1-16 福井大学と山梨大学との相互評価の実施例（平成 23 年度実施分）  

■ 平成 23 年度より，本学と同程度の規模である山梨大学との間で，両大学の現状及び優れた点等を

相互に確認評価し，その結果を今後の教育改善等に役立てることを目的とした相互評価を継続的に

実施している。 

 
 

始めに，福井大学及び山梨大学両理事から，本打合せを行うにあたり，同程度の規模である大

学として，両大学の現状及び優れた点等を相互に確認評価し，交流を深めることにより，今後の

教育課程・学生支援の一層の向上に役立てることを目途とし進めていきたい旨の発言があり，ま

た，山梨大学理事からは，この相互評価は，大学評価・学位授与機構の評価と異なり，「対面」

と「実地」の調査を，評価事項を担当する当事者間で行う点に大きな特徴がある。これによって

相手大学の良い点，及びその背景にある組織・担当者の意識などと合わせて学ぶことを目的とし

ている旨の発言があった。 
 

（福井大学と山梨大学との相互評価報告書より一部抜粋） 
 

※平成 23 年度には全学学務系の取組及びそれと関係する事務組織を対象とする相互評価を実施し，その後平

成 24 年度は教職大学院，平成 25 年度に工学部，平成 27 年度に医学部を対象とした相互評価を実施した。 

 

（事務局資料） 

 

③－２ 定期的教育評価の一環として，「教育」も評価領域とする「教員評価」を第２期

中２回実施した（P2-269 後掲資料 2-2-3-1-3）。 

 

③－３ 優れた教育成果をあげた教員を評価する「学長賞」等を設け，教員の意欲向上に

繋がった（資料 1-2-1-1-17，18）。 
 

資料 1-2-1-1-17 教育に係る優秀教員表彰制度 

部局 顕彰制度 制度の概要 

全学 優れた教育成果を

挙げた者に対する

表彰 

（趣旨） 

第１ この要項は，国立大学法人福井大学職員表彰規程第 11

条の規定に基づき，同第４条第３号に定める者のうち，特

に優れた教育成果を挙げた教育職員（グループを含む。）に

対して行う善行功労表彰について，必要な事項を定める。

（名称） 

第２ 表彰の名称は，次のとおりとする。 

一 学長賞（教育） 

二 学長奨励賞（教育） 

（表彰の基準） 

第３ 第２に掲げる各表彰は，次の各号に定める内容に該当

すると認められる者について行う。 

一 学長賞（教育） 

(1) 教育に関する中期目標・中期計画の達成や全学的な

教育プログラム事業等の推進に多大な貢献をした者 

(2) 権威のある教育関係の賞を受賞した者 

(3) 前２号に準じる顕著な教育成果を挙げ，本学の教育

に多大に貢献したと認められた者 

二 学長奨励賞（教育） 

(1) 優れた教科書を著した者又は優れた教材を作成・提

供した者 

(2) 教育改善に多大な貢献があった者 

(3) 教育の実施運営に顕著な功労があった者 

(4) 前３号に準じる顕著な教育成果を挙げたと認められ

た者 
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（選考方法） 

第４ 被表彰者の選考は，別紙様式による部局長からの推薦

に基づき，学長が理事と協議の上，決定する。ただし，学

長賞（教育）については，全学的な視点から理事も推薦を

行うことができるものとする。 

 
（福井大学における優れた教育成果を挙げた者に対する表彰実施要

項より抜粋）

教育地域科学部 優秀教員 （６）41 条候補者のうち，准教授・講師・助手を学部優秀教

員とし，その称号を授与する。なお，41 条候補者に，准

教授・講師・助手がいない場合は，該当者なしとする。

 
（１月１日上位昇給区分候補者及び 41 条昇給推薦者選考手続きに関

する申合せより抜粋）

医学部 「学生による授業

評価アンケート」

評価上位教員選

考・Best Teacher 

Award 

 

 

（目的） 

第１ この申合せは，福井大学医学部「学生による授業評価

アンケート」評価上位教員（以下「評価上位教員」という。）

選考について，必要な事項を定める。 

（選考基準） 

第２ 選考の対象は，講義・演習とする。 

２ 講義は，複数コマを担当している科目とする。ただし，

臨床系の科目については，１コマのみの担当であっても対

象とする。 

３ 履修登録者が，10 名以上の科目とする。 

４ 履修登録者数に対する「学生による授業評価アンケート」

の回収率が 50％以上の科目とする。 

５ 非常勤講師は，対象外とする 

（選考） 

第３ 学生による授業評価アンケートを実施した翌年度の４

月１日に在籍している教員について，次の区分ごとに評価

上位教員を評価点上位の者から選考する。 

 (1) 共通系   約２名 

 (2) 基礎系   約５名 

 (3) 臨床系   約 15 名 

 (4) 看護学科  約５名 

（表彰） 

第６ 医学部長は，評価上位教員に通算５回選考された教員

を「Best Teacher Award」として表彰する。 

 
（福井大学医学部「学生による授業評価アンケート」評価上位教員選

考に関する申合せより抜粋）

工学部 優秀教員， 

The teacher of the 

year 

１．教育評価に基づく教育努力奨励体制の構築を目的とする

ため，工学部に年度優秀教員称号授与制度を設ける。 

２．優秀教員は，各学科から当該学科学生（３年生）の投票

により，毎年度各学科２名の計 16 名を選出する。なお，非

常勤教員は対象者から除外する。 

３．各学科第１位の優秀教員には，THE TEACHER OF THE YEAR 

の称号を授与する。 

４．各学科第１位の優秀教員については学部長より表彰状を

授与し，次年度の夏と冬の勤勉手当に係る成績率Ａ該当候

補者とするとともに，奨学寄附金から教育研究費（15 万円）

の使用権利を付与する。第２位の優秀教員については奨学

寄附金から教育研究費（10 万円）の使用権利を付与する。
（優秀教員の称号授与についてより抜粋）

※「学長賞」，「学長奨励賞」について，被表彰者には奨励手当を支給している。         （事務局資料） 
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資料 1-2-1-1-18 被表彰者からのコメント（一部抜粋）  

部局 制度 対象者名 対象者のコメント 

教育地域科学部 

教育学研究科 
優秀教員 ○○ ○○

学部生や大学院生を巻き込みながら，福井をはじ

めとするたくさんの現場の先生方と学校研究，授

業研究を進める楽しさが私を支えています。多く

の先生方に感謝をしながら今後も自らの研究を深

めていきたいと考えています。 

医学部 学長賞（教育） ○○ ○○

この度授与賜りました「学長賞（教育）」は，小職

が大学機関別認証評価，国立大学法人評価等の大

学評価を取り纏めたことを評価いただいた結果か

と存じます。小職のみでなし得たことではござい

ませんが，一見「縁の下の力持ち」的な役割と見

られがちな大学評価への対応をこのような形で評

価いただいたことは存外の喜びでございます。こ

の度の「学長賞（教育）」によりまして，さらにモ

チベーションが向上いたしました。今後とも，教

員の地道な教育貢献をも評価いただける「学長賞

（教育）」が継続されるよう希望いたします。 

医学部 
Best Teacher 

Award 
○○ ○○

医療者に必要な「共感」の理解を，できる限り患

者さんの目線で捉えられるような授業を心がけて

います。「授業は学生が主役」がモットー。主役を

置いてきぼりにしないよう，これからも学生とコ

ミュニケーションのとれる授業を行っていきたい

と思っています。 

工学部 
The teacher of 

the year 
○○ ○○

中間層全体のレベルアップに対して，最近の学生

の変化へ対応した適切な方法はまだ見つかってい

ませんが，独り善がりにならないよう注意し，学

生の反応により耳を澄ませることに努めていま

す。今後も，授業アンケートなどを通して，彼ら

の声なき声を授業に反映させて行く工夫を行って

いきたいと考えています。 

（事務局資料） 

 
 

③－４ 各部局では，実質的な教育評価ともなる自己点検・外部評価を適宜実施した（資

料 1-2-1-1-19）。 

 

資料 1-2-1-1-19 各部局（教育関連）における自己点検・外部評価の実施状況（第２期中） 
 

組織名 
自己点検評価 

（実施年度／報告書掲載 URL） 

外部評価 

（実施年度／報告書掲載 URL） 

教育地域科学部・教育学研究科 実施（平成 25 年度） 
http://www.u-fukui.ac.jp/wp-co

ntent/uploads/edu_2_19.pdf 

実施（平成 25 年度） 
http://www.u-fukui.ac.jp/wp-co

ntent/uploads/edu_2_19.pdf 

工学部・工学研究科 実施（平成 24 年度） 
http://www.u-fukui.ac.jp/wp-co
ntent/uploads/eng_3_27.pdf 

実施（平成 24 年度） 
http://www.u-fukui.ac.jp/wp-co
ntent/uploads/eng_3_27.pdf 

学

内

共

同

教

育

研

究

施

設 

附属図書館 
実施（平成 25 年度） 

http://www.u-fukui.ac.jp/wp-co
ntent/uploads/library_3_19.pdf 

－ 

生命科学複合研究教育セン
ター 

実施（平成 25 年度） 
http://www.u-fukui.ac.jp/wp-co
ntent/uploads/cars_6.30.pdf 

－ 

アドミッションセンター 

実施（平成 23 年度） 
http://www.u-fukui.ac.jp/wp-co
ntent/uploads/admission_1_23.p
df 

実施（平成 24 年度） 
http://www.u-fukui.ac.jp/wp-co
ntent/uploads/admission_2_24.p
df 

国際交流センター 
（旧 留学生センター） 

実施（平成 22 年度） 
http://www.u-fukui.ac.jp/wp-co

ntent/uploads/international_1_

22.pdf 

実施（平成 27 年度） 
http://www.u-fukui.ac.jp/wp-co

実施（平成 27 年度） 
 

（※報告書は平成 28 年５月完成予定）
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ntent/uploads/international_3_
15.pdf 

語学センター 

実施（平成 25 年度） 
http://www.u-fukui.ac.jp/wp-co
ntent/uploads/languages_3_19.p
df 

－ 

地域環境研究教育セン
ター 

実施（平成 25 年度） 
http://www.u-fukui.ac.jp/wp-co
ntent/uploads/envi_3_19.pdf 

－ 

保健管理センター 
実施（平成 25 年度） 

http://www.u-fukui.ac.jp/wp-co
ntent/uploads/health_3_19.pdf 

－ 

高等教育推進センター 
実施（平成 24 年度） 

http://www.u-fukui.ac.jp/wp-co
ntent/uploads/koutou_1_24.pdf 

－ 

共通教育センター 
実施（平成 23 年度） 

http://www.u-fukui.ac.jp/wp-co
ntent/uploads/study_1_23.pdf 

－ 

※医学部・医学系研究科は平成 28 年度実施予定。                      （事務局資料） 

 

 

      

（FD・SD 活動） 

④－１ 「福井大学 FD・SD シンポジウム」等とともに，各部局に特化した FD 活動を実施

し，参加者から好評を得るとともに，改善に繋げた（資料 1-2-1-1-20～23）。 
 

資料 1-2-1-1-20 全学 FD・SD 活動の実施状況 
 
 
 

■ 高等教育推進センターFD・教育企画部門では，毎年，全学的な視点から，「福井大学 FD・SD シン

ポジウム」を開催している。また，学生総合相談室による，学生支援に係る FD 研修会を定期的に実

施している。これら FD 活動の結果は，適宜，具体的な改善に活かされている。 

 

■全学 FD・SD 活動    
年度 内容 参加人数

平成 22 年度 

FD 講演会「心理相談から見える問題点と対応」 30

福井大学 FD シンポジウム 2011「現代学生の抱える問題と学生支

援」 
126

平成 23 年度 

メンタルヘルス研修会「2010 年度集計を中心に」 210

福井大学 FD･SD シンポジウム 2012「キャリア教育支援」 66

FD 委員会・総合情報基盤センター共催 FD 講演会「情報セキュ

リティ講習会」 
150

平成 24 年度 

FD 研修会「学生の能動的な学びの支援～学部学生・教員全員に関

わる授業科目について語り合い，学生に養う力を考える～」 
35

福井大学 FD･SD シンポジウム 2013「専門職業人養成のためのグ

ローバル人材育成」 
79

高等教育推進センターＦＤ講演会「大学教育におけるティーチン

グポートフォリオの役割」 
41

情報セキュリティ研修会「『今そこにあるキキ』への対応」，「大

学における情報セキュリティ」 
52

平成 25 年度 

高等教育推進センター入試講演会「グローバル化を意識した入試

改革について」 
27

高等教育におけるファカルティ・ディベロップメントの役割 95

アメリカの大学における STEM 教育の諸問題と解決への幾つかの

試み 
79

情報セキュリティ研修会「サイバー犯罪の状況と対応策」「学内

におけるセキュリティ管理について」 
115

福井大学 FD･SD シンポジウム 2014「学生の学びを支援する授業を

考える」 
108

平成 26 年度 

学生支援シンポジウム「学生支援の今とこれから」 51

国立大学の機能強化とガバナンス改革の推進について 220

福井大学 FD・SD シンポジウム 2015「学生の学びを支援する教育

システムの構築をめざして」 
108
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平成 27 年度 平成 27 年度福井大学 FD・SD シンポジウム 

・国際地域学部における教務システム－新学部が取り入れる 

 米国型 13 段階成績評価― 

・WebClass とアクティブラーニング 

56 

 

■ 学生総合相談室による FD 活動   
年度 内容 参加人数

平成 24 年度 

FD 研修会「学生への支援について－対応のヒント－メンタルヘ

ルス（気分障害）編」(教育地域科学部) 
22

FD 研修会「今，どきドキの大学生について～発達障害・気づき

と支援～」（工学部） 
54

FD 研修会「学生相談の現状及び相談室の利用促進について」（工

学部） 
120

平成 25 年度 

FD 研修会「学生・保護者と向き合う時のワンポイントアドバイ

ス」（教育地域科学部） 
57

FD 研修会「学生・保護者と向き合う時のワンポイントアドバイ

ス」（工学部） 
140

FD 研修会「発達障害（障害）の大学生への支援について～気づ

きとヒント～」（教育地域科学部） 
68

FD 研修会「学生への支援について－対応のヒント－メンタルヘ

ルス（気分障害）編」（工学部） 
130

平成 26 年度 

FD 研修会「学生支援の現状と課題」（教育地域科学部） 82

FD 研修会「学生支援の現状と課題」（工学部） 124

FD 研修会「学生支援に役立つリラクゼーションの体験」（教育地

域科学部） 
73

FD 研修会「学生支援に役立つリラクゼーションの体験」（工学部） 105

平成 27 年度 

FD 研修会「大学における合理的配慮」（教育地域科学部）  88

FD 研修会「大学における合理的配慮」（工学部） 122

SD 研修会「発達障害学生支援の今とこれから  23
 

 （事務局資料） 
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資料 1-2-1-1-21  全学 FD・SD 活動に関する，参加者からの意見聴取結果（一部抜粋） 

■ 全学 FD・SD 活動について 

・今回のような，分かりやすく，実質的な FD は良いです。 

・今回のテーマ内容は，今後の教育指導や評価において大変興味ある有意義な話題提供である。 

・LMS の説明も今後活用する上で，対応可能な表示や選択が分かりとても良かった。 

・参加するたびに，授業改善へのヒントを得ることができます。 

・FD・SD シンポジウムでは今求められていることをタイムリーにテーマにしていただけるので，シ

ンポジウムは改善を図るための良き勉強の場として貴重な機会と思えます。 

・学部の特性に合わないものも散見されるが，今後の教育改善の参考にさせていただくとともに，取

り入れることができるものを積極的に活用したいと思う。 

 
■ 学生総合相談室による FD 活動（学生対応に関する教員への啓発活動）について 

・研修を受けて非常に為になったと思う。 

・発達障害の学生が最近増えていると感じるので，今回のテーマはたいへん興味深く聞けた。 

・教授会に合わせた開催が参加しやすく良いです。 

・定期的に学生に対してこのような現状と気軽に相談できることを浸透させるようなこともあって 

もいいと思う。 

・学生指導に役立つ話がたくさんあった。充実したシンポジウムであった。 

・とても手厚い対応を知り，ちょっと驚きでした。 

・高校からの移行支援の重要性を実感しました。 

・小学校で４年生全体の支援に入らせていただいていますが，親御さんの承諾を得られず，検査でき

ずにいる子供さんが何人かいます。今日のお話を聞いて，幼少のうちにその子が生きやすい道をつ

くってあげることが本当に大切であると改めて思いました。ありがとうございました。 

・大学の支援の現状のよくわかる機会を提供いただき，ありがとうございました。 

 
（聴取結果より一部抜粋） 

 
資料 1-2-1-1-22 FD 活動に関する教員への意識調査例 
 

■ 医学部 
 

 ●設問：FD 活動の重要性              ●今後の FD 活動への積極的な参加 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

■ 教育地域科学部               ■ 工学部 
  

●設問：これまでの FD 活動によって自らの授業改善  ●設問：FD 委員会の活動が役に立っていますか？ 

が行われたか 

  
 
 

（事務局資料） 

 

（平成 27 年度 FD 活動報告書より抜粋）



福井大学 教育 

1－234 

資料 1-2-1-1-23 各部局における FD 活動が改善に反映された主な事例   

学部 主な内容 

教育地域科学部

・地域課題ワークショップ，協働実践研究プロジェクト発表会 

授業の一環でなされている多数の学生と教員が参加し，これらの取組を「プロ

ジェクト型 FD」と位置づけ，教員自身が学生とともに新しい授業の在り方を開

発・展開して授業作りの力を蓄える機会としている。この発表会は，授業作りと

その改善の取組自体に FD の意義を見出している。 

・教育内容・教材開発研究会 

  教育内容・方法等の質的向上に資するために定期的に実施し，本学部の基準的

とも言える FD 活動である。 

  幅広い分野の研究者が集まる本学部の特色がよく活かされた学際的な内容で，

大学院生も発表に加わり，様々な学校教育・活動の問題点を洗い出し，どのよう

な実践が求められているかについて論じるなど，授業・教材開発の有効性と課題

について全体で共有し理解を深めている。 

医学部 

・医学科 国際認証カリキュラムへの移行のための準備 

  国際基準に対応した医学教育認証評価に向け，先行的な取組をしている東京医

科大学における教育に関する取組，情報通信技術（ICT）を活用した教育やプロ

グラム評価を中心に，新カリキュラムの現状と課題についてアドバイスを頂い

た。参加者からは，「国際基準に対応した医学教育認証評価を取得する医学部医

学科にとって大変役に立った。世界基準に合わせたカリキュラム改編について理

解することができた。」との感想が寄せられている。 

・授業評価アンケート結果を教員に周知し，随時授業方法，教材の工夫などの改

善及び優秀教員による授業公開による高い教育力の共有 

  学生による授業評価アンケートを実施し，学生からの高評価であった教員を

「優秀教員」と位置づけ，年間を通し公開授業を実施し，教員による授業参観を

実施している。この取組により，「優秀教員」の優れた教育スキルを教員で共有

することができる。 

  また，授業評価アンケートのフィードバックとして，教員から評価結果に対す

るリフレクションペーパー（評価結果に基づく，次年度の改善案など）の提出を

義務付けることにより，学生からの声を授業内容に反映すると共に教員からの授

業改善点及び学生に対する意見を掲示により学生に周知し，双方向での教育改善

を進めている。 

・医学部 FD 講演会「先進イメージング教育研究センター 教育システム活用セミ

ナー」 

  画像を中心に様々な情報を一体化し高品質な医学教育コンテンツを効果的・継

続的に精製・運用できる教育システムを構築し，臨床で経験する様々な症例を共

有・活用できる仕組みの実現を目指す取組が紹介された。既に基礎系及び臨床系

において活用されている例も示され，参加者からは「是非システムを使用したい。

学生個々の能力・理解度に応じた学習環境の構築に可能性を感じた。」等の感想

が寄せられ，FD を開催した意義があった。 

工学部 

・「今週のティーチング・ティップス（平成 27 年度からアクティブ・ラーニング

通信）」の配信 

  教育の実践において数々の取組を行っているのは，一部の教員ではなく，全教

員であるとの強い認識のもと，教育の画一化を避け，大学に相応しい FD を推進

するために，より多くの取組を共有する必要がある。これらの目的を達成するた

め，教員のさまざまな取組や教育への想いを紹介する「今週のティーチング・

ティップス（平成 27 年度からアクティブ・ラーニング通信）」を本学部教員に配

信する活動を平成24年度から開始した。学部全体の原稿から各学科のFD委員は，

各学科の実情に応じたコメントを付して学科教員に配信を行う。これらの取組に

より，各学科の FD 委員をハブとした教育に関する話し合いの活性化や種々の取

組を学部教員が共有し，教育技法の向上に努めることができている。 

・FD 参観学習会 

  今般，大学教育では，グループワークやアクティブ・ラーニングの必要性が強

調されているが，実践方法は未だ確立はされていない。これらのことから，FD

講演会の講師に実際に学生に対してグループワークを実施してもらい，その様子

を見学して学ぶ参観学習会を行う。実際には，本学教員も学生に混ざって実践的

なグループワークを体験し，問題解決方法としてフィッシュボーン法，ロジック

ツリー法を学び本学が抱える問題をテーマにして，創造的ディスカッションを行

い，グループワークやアクティブ・ラーニングに求められる教育技法を学んだ。

 

 

（事務局資料）
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④－２ 「学生による授業評価」を組織的に実施しており，その評価結果は授業等の改善

に活かされた（資料 1-2-1-1-24）。 
 

資料 1-2-1-1-24 「学生による授業評価」 

■ 「学生による授業評価」の有効性等に関する教員への意見聴取例（医学部） 

●今回の評価結果を受け，次の講義を改善する予定である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

●「学生による授業評価」は教育内容・方法の向 

上，FD 活動に役立つと思いますか？ 

  

 
 
 
 
 
 
 

■ 授業改善のアンケート（授業評価）結果に対する教員の改善例（工学部，抜粋） 

●後半は，学生を指名して質問に答えさせたり，演習問題の解答を板書させて，解答方法や正答を解

説する回数を増やした。指名時に不在の学生は，カードリーダー記録が出席でも欠席扱いにした。

その結果，前年度と比較して期末試験受験者数が減少，不合格者数が減少，合格者の成績は向上し

た。 

●レポートに対する回答を講義の中で行うこと，およびレポート添削を行うことが好評だったので，

本年度も継続した。 

●授業の中間アンケートに関しては，意見・要望に関する具体的な記述の主な意見を紹介し，以降の

授業でどのように対応するかについてコメントしました。なお，第一回目のアンケートでは，演習

問題を増やして欲しいとの要望が多く見られましたので，授業の後半では特にこの意見に留意しま

した。 

●中間試験や期末試験問題の解説をしたほうがいいと思われます。その時間を如何に作るか，次年度

の課題としたいと思います。 
●以前より，この科目に対して“難易度が高い”との感想が幾分多く，また，期間半ばの中間試験の

結果で以降の受講を欠席する受講生が増えていた。そこで今年度は本科目の授業内容をやや減らす

と共に実施順序を再編し，期間前半になるべく易しい内容がくるようにした。 

その結果，今年度１回目アンケートでは“難しい”との感想はほとんどなく出席率も低下しなかっ

た。しかし，２回目では依然，難しいとの回答が幾らかあった（最終合格率も前年度からあまり改

善されなかった）。 

次年度は授業内容後半部について，（内容のレベルを大幅に落とすことは好ましくないので，）説

明方法等を再度吟味し，より分かり易くなるよう検討したい。 

●「この授業の内容は，設計演習に必要な知識が含まれているので，もっと早い時期に教えて欲しかっ

た(例えば１年次)」，という意見があった。他の授業科目も含めて，学科のカリキュラムの見直し

も検討する。 

●ビデオを使った反転授業については，大変好意的なアンケート結果でした。また，最後まで諦めな

かった学生全員が，素点で60点以上になりました。みなさんもよく頑張ったと思います。今回，初

めて実施した「反転授業」については，福井大学高等教育推進センターの年報に報文としてまとめ

ました。興味のある人は，読んでみて下さい。報文にも記載しましたが，みなさんの授業外学修時

間はまだまだ十分とは言えませんし，全員が完全習得学習するという目標には到達できませんでし

た。学習内容を完全に身につけることを目指して，主体的に学び続けてください。 

Ａ そう思う 31

Ｂ ある程度そう思う 25

Ｃ どちらとも言えない 11

Ｄ あまりそう思わない 4

Ｅ そう思わない 3

合 計 74

Ａ そう思う 20

Ｂ ある程度そう思う 24

Ｃ どちらとも言えない 16

Ｄ あまりそう思わない 6

Ｅ そう思わない 8

合 計 74

（事務局資料）
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（国際的視野からの外部評価） 

⑤－１ 米国アイビーリーグ校の中でも学部教育に定評あるブラウン大学の Kathy M. 

Takayama FD センター長による，国際的視野からの外部教育評価を平成 25 年度に受審

した（資料 1-2-1-1-25）。その結果は，全学教学ガバナンスを確立する「全学教育改

革推進機構」の設置に結実した。 

 
資料 1-2-1-1-25 国際的視野からの外部教育評価  
 

■ 概要 

ベンチマーク先でもあるブラウン大学で国際的にも著名な Takayama 博士を一週間招聘し，福井大

学の国際的な教育評価を実施した。博士には一週間で 16 の授業・教育実践の参観，延べ 100 名以上

の学生との懇談，計 13 時間以上に及ぶ役員・各部局教員との意見交換等を行っていただき，密度の

濃い国際的教育評価を実現し，その成果を報告書に纏めた。 

 一週間の期間，精力的な現場観察による教育評価を国際的に経験豊かな専門家に実施してもらうと

いう，新たな国際評価を実施し，本学の役員・教職員による海外大学のベンチマーキングと併せ，新

しい国際的教育評価モデルを構築し，実行した。 

 

■ Takayama ブラウン大学 FD センター長からの評価・提言（一部抜粋） 

学生の成長とコースの学びを結びつけていくことが不十分であること，学生の履修コースの多さの

指摘と繰り返し学ぶことで深い学びが実現できるというカリキュラム改善への示唆，カリキュラムや

評価の改革と管理を行う全学委員会の設置や学習管理システムの導入等の組織的な改革の必要性の

提言がなされた。特に，「福井大学の課題としては，全学的な教学ガバナンスを行う機構と，その下

でのカリキュラム・評価を管理・運営する仕組みの構築が求められる」ことが提言された。 

                            （福井大学教育評価報告書 2013 より抜粋） 

 

 
※Takayama ブラウン大学 FD センター長には，本学の国際アドバイザーに就任頂くこととしている。 

                                                  （事務局資料） 

 

ブラウン大学 FD センター長の 

Kathy M. Takayama 博士による視

察風景 

福井大学教育評価報告書 2013 
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⑤－２ 国際通用性をもつ教育体制等の構築を図るため，国外の優れた大学等のベンチ

マーキングを組織的に実施し，改善に資した（資料 1-2-1-1-26，27）。 
 

資料 1-2-1-1-26 ベンチマークの実施状況  

学部 時期 視察メンバー 視察先 

教育地域科学部 平成 24 年９月 役員及び教職員 

米国 ワシントン大学教育学部，モントレ

イク・テラス高等学校， 

レシャイ小学校 

医学部（看護系） 平成 24 年９月 教職員 

英国 バーミンガム市立大学，レスター大

学グレンフィールド病院，キングスカ

レッジ，ロイヤルマーズデンホスピタル，

セントクリストファーホスピス 

工学研究科 平成24年11月 役員及び教職員 

米国 ロチェスター工科大学，クレムソン

大学，AAU，セーレン株式会社（米），日

華化学株式会社（米） 

その他 平成24年11月 役員 米国 ブラウン大学 

医学部（看護系） 平成 25 年９月 教員 
英国 バーミンガム市立大学，サン・パウ

病院（スペイン） 

工学研究科 平成25年11月 役員及び教職員 

ベトナム電力大学，ハノイ工科大学，ダ

ナン大学，ダナン大学工科大学，ホイア

ン電力短期大学 

工学研究科 平成 26 年５月 教職員 ベトナム電力大学 

教育地域科学部 平成 26 年９月 教職員 
米国 ボストン・カレッジ，コロンビア大

学 

工学研究科 平成26年11月 教職員 
ダナン大学，ダナン大学工科大学，ホイ

アン電力短期大学 

工学研究科 平成27年10月 教職員 瀋陽師範大学 

工学研究科 平成27年11月 役員及び教職員 西安理工大学，西安外国語大学 

   （事務局資料） 
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資料 1-2-1-1-27 ベンチマーキングの調査結果例（平成 24 年度，工学部）   

            

 

 

■視察の結果を受けた教育面での取組・改善 

外部機関と連携して人材育成を進めることが教育プログラムの質を高めることに繋がることを

認識し，以下を行った。 

 ・平成 25 年度に福井県繊維協会と協定書を交わし，繊維先端工学専攻に連携講座を設置し，産業

現場に近い視点からの人材育成を開始した（P1-196 前掲資料 1-1-2-4-38）。 

 ・平成 25 年度に繊維先端工学専攻に「繊維・ファイバー工学コース」を設置し，繊維系大学連合

（京都工芸繊維大学，信州大学，福井大学）による共同人材育成を開始した（P1-198 前掲資料

1-1-2-4-41）。 

 ・平成 25 年度には日本原電，関西電力，若狭湾エネルギー研究センター及び原子力安全システム

研究所技術システム研究所との間で連携協力の覚書を締結し，原子力工学教育の内容と質の一層

の充実・向上を図った（P1-185 前掲資料 1-1-2-4-24）。 

 ・文部科学省「英知を結集した原子力科学技術・人材育成推進事業（廃止措置研究・人材育成等強

化プログラム）」（平成 27 年度）に採択された『福島第一原子力発電所の燃料デブリ分析・廃炉

技術に関わる研究・人材育成』事業（本学が中心となり西日本６大学・２機関の連携による事業）

により，人材育成を進めている（P1-190 前掲資料 1-1-2-4-30）。 

 

（事務局資料） 
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（教育の質的向上を図る方策） 

⑥－１ 随時，様々な検証結果や社会ニーズ等を考慮して，教育の質的向上を図る方策を

策定・実施し，組織の新設・改組，プロジェクト事業の推進等，多大な成果があがっ

た（資料 1-2-1-1-28）。 

 

資料 1-2-1-1-28 第２期に策定・実施した，教育の質的向上を図る主な方策とその成果   
 

検証結果および社会ニーズ等 方策・成果 

●学生生活実態調査による検証結果 

・平成 22 年に実施した学生生活実態調査

によって，本学の学生の授業時間外学習

時間が全国水準より劣っていることが

判明した。 

・老朽化，狭隘化など，学習環境に対す

る学生の満足度が低く，関連施設等の改

修が急務とされた。 

 

●「教育改革元年」の宣言 

学長は平成 23 年度を「教育改革元年」と位置付け，教

育改革を推進するために学長裁量経費の中に「教育改革推

進経費」（1億 1,200 万円）を新設した。この経費により，

平成 22 年に実施した学生生活実態調査結果に基づく教育

アメニティの改善，国際化推進のための学生海外留学等へ

の経済支援，就職支援活動充実のための配分枠新設などの

教育改革を積極的に進め，快適な修学環境の提供や各種学

生支援の充実を実現した。 

さらに，学習時間増加に向けた以下の取組を実施した：

1. 教員による授業時間外学習の奨励，自主的学習態度の

喚起 

2. シラバスへの予習・復習時間の記載を徹底 

3. 講義棟・図書館の改築による学修環境の整備 

4. 語学センター（LDC）の設立 

5. 総合図書館の開館時間の延長 

6. 自学自習スペースとして生協学生食堂の解放時間の延

長 

 その結果，平成 25 年に実施した学生生活実態調査によ

ると平成 22 年調査から比較して，授業外学習時間が増加

した。さらに，修学環境等に対する学生の満足度も向上し

た。 

 

●地元産業界からの要望 

・国際的に活躍できるエンジニアの育成 

・国際的な事業で活躍できる英語力 

●外部有識者との懇談 

・英語を話せるだけではグローバル人材

ではない。国内でも海外でも同じように

活躍できる人材が必要。県内だけでグ

ローバル人材を育てるのは限界がある。

海外に分校を設ける，海外大学と連携す

る，あるいは海外に進出している日本企

業を活用するなど思い切った発想が必

要ではないか。 

●福井大学の教育と卒業生についてのア

ンケート調査 2013 

・約半数の関係者から，本学卒業生（修

了生）の語学力が必ずしも十分でないこ

とが指摘された。 

●文部科学省の「今後の国立大学の機能

強化に向けての考え方」や「国立大学改

革プラン」，「ミッションの再定義」等 

●GGJ 事業の推進 

・文部科学省平成 24 年度グローバル人材育成推進事業に

採択されたことにより，効果的な語学教育及び教育体制

として，語学センター主導で少人数・習熟度別クラスで

の実践的英語教育を実施した。 

・同年に設置された言語開発センターにおいて，学生の言

語自主学習を促進させる設備と体制を整えた。 

・国内外で活躍する技術者や医療従事者による講演会 

PEPES(Practical English for Professional 

Engineering Seminars)を定期的に開催し，グローバル

社会で求められる資質や英語能力の必要性を取り上げ，

学生の英語学習意欲を向上した。 

 

●少子化が進む中，発達障害などの子ど

もが急増中であり，急増原因の科学的

究明と専門家の育成が求められてい

る。 

●県からの要望 

・発達障害等に加え，うつ病や総合失調

症など，こころを病む子ども達が急速

に増加しており，福井県においても受

診者が増え続けている。子どものここ

●連合小児発達学研究科への参画 

・文理融合プラットフォームによる総合教育を行うことに

より，「子どものこころのゆがみ」に科学的視点をもっ

て対処できる高度専門職業人を養成するとともに，新し

い研究領域を展開できる研究者育成を行うことを目的

として，大阪大学が主体となって行われている連合大学

院「連合小児発達学研究科」に平成 24 年度より参画し，

大阪大学大学院大阪大学・金沢大学・浜松医科大学・千

葉大学・福井大学連合小児発達学研究科を設置した。 
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ろの発達研究センターと福井県との緊

密な連携による，発達障害児等の地域

支援体制の充実化を期待し，今度も長

期的展望に立った研究事業，支援事業

を安定的・継続的に実施してほしい。 

・同連合小児発達学研究科福井校への入学を県内に広く促

し，その結果，平成 25 年度福井校では定員（定員３名）

を超える，教員や心理士等の専門性の高い人材５名が入

学した。また，講義・実習を積極的に実施し，学生から

の評価も高いものとなっている。その他，福井校では，

連合大学院で初めての早期修了者を輩出するなど一定

の成果も出ている。 

●海外ベンチマーキングによる検証結果 

・平成 24 年度には海外先進大学の訪問調

査，平成 25 年度にはブラウン大学 FD セ

ンター長を１週間招聘し，16 の授業参

観，100 名以上に亘る学生との懇談，13

時間以上の役員・教員等との懇談を通じ

て助言を得た。特に米国の大学では学生

の学びに大学として責任を持ち，そのた

めの全学的な教学ガバナンス・マネジメ

ントが存在しており，授業科目一つ一つ

に対して幾重もの質保証がされている。

このことから，本学では大学全体の教育

システムや質保証に責任と権限を有す

る責任者の存在が明確でなく，教育の質

保証が十分でないことが提言された。 

●国際的評価に基づく教育改革推進機構の設置 

・全学的な教学ガバナンスを行う機構と，その下でのカリ

キュラム・評価を管理する仕組みの構築が課題と判断

し，教育担当理事・副学長の教育に対する権限を大幅に

拡充し，全学的な教学ガバナンス・マネジメントを確

立・執行するための「全学教育改革推進機構」を平成

26 年度に設置した。 

 

●ステークホルダーである社会・学生か

らの，質の高い総合診療医・ER 救急医・

家庭医の養成に対する要望 

●「第二次大学院教育振興施策要綱」に

おける「学生の質を保証する組織的な

教育・研究指導体制の確立」への適切

な対応 

●学生ニーズや定員充足率を考慮した，

定員の適正化 

●文部科学省の「今後の国立大学の機能

強化に向けての考え方」や「国立大学

改革プラン」，「ミッションの再定義」

等 

●医学系研究科博士課程の改組 
・大学院医学系研究科(博士課程)では，地域に貢献でき

る臨床研究や教育的指導力を備えた質の高い総合診療

医・ER 救急医・家庭医の養成や，専攻に縛られない柔

軟な教育・研究指導体制の確立等を目的として，平成

25 年度より本邦初となる「地域総合医療学コース」を

新設した。 

・これに伴い，現在の２専攻を１専攻３コースに再編し

た。これにより，コース間の移籍が容易になり，また，

異なるコースにおける複数教員指導体制が整備され，学

生のキャリアパスに対応出来る体制を強化した。 

 

●実践性，学際性を備えた高度専門技術

者育成に対する社会ニーズ 

（博士前期課程） 

・前期課程への進学者増 

・入口，出口が拡大していることへの対

応の必要性 

・専任教員不在による教育研究組織の弱

体化 

・複眼的視野を持った人材へのニーズ 

（博士後期課程） 

・学生の質を保証する組織的な教育・研

究指導体制確立の必要性 

・学生ニーズや定員充足率を考慮した，

定員の適正化 

●文部科学省の「今後の国立大学の機能

強化に向けての考え方」や「国立大学改

革プラン」，「ミッションの再定義」等 

 

●工学研究科博士課程の改組 

・平成 25 年度，博士前期課程のファイバーアメニティ工

学専攻を繊維先端工学専攻に，博士後期課程４専攻を総

合創生工学専攻の１専攻に再編するなど，入学定員を適

正化および後期課程の教育課程改編を主な内容とした

組織改組を行った。これにより，以下の成果があがった。

（博士前期課程） 
１）「繊維先端工学」に特化した専攻設置により，地場産

業を含む繊維産業との連携，人材供給が可能となった。

インテリジェントファイバー工学講座を核とした教

育・研究分野を備え，多岐にわたる高機能性繊維材料へ

のニーズに対応出来る教育と人材育成を推進する体制

を構築できた。 
２）「繊維先端工学専攻」への再編に伴い，ファイバーア

メニティ工学専攻設置の際に転出した教員を元専攻に

戻すとともに，所属教員と対応した定員を移動させ全体

を再編したことで，前期課程における実践的高度技術者

養成に対する体制が強化できた。 
 
（博士後期課程） 
１）入学定員削減により，専門教育・研究指導の密度の向

上が向上した。 
２）「総合・学際性」を付与する教育プログラム実施によ

り，広い知識と見識を持ち合わせた高度専門職業人の養

成する体制が強化できた。 
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●ステークホルダーである社会からの要

望 

・「繊維・ファイバー工学分野」の産業的

な裾野の広がりによる，繊維技術士と

なる若い技術者育成の必要性 

・繊維の基礎的知識から応用知識までを

必要とする潜在的人材の増加 

・後進の教育・指導が行える人材の育成

と，継続的な人材供給を可能とする教

育システムの構築 

 

●繊維・ファイバー工学コースの設置 

・文部科学省「平成 24 年度大学間連携共同教育推進事業」

に採択された「繊維系大学連合による次世代繊維・ファ

イバー工学分野の人材育成」により，信州大学，京都工

芸繊維大学とともに，工学研究科博士前期課程に平成

25 年度から「繊維・ファイバー工学コース」を連携コー

スとして開講し，優れた繊維・ファイバー工学に係る技

術者の養成を進めている。 

●地域の要望 

・地域社会の諸課題に対処できる実践力

を有する人材の育成 

・地域の創造と発展に貢献できる人材の

育成 

 

 

●COC 事業の推進 

・平成 25 年度に大学 COC 事業に採択され，福井の地域課

題として顕在化された「人材育成」，「ものづくり・産業

振興・技術経営」，「地域医療の向上」，「持続可能な社会・

環境づくり」及び「原子力関連分野の人材育成」，防災

体制の確立」の重点５分野について，６自治体等と連携

し，全学体制で戦略的に課題の解決に取り組んでいる。

・各取組を通じ，学生に対して地域志向の教育を展開して

おり，各分野における育成する人材像を明確にし，その

人材育成を実現するためのカリキュラムや教育方法の

改革に係る基本方針を定め，それを踏まえつつ，地域を

志向したカリキュラム改革等を進めている。共通・教養

科目において，既存の開講科目の大系化と新規科目の開

講を行い，「ものづくり・産業振興・技術経営」，「地域

医療の向上」，「持続可能な社会・環境づくり」，「原子力

関連分野の人材育成」の３分野でコア・カリキュラム化

を進め，学生が地域の課題についてより体型的に学べる

ようにした。 

 

●ステークホルダーである社会や産業界

からの要望 

■社会 

・安全・安心な原子力利用に携わる原

子力人材 

・信頼される技術者 

・規制機関や立地地域で活躍できる人材

■産業界 

・東京電力福島第一原子力発電所事故

炉及び通常炉の廃止措置並びに廃棄物

対策に携わる人材の継続的育成 

・安全性向上に携わる人材 

■海外 

・原子力導入国で必要とされる人材 

●文部科学省の「今後の国立大学の機能

強化に向けての考え方」や「国立大学

改革プラン」，「ミッションの再定義」

等 

 

●大学院工学研究科原子力・エネルギー安全工学専攻の

カリキュラム改編  

・平成 26 年度，博士前期課程の原子力・エネルギー安全

工学専攻にあった「原子力工学コース」と「エネルギー

安全工学コース」を統合し，すべての学生に基本的な原

子力及びエネルギー安全科目を取得させる目的で必修

科目を４科目設定した。また，平成 26 年度に「廃止措

置工学」を平成 27 年度に「原子力防災・危機管理学」

を新たに追加した。これにより，輩出する原子力人材の

高度化が図られた。 

・平成 26 年度に東南アジア等の原子力新規導入国からの

研修生向けに，英語で 15 コマの講義を実施する「原子

力基礎」カリキュラムを構築し，開始した。これにより，

原子力新規導入国における原子力人材育成に資する基

盤が構築された。 

 

●海外ベンチマーキングによる検証結果 

●米国ブラウン大学 FD センター長による

国際的視野に基づく教育評価 

・平成 24 年度の海外先進大学の訪問調査

及び平成 25 年度のブラウン大学 FD セ

ンター長を招聘しての教育評価におけ

る，学習管理システム（LMS）導入の提

言 

●国際化に対応する LMS システムの導入 

・教員の負担緩和，授業内容の一元的な管理，Web での課

題提供・提出による学生サービスの向上を目的とし，平

成 27 年度から学習管理システム（LMS）の稼働を開始し

た。 

・高等教育推進センターの FD・教育企画部門において，

LMS システム導入の成果を検証しつつ，講習会の開催や

利用マニュアルの充実により，学内への普及を図ること

としている。 

●県内高等学校２年生，県内企業及び地

方自治体からの意見聴取結果 

●人文科学・社会科学分野の人材育成に

●国際地域学部の新設 

・福井県の地域特性にも配慮しつつ，グローバル化や地域

創生を重要課題と捉え，全学的な機能強化を図る観点か
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関する県内各界からの要望 

・福井県内に人文・社会科学系分野の存

続が必要であり，若者の能力を最大限

に伸ばせるような人材育成の中核的拠

点としての機能を，更に強化出来るよ

う組織見直しを切に願う。 

・今の地域社会に必要な人材は，グロー

バルな視野を持ちつつ地域の課題解決

に取り組み，今後の地域社会を創って

行くことのできる人材であり，福井大

学の機能強化においては，新学部の設

置検討も含め，地域の抱える固有の課

題を科学的に解決するための知の拠点

整備とともにこの分野の人材育成機能

の強化が必要である。 

●文部科学省の「今後の国立大学の機能

強化に向けての考え方」や「国立大学改

革プラン」，「ミッションの再定義」等 

ら，平成 28 年度に新学部「国際地域学部」を設置する

ため，平成 27 年３月に設置申請を行い，認可された。

・国際地域学部では，３つの新基軸の教育（(ｱ)世界と地

域を繋ぐ海外留学の全員への推奨と徹底した英語教育，

(ｲ)地域の企業・自治体と連携した地域密着型課題探求

プロジェクト，(ｳ)医学部・工学部との連携による幅広

い学識を培う文理融合型教育）を柱に，「グローバルア

プローチ」と「地域創生アプローチ」の２つの視点から

の学習プロセスを用意し，学生の主体的な学びと国際水

準での教育を実現することとしている。 

●文部科学省の「今後の国立大学の機能

強化に向けての考え方」や「国立大学改

革プラン」，「ミッションの再定義」等 

●教育地域科学部を教育学部に再編 
・新しい学校教育を担う教員の養成を目的に，平成 28 年

度に現在の教育地域科学部を教育学部に名称変更し，よ

り教員養成に特化した学部に再編する。 

 

 

●産業界，高校（生徒・教員），海外から

の要望 

■産業界 

・以下の能力を有した高度専門職業人

の育成 

柔軟で幅広い視野 

グローバル性（語学力だけではない）

知財・MOT などの産業関連知識 

実践力，パイオニア精神 

マネジメント，リーダーシップ 

■高校（生徒・教員） 

・何を学ぶか，将来像などキャリア教育

■海外 

・原子力人材の育成 

・繊維，バイト，IT などの先端分野人

材の育成 

・高度教育人材の育成 

●文部科学省の「今後の国立大学の機能

強化に向けての考え方」や「国立大学改

革プラン」，「ミッションの再定義」等 

●工学部の改組・再編 

・工学部では，「社会ニーズ」や本学の機能強化の方向性

をふまえ，変革の速い社会で必要となる「自ら考えると

ともに学び続ける能力」，「世の中の変化を自分なりの世

界観・価値観に基づき予測して対応できる能力」を身に

つけるために，平成 28 年度に現行の８学科を５学科 11

コースに改組・再編する。なお，平成 27 年３月に設置

申請を行い，認可された。 

 

※下線は主な成果等                                    （事務局資料） 

 

 

（その他） 

⑦ 中期計画 1-1-2-1，1-1-2-2 等に記載した成果等を鑑みると，予め策定した「質の高

い教育」の要件（P1-213 前掲資料 1-2-1-1-1）が満たされた。 

 

（個性の伸長） 

⑧  国際的視野からの教育評価等によって結実した全学教育改革推進機構の設置，新学

部の設置に繋がった様々な意見聴取の適切な運用，教育の質的向上を図る様々な方策に

よる成果等は本学の教育の質的向上をもたらし，これは個性の伸長に向けた戦略①に

沿ったものであり，もってグローバル社会において真に活躍できる高度専門職業人の育

成の質的向上をもたらすものである。 
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（実施状況の判定） 実施状況が良好である 

 
（判断理由） 

１．全学教育改革推進機構を設置し，全学的な PDCA 体制の構築を含め，教育改革を推進

するための全学的な教育ガバナンス体制を整備した。これらの体制は認証評価で高く評価

された。 

 

２．高等教育推進センターは，様々な FD 活動，「教育に関する評価経費」の配分，年報の

刊行等，教員から好評を得た活動を展開した。 

 

３．学長裁量経費の中に設けた教育改革推進経費による支援成果があがった。 

 

４．関係者からの組織的な意見聴取を継続的に実施しており，新学部「国際地域学部」の

設置に繋がる等，その聴取結果を具体的な教育改善に活用した。 

 

５．学生生活実態全般の状況・学生ニーズ把握を目的とする「学生生活実態調査」を実施

し，その結果を組織的な改善に活用した。 

  

６．様々な FD/SD 活動は，具体的な改善に活かされた。さらに，教員個々の授業改善に繋

がる学生による授業評価が組織的に実施されており，授業等の改善が進んだ。 

 

７．欧米の優れた大学等のベンチマーキングとともに，ブラウン大学 FD センター長によ

る国際的視野からの教育活動に対する外部評価を受審した。その評価結果は全学教育

改革推進機構の設置に結実した。 
 
８．学外関係者への意見聴取，学生への様々なアンケート調査，外部・教員評価等，組織

的な教育評価を定期的に実施しており，その結果を随時改善に活かした。 

 

９．様々な検証結果や社会ニーズ等に基づき，教育の質的向上を図る様々な方策を随時策

定・実施し，授業時間外学習時間の増加，新学部の設置，プロジェクト事業の推進等，

教育の質向上に繋がる十分な成果があがった。 
 
10．予め設定した “質の高い教育の要件”が満たされており，これは教育実施体制が適

切に整備され，機能したことの証左である。 
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②優れた点及び改善を要する点等  

   

(優れた点) 

１．全学生を対象に定期的に実施している「学生生活実態調査」の分析結果は，学生支援

全般の改善に資するものとして活用され，学生の授業時間外学習時間の増加等に繋が

る「教育改革元年」の制定等，組織的な教育改革を推進した（計画 1-2-1-1）。 

 

２．国際通用性をもつ教育体制等の構築を図るため，欧米の優れた大学等のベンチマーキ

ングとともに，Takayama ブラウン大学 FD センター長による国際的な外部教育評価を

受審し，その結果を承けて，「全学教育改革推進機構」を設置する等，教育改革に繋

げた（計画 1-2-1-1）。 

 

３．関係者ニーズ・状況等を把握する学外関係者への意見聴取を全学的に実施しており，

その聴取結果は，新学部「国際地域学部」の設置に繋がった（計画 1-2-1-1）。 

 

４．「教育の状況に関し，学内外に対して満足度調査等を積極的に実施し，その結果を改

善に活かしている」ことが大学機関別認証評価において高く評価された（計画

1-2-1-1）。 

 

(改善を要する点)  

該当なし 

  

(特色ある点)  

１．関係者からの意見聴取等が結実した、平成 28 年度新設「国際地域学部」では，グローバル

な視野を持ちつつ地域の課題解決に取り組み，地域社会を創生していく人材の育成が期

待される（計画 1-2-1-1）。 

 

２．国際的に経験豊かな専門家による精力的な現場観察による教育評価を実施してもらうという，

新たな国際評価を実施し，本学の役員・教職員による海外大学のベンチマーキングと併せ，

新しい国際的教育評価モデルを構築し，実行した（計画 1-2-1-1）。 
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 (３)中項目３「学生への支援に関する目標」の達成状況分析 

 
①小項目の分析 
○小項目１「社会を主体的・能動的に担っていく人間の形成を目指して，学生の成長を積

極的に促す学習支援，生活支援，就職支援を行う大学づくりを進める。」の分析 
   

関連する中期計画の分析 
計画１－３－１－１「学生が自主的な学習活動を展開出来るように，よりよい修学支援の

在り方を含め，学生の修学環境等の維持改善を進める方策を実施する。特に学生支援セン

ターや図書館等を中心として，組織的な対応体制の整備・充実を図り，関係者の満足度の

高い学習支援体制の構築や取組みを進める。」に係る状況 
 

（全学方針） 

① よりよい学修支援を含め，修学環境等の維持改善を進める要件・方策を策定した（資

料 1-3-1-1-1）。 

 
資料1-3-1-1-1 「学生が自主的な学習活動を展開できる，よりよい学修支援」の要件・方策 

 

■ 高等教育推進センター学生支援部門では，「学生が自主的な学習活動を展開できる，よりよい学

修支援」の要件及び方策を策定し，これに沿って当該計画を全学的に推進した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

（学生支援関係） 

②－１ きめ細かくかつ組織的学修支援の基盤となる，学生からの相談内容に包括的に対

応ができる教職協働の学生支援体制を整備した（資料 1-3-1-1-2，3）。さらに，両キ

ャンパスでは，学生ニーズの定期的な意見聴取等，様々な学生支援を実施した（資料

1-3-1-1-4，5）。 
  

  

「学生が自主的な学習活動を展開できる，よりよい学修支援」としての要件 

１．積極的な学習・研究活動を支える修学環境 

２．“よりよい修学支援”としての，入口から出口までのきめ細かくかつ組織的学修支援 

３．自主学習を支える充実したラーニングコモンズ 

 

「学生が自主的な学修活動を展開できる，よりよい学修支援」の整備・実施等に係る主な方策 

１．老朽改善・狭隘解消を図る修学施設の整備を進める 

２．能動的な学習に適した修学基盤の整備・充実を進める 

（注；能動的学修のための修学施設と様々な学修指導を合わせたものを“基盤”とした） 

３．グローバル化に対応した修学環境の整備を図る 

４．学生総合相談室を中心とした，入学前から卒業まで，学生の学修を支援する組織的体制の

整備・充実を進める 

５．図書館等を中心とした，学生の自主的学修を支えるラーニングコモンズの機能強化を図る 

６．就職支援室を中心とした，高度専門職業人として社会への輩出向上を支える組織的かつ積

極的な就職支援を推進する 

７．学生など関係者からの要望等に配慮しつつ，満足度の高い環境整備を進める 

（事務局資料）
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て積極的に学生
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した。また，

生に周知してい

 

ため，第１期に

を平成 23 年度

「学生総合相談

いる。 

福井大学

に設置した学生

度に開設し，学
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学 教育 
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学生総合

をホーム

事務局資料）
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資料1-3-1-1-3 学生総合相談室のホームページ開設   
 

■ 学生総合相談室について，大学のホームページにも情報が少なく，「場所がわかりにくい」，「相

談するには敷居が高い」といった声があがっていた。また，近年，スマートフォン等の普及によ

り，学生はインターネットで情報を仕入れる傾向にあり，インターネット上に相談室の情報窓口

があることは非常に重要であると考えられ，専用ホームページを開設した。公開後は，附属図書

館のツイッターでの情報発信もあり，学生から好評を得ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（http://soudan.ad.u-fukui.ac.jp/） 
 

（事務局資料） 

 

 

資料1-3-1-1-4 文京及び松岡キャンパスにおける学習支援の実施例  

キャンパス 学習支援例 

文京キャンパス 

各学科あるいは学部の教務学生委員会を中心に，各学期開始１～２ヶ月の時期に必

修科目の出席率調査を行い，出席率の悪い学生に対して，助言教員，教務課，学生

総合相談室と連携した対応を行っている。さらに，毎学期毎に教員が直接学生に成

績通知表を配布するとともに，平成 25 年度より全学生の保護者に対し成績通知表

を送付している。 

松岡キャンパス 

平成 23 年度に整備した“学生支援体制”のもと，学生ごとに配置されたアドバイ

ザー教員が，年に数回の面談を行い何らかの“気づき”があった場合に早急に関係

者に学生を橋渡しするゲートキーパー（相談の窓口）役を担っており，事前に問題

を早期発見し，早い段階で，学習指導などの問題を解決する体制を整えている【別

添資料 教-11】。これらを含めて，学習について問題学生の把握に努めている。さ

らに，学習に支障をきたしている学生への学習支援としてリメディアル教育システ

ムを整備している。 

 
 

  

（事務局資料）
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資料1-3-1-1-5 学生支援に係る学生ニーズ把握のための組織的な取組例（松岡キャンパス） 

実施形態・組織 実施形態・組織概要 実施時期 実施内容 

学生支援システ

ムアンケート 

学生支援委員会による，学

生支援システム（アドバイ

ザー教員・リメディアル教

育等）について，学生に対

してアンケートの実施 

毎年４月 

学年主任ガ

イダンス時 

学生生活，学習，対人関係などにつ

いて困っていることがあるかを尋ね

るアンケートを実施している。大学

生活に適応するために必要なサポー

トについても尋ね，学生のニーズを

把握し，改善に資する。 

学年代表連絡会 

各学年代表者２名(医学科

５年生，６年生は各４名）

（医学科 16 名，看護学科８

名 計 24 名）と松岡キャン

パス学務室職員による連絡

会 

学年代表連

絡会（毎月第

３水曜日），

学生生活プ

ロジェクト

による要望

書提出（毎

年） 

【学年代表連絡会】 

 毎月定期的に学生生活，学校行事

等に関し，懸案事項等についての連

絡調整を行う。 

【学生生活プロジェクト】 

 学年代表連絡会による全学生対象

の学生生活アンケートを実施し，学

生からの要望事項を取りまとめた，

要望書を審議し，要望書として提出

する。 

カリキュラム改

善に関する学生

との懇談会 

各学年カリキュラム委員

（医学科 12 名，看護学科８

名 計 20 名）と医学科，看

護学科カリキュラム担当教

員との懇談会 

毎年 

学生カリキュラム委員による全学生

対象のカリキュラムアンケートを実

施し，カリキュラムに対する要望事

項を取りまとめて要望書を提出し，

各学科のカリキュラム担当教員とカ

リキュラム改善について懇談会を行

う。学習支援に対する要望も聴取し，

改善に資する。 

カリキュラム 

評価アンケート 

医学部教育支援センターに

よる，学年毎及び卒業生予

定者対象にカリキュラム評

価アンケートの実施 

毎年 

学年毎及び卒業生予定者対象にカリ

キュラム評価アンケートを実施し，

カリキュラム評価，改善を実施する。

要望事項を自由記載としており，学

習支援に対する要望も聴取し，改善

に資する。 

授業評価 

アンケート 

医学部教育支援センターに

よる，学生による授業担当

教員の講義，演習，実験，

実習，試験に対する授業評

価アンケートの実施 

授業毎 

学生による授業評価アンケートを実

施し，授業評価，改善を実施する。

それぞれの教員に対する要望とし

て，学習支援に対する要望も聴取し，

改善に資する。 

医学部長との懇

談会 

各学年代表者２名（医学科

５，６年生は各４名）（医

学科 16 名，看護学科８名

計 24 名）と医学部長との懇

談会 

毎年 

学生生活からカリキュラム関係，大

学の環境整備等あらゆることについ

て意見交換を行い，学生からの要望

を聴取し，改善に資する。 

 

 

 

②－２ 学生総合相談窓口は学生に利用され，適切な対応がなされている（資料

1-3-1-1-6）。その結果，これら学習支援について，学生の満足度は良好であり，第１

期に比して，向上した（資料 1-3-1-1-7）。 

  

（事務局資料）
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資料1-3-1-1-6 学生総合相談室の利用状況と対応例 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■ 文京キャンパス 

※文京キャンパスの保健管理センター及び学生総合相談室の利用数 

※※平成 23 年度以前は保健管理センターのみ（学生相談室開室前のため） 

※※※学生総合相談室設置以来，相談件数は増加している。 

 

■ 松岡キャンパス 

※松岡キャンパスの保健センター及び学生総合相談室の利用数 

※※平成 23 年度以前は保健センターのみ（学生相談室開室前のため） 

※※※平成 25 年度以降は，構築された学生支援システムによって，学生は直接教員に相談しているため，相談

室での相談件数は減少している。 

 

具体的な対応例 

・入学した学科が思いと違い，転学科を希望する学生⇒ 理由を聴取し，規程（申合せ）等の具体

的な説明。 

・食事を含め，生活のリズムがうまく取れない⇒ 生活リズム，睡眠リズム，食事内容の改善指導。

・対人関係が苦手でアルバイトの探し方がわからない学生⇒検索法（パソコン使用）と電話のかけ

方を直接指導。 

・対人関係が苦手な学生⇒ソーシャルスキルトレーニング（電話対応の練習等）の実施。 

・大学が自分に合わないため，進路変更をしたい⇒ 進路先の選択肢を与え，一緒に考える。さら

に，他部署（就職支援室等）と連携し，進路についてのサポート。 

・試験に向けてスケジュールの立てられない学生⇒一緒に勉強計画を立てた。 

・精神疾患があり，病院に受診中の学生⇒主治医と連携して，体調管理・心理的支援。 

・ 緊張感の強い学生 ⇒ リラクセーション，自律訓練法を指導 

発達

学
業
・
休
退
学

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

進
路

（
職
業

）

性
格
・
人
生
観

対
人
関
係

性
・
恋
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庭
問
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適
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症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム

身
体

精
神
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ー

パ
ー

バ
イ
ズ

健
診
呼
出
・
そ
の
他

平成22年度 104 1 16 66 75 2 31 88 353 28 212 4 24 1,004
平成23年度 166 0 47 22 132 4 11 182 338 34 189 0 40 1,165
平成24年度 389 3 140 21 211 13 19 100 557 105 293 16 36 1,903
平成25年度 375 0 144 1 205 19 33 40 647 107 213 6 36 1,826
平成26年度 350 0 156 5 138 0 48 0 798 115 214 5 18 1,847
平成27年度 315 0 114 0 145 19 14 39 603 58 232 6 7 1,552

修学 適応 健康 教育

計

発達
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U
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呼
び
出
し

平成22年度 153 7 5 26 19 0 20 20 31 1 209 0 36 527
平成23年度 150 18 0 35 43 4 18 53 60 3 128 0 69 581
平成24年度 123 0 0 67 99 17 20 23 21 3 139 0 57 569
平成25年度 81 0 7 57 46 16 39 30 4 5 81 0 66 432
平成26年度 43 18 10 68 21 46 10 26 0 6 177 0 109 534
平成27年度 116 0 22 78 14 49 7 4 0 5 143 0 96 534

修学 適応 健康 教育

計

（事務局資料）
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②－３ Learning Management System (LMS)（資料 1-3-1-1-8）の導入を含め，全学的な

学習支援システムを構築し，利便性を向上させた（資料 1-3-1-1-9）。 

 

資料1-3-1-1-8 LMSシステムの概要 

 

■ 概要 

近年，大学教育には，従来のような知識の伝達・注入を中心とした授業から，教員と学生が意思

疎通を図りつつ，一緒になって切磋琢磨し，相互に刺激を与えながら知的に成長する場を創り，学

生が主体的に問題を発見し解を見いだしていく能動的学修への転換が求められている。この能動的

学修の実現には，それを支えることのできる物的・組織的な条件の実現が必要不可欠であり，学習

環境をシステム的にサポートする LMS（Learning Management System：学習管理システム）の導入

が求められた。 

これまで本学においても，それぞれの学部などで独自にｅラーニングやｅポートフォリオを利用

した教育は行われてきたが，新たに設置した「LMS 検討部会」における検討の上，教育改革の新た

な取組として大学全体で利用可能な LMS を平成 27 年度に導入した。 

また，これをサポートする仕組みとして，情報発信の WEB システムである学生ポータルサイトを

準備し，総称を「学習支援システム」として運用を開始した。 

さらに，導入に際しては，新たなシステム導入に伴う維持経費の増大対策として，これまで別シ

ステムで運用されてきた成績登録や履修登録などを同システム上で運用することにより，システム

のスリム化と運用経費の削減を図った。 

 

 

 

 

 

  

（事務局資料）
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資料1-3-1-1-9 新たに構築した学習支援システムの概要  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【概要】 

本学の「学習支援システム」とは，「学生ポータル」と「LMS」のシステムからなり，主なもの

として以下の機能を有するシステムとなっている。 

 

「学生ポータル」 

 ・教員および職員から，Web上で学生へメッセージ通知やお知らせが可能。 

 ・休講補講などを含め，授業時間割をカレンダー形式で表示し，学生が自身の授業スケジュールを

管理が可能。 

 ・Webを利用して，学生は履修登録，教員は成績登録が可能。 

「LMS」 

 ・授業毎にWebページを用意し，資料の掲載や，アンケート，テストなどを実施することができ，

レポートの提出もWebから行うことが可能。 

 

【成果】 

学生ポータルの導入により，大学生活や授業に関する情報の取得だけでなく，自身のスケジュー

ル管理も可能となり，利便性が向上した。 

また，LMSによる授業資料の事前アップロードにより，授業の効率化と事前学修の促進に繋がっ

た。 

 

 

 

  

（事務局資料）
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（修学環境関係） 

③－１ 自己資金，学長裁量経費，地方自治体等からの寄附金等によって教育研究施設等

の改修・増築を随時進め（資料 1-3-1-1-10，11），学生の要望への対応（資料 1-3-1-1-12）

を含め，修学環境を整備した。 

 

資料 1-3-1-1-10 第２期における自己資金，施設整備補助金等による施設等の改修・増築状況   

キャンパス 
建築・ 

改修年度 
名称 建物･改修面積 原資 

文京 

キャンパス 

平成 22 年度 

総合研究棟Ⅶ（工学系３号館） 

改修（耐震化含む） 

2,969 ㎡ 

（全体 4,768 ㎡） 

施設整備費

補助金 

教育実践総合センター 改修 533 ㎡ 
施設整備費

補助金 

平成 23 年度 
産学官連携本部 改修 

 (ふくい産学官共同研究拠点整備)
1,227 ㎡ 寄附金 

平成 24 年度 
学生支援センター 改修 

（耐震化含む） 
2,658 ㎡ 

施設整備費

補助金 

＋自己資金

平成 24 

  ～25 年度 

総合図書館 増築・改修 

（耐震化含む）（語学センター整備）

347 ㎡ 

（全体 5,346 ㎡） 
自己資金 

平成 25 年度 
総合研究棟Ⅳ－２ 

（工学系実験棟）新営 
2,296 ㎡ 

施設整備費

補助金 

平成 26 年度 

総合研究棟Ⅷ－１ 

（工学系４号館（西））改修 
1,531 ㎡ 

施設整備費

補助金 

第２体育館 改修 

（耐震化含む） 
545 ㎡ 

運営費交付

金（復興）

松岡 

キャンパス 

平成 22 年度 

附属病院（分娩部）改修 

(総合周産期母子医療センター） 

増築 35 ㎡ 

改修 621 ㎡ 

自己資金 

＋県補助金

附属病院（高エネルギー治療棟） 

改修 
89 ㎡ 自己資金 

平成 22 

  ～25 年度 
医学図書館 増築・改修 

1,588 ㎡ 

（全体 3,307 ㎡） 
自己資金 

平成 23 年度 

附属病院（MRI）新営 
新築 1,059 ㎡ 

改修 13 ㎡ 
自己資金 

高エネルギー医学研究センター 

増築・改修 

増築 289 ㎡ 

改修 43 ㎡ 
寄附金 

平成 24 年度 総合研究棟（講義棟） 改修 4,817 ㎡ 

施設整備費

補助金 

＋自己資金

平成 24 年度 
スチューデント・アクティビティ・プラザ  

新営 
198 ㎡ 自己資金 

平成 25 年度 
福井メディカルシミュレーションセンター  

新営 

新築 1,219 ㎡ 

改修 18 ㎡ 
寄附金 

平成 26 年度 

附属病院（病棟）新営 25,089 ㎡ 
施設整備費

補助金 

附属病院（病棟）増築 2,015 ㎡ 自己資金 

ヘリポート棟 新営 119 ㎡ 
施設整備費

補助金 

ヘリポート棟 増築 164 ㎡ 自己資金 

コンベンショナル動物施設 新営 181 ㎡ 自己資金 
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平成 26～30

年度(予定) 

附属病院（外来・中診・病棟） 

改修（5－1～2） 

改修 35,549 ㎡ 

増築 1,770 ㎡ 

施設整備費

補助金 

＋自己資金

二の宮 

団地 

平成 22 

  ～23 年度 

幼稚園舎 改修 

（耐震化含む） 
1,206 ㎡ 

施設整備費

補助金 

＋自己資金

平成 26 年度 小学校校舎等 改修 1,069 ㎡ 

国立大学 

改革強化 

推進補助金

＋自己資金

平成 27 年度 

技術家庭科教棟 耐震改修 547 ㎡ 
施設整備費

補助金 

小学校体育館等 改修・増築 

（音楽室等増築） 

増築 228 ㎡ 

改修 494 ㎡ 

寄附金 

＋自己資金

平成 27 年度 

（繰越予定） 
中学校体育館 改築 1,271 ㎡ 

施設整備費

補助金 

八ッ島 

団地 
平成 26 年度 

小学部教棟 改修 

（耐震化含む） 
475 ㎡ 

施設整備費

補助金 

職業棟 改修 

（耐震化含む） 
420 ㎡ 

施設整備費

補助金 

中学・高等部教棟 改修 

（耐震化含む） 
1,679 ㎡ 

施設整備費

補助金 

体育館 改修・増築 

（耐震化含む） 

増築 845 ㎡ 

改修 562 ㎡ 

施設整備費

補助金 

＋自己資金

敦賀 

キャンパス 
平成 23 年度 附属国際原子力工学研究所 新営 6,997 ㎡ 

敦賀市から

借用 

 

   

資料 1-3-1-1-11 学長裁量経費で実施された施設整備等の改善事項 

■ 大学運営費が減少する中，学長が特に必要と認めた事業等を支援することを目的に，学長裁量経

費内に全学的施設の改修などに必要な経費として「特別推進事業経費」を平成 22 年度に設け，施設

整備等の改善を行った。平成 23 年度からは，学長がリーダーシップを発揮し，長期的視点に立った

大学の戦略，政策的な課題等に対し，柔軟かつ機動的に対応するために，学長裁量経費に中に「５

本柱」を設置し，「経営戦略推進経費」「教育改革推進経費」等で施設整備等の改善を行った。 

 

年 度 キャンパス等 事   項 

平成 22 年度

文京 

キャンパス 

地上デジタル放送対策工事（環境改善） 

第一体育館東西内壁補修（老朽改修） 

松岡 

キャンパス 

組織病理実習室拡張工事（環境改善） 

食堂内装改修（老朽改修） 

平成 23 年度

全学 
教務 WEB システム機能拡張（IC 出欠管理機能） 

キャンパス構内外灯の新設及び移設 

文京 

キャンパス 

工学部３号館講義室の机・椅子・視覚設備の更新 

教育系・工学系講義室の整備（環境改善） 

松岡 

キャンパス 
看護学科棟講義室・実習室視聴覚装置の更新 

平成 24 年度 文京 総合図書館ロフト改修（環境改善） 

（事務局資料）



福井大学 教育 

 1－255   

キャンパス 留学生会館ブロック塀設置（環境改善） 

松岡 

キャンパス 

野球場防球ネット設置（環境改善，安全管理） 

軟式テニスコート改修（環境改善，安全管理） 

平成 25 年度

全学 電子掲示板システムの更新 

文京 

キャンパス 

工学部２号館講義室の机・椅子・視覚設備の更新 

国際交流学生宿舎設備品等の更新 

多目的ホール壁面鏡及び建具の設置 

松岡 

キャンパス 

国際交流会館テラス取替工事（老朽改修） 

課外活動室の整備・修繕（老朽改修） 

平成 26 年度

全学 教育研究データベースの更新 

文京 

キャンパス 

空調機器の修理 

教育研究設備の修理 

松岡 

キャンパス 
看護学科２階形態機能実験室の改修 

平成 27 年度

文京 

キャンパス 
野球場防球ネット改修，テニスコートフェンス 

松岡 

キャンパス 
体育館電動暗幕修繕，国際交流会館の備品更新・修繕 

  
（事務局資料）



福井大学 教育 

 1－256   

資料 1-3-1-1-12 修学環境等に係る学生ニーズへの対応 

■ 対応状況 

施設名 整備内容 意見・要望の聴取 

文
京
キ
ャ
ン
パ
ス 

課外活動共用棟 
４階集会室床張換，和室の畳入替，障子張替 

（平成 24 年度）

学生生活実態調査

2010 

生協学生食堂 一部を学習スペースとして夜間解放（平成 24 年度）
学生生活実態調査

2010 

工学系１号館 学生自習室の改修（平成 26 年度） 
学生生活実態調査

2013 

工学系２号館 スロープ屋根と玄関屋根の連結（平成 25 年度） 
学生生活実態調査

2013 

体育施設 

プール トイレ改修，身障者用トイレ増設 

（平成 23 年度）

学生生活実態調査

2010 

第二体育館 更衣室，トイレ，シャワー室の改修 

（平成 25 年度）

テニスコートクラブハウス階段歩廊下等塗装 

（平成 25 年度）

多目的ホール 壁面鏡及び建具設置（平成 25 年度） サークル代表連絡会

構内 
キャンパス内外灯新設，移設，照明器具取り替え 

（平成 23 年度）

学生生活実態調査

2010 

松
岡
キ
ャ
ン
パ
ス 

医学図書館 
情報工房の新設（平成 23 年度） 

学生アンケート 
言語開発センターの新設（平成 25 年度） 

売店 売店の拡充（平成 23 年度） 学生アンケート 

講義棟 

実習棟２階の２つの実習室を，実習室と多目的講義

室に改修（平成 23 年度） 

学生アンケート・医

学部長との懇談会等

１階コミュニケーションスペースの新設 

（平成 24 年度）

２階マルチラーニングスペースの新設 

（平成 24 年度）

２階ミーティングスペースの新設（平成 24 年度） 

TBL 講義室の設置（平成 24 年度） 

実習棟トイレの改修（平成 25 年度） 

講義棟正面玄関カードキーシステムの設置 

（平成 26 年度）

駐車場 外灯の増設（平成 23 年度） 
学生生活実態調査

2010 

国際交流会館 ベランダの改修（平成 25 年度） 
学生アンケート・医

学部長との懇談会 

体育施設等 

グラウンド製氷機設置（平成 26 年度） 

スチューデント・アクティビティプラザ設置 

（平成 25 年度）

福利施設から武道場・体育館への渡り廊下及び道路

から武道場へのインターロッキング設置 

（平成 26 年度）

学生アンケート・医

学部長との懇談会等

福利棟 トイレ改修（平成 26 年度） 
学生生活実態調査

2013 

生協食堂等 生協食堂・売店の改修（平成 27 年度） 学生アンケート 

看護学科棟 １階，２階トイレ改修，増設（平成 27 年度） 
学生アンケート・医

学部長との懇談会 

 

 

■ 要望に対する対応例（松岡キャンパス） 

（要 望）・学生の情報端末（ノート PC, スマートフォン, タブレット等）から，医療データベー

スや電子ジャーナルに自由にアクセスできるよう，学内ネットワークシステムを改善

して欲しい。 

（対応策）・学生からの要望を受け，総合情報基盤センターで学内ネットワークの改善を行い，学

内 Wi-Fi 回線を経由した医療データベースへの自由アクセスが可能となった。 
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（要 望）・実習棟のトイレが古くて汚いので改修してほしい。 

（対応策）・実習棟および看護学科棟のトイレが老朽化したため，改修を行った。 

 

（要 望）・講義室が狭いので，拡大して欲しい。 

・講義室の椅子・机が狭く，椅子は座り心地が悪いので，もっと大きく座り心地の良い

ものにして欲しい。 

・自習室，テュートリアル室を増やしてほしい。 

（対応策）・松岡キャンパス講義棟改修工事の実施に際し，学生からの要望を参考に，以下の改善

を行った。 

・合併講義室，第１中講義室の個人スペースの拡張（９人掛け⇒３人掛け） 

・第２中講義室，第３中講義室の拡張 

・多目的室（コミュニケーションスペース）及び自習室（マルチラーニングスペース）

の設置 

 

■ 対応事例（松岡キャンパス；平成 24 年度講義棟改修） 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（事務局資料） 

 

 

 

 

 

  

（講義棟パンフレット（松岡キャンパス）より抜粋）
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③－２ 自主的学習に適した学習環境等を改善・充実し（資料 1-3-1-1-13，14），学生に

活用された（資料 1-3-1-1-15）。これらを含め学習環境等に対する学生の満足度は良

好であり，向上した（資料 1-3-1-1-16）。 

 

資料 1-3-1-1-13 自主的学習環境の整備状況と学生からの要望に対する対応例 
 

■ 総合情報基盤センターや附属図書館を含め，全学および各部局において，学生ニーズ等に対応し

た，自主的学習に適した学習環境の改善・充実を進めた。 

 

●自主的学習環境の整備状況 

学部等 施設名 設置数 利用時間 備考 

総 合 情 報

基 盤 セ ン

ター 

総合情報基盤センター 

（第１端末室） 

１室 

（パソコン 62 台等）
平日 8:30～20:00 

 

総合情報基盤センター 

（第２端末室） 

１室 

（パソコン 10 台等）
 

総 合 図 書

館 

第一閲覧室 
１室 

（*パソコン 8台等）

平日 6:00～22:00 

土日休日 

9:00～16:00 

(試験期間中の土日

休日は 18:00 まで) 

 

第二閲覧室 
１室 

（*パソコン 4台等）

蔵書検索用パソコ

ン１台含む 

グループ学習室 
３室 

（ホワイトボード）
 

展示ホール 

１室 

（*ホワイトボード）

（*電子黒板・共同編

集ｿﾌﾄ） 

 

グループ学習室の

補助的役割とし

て，展示ホールの

一部を学習の場と

して提供 

マルチメディアコーナー 

１箇所 

（*パソコン15台等）

（*壁一面ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ

化） 

 

ラウンジ 
１箇所 

（パソコン５台等）

蔵書検索用パソコ

ン１台含む 

カウンター 

１箇所 

（*パソコン 20 台，

*iPad9 台等） 

平日 9:00～22:00 

土日休日 

13:00～16:00 

(試験期間中の土日

休日は 18:00 まで) 

パソコン及び iPad

は貸出用 

ホワイトボードも

貸出可 

医 学 図 書

館 

*メディアルーム 
１室 

（*パソコン23台等）

24 時間 

 

*ラウンジ 
１箇所 

（*パソコン４台等）
 

*２F図書閲覧室 
1 箇所 

（*パソコン１台） 

*蔵書検索用パソ

コン 

*小規模閲覧室 

（情報工房グループラボ）

*14 室 

（*パソコン14台等）

平日 9:00～24:00 

土日休日 

10:00～24:00 

*情報工房グルー

プラボ１室につき

ホワイトボード及

びパソコン１台設

置 

*電子黒板１1 台 

*モニタ３台 

*プロジェクター

貸出可 

カウンター 
1 箇所 

（*パソコン６台等）

平日 9:00～20:00 

土日休日 

10:00～17:00 

*利用指導用パソ

コン１台 

貸出用パソコン

５台 

*貸出用 iPad ２台

*語学 

センター 

*言語開

発セン

ター 

*DVD ステーシ

ョン 

*１箇所，12 席 

（*DVD 視聴 TV12 台

等） 
平日 11:00～20:00 

夏期・春期休業中

11:00～17:00 

文京キャンパス 

（総合図書館内）

*リーディン

グ・ラウンジ 
*１箇所，15 席 

*個人語学演習

室 

*24 室 

（*e-learning ｼｽﾃﾑ

等） 
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*多目的演習室 *４室 

*グローバル演

習室 
*２室 

平日 9：00～20：00 

土日休日 

  10：00～24：00 

松岡キャンパス 

（医学図書館内）

*個人学習室 
*25 室 

（*パソコン25台等）
平日 17:00～19:50 松岡キャンパス 

*Global Hub *１室 平日 9:00～17:00 

SA 貸出用パソコン

１台 

テレビ（英語ニ

ュース放映） 

英字新聞，留学情

報誌配置 

大学会館 談話室 １室 平日 8:30～20:00 

学生が憩いの場と

して随時利用。留

学情報誌配置 

教 育 地 域

科学部 

学生研究室 26 室 24 時間  

総合情報処理演習室 
１室 

（パソコン101台等）
平日 8:30～19:30  

コンピュータ演習室 
１室 

（パソコン 25 台等）
24 時間  

講義室 29 室 － 

講義が行われてい

ない場合に利用可

能 

医学部 

*マルチラーニングスペー

ス 

１室 

（プロジェクター，

スクリーン，マイク

設備，大型タッチデ

ィスプレイ，テーブ

ル 16 台，ホワイト

ボード６台等） 

平日 8:30～21:00 
自主学習・グルー

プ学習に利用可能

*多目的講義室 

１室,135 席 

（プロジェクター，

スクリーン，マイク

設備，Blu-ray デッ

キ，移動型黒板等）

平日 授業終了後～

21:00 

土日祝 申請により

利用可 

 

情報処理演習室 
１室 

（パソコン126台等）
24 時間 医学科 講義棟内 

統計情報処理演習室 
１室 

（パソコン 71 台等）
平日 8:30～21:00 看護学科棟内 

講義室 14 室 － 

講義が行われてい

ない場合に利用可

能 

工学部 

工学部１号館自習室 ２室 

24 時間 

 

学生研究室 

（実験室等含む） 

98 室 

（パソコン等） 

４年次生以上が利

用可 

講義室 28 室 － 

講義が行われてい

ない場合に利用可

能 

※第２期に整備したものを「＊」で示す。 

※※総合情報基盤センター，情報処理演習室等に整備してあるパソコンは随時更新している。 

 

●学生からの要望に対応した自主的学習環境の改善例  

（要 望）外国語を自由に学べる施設があるとよい。 

（対 応）語学センターでは，留学経験豊富な学生スタッフや留学生が集まり，リラックスした雰囲気の中，語

学力を高め，メディアの活用や交流イベントへの参加を通して世界とつながることができることがで

きる交流スペース「GlobalHub」を開設した（文京キャンパス）。 

また，図書館に言語開発センター（Language Development Center: LDC)を開設し，E-learning シス

テムや 2,500 冊以上の本・1,000 本以上の DVD 等の教材を備え，充実した自主学習環境を提供した（両

キャンパス）。 

 

（要 望）自主学習に活用できる無線 LAN 環境を整備し，利用環境を充実してほしい。 

（対 応）平成 23 年度：附属学校園で教育実習を行う学生用のネットワーク環境（無線 LAN）を構築した。 

平成 24 年度：学生向け無線 LAN サービス正規運用を開始した。 

平成 25 年度：松岡地区での学生用無線 LAN から，医学図書館のサービスする電子ジャーナル等につい

て，セキュリティの問題を考慮した方法で参照可能とした。 

  



福井大学 教育 

 1－260   

 

（要 望）休日に講義棟正面玄関から入れるようにしてほしい。 

（対 応）講義棟への時間外における出入りは，学生食堂側入り口（正面玄関の反対側）から行っていたが，24

時間利用可能な医学図書館からの講義棟への移動をスムーズに行えるよう，正面玄関に電子キーを増

設し，時間外の出入りを可能とした（松岡キャンパス）。 

 

（要 望）自主学習やグループ学習に利用できるスペースを増加してほしい。 

（対 応）自己財源によって，平成 24,25 年度に，医学図書館では学生の自主学習支援機能向上の基盤となる学

習スペース拡大のため増改築を実施した（松岡キャンパス）。 

 

（要 望）講義室（机椅子を含め）が狭くて，古いので，広く快適なものにならないか 

（対 応）施設整備費補助金や自己資金によって，順次講義室を拡充・改修し，平成 24 年度に，学生からも好評

を得ている「マルチラーニングスペース」を整備した。講義時間以外は自主学習スペースとして活用

できる（松岡キャンパス）。 

 

 

 

資料 1-3-1-1-14 附属図書館における自主的学習環境（座席数の確保）の整備状況  
 

■ 学習用の座席を増やしてほしいという学生からの要望に応えるため，附属図書館では，増改築に

際し，自主的学習の場となる座席数の増加・確保に努めた。 

 

総
合
図
書
館 

第一閲覧室 144 席 パソコン席８＋136 席 

第二閲覧室 97 席 パソコン席３＋94 席 

グループ学習室 18 席 ３室×６席 

研修室 54 席 机 18 台×３席 

*言語開発センター 105 席 
ＤＶＤステーション 12 席，リーディング・ラウンジ 15 席，

個人語学演習室 24 ブース，多目的演習室 ６人用机×４等

*マルチメディアコーナー 37 席  

ラウンジ 50 席  

医
学
図
書
館 

雑誌閲覧室１ 84 席 旧雑誌閲覧室：４人用机 

*雑誌閲覧室２ 33 席 1 人用机 

*福井県医学資料室 ３席  

*メディアルーム 23 席  

*ラウンジ ９席  

図書閲覧室１ 31 席 旧図書閲覧室：２人用＋１人用机 

*図書閲覧室２ 54 席 １人用机 

図書閲覧室３ 40 席 旧参考図書室等：２人用＋１人用机 

*ブラウジングコーナー 10 席  

*小規模閲覧室 140 席 情報工房グループラボ 14 室×10 席 

雑誌閲覧室１ 84 席 旧雑誌閲覧室：４人用机 

※増改築による自主学習スペースの増加など，第２期に整備したものを「＊」で示す。  

 

 

 

 

  

（事務局資料）

（事務局資料）
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■ 医学図書

 

●学生によ

年度 

平成 21 年度

平成 22 年度

平成 23 年度

平成 24 年度

平成 25 年度

平成 26 年度

平成 27 年度

※平成 22 年

●情報工房

●医学図書

 
※医学図書館

利用目的と

グループ

“共に学び

プトとし，

プで情報を

力ある場”

の「情報工

学生は自由

音及びセキ

論が可能と

部生の国家

有効活用が

にも活用さ

2．

5

7．デ

8．電

10．館内

11．文献複写

H25年

5 学生による自

書館に設置した

る医学図書館利

総数 

度 9,

度 10,

度 10,

度 11,

度 12,

度 14,

度 13,

年度はグループラ

グループラボ

館の主な利用

におけるグルー

とした医学図書館

プ学習室 14 室

び，論じ，究め

“受け身の情報

を，能動的に処

という動的な

工房」を医学図

由に館内の図書

キュリティに配

となるなど，最

家試験の勉強や

が図られている

されている。 

0

1．自主学習

グループ学習

3．図書

4．雑誌

5．視聴覚資料

6．新聞

データベース

電子ジャーナル

9．パソコン

内資料のコピー

写依頼、相互貸…

12．その他

回答なし

自主的学習環境の

た「情報工房グル

利用状況 

貸出人数 

うち学

117 7

538 8

631 8

816 10

809 11

093 12

862 11

ラボ設置前のため

の概要 

目的（平成 25

ープ学習は情報工

館利用者が多いこ

室を備えた新施

め，創り，現わ

報取得ではなく

処理を生み出し

なイメージが込

書館の中に併

書館資料を利用

配慮したガラス

最適な学習環境

やグループ学習

る。さらに，テ

 

40

8

9

22

33

31

45

34

9

7

50

1－261

の活用例 

ループラボ」とそ

 
総数

学生 

7,463 15

8,498 1

8,608 1

0,130 1

1,164 2

2,105 2

1,828 2

め実績無し。

5 年度） 

工房グループラボ

ことが窺える。

施設「情報工房

わす”を基本コ

く，少人数のグ

し，発信してい

込められている

併設したことに

用できるととも

ス張りで，自由

境が整備され，

習に専念できる

テュートリアル

110

101

100

その活用状況

貸出冊数 

数 
うち学

,650 1

8,921 1

8,435 1

7,977 1

0,927 1

1,228 1

1,016 1

 

ボでしか行えず

 

房」は，

コンセ

グルー

いく活

る。こ

により，

もに防

由な議

医学

るよう

ル授業

150

グルー

ボ利用
 

学生 

12,377

14,719

14,201

14,786

17,252

17,704

17,263

ず，情報工房グル

208

200 2

福井大学

ープラ

用回数 
開館

－ 

－ 

825 

5,390 

4,870 

5,371 

4,850 

ループラボ（自主

250

学 教育 

  

館日数 

329

361

352

354

361

360

362

主学習）を



 

 

 

 

資

 

 

■自立的な

●言語開発

の概要 

平成25年

ンパス医学

するための

学演習室」

システムを

発音の練習

（レベル別

策の教材を

にプロジェ

グループ用

 

 

 

 

 

 

●LDC の利

資料 1-3-1-1-16

 

■ 平成 21

りまとめ，

 
●学習・研

   

 

 

 

語学学習のた

発センター（

年度に文京キャ

学図書館１階に

の施設。1000本

」では，遮音設

を利用し，集中

習をすることが

別多読用教材）

を揃えた「リー

ェクターとパ

用演習室「多

利用状況（個人

6 学習環境に対

年度および平

比較した。 

研究環境につい

※第１期中

（十分～や

めの施設「言

LDC：Languag

ャンパス総合図

に設置。学生が

本以上のＤＶＤ

設備の整ったブ

中してリスニン

ができる。また

）や，TOEIC，

ーディング・ラ

ソコンを備え，

目的演習室」も

人語学演習室お

対する学生の満足

平成 27 年度に実

いて，あなたは

期目標期間末と

やや満足と回答

1－262

語開発センタ

ge Developmen

図書館２階，松

が自律的に語学

Ｄをそろえ，

ブースで，e-l

ング・スピーキ

た， Graded R

TOEFL等の語学

ラウンジ」や，

，６人まで利用

もある。 

および DVD 教材

足度   

実施した「教育

はどの程度満足

と比較して，第２

答した割合）は 6

ー（LDC）」の

nt Center）

松岡キャ

学を学習

「個人語

earning

キング・

Readers

学試験対

各部屋

用可能な

材等利用者数

  

育・研究に対す

足していますか

２期中期目標期間

6.7％向上してい

活用状況 

） 

する意識・満足

か。 

間末では，学生

いる。 

福井大学

 （事

足度調査」の結

 
生の満足度 

学 教育 

  

事務局資料） 

結果を取



 

    

 

 

●校舎につ

   

●講義室の

  

 

●実験室

   

 

●大学で

度満足し

ついて，あなた

※第１期中

（十分～や

の広さについて

※第１期中

（十分～や

・実習室・演習

※第１期中

（十分～や

自由に使える学

していますか。

※第１期中

（十分～や

 

（平成

たはどの程度満

期目標期間末と

やや満足と回答

て，あなたは

期目標期間末と

やや満足と回答

習室などの広さ

期目標期間末と

やや満足と回答

学習スペース

 

期目標期間末と

やや満足と回答

成 21 年度および

1－263

満足しています

と比較して，第２

答した割合）は 1

どの程度満足

と比較して，第２

答した割合）は 1

さや設備につ

と比較して，第２

答した割合）は 1

（研究室の個

と比較して，第２

答した割合）は 1

び平成 27 年度「

すか。 

２期中期目標期間

2.8％向上してい

していますか

２期中期目標期間

5.1％向上してい

いて，あなた

２期中期目標期間

0.6％向上してい

人スペースを

２期中期目標期間

6.8％向上してい

「教育・研究に対

間末では，学生

いる。 

。 

間末では，学生

いる。 

はどの程度満足

間末では，学生

いる。 

含む）につい

間末では，学生

いる。 

（数値

対する意識・満足

福井大学

 
生の満足度 

 
生の満足度 

足しています

 

生の満足度 

いて，あなたは

生の満足度 

値は回答者数を

足度調査」結果

学 教育 

  

か。 

はどの程

 

を示す） 

果より抜粋） 
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■ 附属図

しており

ため，医

を行った

 

●総合図書

１．第３期

（開館）平

（面積）4,

（座席）40

（特徴）耐

実

基

・

・

・

 

２．改築・

 言語開発

（開設）平

（面積）  

（特徴）個

自

 

 

●医学図書

１．第２期

（開館）平

（面積）3,

（座席）42

（特徴）少

模

 

２．改築・

言語開発

（開設）平

（面積）3,

（特徴） ・

・

館関係） 

己財源等によ

7 附属図書館の

図書館として，

，第１期に引

医学図書館では

た。 

書館 

増築 

平成 21 年 

,999 ㎡ （旧

00 席    （旧

耐震改修と同時

実施。 

基本コンセプト

何時でも何処

書館 

知を求めて集

知識と文化の

継承する図書

改修 

発センター（ラ

平成 25 年 

5,346 ㎡  

個別ブース，多

自主的語学学習

書館 

増築（情報工

平成 23 年 

,015 ㎡  （

27 席    （

14 室（各室 

席を加算。実

程度で，チュ

では 10 名程度

少人数グループ

模ゼミ・グルー

改修 

センター，２

平成 26 年 

,307 ㎡  （

・言語開発セン

多目的演習室

的語学学習に

２階閲覧室の参

開架用書架の

よって，附属

の増改修状況

総合図書館（

引き続き，学生

は学習スペース

 4,250 ㎡）

  343 席） 

時に機能回復を

ト 

処からでも利用

集う図書館 

の集大成である

書館 

ラーニング・ハ

 （旧 4,999

多目的演習室，D

習に適した教材

房 14 室）

（旧 2,484 ㎡）

（旧 287 席）

最大 10 名程度

実際の利用では

ートリアル授

度で利用。）

プ学習室 14 室

ープ学習などの

階閲覧室 

（旧 3,015 ㎡）

ンターを開設し

室，DVD ステー

に適した教材や

参考図書室等

の増設 

1－264

属図書館の増

（文京キャンパ

生の学修支援の

ス拡大のための

を目的に増改築

用できる次世代

る資料を次世代

ハブ） 

9 ㎡） 

DVD ステーシ

材や設備を提供

） 

度として，140

は各室３から６

授業時やゼミな

を増築し，小規

の環境改善 

） 

し，個別ブース

ーションなど自

や設備の提供

を改修・整備し

増改築を進め

パス）及び医学

の基盤となるラ

の増改築，両図

築を

代図

代に

ョンなど

供 

0

名

など

規

ス，

主

し，

めた（資料 1-

学図書館（松岡

ラーニングコモ

図書館では言語

福井大学

-3-1-1-17）。

岡キャンパス）

モンズ機能を向

語開発センター

（事
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■ 図書館

１．ディ

 

３．提供

■ 就活関

々な取組に

1-18）。 

8 図書館におけ

館ウェブサイト

スカバリーサ

する情報の見

関連書コーナー

 

よって，学習

ける学習支援サー

トのリニューア

ービス    

やすさを向上

ーの設置   
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習支援サー

ービスの向上に

アルによる利便

      

 

    ■

ビスの向上に

に係る取組例 

便性の向上 

   ２．携

電子黒板，可

※特に，

携帯電

用サイ

を利用

※

に努め，利用

帯用サイトの

可動式掲示板，

学生に対する利

電話用のサイトを

イトでも，パソコ

用できる。 

※トップページを

書館の開館時間

的な情報をよ

えるデザインに

福井大学

用が向上した

の開設 

壁掲示板の設

利便性を高めるた

を作成した。携帯

コンサイトと同じ

を開くだけで，

間が分かる等，

り分かりやす

にした。 

学 教育 

  

た（資料

設置 

ため，

帯電話

じ機能

各図

基本

く伝
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■ 電子ブックの積極的導入 

 

 

 

 

 

 

 

■ 学生のニーズへの対応例   

・増築による学習スペースや自主学習スペースの拡大 

・開館時間の延長の実施 

  総合図書館：平成 26 年６月より平日の開館時間延長 

（無人開館 6:00～9:00，9:00～22:00 まで） 

・飲食できるスペース（ラウンジ）の設置 

・ラーニングアドバイザーの学習支援サービス 

・室内温度調整の工夫 

・展示ホールの部分を学習スペースとして利用 

・パソコンの増設, 及びノートパソコンを無線 LAN 用に変更 

 

■ 図書館開館時間 

サポート体制を整備し，総合図書館は平成 26 年度より平日 6:00～22:00(6:00～9:00 無人開館)

及び土日祝日9:00～16:00(9:00～13:00無人開館，試験期間中は18:00まで)開館を実施している。

一方，医学図書館は 24 時間開館を実現しているが，有人開館の時間帯は平日 9:00～20:00 及び土

日休日 10:00～17:00 である。特に，学生及び教職員には，学生証・職員証をカードキーとする入

館制限の上，必要な時に図書館が利用できるよう便宜を図った。 

これも一助となり，平成 26 年度以降は大幅に総合図書館の利用者が増加した。 

 

総合図書館開館時間の変更状況 

・変更前 開館時間帯 7：00～20：00 

・変更後 開館時間帯 6：00～22：00 

総合図書館の利用者推移 

・平成 23 年度 147,071 人 

・平成 24 年度 143,291 人 

・平成 25 年度 159,825 人 

・平成 26 年度 177,993 人 

・平成 27 年度 177,820 人 

 

■ 第１期に引き続く，学習支援機能の基盤となる教育・学習図書の充実方策  

・シラバス掲載の教科書，参考書等は全点所蔵の方針で整備充実 

・教員からの推薦図書を Web で受付，迅速，確実な受入れ 

・学部後援会等からの助成・寄付金により，図書の充実 

・テユ―トリアル教育に使用される参考書等の優先的所蔵（医学図書館） 

・学生からの希望図書の受付（Web による推薦,リクエスト用紙による申込み） 

・学生によるブックハンティング（年数回実施） 

・図書館間相互貸借システムの活用 

  

電子ブックの積極的導入件数(累計) 

  平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度

和 209 427 910

洋 8,200 8,745 9,560

合計 8,409 9,172 10,470

（事務局資料）
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●附属図

 

●図書館

 

属図書館につ

9 学習支援サー

21 年度および

まとめ，比較

図書館について

※第１期中

（十分～や

館サービスにつ

※第１期中

（十分～や

 

（平成

 

ついて，学生

ービスを含めた

び平成 27 年度

した。 

て，あなたは

期目標期間末と

やや満足と回答

ついて，あなた

期目標期間末と

やや満足と回答

成 21 年度および
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生の満足度は

附属図書館に対

度に実施した「

どの程度満足

と比較して，第２

答した割合）は 5

たはどの程度満

と比較して，第２

答した割合）は 4

び平成 27 年度「

は良好であり

対する学生の高い

「教育・研究に

していますか

２期中期目標期間

5.8％向上してい

満足しています

２期中期目標期間

4.6％向上してい

「教育・研究に対

，向上した（

い満足度  

に対する意識・

。 

間末では，学生

いる。 

すか。 

間末では，学生

いる。 

（数値

対する意識・満足

福井大学

（資料 1-3-1-

満足度調査」

生の満足度 

生の満足度 

値は回答者数を

足度調査」結果
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■ 総合情報

に引き続き
 

●情報ネッ

 

●教育用パソ

両キャン

室等に配備

で有効のア

なっている

の各種シス

各自の ID と

り，学生の

キャンパ

文京 

キャンパ

松岡 

キャンパ

 

 
文京，松

キャンパ

松岡キャ

線に向上

別途，バ

各キャン

を１Gで整

ワーク帯

また，学

平成28年

し10Gに増

究活動が

単にイン

備された

県）の利

関，医療

さらに，

外での自

※下線は第

関係） 

T 環境の整備

0 学生の自主的

報処理センター

き，学生の自主

トワークシステ

ソコンの整備 

ンパスでは，学生

備し，総合情報

アカウントとメ

る。また，教務

ステムや PC を使

とパスワードで

の利便性に配慮

ス 

パス 

センタ

部局等

パス 

センタ

松岡，二の宮，

ス間接続は，

ンパス間は10

上させ，他は１

ックアップ回

ンパス内の回線

整備し，情報伝

帯域を確保して

学外へは，SINE

年４月にSINET３

増速予定）10G

展開できるよ

ンターネットに

。地域医療連

利用も行われ，

療機関をはじめ

学生用無線LA

習環境として

第２期に整備し

備を進め，情

的学習の基盤と

ーを改組・充実

主的学習の基盤

テムの整備 

生が情報処理教

報基盤センター

ールアドレス

課や就職支援

使用可能として

で自由に使える

慮している。ま

室

ー管理 
第

第

等管理 

情

教

工

工

工

ー管理 
情

統

合計 

八ツ島，敦賀

文京キャンパ

0G×1回線の専

G回線で接続さ

回線を保有して

線は，基幹及び

伝達に十分なネ
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ET５（文部科学

３からSINET５

Gで接続され，

う，ストレス

接続できる環

連携のためFISH

国内の大学・

，海外とも十

ANを整備し，機

有効に活用し

たもの 
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情報利用環境

なる ICT 環境の

実した「福井大

盤となる ICT 環

教育や自主学習

ー等で保守管理

スが与えられ，

援室，国際交流

ており，各演習

るよう開放して

また，全てのパ

 名 

第一端末室 

第二端末室 

情報処理演習室

教）コンピュー

工）エクセルル

工）計算機室

工）HV/SW 融合実

計 

情報処理演習室

統計情報処理演

計 

賀の各 
パスと 

専用回 

され， 

ている。 

び支線 

ネット 

学省系。 

に移行 

教育研 

無く簡 

環境が整 

H（福井 

研究機 

十分な接続帯域

機器及び個人の

している。 

境が向上した

の整備状況 

大学総合情報基

環境の維持・整

習のために使用

理している。新

授業や自習，

センターとも

習室で授業がな

ている。さらに

パソコンは今期

室 

ータ演習室 

ルーム 

実験室 

室 

演習室 

域を確保してお

の認証により多

      

（資料 1-3-

基盤センター」

整備を進めた。

用できるパソ

入生は，入学

卒業研究，就職

協力し，当該部

ない時間帯は

に，一部 24 時間

期中に更新した

パソコン台数 

(台) 

62 

10 
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25 

20 
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23 
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71 

197 
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おり，有効に活

多くの学生が利

      

福井大学
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を中心に，第
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8：30～17

8：30～2

－ 
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●学内 LAN の整備   

平成 21 年度に整備した学内 LAN において，無線 LAN エリアは，松岡キャンパスでは全エリア

で，文京キャンパスでは殆どの校舎で利用可能となっており，平成 23 年度は工学部３号館（文

京キャンパス），附属中学校（二の宮キャンパス），平成 24 年度は総合研究棟 I（文京キャンパス），

工学部１号館（文京キャンパス），語学センター（文京キャンパス），附属国際原子力工学研究所

（敦賀キャンパス），平成 25 年度は附属小学校（二の宮キャンパス），平成 26 年度は教育系３号

館（文京キャンパス），特別支援学校（八ツ島キャンパス）にて無線 LAN エリアの拡大を実施す

るとともに，病院再整備に伴い，新棟，既存棟改修の際に随時，改善，拡充を行った（松岡キャ

ンパス）。 

また，平成 23 年度に学生用無線 LAN サービスを開始し，平成 25 年度には医学図書館（松岡キ

ャンパス）でサービスの電子ジャーナル等が学生用無線 LAN からセキュリティを確保した状態で

利用可能とした。 

さらに，学内 LAN を平成 27 年度に更新し，冗長化等により，より安定で安心な環境を整備し

た。 

 

 

 

⑤－２ e-learning 等の ICT の積極的な活用を図り，多様な成果があがった（資料

1-3-1-1-21）。 

 

資料 1-3-1-1-21 教育活動における ICT の活用例とその成果   

名 称 活用例とその成果 

双方向遠隔授業シス

テム 

・両キャンパス間での双方向遠隔授業システムを活用した教養教育科目の開講

【成果】 

学生の選択できる科目数が増加した 

・原子力教育大学連携ネットワークのもとでの遠隔連携講義を通じた大学間連

携による教育内容の拡充 

【成果】 

原子力教育大学連携ネットワークにおいて，前期１科目，後期１科目のネッ

トワーク講義を行い，文京キャンパスおよび敦賀キャンパスにおいて学生が

受講し単位を修めた。また，原子力・エネルギー安全工学専攻の多くの科目

（必修・選択）を，このシステムを利用して開講し教育を行った。 

・連合小児発達学研究科における５大学間の双方向遠隔授業システムを活用し

た大学院科目の開講 

【成果】 

 大阪大学，金沢大学，浜松医科大学，千葉大学及び福井大学による連合大学

院小児発達学研究科において，５大学による双方向遠隔授業システムにより，

本学担当分の授業の配信を行うとともに，福井大学配属の同研究科学生が他

大学担当分の授業を受講した。 

e-ポートフォリオシ

ステム 

・教育地域科学部における，e-ポートフォリオシステムの活用等による「教育

実践研究」や「ライフパートナー」の授業をとおした実践能力に優れた教員

養成の推進 

【成果】 

教育実習等の学外での活動においても学生が日々の活動内容をポートフォリ

オに記録し，その内容を担当教員等が確認することにより，実習期間中も的

確な助言を得ることが可能となり，より実践的で教育効果の高い実習を行う

ことができた。 

・工学部では，学生が自らの学びの過程をウェブ上で記録し，教員との双方向

コミュニケーションを行う「JIBUNポートフォリオ」を導入。この経験と知見

を生かし，平成27 年度より導入したLMSによる総合的な学習支援環境を整備。

 

（事務局資料）
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【成果】 

事前・事後学習資料（ビデオ学習教材，授業で用いたパワーポイント，宿題，

小テスト等）の公開，宿題の提出・添削の電子化などを通じて授業外学習を

総合的に支援するとともに，LMSへのアクセス記録を通じた授業外学習管理に

より，授業外学習時間が増大するとともに授業の理解度が向上した。 

総合的先進イメージ

ングシステム 

 

 

・高度ICT 機能を備えた組織病理実習室の整備を踏まえた｢総合的先進イメージ

ングシステムによる革新的医学教育の展開｣プログラムにより，画像医学教育

カリキュラムの拡大（革新的な画像医学教育として，国内初のモデル事業）

【成果】 

平成20年度の概算要求事業として始まった「統合的先進イメージングシステ

ムによる革新的医学教育の展開」プログラムは，画像医学教育システムとし

て整備され，学内ネットワークシステムにより解剖学・組織学・病理学にお

いて画像データを利用した自習が展開され，放射線医学や産婦人科学では，

臨床講義・レポート課題でも利用されている。 

ｅラーニング ・平成24 年度に設置した言語開発センター（Language Development Center）

の遮音設備の整った個人学習演習室（24 室）において，e ラーニングシステ

ムを利用したリスニング・スピーキング・発音の自主学習環境の整備（P1-261 

前掲資料1-3-1-1-15） 

【成果】 

 最新の外国語自習施設を導入したことにより，学生に対しｅラーニングやマ

ルチメディアによる授業を行い，また多数の学生が自主学習を行ったことに

より，英語教育の充実を図ることができた。外国語自習施設では個人でオー

ラルコミュニケーションも練習できる環境を整えた結果，インストラクター

の指導の下に学生が実践的な外国語運用能力を向上させるための学習を質・

量ともに確保することができた。 

・医学系研究科博士課程において，北陸プロ科目のeラーニング受講の実施 

【成果】 

 金沢大学を基幹校として運営している「北陸がんプロ」において，本学大学

院医学研究科博士課程の主に先端応用医学コース腫瘍医学部門の学生や，修

士課程がん専門看護師教育課程の学生が，ｅラーニングシステムを利用して

腫瘍専門科目を受講している。 
 「北陸認プロ」においては，平成27年度より本学大学院医学系研究科博士課

程で認知症に関する研究を行う神経内科または神経科・精神科を専門とする

学生が，ｅラーニングシステムを利用して認知症プロフェッショナル科目を

受講している。 

デジタルサイネージ 

（電子掲示板） 

・両キャンパスでは講義棟等に電子掲示板システムを新たに設置し，共有スペー

スを有効活用するとともに，学生へ最新の情報を迅速に配信。また，モニター

のスクリーンセーバー機能を利用し，幅広く配信したい情報を流したり，緊

急時の情報発信にも利用 

【成果】 

文京キャンパス内の２つの建物に設置された電子掲示板を用い，主に教育地

域科学部の学生を対象に，必修科目に関する各種提出物等のお知らせ，就職

支援に関する情報及び図書館からの案内等，学生生活に有用な幅広い情報を

提供した。また，大学院の紹介映像を配信するなど，大学院進学者の確保に

資する方策となっている。 

松岡キャンパスの講義棟に設置された電子掲示板では，授業や成績に関する

掲示による迅速な情報提供を行うとともに，スクリーンセーバー機能を利用

し，講演会やセミナーの開催，または学生サークルの発表会などの情報発信

に活用した。 

共用試験受験システ

ム 

・医学部では，松岡キャンパス情報処理演習室に設置された教育用パソコン（医

学部定員増による員数の増加）を利用した，医学部医学科（４年生全員を対

象）における共用試験（computer-based test）の受験を行っている。 

（事務局資料）
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（実施状況の判定） 実施状況が良好である 

 

（判断理由） 

１．学生総合相談室を開設し，よりきめ細かい学生相談とワンストップサービスを実施で

きる学生支援体制を整備し，学生から活用された。さらに，LMS の導入など全学的な

学習支援システムを構築した。 

 

２．自己資金，地方自治体等からの支援等によって，施設等の改修・増築を随時進め，教

育研究の基盤施設等の質的向上，老朽化対応等が図られた。学生の要望へも適切に対

応しており，学生の満足度は良好である。 

 

３．自主的学習の場としてのインフラ整備等，能動的学修に適した学習環境等が充実した。

これら自主的学習環境は学生に活用され，満足度も良好である。 

 

４．自己財源による増改築，学習支援サービスの向上を図る様々な取組によって，附属図

書館のラーニングコモンズ機能が向上した。利用は向上しており，学生の満足度も良

好である。 

 

５．学生の自主的学習の基盤となる情報ネットワーク等の整備，e-learning など ICT の積

極的な活用等，ICT 環境を整備し，学生から好評を得た。 

 

６．国際交流センターを中心として，学生の留学派遣支援に係る様々な取組を実施し，学

生から好評を得た。 

 

７．当初策定した修学環境等の維持改善を進める方策が順調に実施され，学生からの満足

度は第１期に比して向上した。これは関係者の満足度の高い学習支援体制の構築が順

調に進んだことの証左である。 
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計画１－３－１－２「学生の成長の場としての大学にふさわしい環境づくりに努める。特

に，保健管理センター等を中心として，メンタルヘルスに関する予防的取組みを含む健康

相談・学生相談や学生の成長発達を支援する体制を整備し，関係者の満足度の高い生活支

援体制を整備・充実させる。」に係る状況 
 
（全学方針） 

① 「学生の成長の場としての大学にふさわしい環境づくり」を進める要件・方策を策定

した（資料 1-3-1-2-1）。 

 

資料 1-3-1-2-1 「学生の成長の場としての大学にふさわしい環境」の要件・方策 
 

■ 高等教育推進センター学生支援部門では「学生の成長の場としてふさわしい環境」の要件及び整

備方針を策定し，それに沿って当該計画を全学的に推進した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（事務局資料） 
 

 

 

  

「学生の成長の場としてふさわしい環境」の要件 

１．メンタルヘルスを含め安心して学修・研究活動できる組織的かつきめ細かい修学支援 

２．安心して学修・研究活動できる経済的支援 

３．“人との触れ合い”を通して成長できる生活環境 

 

「学生の成長の場としてふさわしい環境」の整備方策 

１. 保健管理センター等を中心として，メンタルヘルスを含め“健康相談”などに係わる

組織的体制の整備・充実を進める 

２. 学生支援センターを中心として，“修学相談”を含め学生相談に係わる組織的かつきめ

細かい体制の整備・充実を進める 

３. 平日にアルバイト等を行うことなく学修に専念できる生活支援を目指した組織的な経

済的支援体制の充実を進める 

４. インターンシップを含め“人との触れ合いの場”となる修学環境の整備・充実を進め

る 

５. “良好な人間関係構築力”を涵養する課外活動等を積極的に支援する 

６. 学生など関係者からの要望等に配慮しつつ，満足度の高い支援体制の整備を進める 
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資料 1-3-1-2-3 学生メンタルヘルス対策室の概要 
 

■ 学生の自殺者が増加したことを受け，その対応を組織的に図るよう，学生のこころの問題の発生

に係る原因分析及び防止対策の立案を行う「学生メンタルヘルス対策室」を平成23年度に設置した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（事務局資料） 

 

 

 

  

 

 

 

 

学生メンタルヘルス対策室 

 

平成23年12月７日 教育研究評議会 

 

教育・学生担当理事（副学長）の下に，上記対策室を置く。 

（業務） 

・自殺防止対策の立案 

・学生の自殺の発生状況及び背景の調査・分析 

・学生の自殺防止対策に係る学内関係部局等との連携 

 

（組織） 

室長   理事（教育・学生担当） 

副室長  高等教育推進センター学生支援部門長 

同   保健管理センターカウンセラー 

室員   工学部副学部長（教育担当） 

教育地域科学部副学部長（教育担当） 

高等教育推進センター特命教員 

教務課長 

学生サービス課長 

（参考） 

学長－教育・学生担当理事——学生メンタルヘルス対策室————学生総合相談室 

——教務課 

——学生サービス課 

——各学部・研究科 

——保健管理センター 

——高等教育推進センター 

 

 

※当該対策室で検討された方策の実施も一助となり，学生の自殺者は減少している。 
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（保健管理センター関係） 

③ メンタルヘルスを含め健康相談に十分対応できるよう，保健管理センター等の機能強

化を進め（資料 1-3-1-2-4），毎年約 1,900 件にも及ぶ相談に適切に対応した（P1-249 前

掲資料 1-3-1-1-6）。 

 

資料 1-3-1-2-4 保健管理センター等の機能強化に係る主な取組 

機能強化の取組 具  体  的  な  内  容 

学生相談担当者連

絡会の開催 

・リスク学生のフォロー及び情報共有を図るため，学生サービス課課長補佐，

学生総合相談室カウンセラー及び事務職員，保健管理センターカウンセラー

及び看護師，保健センター（松岡地区）カウンセラーが参加し，事例検討を

含む情報交換会を月１回（定例）開催 

学生総合相談室と

の連携強化 

・平成 23 年度に文京地区において，学生総合相談室を設置してコーディネータ

１名，カウンセラー１名，事務職員常勤１名，非常勤１名の４名体制を整備

した。松岡地区では，平成 23 年度に学生総合相談室を設けて非常勤カウンセ

ラー２名，非常勤事務職員１名体制を整備し，その後，平成 25 年度からは専

任カウンセラー１名，非常勤事務職員１名の体制へ移行 

・毎月，保健管理センターカウンセラーと学生総合相談室との打合せを定期的

に実施することで連携強化を行い，さらに学生に対するアンケートにより問

題を抱えた学生の抽出・分析・対応を行い，メンタルヘルスの予防的取組を

含む健康相談や学業上の問題等，学生生活を送るにあたってのさまざまな問

題等について，専門のカウンセラーが相談を受けて，学内外関係機関と連携

し問題解決を図る体制の整備 

定期健康診断等の

受診率向上,特殊健

康診断の充実  

・定期健康診断の学生への周知連絡方法の改善 

授業時間割表・成績表配付時に日程表を配布し説明 

複数媒体活用（メール配信，食堂 TV 放映） 

・特殊健康診断及び留学生健康診断は，担当教員から学生に案内する方法に改

善，受診率ほぼ 100％を達成 

・特殊健康診断に関し，結果の見方のパンフレットを作成，結果と共に配布 

精神的,身体的健康

診断の充実 

・学校医等による学生健康相談の実施 

内科（月曜日～金曜日 8 時 30 分～17 時） 

精神科（14 時 30 分～16 時 30 分，第１・３水曜日） 

婦人科（15 時～17 時，第４木曜日）  

カウンセリング（月曜日～金曜日 8 時 30 分～17 時） 

心理・学生相談機能

の強化 

・学生総合相談室を設置，大学内外から要望のあった発達障害学生の相談支援

体制を強化すると共に，予防的カウンセリングの実施に向けた体制の構築 

・カウンセラー２名増員で３名となり，日本学生相談学会の学生相談ガイドラ

イン（2013）で推奨している適性カウンセラーの確保 

・保護者対象にカウンセラーによる「修学支援アドバイス」を入学式後に実施，

保護者との連携の強化 

・FD・SD 研修会，工学部執行部との懇談会の定例化，教職員との連携の強化 

・学生相談力量アップ研修会を開催，教職員の学生対応能力の強化 

・カウンセラーから教員へのコンサルテーションの実施 

健康に係る啓発等

の推進 

・健康啓発セミナーの開催 

「大学生のための女性のからだのお話」，「ヨガ教室」，「親子体操教室」 

・AED 設置（文京キャンパス 10 台，松岡キャンパス５台，敦賀キャンパス３台）

に伴う救命救急講習会の開催 

環境衛生・伝染病予

防に係る指導強化 

・附属病院感染制御部との連携，講演会の開催 

・エイズ予防などの感染症に関しての普及啓発を大学祭のイベント等で福井健

康福祉センターと協力し，実施 

 

 

 

  

（事務局資料）
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（生活支援関連） 

④－１ 両キャンパスでは様々な生活支援を実施している（資料 1-3-1-2-5）。さらに，冊

子体の作成・配付（資料 1-3-1-2-6）や教職員の相談能力向上のための FD・SD 活動

（P1-231 前掲資料 1-2-1-1-20）は，教職員から好評を得た。 

 

資料 1-3-1-2-5 両キャンパスにおける生活支援に係る取組例   

キャンパス等 取組内容 

全学部 

・教授会時（開催直前）に学生総合相談室のカウンセラーによる講演会を開催し，

意識啓発を図った 

・入学時に「学生総合相談窓口のごあんない」を新入生に配布し，周知に努めた。

文京キャンパス 

・毎年５月に新入生全員を対象とした「こころの健康のためのスクリーニング調

査」を実施し，その結果を基に学生を呼び出し，希望する学生に対しては心理

教育を中心とした継続カウンセリングを実施してきた。平成 24 年度からは，

学生の生活リズムの乱れやメンタル面等の状況を把握することを目的に，学生

総合相談室が履修登録時（年２回）に実施する「こころのアンケート」の内容

に基づき，学生を呼び出し面談を実施している。 

・保健管理センターにおいても，定期健康診断受診カードの問診結果に基づいて

学生を呼び出し，面談を実施している。いずれの場合も必要に応じてカウンセ

リングを継続することによって，間断なく支援を行った。 

松岡キャンパス 

・アドバイザー教員体制を整備し，担当する学生について，メンタルヘルスを含

め生活支援を必要とするような問題を早期発見し，早い段階で，生活・学習指

導など問題解決することとしている。また，保健センターと学生総合相談室が

連携して呼び出し面談を実施している。具体的には，１年生の新入生合宿研修

時に「大学生精神健康調査（UPI）」を実施し，学生を呼び出し面談している。

平成 26 年度からは，「困りごとに関するセルフチェックリスト（発達障害のス

クリーニングテスト）」も同時に実施しており，障がい学生支援も視野に入れ

た支援の取組も実施している。 

・文京キャンパスと同様に，保健センターにおいて定期健康診断受診カードの問

診結果に基づいて学生を呼び出し，面談を実施している。 

 

 

資料 1-3-1-2-6 学生支援に係る冊子体の作成・配付 

 

■ 平成 24 年度に，各教員が学生や保護者と対応するときの一助として，また，いち早く学生の状

況を把握して学生総合相談室へ繋げるための対応要領として「学生・保護者と対応する際のヒント

集」を作成した。さらに，松岡キャンパスでは，アドバイザー・システムでの学生相談に適切に対

応できるよう，「アドバイザー・ガイドブック」を作成・配付した。 

 

■教職員からのコメント 

 

・学生から個人的な相談を受けることがあるが，カウンセリン 

グなどに精通しておらず対応に苦慮する場合がある。この「ア 

ドバイザー・ガイドブック」はその際の良き指針を示してく 

れるものであり，貴重なものと思われる（医学部教員） 

 

・助言教員の立場として，未履修登録学生及び長期欠席学生を 

呼び出す際の対応例が非常にわかり易く参考になった。（工学 

研究科教員） 

 

 

  

（事務局資料）

（事務局資料）
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■ 国際交流センター（旧留学生センター）自己点検・評価（平成 23 年度実施） 

評価委員会の総合

評価 

限られたスタッフにも関わらず，留学生に対する優れた日本語教育や就職支

援，日本人学生の海外短期訪問の基盤づくり等を積極的・献身的に行ってい

る事は高く評価できる。一方，国際交流活動をより積極的・機動的に推進す

るため，既存のセンターの枠組みにとらわれず，語学センターや産学官連携

本部とも「国際交流」と言うキーワードの下に連携・融合し，語学教育機能

（留学生に対する日本語教育，日本人学生に対する英語教育）を維持しつつ，

全学を挙げて有機的・総合的に国際交流を推進する新たな組織の在り方を，

国際交流企画会議の下で検討する必要がある。 

優れた点 
・留学生の日本語教育，就職支援，日本人学生の海外短期訪問の基盤づくり，

地域社会の国際化支援等について，積極的に取り組んでいる。 

・留学生の授業評価が高く，留学生も意欲的に日本語学習に取り組んでいる。

改善を要する点 

・国際交流活動をより積極的・機動的に推進するため，既存のセンターの枠

組みにとらわれず，語学センターや産学官連携本部とも「国際交流」と言

うキーワードの下に連携・融合し，語学教育機能（留学生に対する日本語

教育，日本人学生に対する英語教育）を維持しつつ，全学を挙げて有機的・

総合的に国際交流を推進する新たな組織の在り方を検討する必要がある。

なお，その際，語学センターの任務・ミッションを明確にするとともに，

大学の戦略として国際交流をどのように発展させるのかという具体的な検

討が必要である。 

・本センターの活動の一部については，個人の教員の努力によって成り立っ

ている部分もあるため，例えば教員と他の職種（アドミニストレーター等）

を組み合わせる等の工夫により，効率的かつ有効な組織を構築する必要が

ある。 

特色ある点 
・小中学校の総合学習など，地域社会の国際化支援活動を展開している。 

・国際交流の取組における１つの特色として，留学生同窓会の結成・運営  

などがある。 

評価結果に係るセ

ンターの申立 
無し 

役員会総合判定 

（財政面の措置等

を含む）  

留学生センターとして多彩な取組を実施しているが，今後は，全学として有

機的・総合的に国際交流を推進するための新たな組織の在り方を，国際交流

企画会議を中心に検討する必要がある。 
（平成 24 年３月 21 日 第 96 回役員会議事要旨及び当日資料より抜粋） 

 

（事務局資料） 
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⑤－２ 留学生に対する様々な生活支援を実施し，特に，留学生がスムーズに日本での生

活をスタートできるよう配慮した（資料 1-3-1-2-9）。 

 

資料 1-3-1-2-9 留学生に対する生活支援の取組例  

支援項目（事業）等 支  援  内  容  等 

渡日前の情報提供の充実 

・HPに渡日に必要な情報や，提出の必要な書類とその記入要領を掲載し，

自国で確認・作成できる体制を整備した。これにより，時間の短縮と

書類の記入ミスを防げる。 

・福井大学のアカデミックカレンダ-，各種プログラム，交換留学制度，

教務システム，評価制度，単位制度，宿舎，コストなどをまとめたフ

ァクトシートを作成し情報の一元化を進めると同時に，紙媒体での送

付や，ウェブ掲載を通じて，学術交流協定校担当者や留学生と最新の

情報を共有できる体制を整備した。 

生活・安全に関するガイダ

ンス及び生活ガイドブック

類の配布 

・渡日後オリエンテーション時に，住民登録等行政手続きの一括代理申

請の他，生活に関するガイダンス，および警察による安全に関するガ

イダンスを実施し，説明資料，生活ガイドブック，災害・緊急時ハン

ドブックを配布し，生活情報を提供している。 

留学生の相談・事故・事件

等対応チームの設置（随時） 

・留学生に関する事故・問題が発生した際は，国際交流センター専任教

員，国際課職員で随時迅速な対応を行っている。 

チューター手引き等の配付 

・チューター学生には，マニュアルを事前に配布し，チューターのオリ

エンテーションを開いて，説明を実施している。 

・チューター学生には，新入留学生オリエンテーションにもできるだけ

同席させ，役割等を説明して留学生へのサポートを積極的に促してい

る。 

国民健康保険料の一部補助 

・福井県留学生交流推進協議会の国民健康保険料の一部補助する情報を

周知し，該当者に対し，本人からの申請により保険料の一部を助成し

ている。 

民間奨学金対策 

・民間奨学金の募集要項等に基づき，小論文や面接試験に対する傾向と

対策を検討し，留学生へのアドバイスを実施している。また，礼状の

作成等についても指導を実施している。 

外国人留学生支援会活動 

・福井大学外国人留学生支援会（平成18年度発足）では，教職員等の寄

付金による支援金総額約300万円から，留学生の不慮の怪我・疾病，

不測の事態に対する支援を行っている。 

・外国人留学生支援会では留学生のアパート入居の際の連帯保証人を行

っており，対象のほとんどの留学生が利用している。 

留学生会館・国際交流会館 

・宿舎の提供 

  留学生会館 29戸（単身用25戸，世帯用４戸） 

  国際交流会館 16戸（単身用10戸，世帯用６戸） 

国際交流学生宿舎 

・宿舎の提供 

 日本人学生との混住方式により，平成27年度は35人の留学生が入居。

 留学生の便を図って，第１期中期目標期間末より留学生用の部屋数を

増やしている。 

（事務局資料） 
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⑤－３ 留学生に対する相談体制を構築しており，留学生の満足度は概ね良好である（資

料 1-3-1-2-10，11）。 

 

資料 1-3-1-2-10 留学生に係る相談体制と実績   

 

■ 相談体制 

国際交流センター国際教育部門（グローバル人材育成部）は留学生からの生活相談等の窓口機能

も担っており，HP に留学生の相談窓口を掲載し，いつでも気軽に相談できる体制を整えている。留

学生が生活面，学習面，或いは異文化適応面で困難に出会った時，学務部国際課や指導教員等との

密接な連携の下，その解決のための指導助言を行っている。 

 

■ 国際交流センターHP 

 中国語及び英語表記も併置している 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 平成 27 年度身分別相談状況（相談件数）   

 医学部･ 

医学系研究科 

教育地域科学部

教育学研究科 

工学部･ 

工学研究科 
小計 

合計 割合 

男 女 男 女 男 女 男 女 

大学院生 0 0 0 1 26 2 26 3 29 46.8％

学部学生 0 0 0 0 21 3 21 3 24 36.7％

研究生 0 0 0 0 1 0 1 0 1 1.6％

特別聴講生 0 0 0 6 2 0 2 6 8 12.9％

小計 0 0 0 7 50 5 50 12 62  

合計 0 7 55 62   

割合 0.0％ 11.3％ 88.7％    

※研究生には,特別研究学生を含む。 

※※特別聴講学生には,科目等履修生を含む。 

 

 

  



 

 

 

資

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 平成 27

 

研究･学習 

就職･アルバ

奨学生･授業

生活一般 

入学･進学 

交流活動 

ビザ･在留 

事件･事故 

小計 

合計 

割合 

資料 1-3-1-2-11

 

 

年度内容別相

医学

男

0

バイト 0

業料 0

0

0

0

0

0

0

1 相談体制等に

 

■ 勉強

とても満

満足・

どちら

不満足

とても不

■ 日本

とても

満足・

どちら

不満足

とても

■ 経済問

とても満

満足・良

どちらと

不満足

とても不

■ 生活環

とても満

満足・良

どちらと

不満足

とても不

■ 精神面

とても満

満足・良

どちらと

不満足・

とても不

相談状況（相談

医学部･ 

学系研究科

教

男 女 

0 0 

0 0 

0 0 

0 0 

0 0 

0 0 

0 0 

0 0 

0 0 

0 

0.0％ 

に対する留学生の

・研究についての

満足・とても良い

良い

ともいえない

足・悪い

不満足・とても悪い

語（学習）について

満足・とても良い

良い

ともいえない

足・悪い

不満足・とても悪い

問題についての相

満足・とても良い

良い

ともいえない

足・悪い

不満足・とても悪い

環境への適応につ

満足・とても良い

良い

ともいえない

・悪い

不満足・とても悪い

面についての相談

満足・とても良い

良い

ともいえない

・悪い

不満足・とても悪い
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談件数） 

教育地域科学部・

教育学研究科

男 女 

0 1 

0 2 

0 0 

0 0 

0 0 

0 1 

0 2 

0 1 

0 7 

7 

11.3％ 

の満足度 

の相談体制

10

14

4

0

0

ての相談体制

14

11

3

0

0

相談体制

7

11

6

0

0

ついての相談体制

13

13

2

0

0

談体制

10

11

6

0

0

工学部･

工学研究科

男 女

2 0

17 1

5 0

3 1

1 2

5 1

2 0

15 0

50 5

55 

88.7％

制

（平成 27 年

科
小計 

男 女

2 

17 

5 

3 

1 

5 

2 

15 

50 1

62 

 

年度「留学生帰国

福井大学

合計 

女 

1 3 

3 20 

0 5 

1 4 

2 3 

2 7 

2 4 

1 16 

12 62 

 

 

（事

国前調査」結果

学 教育 

  

割合 

4.8％

32.3％

8.1％

6.4％

4.8％

11.3％

6.4％

25.8％
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●課外活動の概要 

学生諸君の人間形成を目的として行われる正課外の教育活動であり，正課教育を通して行われ

る人間形成とともに重要な領域を占めるものであります。 

学生諸君の条件，興味等に応じ自律的に行われるのが，大学の教育計画の一環としても行われ

るものであり，共同社会としての大学の機能を高め維持するためにルールが設けられています。 
（学生便覧より抜粋） 

●課外活動施設等の改修・整備例 
①課外活動の部屋やトレーニング施設の不足等を解消すべく，平成 25 年度にプレハブ講義室を「ス

チューデント・アクティビティ・プラザ」として改装整備した。トレーニングルーム，ミーティ

ングルーム，課外活動共用室（国家試験対策室含む）で構成されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 
②課外活動やミーティング等，学生の自由闊達なコミュニケーションの場として，医学部講義棟に

コミュニケーションスペースを設置した。机やイスは可動式であり多目的に利用できる。 
 

 

 

 

 

 

 

 

その他の主な改善・対応例 
・多目的ホールの新設（多目的ホール壁面鏡及び建具設置含む） 
・第一体育館・第二体育館の更衣室，トイレ，シャワー，玄関スロープの改修 

・課外活動共用棟４階集会室の床カーペットを全面張替 

・課外活動共用棟和室の畳入替・障子張替（茶道部・邦楽部） 

・弓道場防矢ネットたるみ修理 

・テニスコートクラブハウス階段歩廊塗装工事 

・グラウンド防球ネット東面（民家との距離が近い），南面（小学校に隣接）を中心にネットの張り

替え，補修 
 
●課外活動への支援に係る取組例 

・活動経費支援を学長裁量経費に計上 
・課外活動に係る学生表彰制度の設置 
・課外活動のため学外の施設に宿泊する際の宿泊料を支援する「福井大学学生課外活動支援金」の

設置 
・両キャンパスで開催する，学生が主体となって企画運営する「キャンパスイルミネーション」の

活動経費の一部支援 

（課外活動関係） 

⑥ 課外活動施設等の改修・整備を随時進めるとともに，課外活動等を積極的に支援した

（資料 1-3-1-2-12）。課外活動施設等について，学生の満足度は良好であり，向上した

（資料 1-3-1-2-13）。 

 

資料 1-3-1-2-12 課外活動の支援に係る取組例 
 

■ 部活動など課外活動を教育活動の一環として位置付けており，課外活動が円滑に行われるよう，

ハード・ソフト両面の支援を継続的に行っている。 

 

    

   

スチューデント・アクティビテ

ィ・プラザ外観 
ミーティングルーム トレーニングルーム 

（事務局資料）
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⑦－２ 独自の奨学金制度（６件）を設置した（資料 1-3-1-2-16）。さらに，「福井大学基

金」を原資として，福井大学基金奨学金（予約型奨学金）を設置した（資料 1-3-1-2-17）。 

 

資料 1-3-1-2-16 本学独自の奨学金制度と受給者からのコメント 

 

■ 第１期に設置した４件の奨学金制度に加え，現在 10 件の本学独自の奨学金制度が運用されている。 

 
○福井大学大学院医学系研究科振興奨学金（平成 22 年度から施行） 

福井大学大学院医学系研究科の高度専門医療人育成を図ることを目的として奨学制度である。将

来医学領域又は看護領域における優れた研究・実践力を有する医療人を目指す社会人大学院生

（医師として本務先を有する者は除く）を対象とし，選考により入学料及び授業料相当額が給付

され，返還の必要はない。 

 

 

○福井大学大学院医学系研究科画像医学振興奨学金（平成 23 年度から施行） 

福井大学大学院医学系研究か博士課程における画像診断分野の高度専門医療腎育成を目的とし

て奨学制度である。医科学コース機能画像医学部門に入学した学生を対象とし，入学料及び授業

料相当額が給付される。この奨学金は返還の必要はない。 

 

○福井大学看護学科奨学金（平成 25 年度から施行） 

福井大学看護学科奨学金は，本学看護学科３年次に在学する学生で，看護師の資格取得後直ちに，

福井大学医学部附属病院での就職を希望する学生に対して，３年次の 10 月から４年次１年間の

計 18 か月間貸与する奨学金である。本学附属病院の勤務条件を満たした場合，奨学金の返還の

必要はない。 

 

 

○大学院社会人学生振興奨学金（平成 25 年度から施行） 

（趣旨） 

第１ この要項は，福井大学（以下「本学」という。）の大学院に入学する社会人学生を経済的

に支援するため，社会人学生に給付する奨学金について必要な事項を定める。 

（対象及び奨学金の額） 

第２ この奨学金の給付対象者は，本学大学院教育学研究科教職開発専攻に入学した本学教育地

域科学部附属学校教員で，入学者選抜等における成績が優秀な者とし，奨学金の額は入学料相

当額とする。 

（奨学金の返還） 

第６ 奨学金は返還を要しない。 

 

○福井大学学生修学支援奨学金（平成 26 年度から施行） 

（趣旨） 

第１ この要項は，福井大学（以下「本学」という。）に在学する学部・大学院学生（留学生を

除く）（以下「学生」という。）への経済的支援を目的とし，学生に給付する奨学金について必

要な事項を定める。 

（対象） 

第２ 奨学金の給付対象者は，福井大学入学料，授業料及び寄宿料の免除等に関する規程（平成

16 年福大規則第 68 号）第 10 条の規定により授業料免除を申請している学生とする。 

（奨学金の給付人数） 

第３ 奨学金の給付人数は，毎年度当初に教務学生委員会の議を経て前期分，後期分を決定する。

２ 前項において，前期及び後期の継続受給は可とするが，他の本学独自奨学金を受給した学生

は対象外とする。 

（選定基準） 

第５ 授業料免除において半額免除となった学生のうち，経済的に困窮度の高い順に選定する。

（奨学金の返還） 

第８ 奨学金は返還を要しない。 
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○大学院工学研究科振興奨学金（平成 26 年度から施行） 

 (趣旨) 

第１ この要項は，福井大学大学院工学研究科博士後期課程における社会人学生の経済支援を目

的とし，当該博士後期課程に入学する社会人大学院生に給付する奨学金について必要な事項を

定める。 

(対象) 

第２ この奨学金の給付対象者は，平成 25 年度から平成 27 年度の間に博士後期課程に入学した

成績優秀で優れた研究・実践力を有する技術者を目指す社会人大学院生とする。 

ただし，対象入学年度については，博士後期課程入学者数や予算の状況に応じて見直すことが

できるものとする。 

 (奨学金の額及び給付方法) 

第５ 奨学金の額は「国立大学法人福井大学における授業料その他の費用に関する規程（平成 16

年福大規則第 26 号）」に規定する大学院学生の入学料及び授業料相当額とする。ただし，勤務

先等から大学院在籍に対する助成がある場合は，それを除いた額とする。 

２ 奨学金の給付は，奨学金を受ける者が，入学料相当額については入学手続き後，授業料相当

額については，年額の二分の一をそれぞれ４月及び 10 月の授業料納付期間後に納付済みであ

ることを確認のうえ，給付するものとする。ただし，給付額については，予算の状況に応じて

変更することができるものとする。 

(給付期間） 

第６ 授業料相当額の奨学金給付限度期間は，入学後３年間とする。ただし，長期履修学生につ

いては，許可された履修期間を限度とする。 

 (奨学金の返還) 

第８ 奨学金は，返還を要しない。ただし，第 7の規定により奨学金の給付を中止された 

場合の返還の要否については，博士後期課程代議員会で決定する。 

 

 

＜受給学生からのコメント＞ 

○福井大学大学院医学系研究科振興奨学金受給者コメント 

・以前より医学博士号の取得には興味はあり，大学院にも病院職員のパラメディカルに対し

ても入学を許可するという説明会に参加させていただいた際は，非常に嬉しく，喜びとや

る気が出ました。しかし，当時，私の息子達はそれぞれ大学進学，高校進学という状況で

あり，私自身の授業料はねん出出来ない現状を考えると博士号の取得は諦めようと考えて

おりました。その矢先，制度を利用して大学院入学の申請をしたらどうかとご提案いただ

き，受給させていただきながら大学院への進学・博士課程の修了を果たすことができまし

た。本奨学金制度には本当に感謝しております。今後ともぜひ継続していただき，同じよ

うな境遇の研究者にも道を開いて行っていただけたらと思います。 

 

○大学院社会人学生振興奨学金受給者コメント 

・ご支援いただき大変助かっています。忙しい中の勉学は体力的にも精神的にも厳しいです

が，ご支援をいただいていることで，意欲を維持できます。 

・この奨学金によって，ひとつでも負担が減り，たくさんの学ばれたい方が進学できるよう

になるといいと思いますし，この奨学金制度がその一つの援助の方策になるのではないで

しょうか。今回，奨学金を工面していただきありがとうございます。 

 

■ 本学の選考基準に基づき,日本学生支援機構に奨学生の推薦を行い，在学生の 34％に相当する

1,710 名が第一種又は第二種奨学金を受給している。さらに，民間奨学団体や地方公共団体の奨学

金を学生に周知し，受給のための便宜を図っている。その結果，全体の約 36.9％の学生が奨学金

を受けている。 

 

  
（事務局資料）



福井大学 教育 

 1－290   

資料 1-3-1-2-17 福井大学基金奨学金（予約型奨学金）の概要 

■ 平成 28 年度入学生から,「福井大学基金」を原資として，毎年 10 名以内に当該奨学金を給付する

こととした。 

 

 

 

 

 

 

 

 
（事務局資料） 

 

 

⑦－３ 経済的支援ともなるスチューデント・アシスタント(SA)制度を設置し，学生から

好評を得た（資料 1-3-1-2-18）。この取組は，認証評価において優れた点として，評

価された【別添資料 法-2】。 

 
資料 1-3-1-2-18 スチューデント・アシスタント制度の整備・運用     

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

■ スチューデント・アシスタント制度の整備 

学生生活実態調査（2010 年度）において，大学内でのアルバイトが学生から要望されたこと

を受け，教育的配慮のもと教職員と協働して，大学の様々な運営業務等に従事することにより，

経済的支援を受けるとともに，学生の成長及び勤労観の涵養を促し，大学の運営に参加させる制

度として平成 26 年度に導入した。スチューデント・アシスタントになる学生に対しては，全員

を対象に年度初めと年度末に学習と交流を行う場を設けるとともに，本学の大学運営に大きく貢

献した学生には，「福井大学運営活動貢献認定書」を授与している。 

 

（趣旨） 

第１ この要項は，福井大学（以下「本学」という。）におけるスチューデント・アシスタン

トの実施に関し必要な事項を定める。 

（目的） 

第２ スチューデント・アシスタントは，本学に在籍する学生（以下「学生」という。）が教

育的配慮の下，大学の運営業務に従事することにより，経済的支援を受け，教職員と協働し，

その活動を通して，大学運営に対する学生の意見を反映させ，さらに自身の成長にも繋げる

ことを目的とする。 

（対象者） 

第３ スチューデント・アシスタントの対象者は，学部又は大学院の学生とする。 

（業務内容） 

第４ スチューデント・アシスタントは，業務の担当部署（以下「担当部署」という。）の指

示を受けて次の各号に掲げる業務を行うものとする。 

(1) 修学指導及び相談等の補助業務 

(2) 修学支援に係る作業の補助業務 

(3) 学内環境美化に関する補助業務 

(4) その他大学運営に関する業務 

（選考) 

第５ スチューデント・アシスタントは掲示等で公募し，担当部署が面接等により選考するも

のとする。なお，業務内容に応じ成績証明書の提出を求める場合がある。 

 
（福井大学スチューデント・アシスタント実施要項より抜粋） 

 

 

 

【概要】 

福井大学への進学を強く希望している受験生の皆様に対し，入学後の修学に必要な経済的支援を

行うことを目的とした奨学金です。入試出願前に高等学校長の推薦に基づき奨学金を申請していた

だき，内定した方が入試に合格し入学した場合，所定の手続きを取ることで奨学生として正式に採

用され，30 万円が給付されます。なお，この奨学金は給付型の奨学金で，返還の必要はありませ

ん。 

（福井大学ウェブサイト奨学金制度のページより抜粋）
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■ 採用状況 

ＳＡの種類 
学部・ 

大学院 

平成 26 年度実績 

人数(人) 従事時間総計(h)

・ホームカミングデーの企画・運営スタッフ

・学生企画講演会の企画・運営スタッフ 

・広報スタッフ 

・就職サポーター 

・入試広報学生スタッフ  他 

学部 286 5,487

大学院 63 3,003.5

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 
（事務局資料） 

 

  

■ 福井大学運営活動貢献認定書の授与式（平成 27 年３月 20 日 ７名授与） 

 

※モチベーション向上のため，SA として顕著な活動を行った学生に運営活動貢献認定証を授与している。

 

■ SA 制度に対する学生からのコメント例 

（事前研修会におけるコメント） 
・新しいことに挑戦でき，大学内の時間を有効に利用でき，人脈をつくれ，収入が得られるため，

学生にとってありがたい制度である。 
・普通のアルバイトと異なり，自分で企画して運営しなければいけないものもあり，自己の成長

に繋がる。 
・大学業務に携わることで，大学に愛着を持つことができる。 
・他学部の学生と交流することができる。 
・大学の職員と関わることができ，大学を運営する側に立った見方ができるようになる。 
 

（事後研修会におけるコメント） 
・視野が広がった。コミュニケーション能力が向上した。 
・人との付き合い方を学んだ。 
・語学力がアップした（語学センター，留学生サポーター）。 
・人に教えることで自分自身の学力が上がった（ラーニング・アドバイザー）。 



 

⑦

 

資

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦－４ こ

1-3-1-2

資料 1-3-1-2-19

■ 平成 2

取りまと

●奨学金

  

    

（実施状況の

（判断理由）

１．メンタル

携した，

２．メンタル

化すると

相談能力

する学生

３．留学生へ

ターを設

る。 

４．“良好な

極的に支

５．入学料

生への経

６．新たに設

７．当初策定

調に実施

果があが

これら経済的

2-19）。 

9 経済的支援に

1 年度および平

め，比較した

・授業料免除等

  ※第１期中

（十分～や

（平成

の判定） 実

 

ルヘルス対策

生活支援に

ルヘルスを含

とともに，様

力向上のため

生の好評はそ

への生活支援

設置し,生活

な人間関係構

支援した。 

・授業料免除

経済的支援を

設置した SA

定した学生の

施され，学生

がった証左で

 

的支援に対

に対する学生の満

平成 27 年度に

た。 

等経済的支援に

中期目標期間末と

や満足と回答し

成 21 年度および

実施状況がお

策室の設置を

に一括して対

含めた健康相

様々な生活支

め FD・SD 活

その成果であ

援を含め教育

活面，学習面

構築力”を涵

除に係る免除

を強化した。

制度は，大

の成長の場と

生からの満足

であり，関係
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する学生の

満足度  

に実施した「教

について，あ

と比較して，第

した割合）は 5.7

び平成 27 年度「

おおむね良好

を含め，学生

対応できる教

相談に十分対

支援を実施し

活動等を積極

ある。 

育研究の国際

面等に係る相

涵養するもの

除方法の改善

これら経済

大学機関別認証

としての大学

足度が第１期

係者の満足度

の満足度は良

教育・研究に対

なたはどの程度

２期中期目標期

7％向上している

「教育・研究に対

好である 

生総合相談室

教職協働体制

対応できるよ

し，学生から

極的に実施し

際交流活動を

相談対応に対

として課外

善，独自の奨

済的支援に対

証評価で優れ

学にふさわし

期に比して概

度の高い生活

良好であり

対する意識・満

度満足してい

期間末では，学生

る。 

（数値

対する意識・満足

室と保健管理

制を整備した

う，保健管理

ら好評を得た

ており，窓

を一体化する

する留学生

活動等をハー

奨学金制度（

対する学生の満

れた点として

い環境づく

概ね向上して

活支援体制が

福井大学

，向上した

満足度調査」の

ますか。 

 

生の満足度 

値は回答者数を

足度調査」結果

理センターが密

た。 

理センター機

た。さらに，教

口での学生対

るため国際交

の満足度は良

ード・ソフ

（7 件）の設置

満足度は良好

てあげられた

りを進める方

いることは十

が整備された

学 教育 

  

た（資料

の結果を

を示す） 

果より抜粋） 

密接に連
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計画１－３－

了生の高い就

社会等と協働

（就職支援関

①－１ 「学

個々の

1-3-1-3

資料 1-3-1-3-1 
 

■ 専任キ

①－２ 就職

加等，成

れ，広く

資料 1-3-1-3-2 

１．キャリア

 

福井大学

企業などか

化し，学内

マートフォ

「キャリア

る。①メー

相談等の相

OG就職活動

ない本学独

進める上で

る。 

－１－３「就

就職率を維持

働し，実践す

関係） 

学部・大学院

学生にきめ

3-1）。 

きめ細かい就

キャリアカウン

職支援に係る

成果があがっ

く紹介された

就職活動支援

 

アサポートシス

学独自の就職支

からの求人票の

内や自宅のパソ

ォンを使用して

アサポートシス

ールマガジン，

相談，④学内ガ

動体験記 等の

独自の情報提供

で必要不可欠な

就職支援室を

持する。また

する。」に係

院就職委員

め細かい就職

就職支援体制 

ンセラーを配置

る様々な取組

った（資料 1

た（資料 1-3

援に係る主な取組

ステムを利用し

支援システムと

の情報をデータ

ソコンや携帯電

て WEB 上で閲覧

ステム」を構築

②求人情報，

イダンス動画

の外部ナビサイ

供を行い，就職

なインフラとな
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を中心として

た，各学部・

る状況【★

（就職担当教

職サポートが

置する等，「就

組を実施し,

1-3-1-3-2，

3-1-3-4）。

組  

したトータル支

として，

タベース
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覧できる

築してい
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画，⑤OB・

イトには
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なってい

て，積極的な

研究科の実
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教員）」と「

ができる教

就職支援室」機

就職ガイダ

3）。これら

支援システムの

な就職支援を

実情に即し，

就職支援室」

職協働体制

機能を強化した

ンス実施回数

の取組はメ

の構築 

福井大学

を推進し，卒業

キャリア教育

」が情報を共

制を整備した

た。 

（事

数・参加者数

ディアから

学 教育 

  

業生・修

育を地域

共有し，

た（資料

事務局資料） 
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２．就職活動

就職支援

底した就職

動支援を実

は，年間 50

就職活動に

る。 

２－① 就職

２－② OB・O

企業等で

け，業界・

マッチを防

２－③ 学内

学生の企

活動を取り

ならず OB・

解禁月の開

学部合同企

月 日 ガ

27日（金） 内定者による就職

2日(水) SPI３模擬試験

3日(木) SPI３模擬試験

内定者による就職

グローバル人材

16日（水） 【NEW】SPI３模擬

18日(金) キャリアデザイン

27日(水) 企業訪問(東海ゴ

29日(金) ファクトリーツアー

8日(月) 企業訪問(アイシン・

18日(木) 企業訪問(フクビ

19日(金) 企業訪問(福井村

24日(水) 企業訪問(セーレ

25日(木) 企業訪問(松浦機

26日(金) 企業訪問(福井鋲

29日(月) 企業訪問(アイシ

3日（金） 教職ガイダンス1

3日（金） 進路選択スタート

4日（土） 進路選択スタート

10日（金） 自己分析講座

10日（金） 日本経済新聞　新

17日（金） 業界・企業研究講

24日（金） エントリーシート作

業界・企業研究講

エントリーシート作

Graxisによるセミ

5日(水) トヨタ内定者塩見

7日（金） 筆記試験対策講

12日(水) SPI３模擬試験

13日(木) SPI３模擬試験

メイクアップ講座

女子学生のため

OB・OGによる業

OB・OGによる業

21日（金） 面接対策講座 第

26日（水） OB・OGによる業

28日（金） 面接対策講座 第

1日（月） OB・OGによる業

1日（月） OB・OGによる業

3日（水） OB・OGによる業

5日（金） 集団グループデ

5日（金） OB・OGによる業

12日（金） 人事担当者によ

19日（金） 産学官連携本部主

9日（金） 企業内定者・公務

16日（金） 企業内定者・公務

6日（金） 教職ガイダンス2

11日（水） ANA講師による就

自己分析講座

業界・企業研究講

エントリーシート作

合同企業説明会

就活マナー・身だ

5日(木） 教育地域科学部

13日（金） 建築・建設業界研

13（金）-18（水） 学内合同企業説明

6月

就活マナー・身だ

31日（金）

3月

9月

就職活動再スター

14日（金）

2月

1月

10月

11月

10日（火）

12月

15日（金）

4日（金）

8月

7月

花王メイクアップ

17日（月）

27日（金）

26日（木）

 

支援事業の展

援室と各部局就

職支援サポート

実施している。就

回以上のガイ

に慣れない学生

ガイダンス内

OG 参加による

で働く先輩から

企業を多面的

防ぐことに努め

合同企業説明

企業情報に触れ

持つ機会とし

・OG を招いて

開催しており，

企業説明会：24

ガイダンス名

職活動体験報告会 第1弾 内定者が教え

SPIとは？+模

SPIとは？+模

職活動体験報告会 第2弾 内定者が教え

育成セミナー 世界へのチケ

擬試験 SPIとは？+模

ン入門セミナー どんまゐ鈴木が語る

これからの就

相談会

ゴム工業,トヨタ紡織) 企業訪問in愛

ー＆リラックスミーティング 企業見学・経

・エイ・ダブリュ,日本特殊陶業) 企業訪問in愛

化学工業) 企業訪問in福

村田製作所) 企業訪問in福

レン) 企業訪問in福

機械製作所) 企業訪問in福

鋲螺) 企業訪問in福

シン・エイ・ダブリュ工業) 企業訪問in福

1 教員採用試験の

トアップ講座 就職活動の概

トアップ講座 就職活動の概

自己分析～ツー

新聞の読み方講座 日経新聞で時

講座 業界・企業研究

作成講座 第1弾 エントリーシー

講座 ブラック企業の

作成講座 第2弾 エントリーシー

ミナー

見君と話そう会 塩見君と話そ

講座 筆記試験対策

SPIとは？+模

SPIとは？+模

就活マナー講

スーツの着こ

座 女子学生のた

めの就職支援セミナー 働く女性から

業界・企業研究会(part1) 福井市役所・福井銀

業界・企業研究会(part2) 福井村田製作所・アイシ

第1弾 面接対策講座

業界・企業研究会(part3) 大林組・大和

第2弾 面接対策講座

業界・企業研究会(part4) 福邦銀行・福

業界・企業研究会(part5) アイシン精機・日産自

業界・企業研究会(part6) デンソーテクノ・富士通

ィスカッション体験講座 集団グループ

業界・企業研究会(part7) セーレン・サカイオ

る業界・企業研究会1 人事担当者の

主催 キャリアアップセミナー キャリアアップ

務員合格者による就職相談会 企業内定者・公務

務員合格者による就職相談会 企業内定者・公務

2 教員を目指す

就職活動のためのマナー講座 就職準備セミ

自己分析講座

講座 業界・企業研究

作成講座 エントリーシート作

会直前講座 合同企業説明

だしなみ講座 就活マナー・

部学内合同企業説明会 教育地域科学

研究セミナー 合説直前に確認すべ

明会 13日(建築)14

平成26年度　福井大

だしなみ講座

ート講座＆相談会※

プセミナー(2回開催)
就活メイクを

(

開 

就職委員会が連

体制の下，様々

就職ガイダンス

ダンスを開講

生の不安解消に

容 

る業界・企業研

ら生の声を聞く

的に理解するこ

めている。 

会 

れる機会と具体

して，県内外の

の合同企業説

その規模を拡

40 社⇒320 社⇒

各講演名 時間

える就職活動のイロハ 13:00～14:30 内

模擬試験に挑戦!! 16:30～18:00 株

模擬試験に挑戦!! 16:30～18:00 株

える就職活動のイロハ 13:00～14:30 内

ケットをその手で掴め!! 17:00～18:30 内

模擬試験に挑戦!! 16:30～18:00 株

「人生を変える夏休みの過ごし方」 13:00～14:30 就

就職活動について 15:00～16:00 株

16:00～17:00 就

愛知 6:35～18:30 就

経営者との懇談会 13:00～19:45 就

愛知 6:20～19:30 就

福井 12:50～16:00 就

福井 12:50～17:00 就

福井 12:50～17:00 就

福井 12:50～16:00 就

福井 12:50～17:00 就

福井 12:50～17:00 就

の最新の動向と学習対策 13:00～14:30 時

概要・今後のスケジュール 13:00～14:30 就

概要・今後のスケジュール 13:00～14:30 就

ールを活用した自己分析 13:00～14:30 株

時事問題に強くなろう!! 14:45～16:15 日

究の意義と方法について 13:00～14:30 株

ート作成講座～基礎編～ 13:00～14:30 株

の見分け方 14:45～16:00 海

ート作成講座～実践編～ 13:00～14:30 株

14:45～16:15 Gr

そう 14:45～15:45 材

策講座 13:00～14:30 株

模擬試験に挑戦!! 16:30～18:00 株

模擬試験に挑戦!! 16:30～18:00 株

講座 13:00～13:45 福

こなし講座 13:45～14:30 青

ためのメイクアップ講座 14:45～16:15 株

らのメッセージ 16:15～16:45 男

行・江守グループホールディングス 10:30～12:00 就

シン・エィ・ダブリュ工業・松浦機械製作所 16:30～18:00 就

座～基礎編～ 13:00～14:30 株

ハウス工業・福井県庁 14:45～16:15 就

座～実践編～ 13:00～14:30 株

井県庁・福井県警察署 10:30～12:00 就

自動車・川重岐阜エンジニアリング 16:30～18:00 就

通北陸システムズ・福井コンピュータ 14:45～16:15 就

ディスカッション体験講座 13:00～14:30 株

オーベックス・フクビ化学工業 14:45～16:15 就

の視点とは 13:00～14:30 CK

プセミナー 13:00～16:00 企

務員合格者による就職相談会 13:00～16:00 就

務員合格者による就職相談会 13:00～16:00 就

す人のために 13:00～15:00 時

14:45～16:15 花

16:30～18:00 花

ミナー 13:00～15:00 AN

座 13:00～14:00

究の意義と方法について 14:15～15:15

作成講座～基礎編・実践編～ 15:30～16:30

明会の歩き方 13:00～14:30

身だしなみ講座 14:45～16:15

学部学内合同企業説明会 13:00～17:00 就

べきこと／大学院進学のすすめ 12:30～13:30 就

4～18日(全体)計330社 就

大学学内就職ガイダンス

株

株

を実際にやってみよう!
(先着64名)

1－294

連携した，徹

々な就職活

スについて

講しており，

に努めてい

研究会 

く機会を極力

ことによりミ

体的企業へ就

人事担当者の

説明会を例年就

拡大している（

⇒360 社）。 

講師所属 参加者

内定者、就職支援室
-

7/4に集

株式会社リクルートキャリア 37

株式会社リクルートキャリア 9

内定者、就職支援室 29

内定者、就職支援室 32

株式会社リクルートキャリア 9

就職支援室 20

株式会社マイナビ

就職支援室

就職支援室 8回計１

就職支援室 10

就職支援室 -

就職支援室 -

就職支援室 -

就職支援室 -

就職支援室 -

就職支援室 -

就職支援室 -

時事通信社 66

就職支援室 2日計4

就職支援室 -

株式会社ダイヤモンド・ビッグリード 276

本経済新聞 37

株式会社ディスコ 158

株式会社マイナビ 226

海道法律事務所 63

株式会社マイナビ 157

raxis 20

材料開発工学科　塩見くん 8

株式会社リクルートキャリア 122

株式会社リクルートキャリア 42

株式会社リクルートキャリア 23

福井銀行　小川さん

青山商事(洋服の青山)

株式会社POLA 30

男女共同参画推進センター 2

就職支援室 20

就職支援室 15

株式会社マイナビ 154

就職支援室 29

株式会社マイナビ 48

就職支援室 12

就職支援室 36

就職支援室 21

株式会社マイナビ　肌附　直幸様 41

就職支援室 30

KD株式会社　山田大樹様 80

企業40社が出展 291

就職支援室 16

就職支援室 15

時事通信社 10

花王 4

花王 8

NAビジネスソリューション株式会社 60

就職支援室 80

就活サポーター 8

就職支援室 1653

5044

15

116

180

200株式会社マイナビ

株式会社マイナビ

設

ッ

職

み

就職

（工

者数

約

１４

492

3

4
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２－④ 個別

通年にて

り話ができ

マッチを防

２－⑤ 企業

業界・企

休み期間中

県内企業を

じ，就職活

会を提供し

２－⑥ 福井

県外での

を全国５ケ

利用できる

を得ている  

企業説明会 

て，１社１教室

きる個別企業説

防ぐことに寄与

訪問 

企業理解，商業

中に企業訪問を

を訪問し，職場

活動が本格化す

している。 

大学サテライ

の就職活動を支

ケ所に設置して

るようしており

る。 

室 90 分にて少

説明会を開催

与している。

業間早期構築の

を行っている。

場見学や OB・O

する前に様々な

トキャンパス

支援する「第二

て，学生証を提

，県外での就

3月 14

3 月 14

3 月 15

3 月 15

3 月 16

3 月 16

3 月 1

3 月 1

3 月 18

3 月 18

1－295

少人数にてじっ

しており，ミ

の一助として，

福井県内と愛

OG との交流を

な企業に触れる

 

二の就職支援室

提示すれば無料

就活学生より好

4日（月）午前の

4日（月）午後の

5日（火）午前の

5日（火）午後の

6日（水）午前の

6日（水）午後の

7日（木）午前の

7日（木）午後の

8日（金）午前の

8日（金）午後の

く

ス

夏

愛知

を通

機

室」

料で

好評

部 【全業界】 時

部 【全業界】 時

部 【全業界】 時

部 【全業界】 時

部 【全業界】 時

部 【全業界】 時

部 【学校・公務員

部 【建築・土木】

部 【小卸売・サー

部 【全業界】 時

時間/10:00～13:0

時間/14:00～17:0

時間/10:00～13:0

時間/14:00～17:0

時間/10:00～13:0

時間/14:00～17:0

員・金融保険】 

】 時間/14:00～

ービス業】 時間

時間/14:00～17:0

福井大学

（事務

00  50 社 

00 50 社 

00 50 社 

00 50 社 

00 50 社 

00 50 社 

時間/10:00～13:

～17:00 50 社 

間/10:00～13:00 5

00 50 社 

学 教育 

  

務局資料）

00 50 社 

0 社 
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平成22

■ 就職・

（人） 

 
 
 
 
 

福井

就職支援活動

福井大学にお

9

39

857

4,143

2年度 平成23年度

実施回数（回）

0
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1,400
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平成
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井大学の取組

動の成果例（実施

おける就職支援活

44

61

4,080

5,0

平成24年度 平成25

参加者数（人）

43

97
293 4

成21年度 平成22年度

実施回数（回）

ンス実施件数＆

■ 個別企

はマスコミも注

1－296

施件数・参加者数

活動に対するメデ

1 62

014
5,044

5年度 平成26年度

132471

984

度 平成23年度 平

） 参加者数

＆参加者

企業説明会実施

注目 

数の増加） 

ディアからの反

0
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343
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平成22年

企業数

153

21

1,008

平成24年度 平成25
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■ 来訪

施件数＆参加者

（回

響 

382
505

度 平成23年度 平成24

数

10
240

1,358

1,766

5年度 平成26年度

企業数推移 

者推移 
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①－３ 卒業

第 1 位と

内の離職

ものであ

資料 1-3-1-3-5 

資料 1-3-1-3-6 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

業生の就職率

と高く，高い

職率は 7.1％

ある（資料

本学卒業生の

本学卒業生の

 

率は，外部ラ

い就職率が維

％（全国平均

1-3-1-3-6）。

の高い就職率の維

の低い離職率 
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ランキングで

維持された（

均 31.0％）と

。 

維持 

で複数学部を

（資料 1-3-1-

と低く，これ

有する国立大

-3-5）。さら

れは就職支援

福井大学

大学法人中

に，在職期

の質の高さ

（事

（事務

学 教育 

  

８年連続

間３年以

を表わす

事務局資料）

務局資料）
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①－４ 就職支援への取組は，総理官邸での平成 26 年度「まち・ひと・しごと創生に関

する有識者懇談会」にて紹介される等，高く評価された（資料 1-3-1-3-7，8）。 

 

資料 1-3-1-3-7 「まち・ひと・しごと創生に関する有識者懇談会」の配付資料（一部抜粋） 

 

 

 

                                    

                                    

                                    

                                    

                                    

                                    

                                    

                                    

  

■ 平成 26 年度８月 26 日総理大臣官邸にて開催され，寺岡理事（教育・学生担当）副学長が大学界

を代表して発言。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【「まち・ひと・しごと創生に関する有識者懇談会」配付資料】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ 福井大学における地元企業就職への取組（1）

３．地域とのﾈｯﾄﾜｰｸ構築
・福井県産業界や地域と密着
した人間力育成事業の実施
（教育地域科学部：探究ﾈｯﾄ
ﾜｰｸ、地域課題ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ）

・産学官連携本部協力会企業
(県内企業177社)との連携
(会員企業による合同企業説
明会/県内企業68社参加)

・福井県経営者協会がﾏｯﾁﾝｸﾞ
するｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ（県内企業に
81名ｴﾝﾄﾘｰ）

・ﾊﾛｰﾜｰｸ、ｼﾞｮﾌﾞｶﾌｪとの連携

・福井県との連携（“福井県
モノづくり企業”見学ﾊﾞｽﾂ
ｱｰ、ふくい雇用ｾﾐﾅｰに参
加）

２．中小企業の魅力紹介
・福井県中小企業団体中
央会との連携

・商工会議所と連携によ
る企業説明会

・企業訪問による人材
ニーズ発掘

１．地元企業の魅力紹介
・福井県内企業見学バス
ツアーの実施（6社）

・個別企業説明会実施
（H26年県内企業延68
回計559名参加）

・合同企業説明会実施
（県内企業団体80）

・就職支援室に地元金融
機関出身者配置（地元
企業とのパイプ役）

地元中小企業との
ファクトリーツアー＆交流会

○福井県出身者の高い地元就職率
教育地域科学部：92％、医学部：89％、工学部：78％（平成26年度卒業生）

○地域を支える優れた人材の輩出
福井県の教員41％、福井県の医師29％、福井県のエンジニア40％

○高い就職率（96.1％）と低い離職率（7.1％）
大学通信調査「全国大学就職率ランキング」複数学部を有する国立大学で就職率8年連続1位（2007～2014年度）

強
み

福
井
大
学
の
取
組

バスツアーによる地元企業訪問

Ⅱ 福井大学の就職状況（2）

安倍総理大臣が来福し、本学学生と懇談

石川県及び福井県下訪問 平成27年4月11日

４月 11 日（土）に，福井商工会議所内「ふくいジョブ

カフェ」において，末学学生と卒業生が，地元福井への就

職について，安倍総理と懇談しました。 

はじめに，大橋就職支援审長から，末学はきめ細やかな

就職支援活動を展開し，複数学部をもつ国立大学の中で７

年連続 1 位の高い就職率を誇っていること等の紹介があ

り，福井県の杉末副知事から，末県の雇用や UI ターン政

策について説明がありました。 

続いて，現在就職活動中の学生２名と福井県内企業に就

職した卒業生３名の紹介があり，それぞれ地元就職への思

いや就職活動について語りました。大学院工学研究科博士

前期課程電気・電子工学専攻２年の单部卓也さんは「エン

ジニアとして福井の企業を元気にしたい。」と話し，今春

工学部生物忚用化学科を卒業し前田工繊株式会社に就職

したベトナム人留学生 Nguyen Van Vuong さんは「福井が

好きで，就職支援审を頼りに自分の夢が实現できる県内企

業に入社することができた。この企業はベトナムにも工場

があり，今後はベトナムと福井をつなぐ架け橋になりた

い。」と話しました。安倍総理からは「国としても，地方

創生の観点から地元での就職率を高め，雇用を創出してい

きたいと考えている。東京を経由しなくても，地方から世

界に繋がっていく時代になってきている。みなさんの活躍

に期待しています。」とエールが贈られました。 

 

（事務局資料） 

この部分は著作権の関係で掲載できません。



福井大学 教育 

 1－299   

資料 1-3-1-3-8 福井県経営品質賞受賞に係る審査結果（一部抜粋） 

 

■「福井県経営品質賞」概要 

 福井県経営品質賞委員会に任命された審査員による審査チームが，申請組織の経営の状態を「ア

セスメント基準書に基づく客観的かつ厳正な審査を行い，経営革新のモデルとしてふさわしい組織

を表彰する制度 

 

■ 就職支援体制は，日本経営品質賞アセスメント基準に基づき，審査を通じて「強み」と認められた。 
 
 

【顧客・市場の理解を通じて地元企業との連携体制を構築し，その結果高い就職率を実現】 

 各課・室における顧客市場の理解は，就職支援室による就職先企業に対しての「福井大学の教

育についてのアンケート調査」の毎年の実施，産学官連携本部，産学官コーディネーター，研究

分野での URA オフィスなど，地域連携の事務局の主導的な活動により科学技術の発展と地元の企

業の特殊性を活かし深耕している。こうした活動が学生就職支援課の学生と個別企業とのお見合

い方式によるマッチングアップや，地域密着と COC 事業のしくみをつくり改善しており，産学官

連携協力会 200 社超，共同研究件数，特許出願数など地域企業との協力の比率が年々アップし，

広く「ふくい方式」として認知され，他組織からのベンチマーキングを受けるまでに特色づけら

れている。これらを活用し，共同研究件数がアップ（比率 27％）することに加え，企業側の理解

が更に深まり，就職支援室の学生と企業ニーズのマッチング率が高まった結果として，卒業生数

1,000 人以上の国公私立大学で４年連続，複数学部を有する国立大学では７年連続して就職率が

全国一を維持している。さらに，卒業就職後３年以内の離職率が全国平均の 31％に比べ 7.1％と

非常に低い結果に繋がっている。 
 

（福井県経営品質賞審査結果より抜粋） 

 

（事務局資料） 
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①－５ 国際

を積極的

資料 1-3-1-3-9 

  

■ 留学生就

■ 留学生の

（※祝日及

第１回 10月3日

第２回 10月10日

第３回 10月17日

第４回 10月24日

第５回 10月31日

第６回 11月7日

第７回 11月14日

第８回 11月28日

第９回 12月5日

第１０回 12月12日

第１１回 12月19日

第１２回 1月23日

第１３回 1月30日

第１４回 2月6日

第１５回 2月13日

第１６回 2月20日

第１７回 2月27日

第１８回 3月6日

第１９回 3月13日

第２０回 3月20日

講義日程

■受講期間 ： 平成２

■時　　  間 ： １３：３

■会　　  場 ： 福井大

際交流センタ

的に行い，一

留学生に対す

就職支援プログ

の国内就職実績

び12月26日、1月16日

講義テーマ

オリエンテーション
キャリアデザイン①

社会人基礎力①

ビジネス日本語①

ビジネス日本語②

キャリアデザイン②

社会人基礎力②

キャリアデザイン③

ビジネス日本語③

ビジネス日本語④

社会人基礎力③

キャリアデザイン④
前半まとめ

キャリアデザイン⑤

ビジネス日本語⑤

直前対策講座①

直前対策講座②

直前対策講座③

直前対策講座④

就職活動期実践講座①

就職活動実践講座②　

就職活動期実践講座③
全体まとめ

平

２６年１０月３日　～　平

３０ ～ １５：３０

大学国際交流センターラ

ターでは，留

一定数の就職

する就職支援と就

グラムと就職説

績（平成 23 年

日を除く）

プログラム受講に当た
日本での就職活動を成
就職活動の流れ、企業

学生から社会人へ、キ
就職活動を行うに当た

就職活動に必要な日本

就職活動に必要な日本

自己分析、企業・業界

ビジネスマナー　就活

エントリーシート対策Ⅰ

自分を知る、企業への

自己ＰＲ・志望動機を上

企業人事担当者からの
日本企業で就職するに

エントリーシート対策Ⅱ

面接での立ち振る舞い
相手に好印象を与える

ディスカッション・面接

第１回模擬面接、面接

就職活動のポイント総
面接対策Ⅰ、グループ
就職活動実践期に向

第3回模擬面接、面接
エントリーシートの書き

第2回模擬面接、面接
グループディスカッショ

第5回模擬面接、面接
エントリーシートの書き

第4回模擬面接、面接

第6回模擬面接、面接
模擬面接の振り返り、

平成２６年度　福

成２７年３月２０日の毎

ラウンジ

≪講義内容・

1－300

留学生就職支

職者数を維持

就職者数  

説明会・相談会

度～平成 27 年

講義内容

たって
成功させるために
業が留学生に期待すること

キャリアビジョンの明確化
たっての心構え

本語　総論

本語　各論

界研究

活に向けて

Ⅰ、自己ＰＲと志望動機

の自己紹介

上手く伝えるには

のメッセージ
に当たっての心構え

Ⅱ、筆記試験対策

い、ビジネスマナー
るために心得ておくべきこと

に必要な日本語

接トレーニング

総チェック、今後取るべき動
プディスカッション
けたオリエンテーション

接トレーニング
き方実践①

接トレーニング
ョン

接トレーニング
き方実践②

接トレーニング

接トレーニング
全体まとめ

福井大学　日程

毎週金曜日　

スケジュール≫

支援プログラ

持した（資料

会等 

年度） 

と
中部産業

中部産業

ＩＣ　ＮＡＧＯ

ＩＣ　ＮＡＧＯ

中部産業

中部産業

中部産業

ＩＣ　ＮＡＧＯ

ＩＣ　ＮＡＧＯ

企業担当

中部産業

と
中部産業

ＩＣ　ＮＡＧＯ

中部産業

動き

中部産業

中部産業

中部産業

中部産業

中部産業

中部産業

程表

ムの開講な

料 1-3-1-3-9）

（講

連盟 若木　風薫

連盟 杉藤　里美

ＯＹＡ 未定

ＯＹＡ 未定

連盟 浦野　貴

連盟 杉藤　里美

連盟 安藤　保彦

ＯＹＡ 未定

ＯＹＡ 未定

当者 未定

連盟 安藤　保彦

連盟 浦野　貴

ＯＹＡ 未定

連盟 安藤　保彦

連盟 浦野　貴

連盟 若木　風薫

連盟 浦野　貴

連盟 安藤　保彦

連盟 浦野　貴

連盟 浦野　貴

講師

福井大学

ど留学生の就

）。 

講義受講風景）

学 教育 

  

就職支援
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（事務局資料） 

 

  

■ 具体的な就職支援の取組 

（国際交流センターウェブサイトより抜粋）



 

①

 

資

 

 

資

 

 

 

 

①

 

 

①－６ 就職

1-3-1-3

資料 1-3-1-3-10

■ 平成 2

取りまと

●進学・就

  
    

資料 1-3-1-3-11 

●自分の進

  

    

（個性の伸長

①－７ 卒業

しごと創

に強い福

長に向け

らすもの

職支援に対す

3-10）。また

0 就職支援等に

1 年度および平

め，比較した

就職支援（指導

  ※第１期中

（十分～や

 

（平成

 

就職先等に対

進学・就職先

  ※第１期中

（十分～や

 

（平成

長） 

業生の就職率

創生に関する

福井大学」の

けた戦略①に

のである。 

 

する学生の満

，学生は自身

に対する学生の満

平成 27 年度に

た。 

導教員，就職支

中期目標期間末と

や満足と回答し

成 21 年度および

対する学生の満足

（卒業・修了予

中期目標期間末と

や満足と回答し

成 21 年度および

率の国立大学

る有識者懇談

の就職支援力

に不可欠な高

1－302

満足度は良好

身の就職先等

満足度  

に実施した「教

支援室等）につ

と比較して，第

した割合）は 8.5

び平成 27 年度「

足度 

予定者のみ）

と比較して，第

した割合）は 6.0

び平成 27 年度「

学法人中８年

談会」での紹

力がさらに向

高度専門職業

好であり，第

等に概ね満足

教育・研究に対

ついて，あな

２期中期目標期

5％向上している

「教育・研究に対

について，あ

２期中期目標期

0％向上している

「教育・研究に対

年連続第１位

紹介等の高い

向上したこと

業人の社会へ

第１期に比し

足している（

対する意識・満

たはどの程度満

期間末では，学生

る。 

（数値

対する意識・満足

なたはどの程度

期間末では，学生

る。 

（数値

対する意識・満足

位，平成 26 年

い評価は本学

の証左であ

への輩出の質

福井大学

して，向上し

（資料 1-3-1-

満足度調査」の

満足していま

 
生の満足度 

値は回答者数を

足度調査」結果

度満足してい

 

生の満足度 

値は回答者数を

足度調査」結果

年度「まち

学の個性であ

あり，これは個

質的・量的向

学 教育 

  

た（資料

-3-11）。 

の結果を

すか。 

を示す） 

果より抜粋） 

ますか。 

を示す） 

果より抜粋） 

・ひと・

る「就職

個性の伸

上をもた



福井大学 教育 

 1－303   

（キャリア教育関係） 

②－１ 地域社会と協働したインターンシップ制度を整備しており，学生からの評価も概

ね高く，満足度も向上した（資料 1-3-1-3-12～14）。 

 

資料 1-3-1-3-12 インターンシップ制度（学士課程）の概要 
 

学 部 インターンシップ名 概  要 

教育地域科学部 福井県インターン

シップ 

希望者のみ，福井県経営者協会が実施する福井県イン

ターンシップに参加している。本インターンシップは，地

元企業だけでなく官公庁をはじめ多くの公共機関が受入れ

先として登録されており，地域の諸課題に対して理解を深

める貴重な機会となっている。 

また，平成26年度においては「産業界のニーズに対応し

た教育改善・充実体制整備事業【テーマB】インターンシッ

プ等の取組拡大」に，平成27年度においては「大学教育再

生加速プログラム（インターンシップ等を通じた教育強

化）」に福井大学をはじめ中部圏の大学が共同で申請，採択

され，各地域における取組等について情報共有を行った

（P1-100 前掲資料1-1-2-1-18）。 

工学部 福井県インターン

シップ 

 希望する学生は福井県経営者協会が担当している「福井

県インターンシップ制度」に申し込み，同協会が企業等と

調整の上，受入れ先を決定する。学生は同協会が実施する

事前研修会に参加して，インターンシップの意義，心構え

及びマナー等を学ぶ。インターンシップが終了すると報告

書を作成して提出するとともに，同協会が実施する事後報

告会に出席して他の学生と意見を交換しながら成果を振り

返る。後日，更に本学においても学内報告会を開催して，

所属学科の教員立会のもと，インターンシップで学んだこ

と等を報告する。各学科の教員は受入れ先から提出された

評価票や報告会への出欠等に基づき成績を決定し，認めら

れた者には１単位が付与される。 

 
 

  

（事務局資料）



 

資

 

資料 1-3-1-3-13

■ インター

※派遣先企業

企業情報の

改善を図っ

め，結果と

 

■ インター

平成 21 年

比較した。
 
     

     

■ インター

・インターン

あるが，具

ューや企業

風になりた

・インターン

本当に自分

自分の目で

福井の駅前

体験するこ

るきっかけ

・インターン

た。社会に

ので，学生

と実感した

味関心のあ

活を通して

のために，

・社会に出た

イトなどを

きたい。社

たくさんの

・今回のイン

を得たい」

＜県内＞

教育地域科学部

工学部

合　　計

＜県外＞

部局等

工学部

部局等

3 学士課程にお

ーンシップ修了

業等からの意見聴

のホームページ

った。それに伴

として修了学生数

ーンシップ等実

年度および平成

。 

 ●インター

  ※第１期中

（十分～や

（平成 2

ーンシップ参加

ンシップ活動を

具体的なイメー

業の規模などに

たいのかという

ンシップに参加

分に向いている

で職場を見て，

前をどのように

ことができ，今

けとなった。 
ンシップの参加

にでたら，複数

生のうちに複数

た。そのため，

ある分野に就職

て自分の興味関

様々な経験を

たら，学生の頃

を通して，目上

社会に出たら教

の本を読んで，

ンターン体験は

という願いは

 

28

45

73

平成21年度

0

平成21年度

おけるインター

了者数の推移

聴取結果に基づ

での周知等によ

い，インターン

数が減少してい

実地体験に参加

27 年度に実施し

ーンシップ等実地

中期目標期間末

や満足と回答し

21 年度および平

加学生からのコ

を通して，それ

ージを作り始め

に左右されるの

うイメージを，

加する前は，公

るのか不安であ

体験すること

に発展するかと

今まではあやふ

加を通じて，社

数の人と協力し

数の人と協力し

ボランティア

職することが大

関心はどの分野

を積んで，見識

頃とは違い，幅

上の人とのコミ

教養が必要にな

幅広い教養を

はとても刺激に

は達成され，今

38

65

103

度 平成22年度

7

度 平成22年度

1－304

ンシップ制度の

 

づき，平成 24 年

よって学生に対し

ンシップ参加者が

いる。 

加した学生の満

した「教育・研究

地体験について，

末と比較して，第

した割合）は 6.3

平成 27 年度「教

コメント（一部

れまで深く考え

めることができ

のではなく，そ

具体的に持つ

公務員を目指し

あったが，今回

とができたので

という問題や，

ふやに考えてい

社会で実際に働

して，人との関

して一つのこと

ア活動などに積

大切だというこ

野にあるのかと

識を広げて選択

幅広い年齢層の

ミュニケーショ

なると，アドバ

を身につけられ

になり，私の当

今後の人生設計

(長

43

87

130

平成23年度

6

平成23年度

の実績 

度から，志望理

してインターン

が明確な目的意

満足度 

究に対する意識・

あなたはどの

第２期中期目標期

3％向上している

教育・研究に対す

部抜粋） 

えたことのなか

きた。また，職

その会社に入っ

つことが重要だ

してはいるが，

回インターンシ

で，とてもいい経

商店街の振興

いた将来をもう

働くことの大変

関わりの中で仕

とを達成する経

積極的に参加し

ことを教えてい

ということを考

択肢を幅広いも

の人と関わり合

ョンの取り方や

バイスをいただ

れるようにな

当初の動機であ

計をより深める

長期) (一般) (長期

0 18 0

7 40 3

7 58 3

2

平成24年度 平

平成24年度 平

理由書の提出，イ

シップの参加目

識を有した意欲

満足度調査」の

程度満足してい

期間末では，学生

る。 

（数値

する意識・満足度

かった就職につ

職業を選択する

って自分が何を

だと感じた。 
一体どのよ

シップで市役所

経験になった。

興についてなど

少し具体的に

変さや，やりが

仕事をする環境

経験を数多く積

していこうと思

いただいたので

考え，見つけて

ものにしていき

合うことが多く

や，接客に必要

だいたのでこれ

りたい。 
ある「就職につ

ることができた

期) (一般) (長期)

0 29 1

3 38 10

3 67 11

15

平成25年度 平成

平成25年度 平成

（福井県経営者協会を通

福井大学

インターンシップ

目的を認識させる

欲的な学生に絞

の結果を取りまと

いますか。 

 
生の満足度 

値は回答者数を

度調査」結果よ

ついて，少しず

る際には，ネー

をしたいのか，

うなことをす

所に行くことが

。私が今学んで

ど，興味のある

に考えてみよう

がいを学ぶこと

境がほとんどだ

積んでおく必要

思う。また，自

で，これからの

ていきたいと思

きたい。 
くなると思うの

要なマナーを学

れから先の学生

ついて深く考え

た。 

) (一般) (長期)

28 12

37 0

65 12

27

成26年度

成26年度

平成2

平成2

2

通してのインターンシップ

（事

学 教育 

  

 

プに係る

るよう，

られたた

とめ，

を示す） 

り抜粋） 

ずつでは

ームバリ

どんな

るのか，

ができ，

でいる，

る分野で

うと思え

とができ

だと思う

要がある

自分の興

の学生生

思う。そ

ので，バ

学んでい

生生活で

える機会

(一般)

51

33

84

(人)

(人)

27年度

27年度

20

参加状況）

務局資料）
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資料 1-3-1-3-14 教育学研究科及び工学研究科で運用されているインターンシップ 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■ 教育学研究科 

・教職大学院では，教育課程の中軸となる長期実習として，学部卒院生には長期インターンシップ

が履修できるよう配慮されている。 

・長期インターンシップでは，１年次の４月から３月，週３日間をインターンシップとして，学校

の１年間の授業と行事と生活に教師集団の一員として参加し，授業づくりに止まらず，学級づく

り・生徒指導・生活指導，そして教師としての組織的な活動や共同研究にも関わって教師として

の仕事の総体を把握し，学校での役割を果たす。 

■ 工学研究科 

・平成 18 年度大学院教育 GP「地域産業との連携による派遣型高度人材育成事業」を基礎として，

大学院生を企業に長期派遣することで，産業界の取組を理解し，自主的に問題を解決する能力の

ある高度専門人材を育成することを目指した長期インターンシップを実施している。 

・中期インターンシップとして，本学産学官連携本部と連携して，博士前期課程の学生を対象とし

て，インキュベーションラボファクトリーを中心とした「試作・試販売」等を通して実践的な人

材や経営人材を育成する技術経営カリキュラムを内容とした「創業型実践大学院工学教育(MOT

教育)」を実施している。 

 

■ 中期・長期インターンシップ実績 
 （人） 

研究科 
平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度

中期 長期 中期 長期 中期 長期 中期 長期 中期 長期 中期 長期

教育学研究科 － 9 ̶－ 13 ̶－ 13 ̶－ 15 ̶－ 8 － 8 

工学研究科 22 10 30 6 12 13 7 5 4 9 5 4 

※中期・長期のインターンシップは，教育課程の一部にも取り入れている。 

※※工学研究科では学士課程と同様に，インターンシップ参加者が明確な目的意識を有した意欲的な学生に絞

られたため，結果として修了学生数が減少している。 

※※※工学研究科博士後期課程では「産業現場に即応する実践道場」を開設し，技術経営とモノ作りを一体化

させた教育プログラムを実施している。さらに，学生の実践力を高めることを目的として，地域や社会，

産業界との協働に基づくプロジェクト研究・地域連携型教育である PBL(Project based learning)を実施

している。 

 

■ インターンシップ参加学生からのコメント（一部抜粋） 

（教育学研究科） 

・長期インターンシップでは，実際にクラスに入り，授業実践だけではなく，学級経営や校務分掌

など深い部分にふれることができた。 

・年間というロングスパンの中で生徒と深く関わることで「自分はどんな教師になりたいのか」と

いう事を何度も問い直すことができた。 

・インターンシップを通して長期的に生徒たちと関わっていく中で，一人の人間として，生徒とじ

っくり丁寧に向き合っていくことの大切さを学ぶことができた。 
 

（工学研究科） 

・応用研究を進めるときに，社会問題やその背景，解決策を考えることを学んだ。特に，社会問題

や解決策を，基礎的な部分まで落としこむことが，とても難しかった。 

・開発は開発部署だけではできない。試作品の作製とその分析を含め生産・品質保証などの部署と

の連携をとることが開発には必要な能力である。また，日々の生産が行われる合間を狙っての試

作等になるため，その計画性が必要とされることを理解できた。 

 

（事務局資料）
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②－２ 各部局では，それぞれの特性に応じた様々なキャリア教育を，地域社会等と協働

しつつ実施し，学生からも好評を得た（資料 1-3-1-3-15，16）。 

 

資料 1-3-1-3-15 外部の専門家を講師として招聘した主な授業科目の一覧  
 

■ 各部局では，地域社会等と協働したキャリア教育の一環として，外部専門家を講師として招聘し，

授業を担当いただいている。 

 

※医学部では「臨床教員制度」を活用し，学外医療機関の医師に医学科臨床・臨地実習に協力いただいている。 

（平成 27 年度現在，臨床教授 72 名，臨床准教授 16 名，臨床講師 72 名） 

 

（事務局資料） 

 

資料 1-3-1-3-16 各部局で実施しているキャリア教育と関係者からのコメント 
 

学部・研究科 取 組 参加学生からのコメント 

教育地域科学部 地域の核となる優れた理科教員を育成する

ことを目的として，平成21年度科学技術振

興機構(JST)「理数系教員（コア・サイエ

ンス・ティーチャー(CST)）養成拠点構築

事業」に選定された「地域・学校拠点を活

用する自己啓発型CST養成・支援システム

の構築」を福井県教育委員会との協力の下

で進め，現在ではCOC事業の一環として継

続している（P1-99 前掲資料1-1-2-1-17）。

平成22年度就業力GP「世代間交流と地域参

画活動が生み出す就業力」，それに続く平

成24年度「産業界のニーズに対応した教育

改善・充実体制整備事業」に選定された「

中部圏の地域・産業界との連携を通した教

育力改革の強化事業」では，地域参画型の

実践教育と専門教育を結合させて就業力を

高めることを目的としたアクティブ・ラー

ニングに重点を置く教育プログラムを拡充

するとともに，企業・地域体験型学習プロ

グラムを展開した（P1-100 前掲資料

1-1-2-1-18）。 

・学校インターンでは，授業の準備や教

材の工夫を学ぶことができた。クラス

づくりや実験室の整備など教員とし

てのスキルを学ぶことができた。 

・博物館や科学館に足を運んだり，専門

家の講演に参加する機会も多く，専門

以外の分野に関する理科分野の幅広

い専門知識を得ることができた。ま

た，福井県の理科教育をリードする先

生方とつながることができ，現場でも

このつながりを大切にしていきたい。

・社会人基礎力の養成と活きた学びを実

現するためにアクティブ・ラーニング

は有効であると考えています。 

・企業から大学に移り，大学で身につけ

たものの見方，考え方が大変役立った

と感じている。それをしっかりした上

で様々なアクティブ・ラーニングをす

すめていくようにカリキュラム設計

をしてみたい。 

医学部 

 

実際の患者に接することで患者の有する身

体的・精神的・社会的特性を理解し，適切

な処置及びサポートができる基礎的能力を

養うため，医学部附属病院をはじめとする

福井県内の医療機関において医学科では臨

床実習，看護学科では臨地実習を実施して

いる。 

看護学科ではカリキュラムを改正し，平成

・大学の実習よりも多くの患者さんをみ

られた点。また，いろいろな手技をや

らせてもらえた。 

・充実した臨床実習を経験できた。 

・忙しかったが，非常に勉強になった。

・キャリアアップ実習において，他国の

医療体制や職場環境，看護師への道の

りなどを学び，看護について今までと

H22 H23 H24 H25 H26 H27

学校教育相談研究Ⅰ，Ⅱ
（ライフパートナー）

4 教育地域科学部
福井市教育委員会指導主事，チャレンジ教
室室長

252 300 290 289 276 258

地域と学校 2 教育地域科学部
ロハス越前（グリーン・ツーリズム市民団体）
事務局長，元中学校長，学校教諭等

72 144 126 105 44 89

ベンチャービジネス概論 2 工学部　全学科共通 （株）いやさか代表取締役 4 18 17 9 56 15

知的財産権の基礎知識 2 工学部　全学科共通 平和国際特許事務所高島オフィス代表 71 40 41 33 28 36

フロントランナー 2 工学部　全学科共通 先端企業の中堅技術者　１１名 86 114 125 101 53 50

技術経営のすすめ
（技術経営カリキュラム）

2 工学研究科　博士前期課程共通
清川メッキ工業（株）専務取締役
（H25から産学官連携本部准教授）

86 91 42 － － －

経営学概論
（技術経営カリキュラム）

2 工学研究科　博士前期課程共通 福井県立大学　地域経済研究所　教授 － 129 62 79 68 58

マーケティング論
（技術経営カリキュラム）

2 工学研究科　博士前期課程共通 ㈱ふくいコミュニケーションズ　代表取締役 51 51 23 22 13 13

ケーススタディ・ビジネスプラン作成
（技術経営カリキュラム）

2 工学研究科　博士前期課程共通 （株）いやさか代表取締役 26 28 15 6 2 2

知的財産―特許コース特論
（実践道場カリキュラム）

2 工学研究科　博士後期課程共通 赤松特許事務所　所長 － 2 2 6 6 6

授業名 単位 対象 講師
受講者数
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26年度より海外キャリアアップ実習を開講

している。本実習科目は，海外の協定大学

及びその関連医療機関における研修を通し

た学生のグローバルな視野と異文化におけ

るコミュニケーション能力の育成を目標に

平成26年度は３人，平成27年度は８人が本

科目を履修した。 

は違った視点からも捉えられるよう

になり，もっと学びたいと意識を高め

ることができてよい経験となった。 

工学部 就業力育成の一環として，学生が自らの将

来像を明確にするとともに，卒業後の社会

生活に適応する力を身に付けさせることを

目的とした「みらい協育プログラム」を実

施した（P1-102 前掲資料 1-1-2-1-20）。 

・企画・運営力・提案力・発想力が身に

つきました。20 名程のメンバーは興

味のある分野で活動を進め，責任感を

もって取り組んだ。みんなで話し合

い，動き，共有することで自信につな

がっていった。 

・学生時代の経験がどのように仕事につ

ながっていくのかが理解でき，学生時

代の経験はとても貴重なものである

と感じた。 

教育学研究科 

 

・平成 26 年度に永平寺教育委員会，平成 27

年度に福井県立羽水高等学校と，「授業力

向上のための教育連携に関する事業協定

書」を締結した。本協定では，双方の教

育機能を活かし，連携・協力により教員

の授業力向上に資することを目的として

いる。具体的には， 

(1)連携先が所管する学校及び生徒指導

に関する，本学教員による助言及び専

門分野での支援 

(2)協働の授業研究会の実施 

(3)教科に関する協働の授業開発とその

検証などの授業研究 

(4)教育についての情報交換及び交流 

等を行う。 

この支援事業に大学院生や学部生を帯同

させることによって，授業計画，授業観察，

授業分析，学習者理解や教室環境などへの

理解の深化など，教育現場と連携した実践

的授業を実現している。 

・現場教師への理論における松友先生や

大和先生からのアドバイスが軸とな

り，実践の研究がより良いものへとつ

ながり，子どもたちの能力をさらに伸

ばせる教育へと進化させられること

を実感した。また，この取組を通して，

自分自身の教育研究に対する新しい

視座や研究方法を獲得することがで

きた。今後もぜひ，継続していくこと

が望ましい取組だと考えるが，同時

に，そのような現場への適切なアドバ

イス，学生への指導ができる大学教授

の方々の腕も試されていると思われ

た。 

・本事業により，現場の教員は普段の実

践に対しての新しい視点を大学教

員・院生等から得られ，また院生は自

らの経験不足を，協働で授業を分析す

ることを通じた代償的経験で補うこ

とで，ともに授業力を向上させること

ができる。このような互恵的な関係を

生み出すために，支援事業，並びにそ

れと連動した授業は必要不可欠なも

のだと感じる。 

医学系研究科 

 

・附属地域医療高度化教育研究センター看

護キャリアアップ部門看護キャリアアッ

プセンターにおいて，人材育成担当部門

では，再就業を目指す潜在看護師，看護

基礎教育修了後の新卒看護師，様々な分

野で専門性を高めたい就業看護師に対し

て，生涯学習の支援と看護実践能力の開

発を目的に，「看護実践能力開発講座」を

開講している。また，認定看護師部門で

は，熟練した看護技術と知識を有し，水

準の高い看護実践を通して看護師に対す

る指導・相談活動を行う「認定看護師」

について，「慢性呼吸器疾患看護」及び「手

術看護」の２分野の認定看護師の養成教

育を行っている（P3-119 後掲資料

3-2-3-1-23）。 

・修士課程看護学専攻においては，より困

難で複雑な健康問題を抱えた人，家族，

地域等に対してより質の高い看護を提供

するための知識や技術を備えた特定の専

・対象者に対する向き方，考え方がずれ

ていたことを実感しました。話をきけ

ば聞くほど実際の現場で対象者がサ

インを出していたことがよくわかり

ました。 

・前半概論，後半は症例で理解しやすか

ったです。時間が足りなかったのが残

念です。 

・解剖から呼吸音の種類まで実技を含ん

で分かりやすい講義でした。 

・SWOT 分析は，自分が認定看護師とし

て活動する上で，自施設の問題や改善

点などを考える機会となり大変学び

の多い科目だった。 

・リーダーシップの種類をもとに指導を

考えることができた。 

・文献検索の方法やクリティークの視点

等とてもわかりやすかったです。 

・グループワークで，自施設での問題を

取り上げて，理論を用いて効果的に検
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門看護分野において卓越した看護実践能

力を有する「専門看護師」について，「災

害看護」及び「がん看護」の２分野の専

門看護師の養成教育を行っている（P1-55 

前掲資料 1-1-1-3-7）。 

討することができた。 

・倫理については，とても興味があった

ので，とても楽しい授業でした。今後

も手術室倫理を自施設でも深めて行

きたいです。 

工学研究科 

 

・平成 18 年度大学院教育 GP「地域産業との

連携による派遣型高度人材育成事業」を

基礎として，大学院生を企業に長期派遣

することで，産業界の取組を理解し，自

主的に問題を解決する能力のある高度専

門人材を育成することを目指した長期イ

ンターンシップを実施している。また，

中期インターンシップとして，本学産学

連携本部と連携して，博士前期課程の学

生を対象として，インキュベーションラ

ボファクトリーを中心とした「試作・試

販売」等を通して実践的な人材や経営人

材を育成する技術経営カリキュラムを内

容とした「創業型実践大学院工学教育

(MOT 教育)」を実施している。 

・博士後期課程では「産業現場に即応する

実践道場」を開設し，技術経営とモノ作

りを一体化させた教育プログラムを実施

している（P1-151 前掲資料1-1-2-2-29）。

さらに，学生の実践力を高めることを目

的として，地域や社会，産業界との協働

に基づくプロジェクト研究・地域連携型

教育である PBL(Project based learning)

を実施している。 

 

・専門的な知識を学習し，「なぜ，こう

なるのか」を突き詰めることで，新た

な技術を生む手掛かりになった。 

・研究に対する姿勢が大きく変わったよ

うに感じます。研究のプロセスをいか

に考えるか，先立って結果を予測し，

出た結果をそのまま受け止めるので

はなく細かく考察することが重要だ

と感じました。また，日々の打合せの

中でプレゼン能力が向上しました。常

に自分の意見を持ち，いかにして相手

に分かりやすく伝えるかをより考え

るようになりました。 

・様々な分野・立場の方と議論ができた

のが最も面白かった。エピソードをふ

まえた議論のテーマ設定も非常に分

かり易く，ためになるものでした。 

※下線は「地域社会等との協働」を示す  （事務局資料）
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②－３ 平成 23 年度科学技術人材育成費補助事業（ポストドクター・インターンシップ

推進事業）に基づき，「博士人材キャリア開発支援センター」を設置した。本事業の

中間評価は総合評価Ａであり，高く評価された（資料 1-3-1-3-17）。さらに，認証評

価でも，優れた点としてあげられた【別添資料 法-2】。 

 

資料 1-3-1-3-17 博士人材キャリア開発支援センターの概要とその成果 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■中間評価結果 ： 総合評価Ａ 

 

 

 

 

  

（事務局資料）

システムの構築，運用：インターンシップの選考に企業も参画するなど，企業との連携を積極的

に行っている。また，参加者の自主性を促す多彩なカリキュラムになっている。これらのことから，

教員，ポストドクター，企業のニーズを見つつ進められているので三者間の意思疎通は順調である

と評価できる。 
（科学技術人材育成費補助事業（ポストドクター・キャリア開発事業）平成 25 年度中間評価結果より抜粋）

この部分は著作権の関係で掲載できません。
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②－４ 平成 27 年度「地（知）の拠点大学による地域創生推進(COC+)事業」に採択され，

県及び経営者協会と連携し，インターンシップ制度の量的・質的向上を図ることとし

ている（資料 1-3-1-3-18）。 

 

資料 1-3-1-3-18 COC+事業に基づくインターンシップ制度の向上  
 
 

■事業協働地域における新しいインターンシップ体制 

 

 平成 28 年度に新たに設置するキャリアセンター（仮称）を活用し，福井県及び経営者協会，NPO

等と連携しながら，新たなインターンシップ体制を構築し，インターンシップの低学年への拡大，

参加学生数の増加,参加学生と受入れ企業の満足度の向上などを実現し，学生の自覚と地元企業へ

の関心を高めることにより，インターンシップの量的・質的高度化を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

（実施状況の判定） 実施状況が良好である 

    

（判断理由） 

１．就職支援室を中心として，きめ細かい教職協働就職支援体制を整備し，独自の就職支

援システムの構築等，様々な就職支援に係る取組を実施した。本学の就職支援活動は

本邦で注目される取組であり，学生から好評を得ている。特に，総理官邸での平成 26

年度「まち・ひと・しごと創生に関する有識者懇談会」にて紹介される等，取組に対

する高い評価は特記される。 

 

２．外部ランキングで複数学部を有する国立大学法人中，卒業生の就職率は８年連続第１

位と高く，高い就職率を維持した。さらに，離職率の低さ，卒業生に対する就職先関

係者からの高い評価，学生の満足度は，就職に係るマッチングが適切であった証左で

ある。 

 

３．インターンシップ制度を含め，様々なキャリア教育を地域社会等と協働して実施して

おり，参加した学生からも好評を得た。一部は就業力 GP などの採択事業に基づくも

のであり，さらに平成 27 年度採択された COC+事業に基づき，インターンシップ制度

の向上を図っている。 

 

４．博士人材キャリア開発支援センターを設置し，産学協力体制のもと，ポストドクター

と企業の双方にとって実りある育成システムを構築した。中間評価においても，高く

評価され，大学機関別認証評価においても優れた点とされた。 

 

 

 

各大学 福井県・福井県経営者協会等

各大学独自の
インターンシップ

（主として３、４年生
と院生）

プレインターンシップ

福井県内企業等で
１日「就業体験」

キャリアセンター
(仮称、新設）

インターンシップ

短期（５日間）

インターンシップ

長期（２週間）

プロジェクト型インターンシップ

（地域や企業の課題解決）

インターンシップ基礎教育

ビジネスマナー講座
企業研究 等

参加学生の拡大

各大学独自の
インターンシップ
（１、２年次生）

（事務局資料）
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②優れた点及び改善を要する点等

 (優れた点) 

１．専任職員を配置した学生総合相談室を開設し，保健管理センターとの密接な連携の下，

メンタルヘルスを含む学生からの様々な相談内容に一括して対応できる体制を整備

し，学生からの満足度の向上した適切な学生支援を行った（計画 1-3-1-1，2）。 

２．当初策定した修学支援を含めた修学環境等の維持改善を進める方策が順調に実施され，

学生からの満足度は第１期に比して向上している。これは関係者の満足度の高い学習

支援体制の構築が達成された証左である（計画 1-3-1-1）。 

３．福井大学基金奨学金（予約型奨学金）を含め独自の奨学金制度の設置等，学生からの

満足度も高い経済的支援を実施した。さらに，認証評価で評価された SA 制度を整備

した（計画 1-3-1-2）。 

４．「就職支援室」を中心としてきめ細かい教職協働就職支援体制が整備され，本学独自

の就職支援システムの構築など，本邦で注目される様々な就職支援に係る取組を実施

した（計画 1-3-1-3）。 

５. 平成 23 年度ポストドクター・インターンシップ推進事業の実施機関として選定され，

「博士人材キャリア開発支援センター」の設置など，その取組は高く評価された（計

画 1-3-1-3）。

（改善を要する点） 

該当なし 

（特色ある点） 

１．外部ランキングで複数学部を有する国立大学法人中，卒業生の就職率は８年連続第１

位と高い就職率が維持され，離職率も低い。これをもたらした本学の就職支援活動は

総理官邸での平成 26 年度「まち・ひと・しごと創生に関する有識者懇談会」にて紹

介される等，高く評価された（計画 1-3-1-3）。 

２．学生からも好評なインターンシップ制度について，平成 27 年度採択された COC+事業

に基づき，質的・量的向上が期待される（計画 1-3-1-3）。 




